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第20巻（2000）
　

日本のシュートはとこへ飛んでいったのか？

－ＦＩＦＡワールドカ　ップフランス98の分析からー

鎌田

　

安久1）田部

　　　　　　　

黒田

　

学2）

和生3）

山田

　　

庸2）

塚田

　

雄二4）

山之口寿幸2）

【目

　

的】

　

サッカーという競技は、得点を競い勝敗を決め

るものであるから、勝つためには何よりも得点を

あげることが大切なことである。そのためには相

手守備を突破し、シュートを撃つことが必要であ

るが、このシュートの精度が高いことが、得点の

可能性を高めることに繋がるであろう。

　

ところが、現代サッカーのGlobal Standardと考

えられるFIFAワールドカップフランス98に登場

した日本代表チームの「フィニッシュの精度」に

関して、以下のような結果が日本サッカー協会テ

クニカルスタディーグループから報告されてい

る。日本は３試合で55本のシュートを撃ち、一試

合平均シュート数は、１位のフランスが23.4本で

あるのに対し18.3本と参加32チーム中５位という

成績であった。しかし、日本の得点は３試合で１

点のみであり、得点数をシュート数で除したシュ

ート決定率は１位のスペインが16.1%に対し1.8%

と、参加32チーム中最下位である。また、ゴール

マウス内に飛んだシュート数を総シュート数で除

したOnTarget率も１位のパラグアイの50.9%に対

ぶ
弔

＠
ぶ

図１

　

対アルゼンチン戦におけるシュート（12本）が

　　　

飛んでいった場所

し20%と最下位である。

　

そこで今回の研究では、現代サッカーのGlobal

Standardと考えられるFIFAワールドカップフラ

ンス98に初めて登場することができた日本代表チ

ームの「フィニッシュの精度」に着目し、３試合

で撃ったシュート55本の内得点にいたらなかった

54本は一体どこへ飛んでいったのかの検証、また

54本のシュートはなぜ得点に結びつかなかったの

かを①offthe ballの動き、②lvslのドリブル突

破、③技術の正確性という３つの観点について検

討することを目的とする。

【方

　

法】

　

分析資料には、FIFAワールドカップフランス

98に出場した日本の予選リーグ３試合及びフラン

ス大会における171全得点にいたるシーンついて、

ＮＨＫで放映された映像を用いた。また、①off the

ballの動き（ポジショニング）によってシュート

時にはシュートのための時間と空間（シュートコ

ース含む）を獲得して撃っているか、②lvslの

局面からドリブル突破によってシュートを撃って

參 必弓

図２

　

対クロアチア戦におけるシュート（14本）が

　　　

飛んでいった場所

1）岩手大学

　

2）筑波大学体育研究科

　

3）滝川第二高等学校

　

4）ヴァンフォーレ甲府

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1-

e

･･

　

ｊｉ、. ざ、

　　　　　

否i?y.｀

ぶ

　　　　　

弓哨‘jり

　　

とゴ汲

　　　

可

　　　　

肌－



２

日本のシュートはど

弓

考ｅ

　

ぶ
ぶ

こへ飛んでいったのか？―FIFAワールドカップフランス98の分析からー

毎
宙ぶ

　　

台

図３

　

対ジャマイカ戦におけるシュート（29本）が

　　　

飛んでいった場所

いるか、③①②の局面で、正確に技術を発揮し

ているか、の観点について、本研究６人の研究グ

ループメンバーにおける観察・判断の一致を持っ

て資料として集計処理し分析・検討を行った。

【結

　

果】

　

FIFAワールドカップフランス98に出場した日本

の予選リーグ３試合のシュート数は、日本サッカ

ー協会テクニカルスタディーグループから報告さ

れた数と同じ55本であり、対戦相手により大きく

異なっている。対アルゼンチン戦では大会平均

14.2本以下の12本のシュートを撃ち、９本がゴー

ルマウスを外れ、３本がＤＦに阻止されている。

対クロアチア戦では大会平均同様の14本のシュー

トを撃ち、８本がゴールマウスを外れ、６本が

DF（3）・ＧＫ（3）に阻止されている。対ジャマ

イカ戦では大会平均の２倍にあたる29本のジュー

図5

　

Off the ballの良い動きから撃った31本のシュート

Over bar = 17

図４

　

シュート55本が飛んでいったエリア

トを撃ち、17本が外れ、11本がDF（5）・ＧＫ（6）

に阻止されている（図１、図２、図３）。

　

以上55本のシュートが飛んでいったエリアは、

ゴールインしたのが１本、ゴールマウスを外れた

のは34本と61.8%であり、その半数がゴールのバ

ーの高さを越えて飛んでいっている（図４）。ま

た、日本サッカー協会テクニカルスタディーグル

ープの報告では、On Target数が11本であると報

告されているが、今回の分析によるとゴールマウ

スを捕らえたシュートは21本と２倍近く計測さ

れた。しかし、その約半数の11本がＤＦにブロ　ッ

クされ跳ね返されている。

　

シュート時にoff the ballの動き（ポジショニン

グ）によってシュートのための時間と空間（シュ

ートコース含む）を獲得して撃っているシュート

数が31本（62％）計測された。そのシュート位置

は比較的シュートの時間と空間を得られやすいペ

ナルティーエリア外が13本(41.9%)と最も多く、

FIFAワールドカップフランス98で得点が多かっ

　　　

種類

　　　　　　　　　　　　　

ジュート本数

　

ヘディング

　　　　　　

Stand

　　　　　　　

l

　　　　　　　　　　　　　　　

Jump

　　　　　　　　

9(1)

　

インサイド

　　　　　　　

Ｒ

　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ

　　　　　　　　

1(1)

　

インステッブ

　　　　　　

Ｒ

　　　　　　　

25 (12)

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ

　　　　　　　　

９（２）

　

アウトサイド

　　　　　　

Ｒ

　　　　　　　　

2(1)

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ

　　　　　　　　

Ｏ

　　

スワーブ

　　　　　　　

Ｒ

　　　　　　　　

４い）

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ

　　　　　　　　

2(2)

　

チッピング

　　　　　　　

Ｒ

　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ

　　　　　　　　

Ｏ
その他(knee)

　　　　　

Ｒ

　　　　　　　　

1(1)

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ

　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　

※Ｏ　内は、On Targclを示す、

表１

　

キック・ヘディング技術の精度

Left = 10　　　　　Goal = 1　　　　　Right = 7

　　　　　　　

DF Block = 20 (GK =･9）

七飯
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で
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恨

　　　　　

刄一匹ヨﾆ

　　　　　　

13本(41.9%)

　　　　　　

4本（12j％）1

　

4本

　　　　　　　　　　　

0本

(.n.9K)

　　

9本(29%)

　　

(0%)

　　　　　　

1本（3％）
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鎌田，田部，山田，山之口，黒田，塚田

たプライムターゲットエリア＋ゴールエリア

(51%)では少ない傾向が認められる（図５）。

　

ドリブルからのシュートは13本計測され、その

うちペナルティーエリア外からフリーでのシュー

トが10本、ペナルティーエリア内からのシュート

３本、うちlvslの局面からドリブル突破によっ

てシュートを撃っているのが１本のみである。

　

表1は、シュート時に選択された技術を示して

いる。これらの技術発揮の正確性については、

off the ballの動き（ポジショニング）やドリブル

によってシュートのための時間と空間（シュート

コース含む）が獲得された状況下において、ゴー

ルマウスを捕らえたシュートは22.4%と少ない。

シュート時に慌ててシュートを撃っており、シュ

ートのキーファクターが欠落していることが観察

される。

【まとめ】

　

これまでの結果から以下のような結論が考えら

れる。

（1）シュートがゴールマウスを捕らえゴールイン

　　

する可能性の高いペナルティーエリア内にお

　　

いて、off the ballの動きでシュートのための

　　

時間と空間を獲得する機会を数多く創ること

　　

ができていない。守備力の高いチームに対し

　　

て、攻撃の展開でシヴィアゾーンにボールを

　　

運ぶ回数が少ないことも影響していることが

　　

推測される。

②ゴールから遠いペナルティーエリア外からの

　　

ドリブルシュートが多く、機を狙ったペナル

　　

ティーエリア内におけるlvslのドリブル突破

　　

能力が乏しい。

（3）落ち着いて、狙いを定めた正確な技術発揮能

　　

力に欠けている。

　　　

以上の３点が日本のフィニッシュにおける

　　

課題として挙げることができると考えられ、

　　

（2）（3）について、得点にいたらなかった日

　　

本のフィニッシュの局面と類似したFIFAワ

　　

ールドカップフランス98における得点場面を

　　

対比して編集したＶＴＲを提示し、その課題の

　　

信憑性の高さを明らかにするものである。

３



サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

サンフレッチエ広島ｖｓ.横浜マリノス戦のゲーム分析に関する研究

　　　

～サッカーにおける“コンパクト度に関する分析～

沖原 菅
崔

謙

　

輝2）

詰洵5）

塩川

野地

満久3）松本

　

光弘’）

照樹6）

【目

　

的】

　

昨年まで本研究グループは、三次元画像解析の

手法を用いてフットサル競技を対象としてゲーム

分析における、その指標の客観化について研究を

進めてきた。二こで得られた知見を生かし、サッ

カー競技のゲーム分析における指標の客観化を行

うことを目的としている。現代サッカーの戦術に

おいては、選手あるいはチームのバランスといっ

たポジショニング論について盛んに議論されてお

り、その中で、フィールドの中央付近で各チーム

の選手が約30Mほどの縦幅に密集し、エリアを狭

めてプレスをかける、いわゆる¨コンパクトなサ

ッカー”が主流となっている。しかしながら、こ

の“コンパクトで表現されるゲーム中の各選手

のポジション、すなわちチーム全体の動きを表す

指標の客観化（定量化）は進んでおらず、これら

のことを、より説得性のある論理として検討する

必要性があると考えられる。

　

そこで本研究は、サッカーゲームにおける¨コ

ンパクト度と関係の深いと思われる選手間の距

離、バランス、密集度等について、三次元画像解

析から得られたデータ（座標点）を基に、客観的

な指標を用いて定量化し、検討するものである。

【研究対象として用いた客観的な指標】

　

本論文で、研究対象として用いたコンパクト度

と関係の深いと考えられるものは、以下に示す3

つである。

１）ゴールキーパーを除いた10人の選手の最大距

　　

離（縦幅と横幅）の平均値。これを客観的な

　　

指標として用いた理由は、コンパクト度を表

　　

すときにどのくらいの幅（距離）に選手が入

　　

つているのかは、必要な条件となると考えら

　　

れるからである。

２）ゴールキーパーを除いた10人の選手の重心点

　　

（各選手を同等の重さと計算した中点、バラ

　　

ンス点）の動き。これを客観的な指標として

　　

用いた理由は､コンパクト度を表すときに１）

　　

で述べた幅の中にいる選手の位置関係を単純

　　

化して評価するためである。

３）ボールの周辺に何人の選手が集まっていたか

　　

について、ボールからの距離と選手の人数を

　　

示した。これを客観的な指標として用いた理

　　

由は、コンパクト度は戦術に関係しているこ

　　

とで、ボールと選手の関係を含めて考察する

　　

必要があると考えたからである。

【本研究の限界】

　

本論文では、コンパクト度を表す客観的指標と

して、１）、２）、３）を【研究対象として用いた

客観的な指標】で述べてきた。現場の監督やコー

チの意見を基に暫定的にこの３つについて分析を

試みるが、他にもコンパクト度を表現できる客観

的な指標は数多く考えられる。さらに、この３つ

の指標について、どの指標がコンパクト度をより

正確に表せる指標になるかという検証を行うこと

は不可能である。それは、ここで用いた客観的な

指標を評価する基準がこの研究領域には存在して

いないからである。そこで、研究対象として用い

た指標から導き出された結果について考察を加え

ていくことまでが本研究の限界であると考えられ

る。

1）広島大学

　

2）広島国際大学

　

3）広島県立保健福祉短期大学

　

4）筑波大学

　

5）広島大学大学院

　

6）高知大学
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サンフレッチエ広島VS.横浜マリノス戦のゲーム分析に関する研究～サッカーにおける¨コンパクト度に関する分析～

【分析対象とした試合】

　

本論文で分析対象として用いたサッカー競技は

以下のようである。

日

　

時:1999年６月12日

場

　

所：広島ビッグアーチ

大会名：ナビスコカップ（予選リーグ）

　　　　

サンフレッチエ広島VS横浜マリノス

結

　

果：広島２－３横浜（前半１－１）

【研究方法＝撮影方法と画像解析について】

　

２つのビデオカメラ（ＳＯＮＹ ＤＣＲ-VX1000）で

図１のように撮影し、カウンターを挿入した後に

Ｃｇ笥吹・１ ｃＳｎａｒ●２

広鳥ピヅグアーチ

　　　　　

図１

　

カメラの配置と撮影方法

ビデオデッキに録画した。その際２つのカメラに

同じ基準点（サイドライン、ゴールライン、コー

ナー、ゴールポストなど）が入るようにセットし

た。次に録画したビデオテープから１秒間に３コ

マづつ、コンピュータにキャプチャーし

ＴＯＭＯＫＯ-ＶＭ（ＭＰジャパン社製）により選手、

ボールの位置を座標化した。また、デジタイズし

た点は試合開始直後より両チーム22人の選手とボ

ールとした（前半8481点×22人とボール・後半

8820点×22人とボールをプロット）。本研究の目

的とした３つのコンパクト度を表す、客観的な指

標を作成するため監督やコーチの意見を反映し

て、この座標化されたシートを基に分析ソフトを

自作して統計処理を行った。以上の作業全体をフ

ローチャートで表したものが図２である。

図２

　

全体のフローチャート

[前半]

　

広鳥縦幅叫

　

損浜縦幅(m)

　

広島横幅(i

　

横浜横軸(l)

[後半]

　

広鳥縦幅(m)

　

横浜aisM

　

広島横幅Qn)

　

横浜横幅(ｍ)

平均裸準嘔差標準誤差例敵最小値最大唆

　

分散変動係数

　

範囲

≪.223

　

10.554

　

｡115 8481 11.898 81666 111.392　　239 69 768

44.899

　

8.921

　

｡097 8481 13.M5 74209 M.580　　199 60 464

38.368

　

7.867

　

｡0a5 8481 15.478 66J70 61.883　　205 51 192

37 295　1563　　082 8481　5 547 63 113 57.196　　203 57 566

　

平均

　

・差

　

準誤差例数

　

小値最大櫨

　

分散裏動係数

　

範囲

44.534

　

10 412　111 8820 14 823 77.789 108 413　234 62 966

49.983

　

11.189

　　

119 8820 15 589 86968 125 191　　224 71 379

39.713

　

9.578

　　

｡102 8820 14 576 72 925 91 734　　241 58 348

38.393

　

7.569

　

｡081 8820 17.227 75,496 57,296　,197 58.270

表１

　

ゲームにおけるチームのポジショニング範囲

【結果と考察】

１）ゴールキーパーを除いた10人の選手の最大距

　　

離（縦幅と横幅）の平均値。

　　　

両チームの選手の縦幅（ピッチのゴールラ

　　

インからゴールラインの間）と横幅（ピッチ

　　

のタッチラインからタッチラインの間）の平

　　

均距離を前後半に分けて表したものが表１で

　　

ある。表１から分かるように、この試合にお

　　

ける各チームの縦幅は平均40M半ばである。

　　

現代サッカーでは縦幅は30M程と言われてい

　　

るが､この結果では10M以上長くなっている。

　　

プレスを互いのチームが掛け合った状態の縦

　　

幅が30Mで１試合の平均値としては、妥当で

　　

あろう。また、コンパクト度を表現するとき、

　　

一般的には縦幅をよく用いるが、戦術用語の

　　

中にQuater Pressと言う代表的なコンパクト

　　

度に関係のある用語が存在するので、各チー

　　

ムの横幅に関してもその結果を示した。横幅

　　

の平均距離は、40M前後でたて幅よりも短い

　　

傾向が確認された。
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表2

　

ボールキープ時におけるチームのポジショニング範囲

　　　

次にこの縦幅と横幅について、ボールをキ

　　

ープしているときとキープしていないときに

　　

分けて表2に結果を表してみた。表２の前半

　　

で「広島縦幅（Ｍ）、合計」は、ボールキー

　　

プに関係なく広島の縦幅を表したものであ

　　

る。以下、「広島縦幅（Ｍ）、広島」は、広島

　　

がボールをキープしているときの広島の縦幅

　　

を表したものであり、「広島縦幅（Ｍ）、横浜」

　　

は、横浜がボールをキープしているときの広

　　

島の縦幅を表したものである。このようにし

　　

て表２の結果を観ると、ボールをキープして

　　

いるチームの縦幅も横幅も、ボールをキープ

　　

していないときよりも幅広くなっていること

　　

がわかる。つまり、攻撃時には広くなり、守

　　

備時には狭くなるという関係が確認される。

２）ゴールキーパーを除いた10人の選手の重心点

　　

の動き。

　　　

両チームの重心の対応であるが、その結果

　　

を図3に示した。この図は、両チームの重心

　　

位置の縦方向の相関を前後半に分けて表した

　　

ものである。両チームの重心点の相関は、前

　　

半でＲ/x2=0.96、後半でＲ△2=0.90と驚くほど高

　　

いものであった。（図３で示された大きく反

　　

れた線について、ビデオテープで確認をする

10 20 30 40 S0 60 70 80 90 100

　　　　　　　　　　　　

国

重心位置の相聞（縦方向）前半

10 20 30 40 5a 60 70 80 刃1卯

　　　　　　　　　　　

岡
重心位置の相閏（縦方向）後半

図３

　

両チーム重心の対応

と、一方のチームが審判へ講義をしている場

面であった。）このことからチームの重心位

置は、どちらかのチームが相手チームの重心

位置に対応して動いているということが、ま

ず推測される。そして、チーム内の各選手は、

各自の役割分担を遂行するためのポジション

を取っているので、必ずしも相手選手と同じ

ように動いているわけではない。この結果か

ら次に推測されることは、選手個々の動きは

異なっていても、チームの重心位置はシステ

マチックに相手チームの重心位置と対応する

メカニズムを有しているということである。

　

次に両チームの重心位置の横方向の対応と

その形を示したものが図４である。広島と横

浜の重心位置のヒストグラムが、図jlの左側
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図４

　

重心の対応とその形

　　

に表されているが、その形は両チームとも似

　　

ている。また、後半のヒストグラムを図４の

　　

右側に表示している。前半と異なった形をし

　　

ているが、両チームとも似通った形を示して

　　

いる。以上のことから確認されることは、両

　　

チームの重心位置は、横方向に関しても高い

　　

相関で対応しているということである。

３）ボールの周辺に何人の選手が集まっていたか。

　　

ボールからの距離と選手の人数。

　　　

ボール周辺に何人の選手を送り込むことが

　　

できたのか？、について各チームを前後半に

　　

分けて表したものが、図５と図６である。ボ

　　

ール周辺に送り込む各チームの平均人数は、

　　

多少の差はあるが、１人目がボールから約７

　　

Ｍ、２人目が約13Mであった。

　

１試合の中で
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前半におけるボール周辺の人数（密集度）
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後半におけるボール周辺の人数（密集度）

ボールは、オープンスペースにあることも

多々あり、平均の値としてはボールと選手の

距離は予想以上に開いている。

　

次にボールをキープしているときとキープ

していないときに分けて指標化を試みたもの

が図７である。図７で「広島の人数」と表示

されているグラフが、広島がボールをキープ
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ボールキープ時におけるボール周辺の人数（密集度）

　　

していたときの、広島のボール周辺の人数と

　　

横浜のボール周辺の人数を表している。この

　　

グラフから分かることは、横浜がボールをキ

　　

ープしているときの広島がボール周辺に送り

　　

込めた人数が、前半と比較すると後半少なく

　　

なっているということである。ここでも重要

　　

となる考え方は、ボールをキープしていない

　　

とき（守備時）の人数とボールへの距離であ

　　

ろう。また、攻撃についての分析では、ボー

ルをキープしているときの２人目の選手の平

均距離は、約12M前後でサポート選手の平均

距離を表していると考えられる。

【結

　

論】

　

本論文の結論を以下のように示した。

1）コンパクト度の客観的な指標化については、

　　

ボールをキープしているのか、いないのかを

　　

区別する必要がある。

2）チームの重心位置の動きは、チームシステム

　　

の機能と関係があると考えられる。この重心

　　

位置の対応関係が、チームのシステムが正常

　　

に機能しているかのバロメーター的な指標と

　　

なる可能性が含まれていると推測される。

3）一般的にいわれている「攻撃は広く、守備は

　　

狭く」という関係八この分析対象としたゲ

　　

ームにおいて確認された。

【今後の課題】

　

本論文では、１試合を通してのコンパクト度の

客観的な指標を作成することを試みたが、今後現

場からの要請によって、特定の場面においてのコ

ンパクト度の分析はより簡易なものとなるであろ

う。またゲーム分析における技術的なこと以外

（体力と戦術）は、新たな指標を作ることも可能

である。また、情報関連器具の進歩により以前に

比べて多くのデータ処理が可能となってきた。以

上のことから研究者は、より具体的なニーズを現

場の指導者から汲み取ってゆくことが不可欠であ

ると考えられる。

(本研究は文部省科学研究費基盤研究Ｃ、課題番

号11680034により行った研究の一部である)
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チームのプレー分析方法の開発とその結果

松本

　

光弘1）山口

　

隆文2）

　

私達は1974年のワールドカ　ップ、西ドイツ大会

の試合を材料に、トップレベルの試合から課題を

抽出し、それらを編集し、指導教材としてイマジ

ネーションサッカーを製作した。これは当時大変

な反響を呼んだ。その後、２回のわたって新しい

イマジネーションサッカーを製作し、世に出して

来た。この種の指導教材の作成には、ほとんどが

ＶＴＲのテープによる編集作業が中心で、膨大な時

間と労力と製作者の能力が要求された。特に、製

作者の意図が反映されるためには製作者自らが製

作のために多くの時間を割かなければならなかっ

た。

　

また、現在は定期的試合の固定化（リーグ戦）、

情報伝達のスピード化に伴い、対戦チームの戦力

分析は迅速、かつ正確に行う必要性が要求されて

きている。

　

これらの２点からいかにして効果的に、しかも

能率よくゲームを加工できるかが指導者はもとよ

り、チームの成績、あるいは選手の能力開発、一

般人のサッカーへの関心度の引き寄せ等への重要

な課題であると認識している。この点を踏まえ、

以前からゲーム加工（ゲーム分析）の開発を念頭

に置き、種々創意工夫を凝らしてきた。この度、

映像のデジタル化に伴いパイオニア株式会社の協

力を得、これまで考えてきた手法の実現が可能と

なったので、ここに公にするものである。

研究方法

１．対象試合

　

第20回トヨタカップ

　

マンチェスターユナイテ

　

ッド

　

対

　

パルメイラス

1）筑波大学

　

2）筑波大学大学院体育研究科

２。ゲーム加工（分析）手順

１）試合を見てメモを取る。（記録する、マーク

　　

をつける、音声で記録する等で可能）

２）デジタルビデオで試合を録画するにれは１）

　　

の作業と同時に行われる）

３）デジタルビデオ映像をＤＶＤレコーダーに落

　　

とし込むにの際、１）の作業を行っても良

　　

い）

４）試合の記録をＤＶＤレコーダーをコントロー

　　

ルするコンピュータに打ち込む

５）テーマに沿ってコンピュータ上で編集する

６）ディスプレーする

　　

（今回のデジタルビデオは日本サッカー協会科

学研究委員会収録の映像を使用）

研究の結果

１。試合中のメモ

　

試合を国立競技場のスタンドより観戦しなが

ら、筆者が重要と判断するプレー場面が発生した

ら、前後半に分け、その時の分秒とチーム名、そ

れに簡単なコメントを記した。そのメモを清書し

たものを以下に示す。

　

この内容はあくまで筆者の個人的なメモであっ

て、今回の研究に直接かかわるものではないこと

M

　

S team　　　　　　　　　content
00 00　P　Kick Off
00 14　P　4の　ロ　（　のロき）
01 20　M　　のミラーハス
01 30　M　FK
02 30　M　ベッカム･ターン
02 50　P　サイド右攻め
04 45　M　　Iターン、ハス
05 15　M　chance
05 50　M　ベッカムの　し
08 40 M shoot
09 20　M　　ターンしか力らの　ハス

表１

８
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を付記する。

２．コンピュータのコントロールパネル

　

デジタルビデオで撮影した画像をＤＶＤ－ＲＷに

圧縮保存する。そして前半のキックオフ時をOと

したカウンターに従い、観戦しながら記録したメ

モに従い目標とするプレーを探し以下に示す図１

に示すコントロールパネルにデータを打ち込ん

だ。

１）コントロールパネル（コンピュータ画面上）

の名称及び機能

　　　　　　　

図１

　

コントロールパネル

DVD-RW Recorder Sports Coaching System.…コン

　

トロールパネルのタイトル

File…ファイル（ＯＰＥＮ…オープン、ＣＬＯＳＥ…クロ

ーズ）

　

・試合名前半、試合名後半

　

・テーマ毎など

ＮＯ…クリップ番号

IN point (hmsf)…インポインド

　

・h…時間（２桁）

　

・ｍ…分（２桁）

　

・s…秒（２桁）

　

・f…フレーム（２桁）

ＤＵＲ（ｍsf）…デユレーション（指定時間）

・ｍ…分

・S…秒

・f…フレーム

CLIPNAME…クリップネーム

・チーム名

・内容メモ

PＶ…プレビュー（クリップネームのところを再生）

ＲＷ…リワインド（後方への巻き戻し）（２速）

RS…リバーススロー（後方ヘスロー再生）（２速）

STOP…ストップとコマ送り（前方へ、後方へ）

FS…フォワードスロー（前方ヘスロー再生）（２

　

速、左1/8,右1/2）

PB…プレーバック（再生）

ＦＦ…ファストフォワード（前方へ早送り）（２速。

　

右少々、左早く）

ＳＲＣＨ…サーチ（頭だしとその後の再生）

MARK…マーク（マークボタンを押したところの

マークを読み込む）、前を設定するとマークの後

の指定時間（デュレーション）を再生、反対に後

を設定するとマークの前の指定時間（デュレーシ

ョン）を再生

３。実際の映像例

１）Ｏ分00秒

　

前半キックオフ（図2-1～2-3)

４
ｊ

図２－１

図２－２
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まとめ

　

これまで多くの研究は文章によるものが多く、

指導現場から研究成果を形として創り出すことは

非常に困難であった。しかし、近年の映像処理の

画期的変化は指導現場で形として創り上げること

ができなかった多くの貴重な素材が形として表現
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チームのプレー分析方法の開発とその結果

できるようになってきた。特にデジタル化に伴う

映像の鮮明さとそれらを処理する機器の開発は目

を見張るものがある。我々が対象としているサッ

カーのゲームは前後半90分という情報量としては

莫大なものを扱うことが要求される。この度、そ

の莫大な情報量を一括して処理可能なＤＶＤレコ

ーダーに着目し､パイオニア株式会社の協力を得、

サッカーはもとよりあらゆるスポーツ種目で利用

可能な機能を装備する機器と編集ソフトの開発を

目的として行い一応の成果が得られたのでここに

公にする次第である。

この機材が特に優れた機能としているのは、以下

のようなものが挙げられる。

１、情報を迅速に処理できること（場合によって

　　

は映像を取りこみながら編集データの処理が

　　

できる）

２、求める情報に簡単にアクセスできる（インポ

　　

インドによって簡単に頭たしかできる）

３、最大360分の情報が一度に処理できる

４、マークを使用することで簡単に特定のシーン

　　

に印を付け、検索できる

５、最大999個の情報がマークでき、一括して処

　　

理できる

６、マークの前後のシーンをデュレーションを使

　　

って指定した時間だけ再生可能である

７、サーチを使って簡単に頭だしをし、その後が

　　

連続して再生できる

８、ファイルによって映像をテーマ別に分割でき

　　

る

９、クリップネームをつけることによりそのシー

　　

ンの内容が一目で判る

10、巻き戻し、早送り、前方へのスロー－､後方へ

　　

のスロー、ストップコマ送り（前方へ、後方

　　

へ）などがコントロールパネルの画面で視覚

　　

的に分かりやすく提示できる

　

以上、この種の機材は今後益々開発され、身体

運動を中心とした体育・スポーツの世界で多くの

貢献が期待できる。これらの機器がこれまでやや

もすると研究成果が出しにくかった体育・スポー

ツの実践指導現場からの多くの貴重な資料が創り

出されることを願って止まない。

ｎ

　

最後に、この度の私達の開発に伴う無理な希望

に快く賛同して下さったパイオニア株式会社及び

直接希望が実現できるようソフトの開発の面でご

協力下さった内海喜洋氏（パイオニア株式会社

ビジネスシステムカンパニー）に心から御礼申し

上げます。
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サッカーの試合中におけるoff the ballの動き

若杉

　

亮介口

　

伊藤

　

雅充 浅見

　

俊雄l）

はじめに

　

サッカーの試合では、よりプレッシャーの少な

い状況でボールコントロールすることで、次のプ

レーを有利に展開することができると考えられ

る。そのため、選手のパスを受ける前の動き、ス

ペースを作る動きが非常に重要となる。 off the

ballの動きは、非常に複雑であるためか、この動

きの分析はあまり行われていない。サッカーのパ

フォーマンスを向上させる要素として、ボールコ

ントロールの技術、体力的な能力、状況判断、チ

ーム戦術等が注目されている。しかし、off the

ballの動きなど局面的な戦術上の動きを、より質

の高いものにしていくことも重要な要素であると

考えられる1)。

　

これまでサッカー選手の試合中における動きに

ついては、選手の移動軌跡や移動距離、移動スピ

ードなどから、その特徴が明らかにされてきた。

しかし、選手が試合中にどの場面でどのような動

きをしているのか、また、チームとしてどのよう

に組織的に動いているかの客観的な検討はあまり

行われていない。そこで本研究では、試合中の選

手の動きの中で、パスを受ける前のoff the ballの

動きを客観的に分析することで、パスを受ける選

手が、よりプレッシャーの少ない状況でボールコ

ントロールをするためにはどうしたらいいのか

を、検討することを目的とした。

方

　

法

　

分析の対象とした試合は、1998年５月に行われ

たキリンカ　ップ日本代表

　

対

　

パラグアイ代表

（於：国立競技場）の試合であった。結果は１対

１の引き分けであった。

　

２台のデジタルビデオカ

1）日本体育大学大学院

メラレコーダー(ＳＯＮＹ製ＤＣＲ-ＰＣ７)をそれぞれ

別のピッチ半面がカバーできる位置に固定し、

30fpsで撮影を行った。分析はゲーム中のoff the

ballに関する任意の場面を主観的に選択し、その

映像をＡＶボードPower Capture PCI(Ｃａｎｏｐｕs製)

を介してコンピューターに取り込み、動作解析ソ

フトWINanalyze (mikromak製)を用いて、選手の

足部をデジタイズし、画面上の座標を30Hzで求

めた。その座標を透視画法の原理を用いて実際の

フィールド上の座標に変換した。そして、オフェ

ンス側の選手のパスを受ける前の動き、チームの

組織としての動きをディフェンスとの関わりで分

析を行った。

結果および考察

　

ポストプレーでの選手の移動軌跡を図１～図３

に示した。この場面は、ＤＦの人数、組織が整っ

ており、攻撃側はその局面を打開しようとしてい

るところである。移動軌跡は、パスを出した瞬間

等の任意の時間でいくつかのフェーズに分け表示

した。従って、同じ色の軌跡は、あるフェーズ内

に移動した軌跡を表しており、攻撃側を濃い色、

守備側を薄い色で表示した。図中の記号はそれぞ

れ白丸十矢印がパスを出した位置とその方向、白

丸がパスを受けた位置、黒丸がパスを受けたとき

のDFの位置、矢印が選手の動きの方向を表して

いる。図１のプレーでは、パスを受ける選手(Ａ)

は、ＤＦ(Ｘ)の背後を回り、視界から一瞬消えるこ

とでマークを外し、ＤＦのプレッシャーのより少

ないポジションでパスを受けることができてい

る。また、(Ａ)の選手がCX)の選手の前に出る瞬間

にパスが出されている様子がうかがえる。図２の

プレーでは、(図中の記号は全て図１参照)パス

12



サッカーの試合中におけるoff the banの動き

を受ける選手(Ａ)は、一度前に行く動きをするこ

とで、その後方にパスを受けるスペースを作り出

し、ＤＦ(Ｘ)との距離を保ち、パスを受けることが

できている。

　

しかし、図３のプレーでは、パスを

受ける選手(Ａ)は、パスを受ける前にDF(Ｘ)を振

り切るための動きや、パスを受けるスペースを作

り出す動きが見られない。そのため、このプレー

ではパスを受ける選手は激しいプレッシャーを受

けながらパスを受けている。以上のような結果か

ら、ＤＦが整っている攻撃の場面においても、DF

のマークを外すための動きや、パスを受けるスペ

ースを作り出す動きをする事で、よりプレッシャ

ーの少ないポジションでボールコントロールする

事ができると考えられる。

図１

　

ポストプレー

　

DFの視界から一瞬消える動き

図２

　

ポストプレー

　

チェックの動き

図３

　

ポストプレー

　

特徴的な動きなし

　

図４では、チームとしてどのように組織的に動

いているのか、攻撃側の選手を対象に分析した結

果を示した。この場面は、ＤＦの人数、組織が整

っている局面で、攻撃側はＤＦの裏のスペースに

スルーパスを出したところである。攻撃側の選手

はパスを受けるために他の選手と連動して、選手

が動いてできたスペースに連続的に走り込み、最

終的にDFラインの裏のスペースでパスを受けて

いる。このプレーでは、１つのパスを受けるため

に１回だけの動きで終わらず、連続して何人もの

選手が動いている様子がうかがえる。

則
Ｆ
Ｉ
心。

passer

図４

　

チームの組織としての動き

1. (C)の選手が後ろに勣きだす。同様に（Ｂ）

　

スに走り込む。

ペー

２。パスが出ないため, (B)は①の方向に動き，同時に（Ｃ）が裏の

　

スペース②の方向に走り込む。

3. (A)の選手は(B), (C)の裏のスペースに走り込みパスを受ける。

　

図５には、ある特徴的なフリーキックの場面に

ついて分析した結果を示した。この場面では、攻

撃側はDFラインの裏でパスを受けようとしてお

り、守備側はＤＦラインを作りオフサイドトラッ

プをねらっているところである。ここでは攻撃側

の選手はパスを受けるためにDFのマークを外す

動きや、オフサイドトラップをうまく破るための

動きをしておらず、結果的にオフサイドになって

図５

　

フリーキックでの選手の動き
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若杉，伊藤，浅見

いる。直線的にＤＦラインの裏をねらい、失敗し

た特徴的な一つの例である。

まとめ

　

本研究では、選手の局面的な動きについて客観

的に分析・検討を行った。パスを受ける前にDF

を振り切るための動きや､パスを受けるスペース

を作り出す動きをする事で､ＤＦのプレッシャーの

より少ないポジションでパスを受けることができ

ていた。また、パスを受ける前の選手の動き、ど

のようなタイミングでパスを出しているのか等の

情報が客観的に示された。このようなプレーを成

功させるためには、動き出しのタイミング、パス

を出す側とのタイミング、体の向きが重要である

と考えられる。チームの組織としての動きについ

ては、それぞれの選手がポジショニングを変えて

いくことによって作られたスペースに、他の選手

が次々と動き、それが連続して行われている事が

客観的に示された。今後、トップレベルでの分析

をさらに行い、例数を増やしていく必要があるだ

ろう。

参考文献

１）（財）日本サッカー協会テクニカルスタディ

　　

ーグループ:FIFAワールドカップフランス

　　

98テクニカルレポート，（財）日本サッカー

　　

協会, 1998
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目

　

的

ゲーム分析の有効的な活用方法

竹内

　

久善

　

サッカーのゲーム分析を、単なるスカウティン

グの手段や、特定のプレーの傾向をみるだけでな

く、分析の結果を指導・練習内容などに積極的に

活用することはできないだろうか。と、いう点に

ついて考察することを目的とする。

結果・考察

１

　

前回までの結果・考察

　

前回までのシュート、ゴールに関する調査にお

いて、次のような要素が得られた。

　　

・ロングキックの効果的な活用

　　

・長い距離のドリブルの活用

　　

・積極的なオーバーラップ

　　

・ボール奪取後の素早い切り替え

　　

・遅攻か速攻かの状況判断

　　

・シュートはダイレクトかワンタッチ

　　

・ヘディング、ボレーの技術が大切

　　

・ペナルティエリア内でのプレーが重要

これをもとに、攻撃、守備それぞれについて考察

をし､実際のチームが持っている問題点も含めて、

攻撃・守備についてそれぞれ考察をし、J大学セ

カンドチームの練習に以下のような要素を取り入

れた。

　　

・３人組で動きながらのパス練習で、タイミ

　　　

ングを重視して行う。

　　

・ペナルティエリア内のシュートで終わる形

　　　

でパス練習を行う。

　　

・さまざまな大きさのグリッドで、ゲームを

　　　

行い、タイミング、サポートについてフリ

　　　

ーズしながら行う。

　　

・２対２のキープを基本に、アプローチと力

順天堂大学

　　　

バーの動きを身に付けさせる。

　　

・さまざまな大きさのグリッドによるゲーム

　　　

の中で、アプローチ、カバー、マーク、デ

　　　

ィレイについてフリーズしながら指導す

　　　

る。

　

結果として、1998年７月～1999年３月までの戦

績は、37試合で30勝４敗３分けで、96得点27失点

であった。ただ、実力的に下位のチームとの対戦

もあり、単純に練習の成果が反映されたとはいえ

ないが、ゲーム中の攻守での明確な目標を選手が

理解することができた。

　

また、これまでの調査より、

　　

・ゴールに至る時間、パス本数というのは結

　　　

果的なことであり、実際の練習に直接応用

　　　

できる要素ではないのであろうか。

　　

・ペナルティエリア内でのゴールがほとんど

　　　

であり、ボール奪取地域からゴールまでの

　　　

ボールの動きに着目してみたらどうだろう

　　　

か。

　

と、いうことが考えられた。

２

　

今回の調査について

　

前回までの調査の結果・考察をうけて、今回の

調査では、ボール奪取地域からゴールまでのボー

ルの動きを中心にデータを収集した。調査対象は、

1998～1999シーズンのヨーロッパチャンピオンス

リーグ、セリエＡ、スペインリーグの、100試合

である。

ボール奪取地域について

　

ゴールにつながった場合のボール奪取地域につ

いて、ピッチを図１のように分割し、まとめたも

のが、表１である。最近のサッカーにおける守備

の傾向からも、もっとＤ、Ｅなどの地域における

ものが多かったり、Ｇ、Ｋなどの地域におけるミ

15



ゲーム分析の有効的な活用方法

スがらみのものが多いかとも考えていたが、大き

なかたよりはみられなかった。

　　　　　　　

図１

　

ピッチの分割

　　　　　　　　　

攻撃方向→
Ａ

　　

iB

　

･Ｃ

　　

Ｄ

　　

Ｅ

　　

IH

　　　　　

Ｉ

　

７

　

１

　

１

　　

ト

‾厄‾‾Ｋ

　　　　　　　　　

｜一
つ

　　　

ｉ

　　　　

ｉ

　

Ｊ

　　　

○

　　　

づ

ご

　　　

｜

　　　　　　　　　

=Ｗ㎜㎜－･

　

１

　

１

　　　　　

Ｈ

　　　　　

Ｉ

ｓ
Ｉ
－
｀
｛

加

l●

葬

表１

　

ボール奪取地域とゴール数

　　　　　　　　　　　　　

25

21

　　　

21 E　　　　　　　　22

　　　　　　　　　　　　　　　　　

17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｜

ポール奪取地域

き

　

全3nゴールのうち、218ゴールがいわゆる流れ

の中でのゴールであった。さらに、全体の63％に

あたる196ゴールがペナルティエリアの中からの

ゴールであった。そこで、ペナルティエリア内で

のルーズボールからのゴールを除いた165ゴール

について､ボール奪取からペナルティエリアまで、

どのようにボールを運んだかに着目してみた。

　

今回は、ペナルティエリア内へのパスがＨ・Ｉ

以外の地域からの場合を「スルーパス」、ペナル

ティエリア内へのパスがＨ・Ｉからの場合を「ク

　　　

表２

　

ゴールの「型」とボール奪取地域

1 ●

1 4

1 1

｛

　

Ｉ

　

。

叙
４
－
ｊ

ロス」、ドリブルでペナルティエリア内へ進入し

た場合を「ドリブル」と、それぞれ区別し、ゴー

ルの「型」とした。

①「ドリブル」（43ゴール:13.8%)

　　

そのまま自分でゴール（33ゴール:10.6%)

　　

ペナルティエリア内でパスをして、他の人が

　　

ゴール（10ゴール:3.2％）

この場合、ボール奪取地域は表２のように、また、

ドリブル開始地域は図２のようになっていた。図

２から、これらの地域で前へ進める状況ができて

いたと考えられる。また、ボール運びにおいて、

縦方向のロングキック、長い距離のドリブルとい

うプレーが特徴的にみられた。

　　　　　　

図２

　

ドリブルの開始地域

　　

に

　

１

　

６
二二戸良

一

　　

l

　

10
二二☆①じ

ｰ--･ﾚ･-11｡……|，

②「スルーパス」（64ゴール:20.6%)

　　

そのまま自分でゴール（49ゴール:15.8%)

　　

ペナルティエリア内でパスをして、他の人が

　　

ゴール（15ゴール:4.8％）

この場合、ボール奪取地域は表２のようになって

いた。また、ペナルティエリア内へのパスの地域

は図３のようになっていた。ペナルティエリア内

でのパスの受け手は、ボール保持者を追い越して

くる場合が多い、ペナルティエリア内へのパスは

グラウンダーが多い、と、いったことがみられた。

　　　　　

図３

　

スルーパスを出した地域

ポール奪取地域

二水ﾚ
∧千千
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これらのプレーがなされた時に、パスの出し手と

受け手の意識、タイミングが一致していたのでは

ないかと考えられる。

③「クロス」（58ゴール:18.6%)

　　

そのまま自分でゴール（51ゴール:16.4%)

　　

ペナルティエリア内でパスをして、他の人が

　　

ゴール（７ゴール:2.3%)

この場合、ボール奪取地域は表２のようになって

いた。また、ペナルティエリア内へのパスの地域

は図４のようになっていた。プレーの上では、ペ

ナルティエリア内へのパスは浮き球が多いという

点が特徴的であった。

　　　　　　

図４

　

クロスをあげた地域
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14

ゴールの「型」とボール奪取地域

　

ゴールの「型」とボール奪取地域の関係は表２

に示すようになっている。多少のばらつきはある

ものの、ＡからＤまでの自陣では、特徴的なこと

はみられない。敵陣でボールを奪った場合では、

Ｅ・Ｆ・Ｇ、特にＧにおいて「スルーパス」が多

い、Ｈ・Ｉにおいて「クロス」が多い、敵陣でボ

ールを奪った場合、「ドリブル」が少ない、とい

う点がみられた。

３

　

練習へのフィードバックについて

　

ゲーム分析からデータを収集し、練習にフィー

ドバックさせる場合、私自身注意している点が２

点ある。

　

１つは、ポイントを絞り込むということ

である。これは、必要とあらば、データ収集後に

もいえることであり、何をポイントにするかとい

うことは非常に大切であると思われる。もう１つ

は、データを単純に数値として処理しないという

ことである。あくまでゲーム分析により得られた

データは結果としての数値であり、そのまま練習

竹内

17

にフィードバックしても何の有効性も得られない

ということである。

回の調査で得られた点

　

今回の調査から、練習にフィードバックできそ

うな点を絞り込んで、

・ボール奪取地域がピッチ上のどこであろうとゴ

ールは可能である

・ペナルティエリア内でのゴールが多く、そのた

めの「型」がありそうだ

と、いう２点をあげてみた。このことから、「ボ

ール奪取地域がどこであれ、ペナルティエリア内

でシュートができる状況をつくることがゴールに

結びついている。」と、いう傾向がみられる。

　

つまり、攻撃に関しては、ペナルティエリアま

でボールを運び、そしてシュートで終わるような

プレーを、守備に関してはペナルティエリア内に

ボールを入れさせない、ペナルティエリア内の相

手に注意する。と、いうことが考えられる。

　

そして、このことをもとに、いくつかの練習方

法を考えてみた。

攻撃

　　　

・ピッチ内のさまざまな地域から

　　　

・攻撃側が１人～２人数的有利な状況

　　　

・ペナルティエリア内でのシュートでおわる

　　　

と、いった要素を含んだワンゴールゲーム

　　　

・ゴールへの「型」を限定したゲーム形式の

　　　

練習

　　　

・ゴールへの「型」を意識したパスのパター

　　　

ン練習

守備

　　　

・ペナルティエリアにボールをいれさせない

　　　

・守備側か１人数的有利な状況

　　　

・守備側はボールを奪ったら、ハーフウェー

　　　

ラインをボールが越えるまで攻撃

　　

と、いった要素を含んだハーフコートゲーム

　　　

・ペナルティエリア２つ分のグリッド

　　　

・パスはグリッドの外からフリーマンがいれ

　　　

る

と、いった形の３対３のゲーム

などである。



ゲーム分析の有効的な活用方法

　

このように、ゲーム分析の結果から、ある目的

を見出し、練習に反映させることはそれほど難し

いことではないと思われる。ただ、どのようなデ

ータがほしいのか、どのように活用するかは、チ

ームの状態、指導者の取り扱い方によるところが

大きいのも事実である。

　

今回までの調査を通して、ゲーム分析によるデ

ータ収集は、練習へのフィードバックが十分可能

で、かつ、効果的な要素であると考えられる。

18



サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

　

サンフレッチエ広島ｖｓ.横浜マリノス戦のゲーム分析における

　　　　　　　　

基礎的データに関する研究

　　　　　

～3Dとコンピュータの利点に着目して～

菅

　　　

輝1）塩川

　

満久2）沖原

　　

謙3）出口

　

達也3）須佐徹太郎4）

はじめに

　

モダンサッカーのゲーム分析において、様々な

手法により、選手やボールの動きについて研究が

なされている。それらの主な手法は、ゲーム中に

おける各選手個人の移動図作成肌写真やビデオ

画像を用いた運動観察や戦術分析叫角度法を用

いたビデオ画像をコンピュータで処理して行う分

析1,2.4.15)などがあげられる。

　

しかしながら、これらの手法において最適な方

法というものはなく、それぞれに長所短所がある。

例えば、移動図作成の方法では、一試合の全選手

の移動は追えるが、その移動距離の正確性につい

ては疑問符がつく。また、写真やビデオ画像け

レビ画像）を用いた方法では、ボールを中心とし

た、あるいは画面に収まる範囲の状況についての

分析は可能であるが、それ以外の範囲においては

分析ができなくなる。そして、角度法を用いたビ

デオ画像をコンピュータで分析する方法では、前

述の2つの方法に比べて、即時的かつ正確なデー

タを算出することが可能であるが、ゲームにおけ

る全選手のデータを取ることは競技場におけるカ

メラのセッティング上困難である。このようなこ

とから、一試合のゲームにおける全選手の動き

（移動スピードや移動距離など）を客観的にとら

え、定量化することは容易でない。一方、最近、

沖原ら8）が提唱したコンピュータを用いた方法

（主にバイオメカニクスの研究分野で用いられる

三次元画像解析法(DLT法）を応用した方法）に

より、サッカーグランド全体をほぼ網羅した全選

手及びボールの正確な位置データ算出が可能とな

った。この方法から得られるデータは、フィール

ドを三次元空間（ｘ、y、ｚ）に見立て、選手・ボ

ールの位置を座標点として示すことができ、これ

ら座標点データを基に、次なる二次的データとし

て、種々のパラメータを算出することが可能であ

る。また、一試合のデータの正確な記録が可能で

あり、位置データを算出しさえすれば、後から

様々な観点で分析を行うことができる。しかしな

がら、一次データ（座標点）を算出するまでの過

程における、デジタイズ作業の技術的習得および

作業に要する時間が膨大となるという問題点があ

った。また、せっかく得られたデータもコンピュ

ータの処理能力の限界により、一度に大量のデー

タを取り扱うことは困難であった。

　

本研究グループでは、作業と分析の簡易性とい

う理由から、沖原らが提唱した方法を用いて、こ

れまでフットサル競技を分析対象として研究を進

めてきた。しかし、最近、ビデオカメラあるいは

コンピュータの処理能力およびその周辺機器の性

能の向上により、大量のデータを取り扱うことが

可能となり、また一次データ算出に要する時間も

短縮されるに至った。

　

そこで本研究では、我々が行ってきた従来の方

法（各選手およびボールを三次元の座標点として

表す方法) 5. 8 . 9 . 10.11.13)を用いて、Ｊリーグ公式

戦を三次元ビデオ撮影し、その画像からコンピュ

ータにすべての選手とボールの動きを座標点とし

て取り込み、これらの動きを定量化し、基礎的な

分析を行うことを目的とした。

方

　

法

１）分析対象

1999/6/12

　

'99Jリーグヤマザキナビスコカ､ツプ

２回戦、第１戦

サンフレッチエ広島ｖs.横浜マリノス

（広島ビッグアー刊

1）広島国際大学・保健医療学部

　

2）広島県立保健福祉短期大学

　

3）広島大学・教育学部

　

4）阪南大学
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２）撮影方法および画像解析について

　

上記の試合を会場のボックス席屋上から４台の

ビデオカメラにて撮影し、得られた画像をビデオ

キャプチャーボードにより１／３秒ごとにデジタ

ル化してコンピュータに取り込んだ後、三次元画

像解析ソフトＴｏｍｏｋｏヤＭ（ＭＰジャパン社製）を

使用して、ボールおよび全選手の位置データ（一

次データ）を三次元座標点（ｘ、y、ｚ）として算

出した。

３）対象ゲームにおける基礎的データ算出

　　

（二次データ）について

　

全選手およびボールの移動距離と移動スピード

を１／３秒ごとに座標化した一次データより算出

し、ゲーム中の選手･ボールについての基礎的デ

ータとした。

結果および考察

□移動距離について

　

移動距離において､両チームごとに見てみると、

サンフレッチエ広島（以下、広島）では前半のフ

ィールド選手の総移動距離は、最低が6325.0m、

最高7441.5mであり、平均値は6851.8±388.8mで

あった。また後半では、最低（途中退場選手を除

く) 6202,4m、最高8231.2mであり、平均値は

6899.9±1246.5mであった。一方、横浜マリノス

（以下、横浜）では前半のフィールド選手の総移

動距離は、最低5980.3m、最高7365.0mであり、

平均値は6588.1±455.6mであった。後半は、最低

6006.0m、最高7589.1mであり、平均値は6807.4±

523.6mであった（表1,2)。そして、一試合通し

てみると、広島では最低12708.3m、最高

15001.3mであり、平均値は13751.8±1094.6mで、

横浜では、最低12465.7m、最高13934.4mであり、

平均値は13395.5±466.1mであった。フィールド

選手において各選手とも総移動距離は約12～

15kmであり、ＧＫも１試合で約８ｋｍも移動して

いた。一般に後半は移動距離（活動量）が低下す

ると思われがちであるが、全体的には後半の方が

増加する傾向にあった。また、モダンサッカーの

特徴の一つでもある、両サイド（ウィングバッ列

の選手の運動量（移動量）の豊富さが示されてい

た。

　　　　　　　　　

＿.移動距離
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各選手の総移動距離（横浜マリノス）

２）移動速度について

　

選手の移動速度について、一試合通しての移動

速度変化の一例を図４に示した。この選手の場合、

ゲーム中、ほとんど約1～4 m/secの範囲の速度

で移動しており、その中で、全力疾走したと考え

られる速度（6 m/sec以上）が約60回ほど出現し

ていた。

　

次に、各選手の移動速度における諸量を表１、

２に示した。フィールド選手においては、ほとん
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どの選手が前後半通じて平均約2～2.8m/secの範

囲であり、そのばらつきの程度も±2 m/sec前後

であった。そしてフィールド選手全体で見た移動

速度は、前半では広島で平均2.42±0.14m/sec、

横浜では、2.33±0.16m/ＳｅＣであり、後半では広

島2.50±0.18m/sec、横浜2.30±0.18m/ＳｅＣであり、

広島は後半移動速度が増加する傾向にあった。

　

また移動速度の出現頻度について図５、図６に

示したように、フィールド選手のほとんどが約3

m/sec以下のスピードでの移動が試合中の大半を

占めていた。すなわち、ほとんどジョギング程度

の速度で移動しており、その中で図４に示したよ

うに、トップスピードで走る状況が試合中頻回に

わたって発生していた。このことより周知のよう
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菅，塩川，沖原，出口，須佐

にフィールド選手には高い間欠的運動能力が要求

されることが実証されたと考えられる。

　

次にボールの移動速度については、図７に示し

たように、約2 m/sec前後の速さが前後半で約

4200フレーム観測された。このことより、１フレ

ームが1 / 3 secであるため、計算すると約23分と

なり、ゲーム中の約１／４はボールが止まってい

るか、選手と同じスピードすなわちドリブルされ

ていたことが推察された。

　　　　　　

前半

　　　　　　　　　　　　

後半

-50 5 10 15 2D 25 30 35 ≪ -5 0 5 10 15 aD 25 30 35蜀

　　　　　　　　　　

（㎡iec)

　　　　　　　　　　　

（ｌソXC）

　　

図７ゲームにおけるボールスピードの割合

まとめ

　

今回各選手の移動スピード及び移動距離といっ

た基礎的なデータについて分析を行ったが、分析

観点から見てより多くの分析点を残していると考

えられる。例えば、選手の移動スピードはどのよ

うな速度の組み合わせでー試合流れていくのか、

あるいはボールないし相手選手(マークする選手)

の動きに対して選手はどのような速度で移動して

いるのか、などといったことと関連付けた分析で

ある。事実これらは現場の指導者にとって非常に

興味ある情報であろう。今回の分析をステップに

今後このような点に着目した分析を行う必要があ

ると考えられる。

　

しかしながら、一方では今回行った分析で、サ

ッカーゲームにおける全選手の位置データを得ら

れたことで、このデータから算出される情報は、

多岐にわたる利用が可能であることが推察され、

このような研究における第一段階を経たと考えら

れる。そして、一度コンピュータに入力された一

試合のデータは、その試合の記録として後から何

度でも分析することが可能である。このことは選

手個人に限らず、チーム全体の動きの分析に関す

る新たなパラメータが出てくれば、それを用いて

再度分析できることを示唆しており、サッカーゲ

ームの発展にとって非常に有用なものである。

　

また、今回中心に行った選手個人についての基

礎的データの分析を用いて、選手の体力トレーニ

ングの考案も可能であり、逆に、サッカー選手に

要求される体力要素を定義することも可能とな

る。そしてすべてのデータをシスティマティック

に分析すれば、ゲーム分析における利用度は遥か

に高くなると思われる。
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輝，塩川満久，沖原
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ッカーゲームにおける得点時間帯に関する研

　　

究一競技レベルの差に着目してー．サッカー

23

kﾚ］《kｺ



サンフレッチエ広島ｖs.横浜マリノス戦のゲーム分析における基礎的データに関する研究～3Dとコンピュータの利点に着目して～

　　

医・科学研究，17 : 171-176，1997.

9）菅

　

輝，塩川満久，沖原

　

謙，野地照樹：フ

　　

ットサルにおける三次元ビデオ解析によるゲ

　　

ーム分析～攻守におけるボールと選手のポジ

　　

ショニングェリアとの関係～．サッカー医・

　　

科学研究，18 : 9-14,1998.

10）塩川満久，沖原

　

謙，菅

　

輝，野地照樹：サ

　　

ッカーにおける新しいゲーム分析の試み－

　　

3D画像分析による再現一．サッカー医・科

　　

学研究，17 : 165-170,1997.

11）塩川満久，沖原謙，菅

　

輝，野地照樹：フッ

　　

トサルにみるサッカーの攻守変換．サッカー

　　

医・科学研究，18 : 14， 1998.

12）瀧井敏郎：ゲームの運動観察－サッカーにお

　　

ける写真によるゲームの運動観察－スポーツ

　　

運動学研究, (2), 23-24, 1989.

24

13）崔

　

詰洵，菅

　

輝，塩川満久，野地照樹，

　　

沖原

　

謙：フットサル競技におけるゲーム分

　　

析観点としてのボールの諸変量－ボールと選

　　

手の動きに着目してー．サッカー医・科学研

　　

究，19 : 49-52, 1999.

14）松本光弘，原田精一郎，関

　

英樹：サッカー

　　

の攻撃と守備の切り替えについてーその１

　　

－．サッカー医・科学研究，17 : 177-180 ，

　　

1997.

15）山中邦夫，森岡理右，松本光弘，萩原武久，

　　

増田和美:1990 ・サッカーワールドカップ

　　

コンピュータによる記述分析一試合中のチー

　　

ムのボール保持についてー．サッカー医・科

　　

学研究，13 : 15-20, 1993.



サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

１

緒

　

言

　

リスタートプレーに関する研究

－コーナーキックを中心としてー

東恩納義治 松本

　

光弘

　

1998年FIFAワールドカップフランス大会は、

開幕戦のブラジルのコーナキックによるサンパイ

オの得点で始まり、決勝戦のブラジルのコーナー

キックからのカウンターによるフランス、プティ

のゴールで幕を閉じた。

　

プレッシャーやディフェンス能力の高くなった

現代のサッカーにおいて、リスタートプレーは非

常に重要なプレー5 , 7. 9)のひとつとなっている。

1994年アメリカ大会では総得点の32.6%がリスタ

ートプレーから生れており'｡9)、1998年フランス

大会においても例外ではなく総得点の39.8% (総

得点171得点中68得点)9)と増加傾向にある。こ

の数字は現代サッカーにおけるリスタートプレー

の重要性を証明するものと考えられるが、なかで

Match No.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
1
1
1
j
3
3
1
1
1
j
I
I
j
j
I
I
I
3
1
1
1
1
1
1

1
1
3
J
I
3
1
1
1
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3

合計 前半

6
2
2
2
2
3
1
6
1
1
4
1
1
3
4
S
2
d
0
4
J
6
5
S
1
2
3
1
1
3
4
3
1
4
2
5

n
2
6
3
4
8
6
1
1
2
3
4
3
6
5
6
1
0
3
4
3
9
8
7
7
1
0
3
4
6
4
4
9
8
3
3
5
4
？

後半

4
1
4
4

　　　　　

対峨チーム名

　　　

７･選リーグ４８試合

　　　

ブラジルVSスコットランド

　　　

モロッコvSノルウェー

　　

カメルーンVSオーストリア

　　　

イタリアＶＳチリ

サウジアラビアVSデンマーク

　　　

フランスVS庸アフリカ

　　

パラグアイVSブルガリア

　　　

オランダVSベルギー

　　　　　

偉・VSメキシコ

　　　

スペインVSナ･rジェリア

　　

ジャマイカVSクロアチア

　　　　

イランVSユーゴスラビア

　　　　　

日本VSアルゼンチン

　　　　

ドイツVSアメリカ

　　

ルーマニア vs コロンビア

　

イングランドVSチュニジア

　　

ノルウェーvSスコットランド

　　　

ブラジルVSモロッコ

　　　　　

チリVSオーストリア

　　　

イタリアvSカメルーン

　　　

フランスVSサウジアラビア

　　

デンマークVS南アフリカ

　

ナイジェリアVSブルガリア

　　　

スペインVSパラグアイ

　　　　　

韓国VSオランダ

　　　

ベルギーVSメキシコ

　　　　　

日本VSクロアチア

　

アルゼンチンVSジャマイカ

　　　　

ドイツVSユーゴスラビア

　　　

アメリカVSイラン

　　

コロンビアVSチュニジア

　　

ルーマニアVSイングランド

　　　

イタリアVSオーストリア

スコットランドVSモロッコ

　　　

ブラジルVSノルウェー

　　　　　

チリVSカメルーン

il牛後半合計

３ 5
7
6
1
9
1
9
1
7
6
6
7
4
6
1
3
6
3
2
8
3
5
9
8
6
3
1
2
6
1
1
3
3
7
1
4
5

2
3
４
0
2
0
2
０
6
3
3
4
1
5
0
2
4
0
1
6
2
2
7
4
5
1
0
0
2
0
7
2
6
1
1
2

総計

2
S
3
7
4
1
5
4
6
3
7
8
コ
四
1
0
8
一
J
m
1
3
8
1
一
心
湿
2
0
7
2
1
8
m
｀
2
6
4
2
7
3
2
8
0
瓢
一
3
0
3
3
1
3
3
3
4
｀
3
5
0
3
5
6
｀
3
7
6

山口

　

隆文

もコーナーキックに関しては1994年アメリカ大会

の総得点141得点中７得点（全52試合、全体の

4.96％）5）から1998年フランス大会の総得点171

得点中21得点（全64試合、全体の12.28%) "へ

と全得点に対する割合がかなり増加した。

　

事実、1998年フランス大会のコーナーキックの

総数は660本（表１）で、そのうち得点になった

ものが21得点9）ということから考えると、コーナ

ーキックは約31.4本で１得点という計算になる。

これに対して、総シュート数は1872本で得点が

171得点(10.9本で１得点）1,9）という数字と比

較すると、コーナキックの有効性に疑問を抱いて

しまう。

　

これは数字上の単純な見方であるが、本研究で

は（コーナーキックは得点になりやすいI 3.6)と

いう従来の固定概念を捨てて、独自に規定した方

Match No.合計前半後半

３７）

３８）

３９）

４０）

４１）

４２）

４３）

４４）

４５）

４６）

４７）

４８）

4
4
7
3
3
2
2
2
5

２

２

２
４
４

２

１
１

３

３

０

２

２

Ｓ

３

Match No.合肝前哨後半

４９）

５０）

５１）

５２）

５３）

５４）

５５）

５６）

５フ）

５８）

５９）

６０）

６１）

６２）

６３）

６４）

１
2
S
1
4

　

1
9
2
7

　

1
3

　

3
1
0
7
5

　
　
　
　
　

長

　
　
　

艮

　

艮

　
　
　
　
　

延

　
　
　

延

　

延

延長

９

２
４
６

０

０

１

？

０
０
３

0

4

0

6

2

2

6

－
Ｑ

0
1
４
1
7

　　　　

対戦チーム名

　　

スペインvSブルガリア

　　

フランスvSデンマーク

ナイジェリアVSパラグアイ

　

南アフリカVSサウジアラビア

　　　　

韓I vs ベルギー

　　

オランダVSメキシコ

　　　

ドイツvSイラン

　　

アメリカVSユーゴスラビア

　

ルーマニアVSチュニジア

イングランドVSコロンビア

　　　　

日木VSジャマイカ

アルゼンチンvSクロアチア

　　　　

対戦チーム名

　　

決勝トーナメント１６献合

　　

ブラジルvsチリ

　　

イタリアvsノルウェー

ナイジェリアvsデンマーク

　　

フランスvsパラグアイ

　　　

ドイツvsメキシコ

　　

オランダvsユーゴスラビア

　

ルーマニアvsクロアチア

イングランドvsアルゼンチン

　　

フランスv3イタリア

　　

ブラジルvsデンマーク

　　　

ドイツｖsクロアチア

　　

オランダｖsアルゼンチン

　　

ブラジルｖｓオランダ

　　

フランスvｓクロアチア

　

クロアチア VS オランダ

　　

ブラジルvSフランス

前半

　

２
Ｏ
Ｉ
Ｉ

３

３

1
1
1
1

　

２

　

１

前半

　

１

　

３

　

０
２
Ｉ

３

１

５

－
Ｉ
３

０

Ｏ
ｊ
2
2
2
0

３

表1

　

1998年FIFAワールドカップフランス大会全64試合におけるコーナーキック全660本
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後半 合計

3
1
6
1
6
4
2
5
2
1
5
3

1
1
5
0
3
－
1
4
1
0
3
2

後￥

3
4
3
2
0
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混
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雲
こ
２
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3
0
認
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6
5
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1
6
0
6
ｍ
6
2
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4
1
゛

Ｓ

O

4

1

2

S

5

5

1

2

0

2

5

2

2

5

3

0

3

S

･1

2

2

5

2

2

3

3

3

6

4

０

2

4

2

1

7

1

7

1

1

3

3
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3

1

1

1

2

3

1
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1

3

2

4

1

2

1

2

4

1

6

1

1

0

3

3

6

6
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7

7

4

3

3

7

5

8

3

6

2

3

0

5

0

1
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3

1
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0
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3
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1

1

1
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2

4

0

5

3

０
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7

3

5

5

2

8
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8

5
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6
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リスタートプレーに関する研究－コーナーキックを中心としてー

法で1998年フランス大会の全660本のコーナーキ

ックの分類を中心として、その傾向や有効性、な

ぜ「得点になりやすい」ととらえてしまうのかな

ど、具体的かつ実践上の情報を提供することを目

的とした。

　

本研究で得られた情報の現場への還元方法は、

情報を受け取った指導者等がそれぞれの判断で活

用する基本的なものである。その意味では、本研

究はこれまで扱われていなかったリスタートプレ

ーの中のコーナーキックの一面に関して検討を加

え､今後の指導の際の資料を提供するものである。

1-1.研究の目的

　

本研究では、1998年FIFAワールドカップフラ

ンス大会の全64試合を対象として、今まで取り上

げられることのなかった、得点にならなかったコ

ーナーキックを含めた全体を分析することによっ

て､以下のことを明らかにすることを目的とした。

(左)

　　　

に]□]四
謡

　

仙田[口回ﾑo,、ニ

　　　

ｍ[三口図

１）全660本（表１）のコーナーキックの分類を

　　

行ない、その傾向を明らかにする。

　　

［1998年ワールドカップフランス大会の事例

　　

報告］

２）そこで得られた情報を、これまでのコーナー

　　

キックの概念と比較・検討を行なう。

３）上記の１）、２）から今後の指導現場に還元

　　

できる情報を提供する。

2｡研究方法

2-1

　

研究対象

　

1998年FIFAワールドカ､ツプフラ

　　

ンス大会に行われた全64試合

　

対象とした64試合については試合開始から終了

までＣＭ等のカットが入らないものを収録し、分

析に使用した。データは、これらのビデオを繰り

返し再生し、試合中のコーナーキックを全て観察

しての私案の記録用紙に記入し分類を行なった。

一 一

右

(本数)

-

　

..___＿＿_＿-……………二

　　　　　　　　　　　　　　　　

l

¬"'‾‾Ｔ"‾T--¨‘７一つ

　　　　　

ｌ

十-‥--一一一一.、._＿.＿､j

Om

右CK

一 一

図１

　

場所及びファーストタッチのエリアについて

2-2

　

分析項目

1 ) Match Ｎ０.2）

2）対戦チーム名

３）攻撃チーム

4 ) Time

５）コーナーキックの左右のサイド

６）コーナーキックの獲得プレー

７）獲得関与選手

８）キッカー

９）ボールの質

　

（1）場所

　

（2）高さ

10）ファーストタッチ（コーナーキックからのボ

　　

－ルを最初に触る）の選手

11）終結プレー

3｡結果及び考察

3-1

　

コーナーキックに関する結果

　

獲得プレー（図２）はクロス（35％）、シュー

ト（27％）、ドリブル(19%)、パス(14%)の順

に多かった。獲得関与選手（図３）に関しては、

MF（39％）、ＦＷ（36％）、ＤＦ（24％）、GK

(0.45%)、不明(0.76%)の順に多かった。１試
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コーナーキック獲得プレー
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キッカーのポジションについて

ンスィング
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合の平均コーナーキック数は、10.31±3.69本

（660本/64試合）でコーナーキック獲得の時間帯

は図４のようであった

3-2

　

ファーストタッチ前の分析

　

キッカーのポジションは（図5）MF（60％）、

FW（20％）、DF（16％）、ＧＫ（O％）、不明

（４％）の順に多かった。

　

コーナーキックの左右のサイドと蹴り足につい

て（［ﾇ16］は、右コーナーキックは360本で全体

の55％、左コーナーキックは300本で全体の45％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アウトスイング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

253本

図６

　

コーナーキックの左右のサイド｀と蹴り足について

であった。また、インスイング（右コーナーキッ

クを左足で蹴ったものと左コーナーキックを右足

で蹴ったものを合わせたもの）によるものは392

本で59.4%、アウトスイング（右コーナーキック

を右足で蹴ったものと左コーナーキックを左足で

蹴ったものを合わせたもの）によるものは253本

で38.3%、不明は15本で2.3%であった。
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ファーストタッチ後の分析
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リスタートプレーに関する研究－コーナーキックを中心としてー

　

終結プレー（図７）は、ゴールキック（21％）、

攻撃側の守備エリアヘボールが侵入（19％）、ス

ローイン（17％）、守備側のゴールキーパーによ

るキャッチ(16%)、フアール（13％）、コーナー

キック（10％）、ゴールイン（３％）、タイムアッ

プ（１％）、オウンゴール（Ｏ％）であった。

3-4

　

ファーストタッチ及びファーストタッチの

　　

エリアの分析
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フアーストタッチでみるコーナーキック660本

１）ファーストタッチの選手の比較

　　

図８にコーナーキックのファーストタッチに

　

関する全体の流れを示した。

　　

ファーストタッチの選手を分類すると、攻撃

　

側か39％、守備側の選手が39％、守備側のゴー

　

ルキーパーが17％、攻撃側と守備側の選手同時

　

が1.5%、攻撃側と守備側のゴールキーパー同

　

時が0.3%、だれも触れないが3.2%であった。

　

ここで攻撃側のファーストタッチの割合が39％

　

になっているが、ショートコーナー（12％）及

　

び直後に起こったファール(1.4%)等を除く

　

と26％にまで下がることになる。つまり、ゴー

　

ル付近において攻撃側は実質約1/4しか最初に

　

触ることができていなかったという結果にな

　

る。ちなみに守備側の選手及び守備側のゴール

　

キーパーを合わせると56％となり、５割以上が

　

守備側か最初に触れていたことになる。またゴ

　

ールキーパーの直接キャッチは60本で9.1%で

　

あった。

２）ファーストタッチのエリアについて

タ
ッ
チ
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ン
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-

～
回
証

　
　
　

蜘

　
　
　

滓

‐
１
；

一 一 一 一 -

～ ～ ' ? ‾ ‾ - ‾ － "

Sa乙

　

≪" J?.Sm JO
;^""'^

- -
’ 一 一 - ㎜ 心

コーナーサイド

４ ｍ

Ｏｍ

Ｌ．__．．､_．_．＿_．__．．．_

　

＿＿＿＿．_．==--Ｉ㎜■

図10

　

ファーストタッチでみるコーナーキック660本

　

ファーストタッチのエリアに関しては図9、

10のような結果になった。ファーストタッチが

行われたエリアに関しては、全体本数660本

（修正を加えて左右同じような位置関係になる

ようにした）でみた場合、エリア５は137本

(20.8%)、エリア２は105本（16％）、エリア１

は95本(14.4%)の順で多かった。この結果か

ら、最も多くボールが蹴られているエリアは、

ゴールエリア内のコーナーに近い部分ではな

く、ゴールエリアとペナルティーマークの間の

中央の部分（エリア５）であることが明らかに

なった。

　

２番目にゴールエリア内の中央の部分

（エリア２）が多く、３番目にゴールエリア内

のコーナーに近い部分（エリア１）が多いこと

が明らかになった。

　

これらは従来言われている「コーナーキック

はインスイングでのキックによりコーナに近い

サイドのゴールポスト側及びゴールの手前半分

を狙うのが理想である」’.iコ）とは、異なる結

果となった。
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ファーストタッチのエリアと選手の関係につ

いて

ゴールラインアウト

　　

い81

コーナーキック8 6 0*

図11

　

全体本数660本の分類

H12-3 ≫4inのファーストタ･7?- (2fi8*l

－ -

図12

　

ファーストタッチの分類

一 一 一 一

　　

ファーストタッチ全660本（修正を加えて左

　

右同じような位置関係になるようにした）、エ

　

リア、選手との関係は図11、12のような結果に

　

なった。

　

攻撃側のファーストタッチ258本については以

下のようであった。

　

エリア12は56本で21.7% (全体本数660本中で

は8.5%)、エリア5は50本で19.4% (全体本数660

本中では7.6％）、エリア14は27本で10.5％（全体

本数660本中では4.1%)、エリア4は24本で9.3%

（全体本数660本中では3.6%)であった。

　

以上のことから、攻撃側はペナルティーエリア

外であるエリア12において最も多くファーストタ

ッチを行なっていた。つまり、このエリア12が攻

撃側にとって最も高い割合でファーストタッチが

できたエリアであったことが明らかになった。ま

た、ペナルティエリア内をゴールエリアの幅内で

みた場合（エリア１～９）、エリア５で最も多く

ファーストタッチが行なわれており、割合的には

エリア４が最も高かった。

　

守備側の選手のファーストタッチ258本につい

ては以下のようであった。

　

エリア１は69本で26.7% (全体本数660本中で

は10.5%)、エリア５は58本で22.5% (全体本数

660本中では8.8%)、エリア4は35本で13.6% (全

体本数660本中では5.3%)、エリア6は22本で8.5%

（全体本数660本中では3.3%)であった。

　

以上のことから、守備側の選手はゴールエリア

内であるエリア１において最も多くファーストタ

ッチを行なっていた。また、このエリア１では同

エリア内全本数の72.6%と最も高い割合でファー

ストタッチが行なえていたことが明らかになっ

た。さらに守備側の選手はエリア２を除くエリア

１～６の全てにおいて、攻撃側、守備側のゴール

キーパーよりファーストタッチ数が勝っていた。

これとは反対にペナルティエリア外での各エリア

内全本数に対するファーストタッチ数は、エリア

12、エリア13、エリア14ともに低い割合を示した。

　

守備側のゴールキーパーのファーストタッチ

111本については以下のようであった。

　

エリア２は74本で66.7% (全体本数660本中で

は11.2%)、エリア5は24本で21.6% (全体本数660

本中では3.6%)、エリア３は７本で6.3％（全体本

数660本中では1.1%)、エリア６は４本で3.6%

（全体本数660本中では0.6％）であった。

　

以上のことから、守備側のゴールキーパーはペ

ナルティーエリア内のエリア２において最も多く

ファーストタッチを行なっていた。また、このエ

リア２が守備側のゴールキーパーにとって最も高

い割合でファーストタッチが行なえていたエリア

であったことが明らかになった。

3-5

　

ファーストタッチからみた21得点の分析

　

図13、14に示したように攻撃側のダイレクトシ

ュートによる得点はエリア５、エリア２の順に多

かった。ここで注目すべきことは、全21得点中、

攻撃側がファーストタッチを行なったもの（キッ

クされたボールを最初に触るという意味）が18得
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21得点の分析

　

－フアーストタッチでみるー
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図14

　

攻撃側のファーストタッチからみた分析

　　　　　　　

一確立からみるー

点あったということである。また、そのうちの

13得点がエリア１～エリア６で攻撃側がファー

ストタッチを行なったものである。つまり、攻

撃側にとっては、このエリア１～エリア６にお

いて、守備側の選手及び守備側のゴールキーパ

ーより先にボールに触ることが重要課題となる。

特にエリア５においては７得点（うち５得点は

攻撃側のファーストタッチが関与しているもの）

が入っており、コーナーキックによる全得点の

1/3が入っている計算になることからも、攻撃側

にとって重要なエリアであると推察される。

　

ファーストタッチが多く行われていたエリア、

特にエリア５、エリア２、エリア１に関しては、

攻撃側は低い割合でしかファーストタッチが行

なえていなかったことが判明した。

　

しかし、攻

撃側のファーストタッチからみた得点の割合は

比較的高いものとなっている。つまりエリア１

～エリア６に関しては、攻撃側のファーストタ

ッチの割合は低いが、ファーストタッチができ

ればかなりの割合で得点になることが推察でき

る。

4｡まとめ

　

1998年FIFAワールドカヽンプフランス大会にお

いて、コーナーキックからの得点は21得点で、

全171得点の12.3%、コーナーキック全660本中

3.18%が得点になっていたことが明らかになっ

た。つまり、コーナーキックは得点のチャンス

であるが、得点になり易いとは一概に言えない

結果となった。一般に、リスタートプレーが得

点になりやすいことは、その値が全得点の約４

割近い数字を示していることからも、証明され

ている9）。

　

しかし、その中でコーナーキックからの得点

が占める割合は高いとはいえない9）。それにもか

かわらず、フリーキックやペナルティーキック

と共にリスタートプレーとして一括して処理さ

れ、扱われていることが、「コーナーキックは得

点になりやすい」という一般的な考え方を生ん

でいる１つの要因となっていることが推察でき

る。

　

しかし、これは全体からみた数字上の割合で

あって、一つ一つの試合においては必ずしも得

点になるのが少ないと言い切れるものではない。

コーナーキックには相手ゴール前に、直接ボー

ルをプレースキックで相手のプレッシャーなし

に送ることができること、そして、攻撃選手を

多く相手ゴール前に配置できることの二つの利

点がある。試合の流れの中で相手ゴール近くに

ボールを度々送り込むことができなくても、コ

ーナーキックを獲得することでそれが可能にな

る。 1998年ＦＩＦＡワールドカ　ップフランス大会の

決勝戦フランス対ブラジルにおいては、フラン

スは獲得した３本のコーナーキックで、２得点

を挙げている（いづれもジダン選手のヘディン

グによるもので、結果はフランスが３対Ｏで勝

利し、優勝している）。
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東恩納，松本，山口

　

また、平成11年度の高校サッカー選手権大会

の決勝戦、市立船橋高校対鹿児島実業高校戦で

も、市立船橋高校が試合を決定づける貴重な先

制点をコーナーキックから挙げている（結果は

２対Ｏで市立船橋高校が勝利し、優勝している）。

このようなことからも、コーナーキックには数

値のみでは表すことのできない、試合の流れを

変える要素、つまり試合を決定づける要素があ

ると考えられる。

　

さらに、攻撃側がゴールに近いエリアでファ

ーストタッチを行うことができたケースでは、

高い割合でゴールなっていた（ゴールエリア内

の中央部分では4.5本でｌ得点の割合、ゴールエ

リアとペナルティースポットの間の中央部分で

は10本で１得点の割合の数値であった）。つまり、

コーナーキックは攻撃側が最初に触ることがで

きれば、得点チャンスが多いことが判明した。

この意味で、コーナーキックは試合を決定づけ

ることのできる重要なプレーであるといえる。

そして、「コーナーキックは得点になる割合は低

いが、試合を決定する要素を含み、十分にトレ

ーニングする価値がある」と考えられる。
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ゲームパフォーマンスからのディフェンスプレッシャーの計量

山田

概

　

要

庸1）鈴木

　

宏哉川

　

大迫

　

本研究の目的は、サッカーチームのゲームパフ

ォーマンスからディフェンスプレッシャーを計量

する方法を開発することであった。標本は、1998

年ワールドカ　ップフランス大会の決勝戦、ブラジ

ル対フランスの前半45分であった。測定項目は、

ボール保持者に対するディフェンダーの距離、人

数、方向、地域、時間帯、およびボール保持者へ

のプレッシング直後のパス方向の13項目であっ

た。測定項目の構成概念妥当性を検討するために

探索的因子分析を用いた。ディフェンスプレッシ

ング構造を検討するために、検証的因子分析、二

次因子分析および多重指標モデルによる共分散構

造分析を用いた。ディフェンスプレッシング技能

は、挟み込み技能、スペースマーキング技能、マ

ンマーキング技能、チャレンジング技能の４つの

下位領域から構成され、ゲームパフォーマンスか

らの評価が可能であることが推察された。ゲーム

画像のデジタル情報化により、ディフェンスプレ

ッシングパフォーマンスの自動計測が可能となる

ことが期待される。

キーワード：サッカー、ディフェンスプレッシャ

ー、ゲームパフォーマンス、共分散構造分析、検

証的因子分析

目

　

的

　

現代サッカーでは敵チームの攻撃に対してスペ

ースと時間を与えないディフェンスプレッシング

戦術が多く採用され、プレッシングの成否がゲー

ムの勝敗を左右するといっても過言ではない。サ

ッカーゲームにおけるチームのディフェンスプレ

１）筑波大学大学院

　

２）筑波大学

５－リ口
刈 高橋

　

信二1） 西嶋

　

尚彦2）

ツシング技能を客観的に評価することは、チーム

づくりのための重要な情報をもたらすと考えられ

る。

　

プレッシングについてチャールズ・ヒューズ･）

は、「サッカーゲームにおけるプレッシングとは、

攻撃側チームの選手がプレーをするために持って

いる時間とスペースを減少させることを目的とし

て行われる守備戦術である」と、定義している。

　

従来のゲーム分析研究では、プレーの回数、時

間、距離などによってゲームパフォーマンスが測

定された。チームカ評価の立場ではゲームの現象

を追うだけでは不十分であり、ゲームパフォーマ

ンスの背後に潜むチーム技能構造を明らかにする

必要があると思われる2コ）。また、ゲーム画像の

デジタル情報化が進む現在、ＶＴＲ画像からプレー

の自動計測が可能となることから、チーム技能を

評価するためのゲームパフォーマンス測定法を開

発することが望まれると考えられる。

　

そこで、本研究ではサッカーゲームにおけるデ

ィフェンスプレッシング構造を明らかにし、尺度

構成法の手続きに従い、ゲームパフォーマンスか

らチームのディフェンスプレッシング技能を計量

する方法を検討することを目的とした。

方

　

法

　

標本は、FIFAW杯'98フランス大会決勝戦、フ

ランス対ブラジルの前半45分間における両チーム

のボール保持者に対するディフェンスにおける

387プレーであった。ペナルティエリア内では、

ディフェンダーが相手にシュートを打たせないよ

うにプレッシングを強めるために、プレーの性質

が異なる。このために、ペナルティエリア内のプ

レーを対象外とした。
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プレッシングの定義からボールを受け取った選

手をボール保持者とし、ボール保持者がボールを

トラップし、パスするまでの間におけるボール保

持者に対するディフェンスプレッシングを測定し

た。プレッシング局面はプレー方向の限定局面、

攻撃スペースの限定局面、攻撃スペースの削減局

面に３区分した。運動時点は、トラップ時点とパ

ス時点に２分した。トラップ時点ではボール保持

者がボールを受け取る時点､パス時点ではボール

保持者がボールをパスする時点におけるディフェ

ンスの動きを測定した。ボール保持者がワンタッ

チで味方にパスしかときは、トラップ時点とパス

時点でのディフェンスの動きを同一とした。ボー

ル保持者がトラップした後、相手にインターセプ

トされた場合はその時点をパス時点とした。

　

ボール保持者がボールを味方にパスするコース

を攻撃方向から前方、内側、外側、後方、不成功

の５つに分類した。

　

ボール保持者に対するプレッシングパフォーマ

ンスは特性要因分析を用いて定性的に構造化さ

れ、フィッシュホーンダイアグラム（魚の骨図）

に表現された（図１）。プレッシングパフォーマ

ンス構造に基づいて、ボール保持者に対するディ

フェンスの距離、人数、角度、ボール保持者への

プレッシング直後のパス方向、プレーの地域およ

び時間帯からなる13のゲームパフォーマンス測定

項目を選定した（表１、図２）。

　

測定項目の構成概念妥当性を検討するために探

索的因子分析を行った。主成分解法により、全分

散の70％以上を説明する因子を抽出し、斜交プロ

マックス回転を施した。各因子において因子負荷

図１

　

ボール保持者に対するプレッシングパフォーマンス構造

表１ 測定項目

　

珊点

　　　　　　

飼定項目
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度
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０人→４人
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図２

　

測定方法

量の高い２項目を選定した。ディフェンスプレッ

シング技能構造を検証するために、検証的因子分

析、高次（二次）因子分析および多重指標モデル

による共分散構造分析を行った。

　

因子分析から得られたディフェンスプレッシン

グ技能を構成する各因子について因子得点を算出

した。ディフェンシブ・サード、ミドル・サード、

アタッキング・サードの３エリアにおける因子得

点の平均をチーム間で比較した。ゲーム前半を５

分ごと９つの時間帯に分類し、各因子得点の平均

値の推移をチーム間で比較した。モデル内のパス

係数および因子得点の平均値間の差の検定におけ

る有意水準は、すべて５％であった。

結

　

果

　

ボール保持者に対するプレッシングを測定する

10項目に対する探索的因子分析結果は表２に示さ

れている。全分散の76.9%を説明する４因子が抽

出された。第１因子では、パス時点における挟み

に行っているDFの距離は0.95、パス時点におけ

るボールに向かっているDFの人数は0.81、トラ

ップ時点における挟みに行っているDFの距離は

0.77と高い因子負荷量を、トラップ時点における

ﾎﾞｰﾉMi厚者
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ボールに向かっているDFの人数は0.49と中等度

の負荷量を示していた。これらはマークしている

DF以外の選手が敵との距離を縮め、スペースを

削減する程度を測定する項目であることから、第

１因子を挟み込み技能と解釈した。

　

第２因子では、トラップ時点、パス時点におけ

るマークしているＤＦの距離がそれぞれ0.95、0.81

と高い因子負荷量を示していた。これらはマーク

している選手が敵との距離を縮め、スペースを削

減する程度を測定する項目であることから、第２

因子をチャレンジング技能と解釈した。

　

第３因子では、トラップ時点、パス時点におけ

るパスコースをふさいでいるＤＦの人数がそれぞ

れ0.93、0.88と高い因子負荷量を示していた。こ

れらはパスコースをふさぎボール保持者のプレー

エリアを限定する程度を測定する項目であること

から、第３因子をスペースマーキング技能と解釈

した。

　

第４因子では、トラップ時点、パス時点におけ

るマーキングをしているＤＦの位置がそれぞれ

0.90、0.89と高い因子負荷量を示していた。これ

らはボール保持者の攻撃方向を限定する程度を測

定する項目であることから、第４因子をマンマー

キング技能と解釈した。また、中等度の因子間相

関が見られ高次な因子の存在が考えられた。

　

検証的因子分析の結果、GFI =｡978、

AGFI＝｡938と高いモデル適合度を示し、４つの

　　

表２

　

プロマックス回転後の因子パターン行列
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因子が８つのゲームパフォーマンス項目の全分散

を十分に説明することが検証された（図３）。探

索的および検証的因子分析結果に基づいて、４因

子の上位にディフェンスプレッシング技能なる二

次因子を付け加えた高次因子分析を行った結果、

GFI=.975、AGFI=.935という高い適合度を示し

た（図４）．このことから、４つの一次因子と１

つの二次因子から構成される二次因子構造が検証

された．外的基準であるプレッシング後のボール

保持者のパス方向を加えた共分散構造分析を行っ

た結果、GFI = .979、AGFI = .95Oと高いモデ｀ル適

合度を示し、ディフェンスプレッシングの因果構

造が検証された（図５）．

　

両チームの因子得点の平均をパフォーマンスエ
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チームに比べ有意に高い値を示した（図６）。両

チームの各因予得点の平均を各時間帯で比較した

結果、４つの技能のいずれにおいても多くの時間

帯でブラジルチームの得点がフランスチームに比

べ高い値を示した（図７）。
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前半のディフェンスプレッシング技能の推移

　

因子分析を用いた検討の結果、ディフェンスプ

レッシング技能は、マンマーキング技能、スペー

スマーキング技能、チャレンジング技能、挟み込

み技能の４つの下位領域から構成されると推測さ

れ、それぞれ妥当性を満足する２つずつのゲーム

パフォーマンス項目によって測定されることが明

らかとなった。マンマーキング技能は敵のプレー

の方向を限定し遅らせることと関連があり、スペ

ースマーキング技能はパスコースを限定しボール

保持者のスペースを減少させることに関連がある

こと、チャレンジング技能と挟み込み技能はボー

ルを奪うことに関連があることが推測された。多

重指標モデルで示されたディフェンスプレッシン

グ技能構造から、ディフェンスプレッシングは、

マンマーキング技能による敵プレーの限定下にお

いて、①スペースマーキング技能によりパスコー

スを限定し、②チャレンジング技能により間合い

を詰め、③挟み込み技能によって複数のディフェ

ンダーでボールを奪い取る、という一連のプレー

の流れがあることが検証された。

　

各技能の因子得点を用いることによって両チー

ムのプレッシング技能の特徴が明らかとなった。

ブラジルチームでは、アタッキング・サードでの

スペースマーキング技能、チャレンジング技能、

挟み込み技能においてフランスチームよりも有意

に高い値を示していることから、前線から積極的

にボールを奪うディフェンス戦術を行っていたと

推察された。一方、フランスチームでは、アタッ

キング・サードですべての技能が低い値を示すも

のの、ディフェンシブサードでは高い値を示して

いることから、敵チームが自陣に入ってきてから

プレッシングを加えていくというディフェンス戦

術を行っていたことが推察された。

　

各技能をプレーの時間帯ごとで比較すると、キ

ックオフから前半５分までの時間帯で両チームと

もすべての技能が高い値を示していた。このこと

は、立ち上がりのディフェンスプレッシングが非

常に厳しい水準で行われていたことを示すもので

あった。また、すべての技能において多くの時間

帯でブラジルチームがフランスチームよりも高い

値を示していた。これは、フランスチームは自陣

に入ってからプレッシングを行い、プレッシャー

の程度に緩急があるのに対して、ブラジルチーム

は前線でも積極的にプレッシングを行っており、

ボールを奪われてからすぐにプレッシングをおこ

なっているという、戦術の違いを示すものである

と考えられる。

　

以上のことから、本研究で用いられた８つのゲ

ームパフォーマンス項目は､妥当性を満足し､ディ

フェンスプレッシング技能を評価することが可能

であると考えられる。
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フォワード選手におけるゲームパフォーマンスからのシュート技能の計量

概

　

要

鈴木

　

宏哉1)、山田

　　　

高橋

　

信二1)

　

本研究の目的は、フォワード選手におけるゲー

ムパフォーマンスからシュート技能の計量方法を

開発することを目的とした。標本は、1998年ワー

ルドカップフランス大会での得点ランキング上位

６人のフリーキックを除く、計103のシュートに

至る攻撃であった。シュート局面は、ラストパス

局面、レシーブ局面、打球局面の３局面に細分し

た。測定項目は、各局面におけるマークしている

ディフェンダーの距離および角度、挟みにいって

いるディフェンダーの人数であった。各項目は間

隔尺度水準で構成した。探索的因子分析により、

測定項目の構成概念妥当性を検討した。検証的因

子分析および高次（二次）因子分析により、シュ

ート技能領域の測定モデルを検討した。多重指標

モデルを用いた共分散構造分析により、シュート

局面におけるフォワード選手のシュート技能構造

モデルを検討した。二次因子分析の結果、シュー

ト技能領域と各下位領域との間に高い因果係数が

得られた。シュート局面におけるシューターに対

するディフェンダーの距離および角度、挟みにい

っているディフェンダーの人数を測定するゲーム

パフォーマンス８項目により、シュート技能を評

価することが可能である。

キーワード

　

共分散構造分析、サッカー、シュート技能、ゲ

ームノiフオーマンス、

はじめに

　

サッカーに専門的な技能を評価するには、状況

１）筑波大学大学院、２）筑波大学

　

庸い

西嶋

大迫

尚彦2）

剛１）

の判断や予測をも含めたゲームにおける運動成績

から技能を推定する必要がある。１ゲーム全体に

おけるシュート数、プレーの成功・失敗数などの

計数データ（伊藤、1999 ；大橋、1999)だけでは

なく、１［可の攻守ごとの技能がゲームパフォーマ

ンスから計量されることが有用である。また、近

年の動画像解析技術の発展によりゲームパフォー

マンスから選手の位置情報を計測することが可能

となってきており（瀧、1996)、これを応用する

ことによってゲームパフォーマンス測定の自動化

が実現しつつある。

　

本研究では、フォワード選手のシュート技能に

ついてゲームパフォーマンスからの計量方法を開

発することを目的とした。

方

　

法

　

標本は、1998ワールドカップフランス大会での

得点ランキング上位６人のフリーキックを除く計

103のシュートに至る攻撃であった（表１）。

　　　　　　　　　　　　　

表１

　

標本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オンター得点率ケット串

　　　　

選手

　　　　　

標本数得点ケット（％）（％）

　　　　

シュケル

　　　　

20

　　

5

　　

11

　　

25.0

　

5S.0

　　　　

ビエリ

　　　　　

19

　　

5

　　

9

　　

26,0

　

47.0

　　　　

エルナンデス

　　　

14

　　

4

　　

10

　　

29.0

　

71.0

　　　　

サラス

　　　　　

9

　　

4

　　

S

　　

44､0

　

56.0

　　　　

バティストゥータ

　

19

　　

3

　　

7

　　

16.0

　

37.0

　　　　

ロナウド

　　　　

22

　　

3

　　

10

　　

14.0

　

45.0
総数

　　　　　　

103

　

24

　　

S2

平均

　　　　　　

17､2

　

4.0

　

8.7

　

26.0

　

52.0

標準偏差

　　　　

4,79 0.89　2.25　11.00　12.00

゛オンターゲットは，ゴールエリア外でディフェンスがブロック

　

したシュート以外でゴールマウスに向かったシュート．

　

特性要因分析を用いてシュート局面における運

動構造を定性的に分析した（図１）。シュート局

面はシュートに至る一つ前のパスが蹴られた時点

からシュート終了時点までとした。シュート局面
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はラストパス局面、レシーブ局面、打球局面の３

局面から構成されると仮定した。ラストパス局面

ではシュートに至る一つ前のパスが蹴られた時点

（ラストパス時）を測定時点とした。レシーブ局

面ではフォワードの選手がボールをレシーブする

時点（レシーブ時）、打球局面ではボールを蹴る

時点（打球時）におけるフォワードの動きを測定

した。ラストパスからワンタッチシュートを行っ

た場合は、レシーブ局面と打球局面におけるフォ

ワードの動きは同一であると仮定した。

図１

　

シュート局面におけるフォワード選手のシュート

　　

パフォーマンス構造
ユート

②検証的因子分析

③高次（二次）因子分析

④共分散構造分析

であった。探索的因子分析は主成分解法を用い、

全分散の80％以上を説明する因子を抽出し、斜交

プロマックス回転を行った。回転後の因子負荷量

が0.4以上の項目に言及して各因子を解釈した。

モデル適合性の比較指標としてGFI、AGFI、AJC

を用いた。モデル修正基準として修正指数（Ａｍｏs

4.0J)を用いた。

結

　

果

　

表３は、シュート技能を測定する８項目に対す

る探索的因子分析による因子パターン行列を示し

ている。全分散の86.0%を占める４因子が抽出さ

れた。最も大きな固有値を示した第１因子には、

打球時とレシーブ時のマークマンとの角度がそれ

ぞれ0.93、0.84と高い負荷量を示していた。これ

らは、ディフェンダーがボール保持者を視野に入

れてマークできている程度を測定する項目であっ

た。フォワード選手はディフェンダーのマークを

ずらしてシュートを打たなければならないことか

ら､第１因子はマークマンかわし技能と解釈した。

　

第２因子には打球時とレシーブ時のマークマン

との距離（ゴールへの接近）がそれぞれ0.87、

0.81と高い負荷量を示していた。これらは、ディ

フェンダーとフォワード選手におけるゴールまで

の距離の差を測定する項目であった。フォワード

選手がディフェンダーよりもゴールに近い状態は

ディフェンダーを突破したことを意味するので、

表２

　

測定項目

38

　

測定項目は、表２に示されるような間隔尺度で

構成された８項目および３件法の順序尺度で構成

されたシュートパフォーマンスを用いた。

　

フォワード選手のシュート技能の尺度特性は信

頼性と妥当性から検討した。信頼性係数にはクロ

ンバックのα係数を用いた。妥当性は構成概念妥

当性を用い、二次因子構造における各項目の一次

因子へのパス係数を妥当性係数とした。シュート

技能構造の検討の手続きは、

①探索的因子分析

　　　　　

運動局面

　　　　

測定動作

　　　　

測定項目

　　　　　　　　　　　　　　　

尺度

　　　

．．

　　

＿

　　　　　

ラストパス時の

　

マークマンとの角度

　　　　　　　　　　

〇度.45

　

.90度.135度.180度
オフザボ‾ル

　

フストパスフォワードの動きマークマンとの距離

　　　　　　　　　　

-2m.-1 m､Om.l m.2m

　　　　　　　　　　　　　　　

レシーブ時のフォマークマンとの角度

　　　　　　　　　　

〇度.45度.90度.135度.180度

　　　　　　　　　　　　　　　

ワードの動き

　　

マークマンとの距離（ゴールへの接近) -Em.-1m､Om.1 m.2m

　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　

挟み込みディフェンダーの人数

　　　　　

4人.3人.2人1人.0人

　

ゝ

　　　　　

レンーブ

　

打球時のフォワーマークマンとの角度

　　　　　　　　　　

O度.4S度.90度､135度.180度
オノザボール

　　　　　　

ドの動き

　　　　

マークマンとの距離（ゴールへの接近) -2m.-1m.0m.lm.2m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

挟み込みディフェンダーの人数

　　　　　

4人.3人.2人1人.0人

　　　　　　　　　　

打球

　　　　　　　　　　　

シュートの精度

　　　　　　　　　　　

1°昌２二了ヅ昌昌９

注）マークマン；シューターをマークしているディフェンダー

　　

挟み込みディフェンダー；シューターに向かってディフェンスをしている選手

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　

ゴールへの爰近

　

１

　　　　

ゴールへの接近

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　

マークマ｀か｀

　　

１

　　　

マークマンから

　　　　　　　　　

１

　　　　

フリーにぶっ旱いる

　

１

　　　

フリーになっている

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

ツーせ昌霊汀

　

舅ごむごご

　　　　　　　　　

｜

　　　　　　　　　

・

　　　　　　　

ら

相手の背後を

　　　　　　　

マ‾クをずらしている

　

ｌ匹，

　　　　　　　　　

↓

　　　　　　　　　　　

１

　

マークをず

　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　

らしている

　　　

自

　　　　　　　　　　　

｜

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　

裏取り１

　　　　　　　　

かわしｌ

　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　　　　　　　

１

　

--

　　

皿㎜〃－

　　　　

ラストバス

　　　　　　

レシーブ

　　　　　　　　　

打球

　　　

オフザボール

　　　　　　　　　　

オンザポール

　

F■--●●㎜㎜〃
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鈴木，山田，大迫，高橋，西嶋

表３

　

シュート技能の因子構造

局面

　　

項目

　　　　　　　　　　　　　

F1

　　　

FZ

　　　

Ｆ３

　　　

Ｆ４

　　

共通性信頼僅゛

打球

　　

マークマンとの角度

　　　　　　　　

・

　

街

　

0.11

　　　

0.02

　　

-0.10

　

0.90

レシーブ

　

マークマンとの角度

　　　　　

捕腸‘|

　

0.18

　　　

0.08

　　

0.08

　　

0.89

　

0.54

打球

　　

マークマンとの距離（ゴールへの接近)0.12　§　・l･’｜　-0.02　　-0.03　0.86　089

レシーブマークマンとの距離（ゴールへの接近)0.14麟麟-0.08　009 089

レシーブ

　

挟み込みディフェンダーの人数

　　　　

0.07

　

0.05'謳圖親1

　

’O･05

　

0.89

打球

　　

挟み込みディフェンダーの人数

　　　　

0.01

　　

･0.16

　

麟|

0.07

　　

0.87

　

0.85

ラストパスマークマンとの距朋

　　　　　　　

･0.2S

　　

0.29

　　　

0.09

　

R･ 皿|「°!!
0.9,

ラストパスマークマンとの角度

　　　　　　　

0.35

　　

-0.32

　　

-0.12

　

綴｜朧0.76

固有値

　　　　　　　　　　　　　　　　

3.58

　　　

1.51

　　　

1.03

　　

0.76

　　

6.88

全分散寄与率（％）

　　　　　　　　　　　

44.7

　　　

18.9

　　　

1E.9

　　　

9.4

　　

86.0

共通性寄与率（％）

　　　　　　　　　　　

S2.0

　　

E2.0

　　　

15.0

　　

10.9

　

100,0

因子間相関

因子

　　　　　　　　　　　　　　　　　

F 1　　　Ｆ２　　　Ｆ３　　　Ｆ４

Fl：マークマンかわし
F2:マークマン突破

　　　　　　　　　　　

0.45

F3:ディフェンスライン突破

　　　　　　　　

-0.31

　　

-0.30

F4 :裏取り　　　　　　　　　　　　　　　0.34　　0.20　　･0.06

＊信頼性：クロンバックのα係数

第２因子はマークマン突破技能と解釈した。

　

第３因子にはレシーブ時と打球時の挟み込みデ

ィフェンダーの人数がそれぞれ0.97、0.88と高い

負荷量を示していた。これらは、フォワード選手

がディフェンスプレッシャーからフリーになって

いる程度を測定する項目であった。フォワード選

手の場合、ディフェンスプレッシャーからフリー

になっている状態はディフェンスラインを突破し

たことを意味するので、第３因子はディフェンス

ライン突破技能と解釈した。第４因子にはラスト

パス時のマークマンとの距離と角度がそれぞれ

0.90、0.73と高い値を示した。これらは、ディフ

ェンダーがボールとフォワード選手を同一視野に

入れている程度を測定する項目であった。フォワ

ード選手は相手の視野から外れるためには相手の

背後を取らなければならないことから、第４因子

は裏取り技能と解釈した。

　

８項目は各々２項目ずつ４つの因子のいずれか

に大きく関係し、因子負荷行列は単純構造に達し

た。各因子における因子負荷量の大きい２項目の

クロンバックのα係数による信頼性係数は、裏取

り技能領域では、0.54と低く、他の３領域では

0.85以上であった。得られた因子間には中等度と

低い相関関係が得られた。この結果は、４因子間

に高次な因子が存在していることを示すものであ

り、シュート技能構造に二次因子構造を仮説する

可能性があると判断された。

　

図２は、検証的因子分析結果を示している。探

索的因子分析結果に基づいて、シュート技能を構

成する下位領域は、裏取り、マークマン突破、デ

ィフェンスライン突破、およびマークマンかわし

の４領域から構成した。潜在変数と観測変数間の

パス係数は0.6以上を示しており、用いた８項目

が妥当であることを示している。

　

モデルの適合度指標であるGFIおよびAGFIは、

ＧＦＩが0.984、自由度で調整したAGFIは0.958と高

い値であり、検証的因子分析モデルが妥当である

ことを示した。裏取り技能とディフェンスライン

突破技能間の相関係数は、－0.06と低いものの、

他の潜在変数間の相関係数は中等度であった。こ

の結果は、４つの下位領域間に高次領域を仮説す

る可能性を示すものである。

図２

　

サッカーゲームにおけるシュート技能構造

　　

：検証的因子モデル

　

図３は、二次因子分析結果を示している。シュ

ート技能領域と各下位領域との間に有意なパス係

数が得られた。シュート技能領域においてマーク

マン突破領域が0.97と最も高い値を示している。

また他の下位領域も0.45～0.66を示した。モデル
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フォワード選手におけるゲームパフォーマンスからのシュート技能の計量

適合度はGFI=0.980、AGFI=0.951であることから、

シュート技能は４つの下位領域および８項目から

構成される二次因子構造によって十分説明できる

と考えられる。

図３

　

サッカーにおけるシュート技能構造

　　

：二次因子モデル

①
り
へ
洲
に
／

　

図４は、多重指標モデルによるシュート技能の

因果構造を示している。モデルの適合度はGFIが

0.964、ＡＧＦＩが0.916であった。裏取り領域から３

つの下位領域へは、0.47～0.84の有意なパス係数

が得られた。これは、マークマン突破、デ｀イフェ

ンスライン突破そしてマークマンかわしの動作が

裏取り動作の結果として生じていることを示すも

のである。

図４

　

サッカーにおけるシュート技能構造

　　

：多重指標モデル

　

図５は横軸に裏取り領域、縦軸にマークマンか

わし領域をとり、６選手の各下位領域における因

子得点の平均値を示している。サラスとビエリは

それぞれマークマンかわしが0.36、0.28そして裏

取りが0.35、0.18と高い値を示した。ロナウドは

裏取りが-0.11と低い値であったが、マークマンか

わしにおいては0.27と高い値を示した。シュケル

はマークマンかわしが-0.52、裏取りが-0.35と低い

値であった。

　

図６は、横軸に裏取り領域、縦軸にマークマン

突破領域をとり、６選手の各下位領域における因

子得点の平均値を示した。サラス、ビエリ、バテ

ィストゥータはそれぞれマークマン突破が0.21、

0.19、0.24、裏取が0.35、0.18、0.10と高い値を示

した。エルナンデスは裏取りは0.11と高い値を示

したが、マークマン突破では-0.29と低い値を示し

た。

　

図７は、横軸に裏取り領域、縦軸にディフェン

スライン突破領域をとり、６選手の各下位領域に

図５

　

マークマンかわしと裏取りにおける因子得点の比較
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鈴木，山田，大迫，高橋，西嶋

おける因子得点の平均値を示した。サラスはディ

フェンスライン突破が0.60、裏取りが0.35と高い

値を示した。

考

　

察

　

近代的なサッカーでは、コンパクトフィールド

を形成し、相手が高いテクニックを発揮するため

に必要となる時間とスペースを消し、相手の良さ

を出させないことが守備のコンセプトとなってき

ている。効率的に攻撃をするため、および組織化

された相手守備網を崩すためには、ボールを持っ

ていない局面で、守備者との視野と視野の戦いに

勝つことが重要となる（日本サッカー協会､1998)。

本研究の二次因子モデルにおいてシュート技能と

マークマン突破のパス係数が高く、多重指標モデ

ルにおいて裏取りとマークマン突破のパス係数が

高いことから、シュート技能にはマークマン突破

をするための裏取り技能が重要であると推察され

る。

　

図５～図７に示したＹ=Ｘの回帰面よりも上方に

プロットされた選手は、Ｙ囃1の技能に相対的に優

れていることを示している。一方、下方にプロッ

トされた選手は裏取り技能が相対的に優れている

ことを示している。ロナウドはマークマンかわし

が高い値を示し、他の３領域の値が低い値を示し

た。マークマンかわしはマークマンとの角度から

測定される領域であり、裏取りはラストパス時の

マークマンとの距離と角度から測定される領域で

ある。したがって、ロナウドはオフザボール時に

裏取りが成就されず、オンザボール時にマークマ

ンかわしが成就されていることが理解される。ロ

ナウドは、オンザボール時にマークをかわすタイ

プであると言える。サラス、ビエリそしてバティ

ストゥータは他の選手と比較して裏取りが高い値

を示していた。サラスは特にディフェンスライン

突破、ビエリはマークマンかわし、バティストウ

ータはマークマン突破がそれぞれ高い値を示して

いた。この結果から、裏取り技能とともに、それ

ぞれサラスはディフェンスライン突破、ビエリは

マークマンかわしそしてバティストウータはマー

クマン突破に優れたフォワードであると言える。

エルナンデスは裏取りがサラス、ビエリに次いで

高い値を示し､他の３領域が低い値を示していた。

本研究ではラストパスの精度については対象とし

ていなかった。裏取り以外の領域はラストパスの

精度に大きく影響される。したがって、エルナン

デスが裏取りにおいて高い値を示しているにも関

わらず、他の３領域が低い原因はラストパスの精

度によるものであると考えられる。このようにシ

ュート技能を構成する４技能によってフォワード

選手の特徴を把握することが可能であると言え

る。

　

以上のことから、サッカーゲームにおけるフォ

ワード選手のシュート技能は、裏取り、マークマ

ンかわし、マークマン突破、ディフェンスライン

突破の４技能から構成され、表２に示される８つ

のゲームパフォーマンス項目の測定を通して評価

することが可能であると言える。
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ストイコビッチのインサイドキック

　

ーその力の出し方についてー

布目

　

寛幸1）寺島 徹2）佐藤

　

靖丈3）石原

　

孝尚4）山下

　

則之5）

緒

　

言

　

近年、サッカーのキック動作にも３次元的な解

析が応用され始めるようになり、これまでインス

テップキックに限定されていたキック動作の定量

的な解析9)がインサイドキックやカーブキックに

対しても行われるようになってきている1) 3)4)5)6)7)

著者らの一連の研究報告3) 7)ではプロ予備軍と考

えられるレベルの高校生選手におけるインサイド

キックのメカニズムを関節トルクの動態を手がか

りに明らかにしているが、実際のプロ選手しかも

世界的なレベルの選手のキック動作に関するデー

タが不足している。

　

本研究では名古屋グランパスエイトの協力を得

て、ストイコビッチ選手に被験者として協力して

もらうことができた。したがって本研究の目的は

ストイコビッチ選手のインサイドキック動作の特

徴を関節トルク(セグメントを回転させる力)の

動態から３次元的に明らかにし、その優れた技術

に関する定量的な知見を得ることである。また、

高校生選手との比較からそのキック動作のメカニ

ズムの違いを定量化することで日本人の典型的な

キック動作に関する考察を深めることである。

方

　

法

被検者：

　

ドラガン・ストイコビッチ選手（ユーゴスラビ

ア代表）を対象とした。比較の対象となる高校生

選手は5名であり、そのうち4名はＡ県国体少年チ

ームの選手、1名はブラジル留学の経験を持つも

のであった。現在までにプロ契約を交わしたこと

がある者、あるいは交わすことが内定しているも

のはあわせて3名で、Ｊリーグ公式戦出場の経験を

持つものは１名であった。

実験試技：

　

被検者は約Ｕｍ先に設置されたゴールの中央を

めがけて全力でシュート（インサイドキック）す

る試行を３回繰り返し、その動作を被験者の両側

方と後方に配置した３台の高速度ビデオカメラ

(Nac製Memrecam Ｃ２）によって200fpsの速度で

撮影した。

　

最もゴールの中心に近い地点にシュートでき、

失敗のなかった一試行をそれぞれの被検者毎に抽

出し、左右の肩峰、左右の股関節中心、右膝関節

中心、右足関節中心、右つま先、ボール中心の３

次元座標をDLT法により算出した。

スムージングに

　　

る。

　

一般にサッカー、ゴルフ、野球、テニス等の打

動作を解析する場合、避けて通ることのできない

問題点がインパクトの衝撃によって生じる四肢末

端や打具の減速現象である。一連の動作に急激な

減速現象が含まれてしまうとButterworth low-

pass filter(Winter (1976))に代表されるデジタ

ルフィルターでは最適な遮断周波数を設定するこ

とが極めて難しく、インパクト後に生じる減速現

象があたかもインパクト前から起きているような

データが示されてしまう場合が多い。小嶋と磯川

(1994)が示したように極めて質量の軽いもの

（風船やビーチボール）を蹴らせそのデータをイ

ンパクト後のデータに外挿する方法もあるが、実

際の実験では設定された条件や被検者を拘束して

おく時間の制限などにより難しい場合が多いので

なんとかデータの処理方法で解決を計りたい。

　

本研究では、関節トルク等を平滑化する際に２

次のButtenvorth low-pass filterによってインパク

１）名古屋大学総合保健体育科学センター

　

2）中京大学

　

３）名古屋大学医学研究科

　

４）金沢大学教育学部

　

５）名古屋グランパスエイト
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ストイコビッチのインサイドキックーその力の出し方について一

卜の時刻に向けてのみフィルタリングを行った

(12.5 Hz)。周知のように２次のButterworth low-

pass filterではヽ時刻tのデータは前の時刻（t- 2 、

t-1 ）の２点データからの影響を受ける。したが

ってインパクトの時刻に向けてのみフィルタリン

グを行う場合、インパクトによる減速現象の影響

は考えなくてもよいはずである（ただし、インパ

クト時とその直前のデータは微分の際にインパク

ト後のデータの影響を受けている為、定量的な変

量からは除外して考えた）。もっとも逆方向への

フィルタリングを行わなかったので、データには

若干の位相のズレと高周波成分が残っていると考

えられたが、関節トルクの動態を概観する際の問

題とはならないだろう。

関節トルク算出

　

蹴り脚（右脚）に大腿部、下腿部、足部のから

なるリンクセグメントモデル定義した。 Newton

の運動方程式から各セグメント間に作用するトル

クを算出し（図1 -a）そのベクトルとして算出さ

れるトルクを下肢の各関節の解剖学的な回転軸

（図トb）周りに変換した。

　　　　　　　　

α

氷
レ
こ

結果および考察

　

高校生選手とストイコビッチ選手の関節トルク

の動態を図２に示した。向かって右側にストイコ

ビッチ選手の関節トルク値、左側に高校生選手の

関節トルクの平均値とその標準偏差が示した。す

べての図は、Ｏ％が右足つま先の離地に100％が

ボールとのインパクトに相当するように正規化し

たものである。

こ

　

までの

　　　　　　　

さ

　　

｀

　

図２左側に示したように高校生選手に共通して

股関節を屈曲させるトルクと膝関節を伸展させる

トルクに加えて股関節を外旋させるトルク（股関

節外旋トルク）の顕著な発揮が見られた。この股

関節外旋トルクはインパクトの直前にそのピーク

を迎えていることからインサイドキックにおいて

特に蹴り脚のスイングの後半に積極的に股関節を

外旋させる動作が重要であると考えることができ

る。従来からよくいわれる「カカトを押し出す動

作」はこの動作に関連が深いことを示唆できる結

果であると考えられた。

ろ

鈴
言
元

ヘ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

。

図１

　

下肢の各セグメントの動きを反映するためにセグメントの中心に固定された直交座標系（ａ）と

　　　

解剖学的な回転軸に従って関節中心に固定された直交座標系（b）

43



Torque(Nm)

J

吻む

･1∽

･;&o

･Z卯

-

J

　

0

･1㈲

･290

Z03

｀C寸

-1∽

400

布目，寺島，佐藤，石原，山下

Torque{Nm)

　

心

股関節内転（十）/外転（-）

1恥

股関節外旋（十）/内旋（-）_

匹

図２

　

高校生選手（左）とストイコビッチ選手の下肢関節トルクの変化様相

スト

　

コビヽヽの

　

ン

　　

ド

　

ヽ､ク

　

前述の高校生選手の関節トルクの変化様相をふ

まえ、その右側に示したストイコビッチ選手の関

節トルクの変化様相からインサイドキック動作の

違いを考えてみたい。

　

高校生選手に共通して発揮されている股関節外

旋トルクはストイコビッチ選手においても発揮さ

れているもののその大きさは小さく、高校生選手

が最も大きな股関節外旋トルクを発揮している局

面では逆に股関節外旋トルクが急激な落ち込みを

見せていた。また、股関節外旋トルクの落ち込み

に対応するように高校生選手ではほとんど発揮さ

れていない股関節を内側に閉じる力（股関節内転

トルク）がインパクト直前にかけて発揮されてい

た。
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これらの結果から、ストイコビッチ選手は蹴り

脚のスイングにおいて、高校生選手とは異なる力

発揮様式をしていることが考えられた。つまりス

イングの後半部分において股関節外旋トルクを発

揮して股関節を積極的に外に捻らないかわりに股

関節内転トルクを発揮して積極的に股関節を内側

に閉じながらキックを行うというメカニズムを採

用していると考えられるのである。さらに興喇

いことにこのようなトルク発揮のパターンはイン

サイドキックに対して全く未熟な子どもが示すも

のに近く、その結果として膝から下のセグメント

が平行移動するためのモーメントを生み出すこと

になっていると考えることができるのである6)。

　

ではなぜストイコビッチはこのようなメカニズ

ムを使ってインサイドキックを行っているのだろ
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ストイコビッチのインサイドキックーその力の出し方についてー

うか？その利点について考えてみたい。図３上段

に示したように股関節を内転させるスイングでは

下腿セグメントの近位部に前方への力が生じるた

め、膝から下のセグメントはほとんど回転しない

まま前方へ平行移動しボールにインパクトするこ

とになると考えられる。本研究ではデータとして

示してはいないが、ストイコビッチ選手の立ち脚

の踏み込みは非常に深いため蹴り脚は立ち脚の後

方でボールにインパクトするような形をとってい

る。したがって、このような体勢で体の下からボ

ールを蹴り出すには膝から下のセグメントを長く

前方へ平行移動させる技術が必要ではないのかと

考えられるのである。また、このようなキックの

場合、インパクト面の角度変化が少なくボールの

蹴り出される角度（上下方向）が安定しやすいと

いう利点も考えられるだろう。

　

一方、高校生選手では図３下段に示したように

スイング後半で股関節を外旋させる技術を用いて

いるので、膝から下のセグメントは回転運動を起

こしながらボールにインパクトしていると考えら

れる。このメカニズムを用いたキックではボール

インパクトのわずかなタイミングのズレで容易に

インパクト面の角度が変化してしまう危険性を考

えることができるだろう。

　

無論、この結果のみをもってどちらの技術がト

ータルで優れているかを結論付けることはいささ

か早計であるが、少なくとも優れた技術を持つス

トイコビッチ選手のインサイドキックが日本の指

導書にある教科書的なものでないことを定量化で

きた意義は大きく、インサイドキックの指導を考

え直す上で有益な資料のーつとなるであろう。

参考文献

１）浅井武「サッカーにおけるインステップキッ

　　

クとカーブキックの比較」バイオメカニクス

　　

研究, 3,111-118,1999.

2）小嶋武次，磯川正教「衝突現象を含んだ運動

　　

の画像を用いた動作分析」日本体育学会第45

　　

回大会号, 338,1994.

3）布目寛幸「サッカーキック動作のバイオメカ

　　

ニクスーインサイドキックにおける関節トル

　　

クの３次元動態－」バイオメカニクス研究，

　　

3,104-110,1999.

上
ｊ

　

／

ハ
ｆ
ｙ

〈
つ
、

図３

　

蹴り脚のスイングのメカニズムの概略。ストイコビッチ選手のもの（上段）と高校生選手のもの（下段）

45

濤縞

ナ

,●



布目，寺島，佐藤，石原，山下

４）布目寛幸，池上康男，桜井伸二，矢部京之助

　　

「サッカーにおける各種キックの三次元力学

　　

解析」第14回日本バイオメカニクス学会大会

　　

論文集, 318-322,1999.

5）布目寛幸，佐藤靖丈，片山敬章，宮城修，山

　　

下則之「インステップキック・インサイドキ

　　

ックの三次元動作解析」サッカー医・科学研

　　

究, 18,4145,1998.

6）布目寛幸，佐藤靖丈，道用亘，秋谷一平，山

　　

下則之「熟練者と子どもの各種キック動作の

　　

比較－３次元的な関節トルクの動態からー」

　　

サッカー医・科学研究, 19,87-90,1999.

7）布目寛幸，松永一成，山本博男「球種別に見

　　

たフリーキック動作の３次元動作解析－」

　　

Japanese Journal of sports Sciences, 16, 763-

　　

773,1997.

46

8 ) Smith, G., Padding point extrapolation

　　

techniques for the butterworth digital filter.J.

　　

Biomechanics 22, 967-971,1989.

9）戸苅晴彦「サッカーのバイオメカニクスーイ

　　

ンステップキックの研究レビューj

　

J. J.

　　

Spors Sd.2 (10) ,763-773,1983.

10) Winter, D.A., Biomechanics of human

　　

movement. John Wiley&Sons, Inc.:New York,

　　

9-46,1979.



サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

１

緒

　

言

　

サッカーの基礎的動作に関する研究

A study of Fundamental Motion in Soccer

五十嵐あゆ子1）浅井

　　

武1）村上

　　

治2）

　

身体運動やスポーツ技術を分析する場合、身体

各部に働く外力や内力を検討することは重要であ

る5)。特に足底圧分布の計測に着目すると、運動

障害者のための補助装具の開発や足部における傷

害の原因解明などを目的として、足圧分布の測定

を利用した医学的な研究が行われているほか1)、

身体の運動制御に関する研究や、ある特定の競技

種目におけるステップや踏み込みなど、一定の足

の動きからその動きに連動した別の身体部位の運

動との関連やそのタイミング、また心理的な部分

に及んで研究がなされているZ) 3)4)。

　

これまでのところ、歩行やランニングなど一般

的基本動作における足圧分布を分析した研究は多

く見られるが、特定競技種目に現れる多様な動作

に関する足圧分布を検討した報告は少ない。

　

そこで本研究では、サッカーにおける代表的動

作を対象に足圧分布測定を行い、足圧分布及び荷

重中心点の軌跡より各動作の特徴について比較・

検討を行った。

２

方

　

法

　

基本動作の出現頻度からみた特性をふまえ、頻

度の高い動作（ダッシュ、バック走、サイドステ

ップ）に加え、ゴールキーパー特有の動作（ダイ

ビング）、各動作間に多用された動作（ターン）、

頻度は少ないものの、どのプレーヤーも必ず使用

していた動作（ジャンプ）を抽出し、各動作中の

足圧分布および荷重中心点の移動について測定し

た。被験者は大学サッカー部員６名|ゴールキー

パー（以下ＧＫ）２名、ディフェンダー（以下ＤＦ）

2名、フォワード（以下ＦＷ）２名|

　

とし、被験

1）山形大学

　

2）アシックス

者には両足に圧力センサーシート（F－ＳＣＡＮ、

ニッタ株式会社）を埋め込んだ市販のサッカース

パイクシューズを履かせ、動作を行わせた。圧力

センサーシートはシューズ中敷の大きさに合わせ

て裁断し、シューズの内部に敷く形で足圧および

加重の中心点の移動について測定を行った。

　

測定結果は動作別、およびポジション別に比

較・検討した。

３。結果と考察

3-1)足圧分布

　

ダッシュにおける接地時には栂指球部および親

指部であり、ピーク荷重値は9.2kg/cm2であった。

最大荷重時には栂指球部が中心となっており、そ

の大きさは5.5～8.3kg/cm2であった。

　

バック走における接地は栂指球部あるいは親指

部中心であり、最大値は8.3 kg/cm2であった。最

大荷重時には、栂指球および親指部に大きな圧力

が加わっているタイプ、指先全体に圧力がかかっ

ているタイプ、小指付け根部分に圧力が加わって

いるタイプがみられた。

　

サイドステップにおける接地では、進行方向の

前足（左足）は躇部接地のタイプと栂指および親

指部接地のタイプに分けられた。後足（右足）は

すべてにおいて、踏み付け部の外側から接地して

いる。最大荷重時においては、後足では親指部及

び栂指球部中心であり、前足では栂指球部中心と

して、踏み付け部全体に圧力がかかるタイプもみ

られた。

　

ダイビングは右足で踏み切りを行っていること

から、特に右足に着目すると、FWとＧＫは踏み付

け部外側で接地しているがＤＦは栂指球部、蹟部

とわかれた。最大荷重時についてはFWとＧＫは小
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指付け根部分中心になっているが、DFは栂指球

部や指先部に大きな圧力をかけている。後足（左

足）については、全体的に栂指球および親指部の

圧力が特に大きく、3.8～9.7g/cm2であった。

　

ターン時の内側足（右足）の接地は、栂指球部

中心であった。最大荷重時においては、ダッシュ

とほぼ同様に栂指球部あるいは親指部に3.3～9.8

g/cm2と特に大きい圧力がかかっていた。外側の

足（左足）については、接地は足裏全体を一気に

踏みつける特徴はあるものの、第１には踏み付け

部外側に大きく圧力が加わっていた。その後踏み

付け部中央に圧力がかかり、最大荷重時には、栂

指球部あるいは親指部に圧力が加わっていた。

　

ジャンプにおける共通点は踏み切り足の接地は

膳部からであること、そして踏み付け部の外側を

介し、最大荷重時は踏み付け部全体と指先全体を

中心に大きな圧力がかかっていたことであった。

３－２）各動作の荷重中心点の移動軌跡

　

ダッシュは、踏み付け部から土踏まず部にかけ

ての縦断型の軌跡であった。
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図３

　

荷重中心点の軌跡（サイドステップ）

かけた縦断型のものがみられた。前者のタイプは

特にＧＫにあらわれ、後者のタイプはFWにあらわ

れている。 DFについては両方に分かれた。 GKの

動作の一つとしてサイドステップは、ポジション

移動という点から特に多く使われると同時に、よ

り速い反応をするための準備体勢でもある。その

ためにＧＫにおけるサイドステップで重要とされ

ていることは、重心を常に中心において移動する

ことであると一般的に言われている。ここでは

ＧＫは、荷重の中心を左右とも常に踏み付け部に

おき、さらに維持することで、より速い反応を意

識したサイドステップを行っていたと考えられ

る。
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荷重中心点の軌跡（ダッシュ）

　

バック走については、荷重中心点は躇部には全

く及ばず、踏み付け部中央で小さなＶ字を描くよ

うな縦断型の軌跡であった。

サイドステップに関しては、両足とも荷重中心点

は踏みつけ部にあり、その軌跡は両足とも横断型

のものと、後足は横断型、前足は睡からつま先へ
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荷重中心点の軌跡（ジャンプ）

４。結

　

言

　

特に大きい荷重を示していた部位は、ターンに

おける内側足については接地時、最大荷重時とも

に栂指球部あるいは親指部中心であり、外側足に

ついては、接地時は踏み付け部外側、最大荷重時

には栂指球部あるいは親指部であった。ダッシュ

における接地については踏み付け部全体あるいは

栂指球部、ジャンプにおける踏み切り足の接地は

躇からであり、最大荷重時は栂指球部中心とした

踏み付け部全体あるいは指先全体が中心であっ

た。バック走における接地時は栂指球部あるいは

親指部中心であり、サイドステップの後足におけ

る接地時は踏み付け部外側か中心となっていた。

　

荷重中心点の軌跡については、バック走とサイ

ドステップで横断型のものが含まれていたほか

は、縦断型になる傾向であった。

　

足圧の特徴と荷重中心点の移動軌跡をあわせて

考えると､全員に共通した特徴がみられた動作は、

ダッシュ、バック走、ジャンプであった。ダッシ

ュおよびバック走では、親指部および栂指球部で

接地し、最大荷重でもあった。荷重中心点の軌跡

は踏みつけ部付近で縦断型を示す傾向であった。

バック走については、接地が同じ部位からである
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荷重中心点の軌跡（ダイビング）
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図５

　

荷重中心点の軌跡（ターン）

ダイビングについては、軌跡が踏みつけ部から土

踏まず部の間で縦断型になっているものが多かっ

た。

　

ターンについては、荷重中心点は踏み付け部お

よび土踏まず部近辺で縦断型を示していた。

　

ジャンプにおいては、踏み切り足は睡からつま

先へかけた縦断型の軌跡であった。
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サッカーの基礎的動作に関する研究

　

A Study of Fundamental Motion in Soccer

こと、荷重中心点の軌跡において踏み付け部中央

で横断型をふくむという点が共通していた。ジャ

ンプでは、踏み切り足は蹟部から接地し、踏み付

け部外側に加圧した後つま先を十分に生かして踏

み切っている。荷重中心点の軌跡も躇からつま先

にかけた縦断型であった。

　

全体として、前方、側方などの動作方向に関係

なく、基本動作の大部分の接地及び最大荷重時に

は栂指球部および親指部を中心に荷重している傾

向であったと考えられる。
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法はじめに

武1）布目

　

寛幸2）井上

　

大介3）佐藤

　

靖丈･）

１

　

インステップキックとカーブキックの蹴り足の

スイング動作を比較検討するため、光学式モーシ

ョンキャプチャシステム(Vicon 370E ；Oxford

Metrics Inc.)により、インステップキック、イ

ンフロントキック、及びアウトフロントキック時

における関節の座標値をコンピュータにサンプリ

ングした。カメラは全６台とし、各カメラのサン

プリングタイムは200 Hｚであった。被験者はサッ

カー競技歴10年以上の大学サッカー部員３名と

し、３種類の各キックをそれぞれ３回づつ行い、

最も成功と考えられた1試技を分析対象とした。

被験者には、19の部位（頭頂部; TPHD,第一胸

椎; UPBK,第三腰椎; LOBK,左右側頭；Ｒ

LEAR ・LEAR, 左右肩峰；ＲＳＨＯ・ＬＳＨ０,左右肘

関節; RELB・ＬＥＬＢ,左右手首関節; RWRI・

LWRI,左右大転子；R HIP ・LHIP, 左右膝関節；

RKNE・LKNE,左右睡; RHEL・ＬＨＥＬ,左右つ

ま先；ＲＴＯＥ・LTOE)に各身体セグメントの運

動を計測するためのマーカー（リフレクター）を

装着して各試技を行なわせた。なお、つま先部の

マーカーは、インパクト部位とボールとの位置関

係から、インステップキックとインフロントキッ

ク時には第５中足骨頭側に、アウトフロントキッ

ク時には第１中足骨頭側に装着させ、足関節角度

算出時には幾何学的関係より較正して用いた。各

カメラからサンプリングされた座標値は、BODY

ＢＩＬＤＥＲ（ＯｘforｄMetrics Inc.)により、３次元

座標値に合成した。なお、本論ではサンプリング

された３Ｄ座標値のうち、右大転子、右膝関節、

右足関節、右つま先の４点を主に用いて、蹴り足

2-1.モーションキャプチャシステム

　

これまで、サッカーの技術分析的研究は、他の

科学分野同様、理論と実験を軸に発展して来た

(Asami and Nolte 1983, Isokawa and Leeds 1988,

戸苅ら1982, Roberts　and　Metcalfe　1968,

Plagenhoef 1971, Roberts et al.1974, Zernicke and

Roberts 1978)。そして、これらの伝統的研究法

にはそれぞれ限界も指摘されている。例えば、理

論的、解析的に解ける方程式は、ごく単純で簡単

な例に限られているのが現状である。また、人間

を用いた実験の場合、安全性に充分配慮する必要

があるだけでなく、再現性等に問題があり、精度

の高い試技の条件設定は困難である場合が多い。

しかし、最近、コンピュータ科学の急激な発展と

数値計算手法の急速な進歩により、これらの限界

を打破するべく、コンピュータ・シミュレーショ

ンによる計算科学的手法が第３の科学的研究手法

として注目を集めている。

　

そこで、本論では、インステップキックとカー

ブキックの蹴り足のスイング動作をモーションキ

ャプチャシステム（200 Hｚ）や高速デジタルVTR

カメラ(4500 fps)を用いて関節座標値やボール

変位を計測し、スティックピクチャや関節角速度

等により、カーブキックの基礎的スイング特性を

検討した。そして、それらのデータを基に、蹴り

足とボールのインパクトモデルを有限要素法によ

って作成し(Asai et al.1998)、コンピュータ・ン

ミュレーションにより、カーブキックにおけるボ

ールインパクトの力学的基礎特性を明らかにしよ

うとした。

サッカー医・科学研究
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サッカーの技術分析に関する計算科学的アプローチ

の運動について分析した。

2-2ボールキックの固体と流体の連成解析による

　　

有限要素モデル

　

本論においては、インステップキックとカーブ

キックの蹴り足とボールの相互作用を比較検討す

るため、３Ｄインステップキックモデルと３Ｄイ

ンフロントキックモデルを作成した。各モデルは、

イメージベースドデジタイザー（３Ｄビルダー；

クボタ（株））によって形状をデジタイズされた

後、IGESファイルを経由して、MSC/PATRAN

（ＭＳＣ Inc.)により有限要素メッシュに分割され

た。

　

３Ｄインステップキックモデルにおける蹴り

足モデルの要素数は160要素（ＣＨＥＸＡ）であり、

３Ｄインフロントキックモデルは108要素（ＣＨＥＸＡ）

であった。

　

３Ｄインフロントキックモデルの形状

は、足関節が100 deg.屈曲し、外側に45 deg.回転

した形状とした。各蹴り足モデルは、Lagrange

法で記述し有限要素法を、ボールモデルはEuler

法(Lenselink 1991)で記述し有限体積法を適用

した。

　

モデルの要素は計算精度の向上のため、6面体

ソリッド要素（ＣＨＥＸＡ）とシェル要素（ＣＱＵＡＤ）

を用い、ボール内部の空気はガンマーモデル

（Ｇａｍｍａ Law Equation of State)で定義した

(Asai et al.1998 。 インステップ部の材料定数は、

ヤング率30 MPa, ポアソン比0.3を用いた。各蹴

り足モデルの全質量は共に3.994 kgと定義した。

衝突の初期条件として、各蹴り足全体に初期速度

（25 m/S）を設定した。その後、３Ｄインステッ

プキックモデルと３Ｄインフロントキックモデル

を用いて各インパクト時の圧力分布や衝撃力につ

いて比較検討した。各シミュレーションのソルバ

ーには陽積分コードであるＭＳＣ／ＤＹＴＲＡＮを用

いた。計算結果はプリポストプロセッサMSC/

ＰＡＴＲＡＮを使用してデータを可視化した。

3｡結果及び考察

3-1.蹴り足のキネマティクス

　

図１は、インステップキック、インフロントキ

ック、及びアウトフロントキック時における蹴り
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図１

　

インステップキック、インフロントキック、及び

　　　

アウトフロントキック時における蹴り足のスティ

　　　

ックピクチャー（軌跡）。（側面(side view)、頭

　　　

頂(top view)、後面(back view))

足のスティックピクチャ（軌跡）例を側面(side

view)、頭頂（top view)、後面(back view)から

示したものである。まず、足関節軌跡をみてみる

と、頭頂図をみてわかるようにインフロントキッ

クはインステップキックと比較してボール進行方

向（図の前面）に対してのアプローチ角度が大き

く。アウトフロントキックはインステップキック

と比較して逆にボール進行方向に対してのアプロ

ーチ角度が小さい傾向がみられた。これは、イン

ステップキック、インフロントキック、及びアウ

トフロントキックのインパクト部位が、キックの

種類で異なり、その結果、インパクト後のボール

進行方向が各キックで異なっている事が関係して

いると思われる。スイング動作におけるインフロ
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ントキックの大転子は、インステップキックと比

較して、やや後方に位置し、上下運動が大きい傾

向がみられた。また、上体もやや後傾している傾

向がみられた（布目ら、1997)。これは、インパ

クト時における蹴り足の形状やインパクト面の方

向の違いが大きく影響していると考えられる。

3-2.コンピュータ・シミュレーションモデル

　

図２は実験、及び３Ｄインステップキックモデ

ルの、インパクト時におけるつま先部の水平方向

速度を示したものである。シミュレーション結果

と実験結果を比較すると、インパクトの前半は比

較的良い近似が得られているが、後半は、実験値

より小さな値を示している。これは、境界条件と

して初期速度（25 m/s）のみを与えたことが原因

の一つになっていると考えられる。また、ボール

とインステップ部の接触時間を比較すると、実験

値が約９ｍｓであるのに対して、シミュレーショ

ンは約８ｍｓとなっており、この点からも良い近

似を示している。また、インパクト時における水

平方向のボールの最大圧縮変形度を比較すると、
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図２

　

実験及び３Ｄインステップキックモデルの、イン

　　　

パクト時におけるっま先部の水平方向速度

実験が86.2パーセントであるのに対して、シミュ

レーションは85.1パーセントとなっており、良好

な近似が得られていると思われる。

　

以上のことから、本論では、インパクトの後半、

近似度が劣化するが、全体的にはほぼ妥当な範囲

と考え、各シミュレーションを行った。

3-3.ボールキック時の衝撃力

　

図３は３Ｄインステップキックモデルを用いた

インステップキックのシミュレーションにおける

インパクト２ｍｓ後の圧カコンター図を示したも

のである。インパクト部位のほか足底部にも大き

な圧力がみられ､脛部には引張圧力が観察される。

この時の最大圧力は126 KPa、最小圧力は-543

KPaであった。そして、図４は３Ｄインフロント

キックモデル（オフセット距離；0.02m）を用い

たカーブキックのシミュレーションにおけるイン

パクト４ｍｓ後の圧カコンター図を示したもので

ある。インパクト部位のほか足底部に大きな圧力

がみられと同時に、その裏側足首部位に大きな引

張圧力がみられる。この時の最大圧力は339 KPa、

最小圧力は-262 KPaであった。また、このシミュ

レーションのボール回転数は、5.2 r/s であった。
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３Ｄインステップキックモデルを用いたインステッ

プキックのシミュレーションにおけるインパクト

２ｍＳ後の圧力コンター図
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図４

　

３Ｄインフロントキックモデル（オフセット距

　　　　

離; 0.02m)を用いたカーブキックのシミュレーシ

　　　　

ョンにおけるインパクト４ｍＳ後の圧力コンター図
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サッカーの技術分析に関する計算科学的アプローチ

　

図５、及び図６はインステップキックとインフ

ロントによるカーブキックのシミュレーションに

おける衝撃力波形を示したものである。

　

インステ

ップキックにおける衝撃力の最大値は、ボールの

進行方向（ｘ方向）が2439 N、上下方向（ｙ方向）

が853 N、左右方向（z方向）が-452 Nとなってお

り、ボールの進行方向（ｘ方向）への力が中心と

なっている。それに対して、インフロントキック

における衝撃力の最大値は、ボールの進行方向

（ｘ方向）が1722 N、上下方向（ｙ方向）が840 N、

左右方向（ｚ方向）が-912 Nとなっており、ボー

ルの進行方向の他にも上、左方向の力が働いてい

るのが分かる。これらの力がボールを蹴り足のス

イング方向と異なる方向（本ケースは約7 deg.)

に飛ばすだけでなく、回転を発生させる力にも関

係していると考えられる。また、このスイング方

！

ｋ

　

。

一
一
一

図５

　

インステップキックのシミュレーションにおける

　　　

衝撃力波形

ヒ ４

向と異なる方向にボールが回転しながら飛行する

事は、前述したアプローチ角度がインステップキ

ック等と違っている事の原因の一つになっている

と思われる。

3-4.ボールの飛び出し角度

　

インステップキック、及びインフロントカーブ

キックの上下方向に関するボールの飛び出し角度

を、コンピュータ・シミュレーションによって比

較すると、インステップキックが13.5deg.である

のに対して、インフロントカーブキックは6.0deg.

となっており、インステップキックの方が大きな

値を示した（図７－８）。これは、インステップ

キックが比較的ボールの中心付近をインパクト

し、ゴルフボールインパクトのようなギアリング

図７ インステップキックシミュレーションの上下方向

に関するボールの飛び出し角度

図８

　

インフロントカーブキックシミュレーションの

　　　

上下方向に関するボールの飛び出し角度
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図６

　

インフロントカーブキックのシミュレーションに

　　　

おける衝撃力波形
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アクションが発生しているのに対して、インフロ

ントカーブキックではボール中心からオフセット

しているため、ボール中心に働く上方向の力積が

小さくなっている事が一つの原因になっていると

考えられる。もちろん、この上下方向の力積はイ

ンパクトポイントの位置によって大きく影響を受

けるが、大きなボール速度を得ようとする場合、

本シミュレーションのようにボールの中心付近を

インパクトする必要があると思われる。そして、

このことが、インフロントカーブキック時に体幹

がやや後傾することの原因となっていると考えら

れる。

４

まとめ

　

本論では、インステップキックとカーブキック

の蹴り足のスイング動作をモーションキャプチャ

システムにより分析すると共に、有限要素法を用

いたコンピュータ・シミュレーションによりイン

パクト時の衝撃力やボール飛び出し角度を比較検

討した。

　

結果を以下に要約する。

１）インフロントキックはインステップキックと

　　

比較してボール進行方向に対してのアプロー

　　

チ角度が大きく、アウトフロントキックはイ

　　

ンステップキックと比較して逆にボール進行

　　

方向に対してのアプローチ角度が小さい傾向

　　

がみられた。これは、各キックのインパクト

　　

部位が、キックの種類で差異があり、その結

　　

果、インパクト後のボール進行方向が各キッ

　　

クで異なっている事が関係していると思われ

　　

る。

２）各キックのインパクト直前の足関節角度を比

　　

較すると、インフロントキックは他のキック

　　

と比較して小さな値を示し、足首を屈曲させ

　　

た状態でボールをインパクトしていた。

３）インステップキックにおける衝撃力は、ボー

　　

ルの進行方向への力が中心となっているが、

　　

インフロントカーブキックにおける衝撃力

　　

は、ボールの進行方向の他にも上、左方向の

　　

力が働いていた。これらの力がボールを蹴り

　　

足のスイング方向と異なる方向に飛ばすだけ

　　

でなく、回転を発生させる力にも関係してい

　　

ると考えられた。

４）インステップキック、及びインフロントカー

　　

ブキックの上下方向に関するボールの飛び出

　　

し角度を比較すると、インステップキックの

　　

方が大きな値を示した。これは、インステッ

　　

プキックが比較的ボールの中心付近をインパ

　　

クトし、ボール中心に働く上方向の力積がイ

　　

ンフロントカーブキックより大きくなってい

　　

るためと考えられる。また、このボール飛び

　　

出し角度の差が、インフロントカーブキック

　　

時に体幹がやや後傾することの原因の一つに

　　

なっていると考えられる。
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博男1）

緒

　

言

　

サッカーは、足を使ってボールを運び得点を狙

うスポーツである。できるだけ、ボールは浮かさ

ず転がすことが要求される。それは、ボールをコ

ントロールしやすく、正確なキック、トラップに

つながるからだ。しかし、ボールは転がるばかり

ではなく、いろいろな高さのボールを扱う必要が

あり、むしろ浮き球が効果的な場面すらある。

　

近代的なサッカーでは、攻守の切り替えがとて

も速く、選手達はより短い時間、より狭いスペー

スでプレーする能力が求められている。言い換え

れば、どんなボールでもキックし、トラップする

能力が必要であり、浮いたボールでも正確にキッ

ク、シュートする必要がある。では、ボールの高

さを変えた場合、キックの動作はどのように変容

するのであろうか？しかしながら、この疑問に対

する知見は非常に少ない2ココ｡57ココ）。

　

従って、本研究の目的は、ボールの高さを変化

させた条件（OCm～30Cm）ごとのインステップ

キックの動作を３次元的に分析し、高さによる動

作の違いを、明らかにすることであった。

方法

　

被検者は、大学生選手７名（年齢:17.6±1.1

歳；身長:174.6±4.9cm ；体重:67.6±4.8kg)を

対象とし、全員右利きであった。

　

実験試技は、画用紙の台で高さを変えた（Ｏｃｍ、

15cm、30cm）ボールをゴールに向かって、それ

ぞれ３本ずつキックすることであった。被検者に

は､特に意識せずボールにアプローチしてもらい、

ゴールラインから11m離れたキックポイントか

ら、FIFA公認規格のサッカーボールを、ゴール

１）金沢大学

　

２）名古屋大学

の中心に向かってインステップキックするように

指示した。

　

撮影には、被検者の右側方と後方に設置した高

速度ビデオカメラ(Nac製Memrecam Ｃ２)を２

台用い、フィルムスピード200fpsの速度で撮影し

た。

　

被検者が、成功と認め、ゴール中央にキックし

た一試行を、それぞれの被検者、高さごとに抽出

し、左右の肩甲骨中心、左右の大転子、右膝関節

中心、右足関節中心、ボールの３次元座標をDLT

法(Abdel-Aziz & Karara (1971)) "により算出し、

２次のバターワース型デジタルフィルター

(Winter (1979)) "･を用い、遮断周波数16Hzで、

平滑化した。大転子から、膝関節に向かうベクト

ルをＴＨ、膝関節から足関節に向かうベクトルを

SH、左足の大転子から、右足大転子に向かうベ

クトルをHP、両肩甲骨の中点から、両大転子の

中点に向かうベクトルをＴＲと定義し、インパク

トの0.200秒前から、インパクト後0.015秒の44コ

マについて膝関節屈曲一伸展角度、股関節屈曲一

伸展角度、股関節外転―内転角度、股関節外旋一

内旋角度、体幹の極座標を求めた。

　

関節角度算出には、ベクトルの演算から３次元

的な関節角度を算出することが可能である桜井ら

(1991)6)の方法を用いた。膝関節屈曲一伸展角

度は、ＴＨとSHとの成す角度から、股関節屈曲一

伸展角度は、ＴＲとＴＨに垂直なベクトルに、垂直

な平面を仮定し、それに投影したＴＲとＴＨのなす

角度、股関節外転一内転は、ＴＲとHPに垂直なベ

クトルに、垂直な平面を仮定し、そこに投影され

たＴＲとＴＨのなす角度、股関節外旋一内旋角度は、

ＴＨに垂直な平面に投影されたSHのなす角度、極

座標は、Z軸とＴＲのなす角度とした。

　

さらにボールの初速度を各高さごとに算出した。
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結
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１、ボールの初速度について

　　　

各高さにおけるボールの平均初速度は、０

　　

Ｃｍが27.96±1.29m/s、15cmが27.77土

　　

2.39m/s、30Cmが26.55±1.94m/sであった。

２、蹴り足の動作について

　　　

膝関節角度屈曲一伸展（J1）は、ボールの

　　

高さが上がるにつれて、深く屈曲してアプロ

　　

ーチしているが、インパクトでは違いはなか

　　

った。股関節については、屈曲一伸展（J2）

　　

では、高さが上がると深く屈曲しインパクト

　　

している、外転一内転（J3）は、違いがばと

　　

んど見られなかった。外旋一内旋(J4)は、

　　

高さが上がるにつれて内旋し、アプローチし

　　

ている。

３、体幹について

　　　

ボールの高さが上がると、体幹を倒してキ

　　

ックしている。
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本研究では、角度算出の際にベクトルをある平

面上に投影する方法を用いている。この手法では

投影する平面とベクトルとの位置関係が角度算出

の誤差に大きく影響するため、両者の位置関係を

慎重に検討する必要がある。本研究では桜井らの

基準に従い投影されたベクトルの長さが短すぎて

誤差が生じてしまうような場合、角度を算出しな

いことにした。しかしながら、本研究で設定した

角度算出の範囲内でこの基準に触れるものはなか

った。
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石原，布目，山本

１、ボールの初速度について

　　　

本研究では、ボールの高さが上がると少し

　　

ではあるが、ボールスピードが下がる傾向に

　　

ある。実際の場面では、本研究の設定のよう

　　

に、ボールの高さが変わって、ボールが止ま

　　

った状態にあることはないので、一概に、ボ

　　

ールの高さが上がるとスピードが下がるとは

　　

いえない。現場の指導者の関心も、どの高さ

　　

のキックが、スピードを出せるのかであり、

　　

今後、実際の場面に近い設定での研究を進め

　　

る必要はあるが、傾向はみることができた。

２、蹴り足について

　　　

高いボールをキックするほど、膝関節を深

　　

く屈曲しアプローチしている。これは、膝を

　　

深く屈曲しアプローチすることによって、よ

　　

りコンパクトになり、脚全体の回転力をあげ

　　

ているのではないか。そして、股関節の屈曲

　　

角度がインパクト時に、高いボールのキック

　　

のほうが深く屈曲しているのは、膝を先にり

　　

ードしキックしていると推察できる。また、

　　

高さが上がると、膝関節を屈曲しながら股関

　　

節を内旋させていることがわかる。この、股

　　

関節の内旋は、指導現場ではあまり指摘され

　　

ておらず、指導に役立つデータになりうるの

　　

ではないか。

３、体幹について

　　　

ボールの高さが上がれば、それに対応した

　　

キックが必要になる。ボールの高さが上がる

　　

ほど、体幹を倒し、股関節の外転ば、高さに

　　

よる違いがみられないことから、股関節はな

　　

るべく外転させず、体幹を倒すことによって

　　

高いボールに対応していると推察できる。

要

　

約

　

本研究において、大学生選手７名を対象に、ボ

ールの高さを変えた時（ＯＣｍ、15cm、30Cm）の

インステップキックの動作解析を行った結果、以

下のことが明らかになった。

　

高いボールをキックする時、股関節は外転させ

ず、体幹を倒すことによってキックしていた。ま

た、股関節を内旋し、より膝関節を深く屈曲しな

がらアプローチし、インパクト時に、股関節を深

く屈曲させていることがわかり、膝をリードして

インパクトしていると推察できる。

今後の課題

　

本研究では、ボールの高さの違いにおけるキッ

クの特徴を知ることはできたが、指導現場に役立

てるためには、どのようなメカニズムでキックさ

れているのかを詳しく知り、さらに、どのような

キックが良いキックなのか、速いボールを蹴るた

めには、ボールを浮かさないためには、芝生とグ

ランドではキックが違うのかなど、より実践に近

い研究をする必要があるだろう。
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言

宮城 修1）山下

　

則之2）鶴田

　

道弘2）北川

　

現在、我国ではJリーグの下部組織をはじめ、

ジュニアからユース年代までの選手育成コースを

設けたクラブチームが増加している。しかし、実

際の現場で行われている特に体力面に関するトレ

ーニングが選手にとって適切な内容であるかは疑

問である。その背景には、我国に育成年代にあた

るサッカー選手の形態的および機能的特徴をはじ

めとしたデータの蓄積がほとんどないため、トレ

ーニングがコーチの経験や入手し易い海外からの

データをもとに行われている傾向が強いからであ

る。そこで、このような情況に対処するために、

我々は先の報告において、Ｊリーグの下部組織に

所属するジュニアからユース年代までの選手にお

ける体力的特徴を横断的調査により明らかにし

た。次いで本研究では、ジュニアユースサッカー

選手を対象にして、２年間にわたる縦断的調査り

により、クラブで行われているトレーニングが、

選手の形態面および機能面にどのような影響を与

えているのかを明らかにし、育成年代にあたるサ

ッカー選手のトレーニングプログラム作成のため

の基礎的資料を得ることを目的とした。

Ⅱ．方

　

法

１。被検者

　

被検者はJリーグに所属するチームのジュニア

ユースサッカー選手８名であった。被検者の暦年

齢は12歳から15歳にわたっており、学年は中学１

年から３年にかけてであった。研究に先立ち、事

前に全被検者およびその保護者とコーチに対し、

口頭と文書にて実験の趣旨、内容および手順を十

分に説明して、その内容を関係者が理解したうえ

薫3）

で選手が測定に参加する事の承諾を得た。また、

これまでの研究同様に、あらかじめ被検者に対し

ては12誘導による安静時心電図の測定を行い、心

機能に異常のない事を医師が確認したうえで測定

を開始した。

２．測定項目

　

形態面については身長、体重および皮下脂肪厚

を測定した。皮下脂肪厚はＢモード超音波皮下脂

肪厚計(SM-206型：誠鋼社製）を用いて、全身

８ケ所を測定した6）。機能面については筋力、ス

ピードおよび持久力を測定した。筋力は等速性脚

筋力をLido Active (Lido Active System : Lordan

Biomedical社製）を用いて角速度60度/秒での最大

努力による脚伸展屈曲運動を５回連続して行っ

た。スピードは光電管システム（ランニングタイ

マー・型:HEUER社製）を用いて50m走を行な

った際の10m、30mおよび50mのタイムを測定し

た。持久力は、最大酸素摂取量（以下、Ｖ０２ｍａｘ）

およびその関連項目をトレッドミル走による負荷

漸増法にて測定した。負荷は、初速150m/分から

３分ごとに180m/分、210m/分へと漸増して、９

分以降は210m/分に一定とし、１分ごとに傾斜角

度を２度ずつ増加して、被検者を疲労困態に至ら

せた。呼気ガスの分析は、呼気ガス自動分析器

（ＯｘｉｃｏｎSigma : Mijnhardt 社製）にて30秒間毎

に連続して測定した。

３．トレーニング内容

　

1998年12月から1999年11月までの１年間のトレ

ーニングスケジュールを表1に示した。トレーニ

ング内容は個人技術、個人戦術、グループ戦術お

よびチーム戦術、そしてポジション別トレーニン

グから構成されている。そして、１年間を６期に

期分けしており、各々の時期においてはトレーニ

ング内容に費やす時間に若干の違いがある。

　

１日

1）防衛大学校体育学教室

　

2）名古屋グランパスエイト

　

3）中京大学体育学部運動生理学研究室
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ジュニアユースサッカー選手における体力の縦断的変化について

の基本的なトレーニング内容については表２に示

した。トレーニング時間は１日１回約１時間30分、

頻度は週５～６回であった。なお、週にｌ回（主

に水曜日）はグループ戦術トレーニングの代わり

に全身持久力を向上させることを目的とした持久

カトレーニングを行った。その内容は80～

90%ＨＲｍａｘ強度でのランニングを50～60秒間行っ

た後、80～90秒間の50～60%HRmaxでの不完全休

息をとることを１セットとし、これらを３～５セ

ット行った。また、この１年間のトレーニングス

ケジュールを前年度(1997年12月～1998年11月）

と比較したところ、個人技術の向上に費やすトレ

ーニング時間が減少し、ポジション別トレーニン

グ、チーム戦術といった実践的なトレーニングに

費やす時間がかなり増加していた。

表1

　

トレーニングスケジュール(1998.12～1999.11)

　　

年/凡

　

I9aa/i2 I99S/1　2 3　4　S　e　7　e　9　10　11

　　

期分け
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-
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Iltz7
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3｀ﾀ7ウル
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1}1刀1
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1卜rl

　　

l.'η1
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|，－。

　　

1,･一

　　

ls,。，

　　

II,。。

　　

1｡｡｡4
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Kt44，

　　　　　　

a]D{3セット;

　

・・ut,ﾄI

　

岡紋{5セウトj

　

回数[]セットj

　

Egnoセット) man*セット)

　　　　　　　　

{１ノ

　　

０か・

　

ｎ／１

　　

１／}

　

is)/a) MJtdd/

　　

柚奮

　　

山遍

　

・

　

５日ぶ

　　

sa/a

　　

６日/週

　　

SB/a

　　

５日/週

　　　　　　

一

　　

試合

　　

IJI

　　

I回'a

　　

2@/ffi

　　

2e]/a

　　

2s/a

　　

1回ﾉ画

2

3

4

5

6

７

　　

表２

　

１日のトレーニング内容

ストレッチング

ブラジル体操
技術トレーニング

(キック，コントロール，ヘディング等)
個人戦術トレーニング

０対1，2対1等)
ポジション別トレーニング
グループおよびチーム戦術トレーニング
(7対7, 11対11等)
(水曜日は全身持久カトレーニング)
クーリングダウン

　　　　　　　

計

10分

　

5分

10分

15分

15分

25分

10分

90分

４。測定時期

　

１[亘]目の測定は1997年12月22～25日、２回目は

1998年10月25日～11月１日、３回目は1999年10月

24日～31日に行なった。

５。統計処理

　

各時期において測定した結果の比較は、paired

t-testにより行なった。なお、統計上の有意水準

は１％と５％で示した。

Ⅲ、結

　

果

　

身長、体重および皮下脂肪厚の縦断的変化を

表３に示した。身長と体重は経年的に有意に増加

していた。皮下脂肪厚は、側胸部を除くほとんど

の部位にて経年的に有意に減少していた。表４に

は等速性脚筋力の縦断的変化を示した。左右の伸

展力および屈曲力の絶対量は経年的に有意に増加

した。しかし体重あたりの相対量では、一部に増

加がみられただけであった。なお、屈曲伸展比に

は有意な変化はみられなかった。スピードと

Ｖ０２ｍａｘおよびその関連項目の縦断的変化を表５

に示しか。体重あたりのVEmaxとHRmaxを除き、

他のすべての測定項目で経年的に有意な変化がみ

られた。すなわち、短距離走のタイムは短縮して、

Ｖ０２ｍａｘの絶対量は増加した。

　

しかし体重あたり

のＶ０２ｍａｘは減少した。また、トレッドミルでの

オールアウトタイムについては延長していた。

　

また、２年間にわたって有意に変化したいくつ

かの測定項目について、１回目の測定値を100％

とした相対値にて変化の様相を図１にまとめた、

それによると形態面について、体重の増加率は身

長を上回っていた。筋機能の増加は２回目から３

回目の変化が顕著であった。ＶＯ２ｍａｘについては

表３ 身長，体重，皮下脂肪厚の縦断的変化

　　　　

年齢
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皿１
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表４

　

等速性脚筋力の縦断的変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

匂趨性鵬力（●関節.≫■ /≫)

　　　　　　　　　　　　　

右

　　　　　　　　　　　　

左
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宮城，山下，鶴田，北川

絶対量は増加したが、体重あたりの相対量では減

少した。

表５

　

走能力と全身持久力の縦断的変化

　　　　　　　　

愈魅力
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年齢(歳)

　

図１

　

各体力要素の年間変化率

Ⅳ．考

　

察

脚屈曲力

脚伸展力

体重

最大酸素摂取量
身長

50M走

最大酸素摂取量
(体皿あたり)

皮下脂肪厚

(上腕背部)

　

本研究での被検者を日本人の体力標準値第４版

')と比較して、日本人としてのその特徴を検討し

た。形態面では1997年12月、1998年10月および

1999年10月の身長の平均値が159.3cm、164.9cm

および169.2cm、体重が47.85kg、51.74kgおよび

56.20kgであった。これらの各値を同年代の日本

人の平均値8)と比較すると、ほぼ同様な結果であ

ったことから、身長と体重の増加は発育による一

般的変化であったと考えられる。皮下脂肪厚は本

研究と同様な測定法での比較対照はみられない

が、目的が同じ測定法であるキャリパーでの測定

値をみると、この年代では横這い状態であった。

すなわち本被検者と同世代の少年の皮下脂肪層

は、思春期では一定であると推測される。これに

対し本被検者はほとんどの部位で皮下脂肪厚は経

年的に減少傾向にあった。したがって、本被検者

のこの2年間における体重の増加は除脂肪体重を

主体とする増加であったと考えられた。機能面に

ついては、日本人の標準値と比較できる50m走、

V02maｘ、およびHRmaxの全てにおいて本被検者

の成績は上回った。以上のことから、本被検者は

同年齢の日本人よりは、特に機能面において優れ

た発達状況にあったと考えられる。

　

表６には各国における育成年代のサッカー選手

の身長、体重およびＶ０２ｍａｘの結果をまとめた

ロ｡‘｡ヽ)。その中で横断的調査によるデータではある

が、本被検者と年齢が近似するJonesとHelmsの

イングランド選手の13歳から15歳にわたるデータ

2)と比較してみた(図２)。それによれば13歳で

はほとんど差のなかった身長と体重が、14歳を過

ぎるとイングランド選手に後れをとるようにな

り､15歳では顕著な差となっていることが分かる。

また、Ｖ０２ｍａｘについては、絶対量では13歳時に

おいて、本研究の被検者が高い傾向を示すが、14

歳では同程度となり、15歳ではイングランド選手

の方がかなり高い値であった。また、体重あたり

のＶ０２ｍａｘでみると、絶対量と同様な傾向を示し

ているが、イングランド選手は年々増加していく

傾向を示すものの、本被検者は右下がりに減少し

ていった。TonesとＨｅｌｍs引こよれば、サッカー

表６

　

各国におけるジュニア選手を対象とした研究報告

報告者

Jones, A.

　

(1992)

国名

　

年齢対象者

　

身長

　　　　

(ai（名）（cm）

イングランド

　

１３

　　　　　　　

１４

　　　　　　　

１５

7
1
3
２
3

体麗

　

●大●素摂取ｌ

(kg) I ml ･ k9･1 ・ mlir' ）

157.1±4.4

　

44.1±4.2

　

55.6土4.7

167.9±７.7

　

55.4±8.3

　

60.3±6.0

174.9±5.5

　

66.3±7.3

　

62.0±6.2
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Lean, P.　カナダ　16　32 171.1±4.3　42.7±2.8　S9.0±3.2

　

(1987)
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Chin, M.K.　呑港　　17　21　172.0±6.2　62.8±７.0　58.6±2.9

　

(1987)

Kirkendall,

　

(1985)
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ジュニアユースサッカー選手における体力の縦断的変化について

選手は一般の少年とは違い、思春期の終期に呼吸

循環機能が向上すると報告している。本被検者の

結果をみると、JonesとＨｅｌｍs2)の報告とは異な

る傾向がみられた。この点については主にトレー

ニング内容が影響していると考えられるが、その

原因については今後の課題としてとりあげたい。

さらに、本研究の被検者はまだ発育期にあること

から、身長や体重などの形態は今後も増加するこ

とは間違いない。それに伴いＶ０２ｍａｘや筋機能が

どのように変化していくかについても今後明らか

にしていく必要がある。なお、２年間にわたり有

意に変化した測定項目について、１[回目の測定値

を100％とした変化の様相を調べたところ、機能

面では特に筋機能の増加に大きな変化がみられた

が、この点については除脂肪体重の増加が大きく

関与していると考えられた。

Ｖ。要

　

約

　

Ｊリーグチームの下部組織にあるジュニアユー

スサッカー選手の体力について、形態面と機能面

から２年間にわたるその変化を明らかにした。そ

の主な結果は以下のとおりである。

１．身長と体重は増加しているが、同世代の一般

　　

的日本人とほとんど同じであった。

２．皮下脂肪厚は発育とともに減少する傾向にあ

　　

った。

３．等速性脚筋力の絶対量は発育とともに増加し

　　

ているが､相対量では変化がみられなかった。

４．短距離走は発育とともに向上した。

5 . V02maxの絶対量は増加したが、体重あたり

　　

の相対量は減少した。
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はじめに ３月から５月までが1 stステージ、８月からｎ月

までが2ndステージ、12月が天皇杯である。そ

の他、Ｊリーグカップが６月以降、不定期に開か

れている。このうち調査期間は、新チームによる

練習の開始される1999年１月末のメディカルチェ

ックから、1999年12月15日(天皇杯３回戦後の休

日明け)までとした。

Ｃ．調査方法

１．体脂肪率及び体重測定

　

体脂肪率は休日明けに(週１[目程度]測定した。

キャリパーを用いて、大胸筋の外側縁と旅寓の中

間地点、臍部横５ｃｍ、大腿前部の中間点の３ケ

所の皮下脂肪厚を測定した。その皮脂厚と臍位腹

囲から、北川らの式')で身体密度を測定し、

Brozekらの式1)により、各選手の体脂肪率を求

めた2)。

　

体重は毎日、練習や試合の前後に測定させた。

　

この体重と体脂肪率のデータは、クラブハウス

内のクリニックにあるホワイトボードに記入し、

毎日選手の目につくようにした。また、体脂肪率

については、ポジション別にグラフを作成し掲示

した。

２．栄養指導

　

計測した体脂肪率や体重をもとに、栄養指導を

行った。

　

また本年度より、朝のトレーニング前にはクラ

ブハウス内にカフェテリアを設置し、軽食とコー

ヒー、紅茶、乳酸飲料などを用意した。

　

昼食については、クラブハウス内の食堂にて、

選手全員がとるようにした。バイキング形式で、

試合前３日間は炭水化物がとりやすいメニューと

し、それ以外は蛋白質中心のメニューとなるよう

に栄養士がメニューを作成し、専属の調理師に調

理させた。

　

スポーツ選手を対象とした体脂肪率の測定は、

さまざまな方法で一般的に行われている。しかし

測定方法によって体脂肪率が異なることもあり、

サッカー選手として望ましい値というものがはっ

きりしていないのが現状である。また、体脂肪率

をコンディションの指標とみなしているものの、

年に数回しか測定していないのが一般的で、その

値から選手のコンディションを把握するのは的確

でないと思われる。

　

そこで某プロサッカーチームでは選手のコンデ

ィションを維持するために、新チーム発足の１月

より、週一回の頻度で体脂肪率を測定し、すぐに

選手ヘデータをフィードバックするようにした。

また体重についても、試合や練習の前後で計測さ

せた。なお練習後の昼食は、管理栄養士が作成し

たメニューを選手全員がクラブハウスでとるよう

にもした。これらのことが、選手の身体組成など

にどの様な影響があったかを、体脂肪測定を中心

に、１シーズンを通して検討することを目的とし

た。

１）日本テレビフットボールクラブ

　

２）筑波大学医学研究科

　

３）東京大学総合文化研究科
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Ａ。対象

　

対象は、某Ｊリーグプロサッカーチームのトッ

プ選手29名である。そのうち移籍や代表に選出さ

れるなどの理由で､測定が不可能な選手を除くと、

年間を通して全て測定できた選手は17名であっ

た。年齢は19～35歳（平均25歳）、平均身長

176.6cmであった。

Ｂ．調査期間

　

Ｊリーグのシーズンは､３月から12月まであり、

Ｌ研究方法
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なお試合前のホテルの全食事についても栄養士

　　

がみられた（図２）。最も減少していたのが８月

が調整を行った。

Ⅲ．結

　

果

Ａ。体脂肪率

　

平均体脂肪率は、全選手がメディカルチェック

を行ったチーム発足時の１月が最も高く、

10.76±0.67%であった。その後、1 stステージ前

半４月まで減少する傾向がみられたが、それから

10月までは、平均9.7から10.0％を横這いに推移し

ていた。2ndステージ終了の11月から12月にか

けては、再び減少する傾向がみられたが、最終的

には平均9.08±0.37%と、１年で有意に減少して

いた（Ｐ＜0.01）（図１）。
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図１

　

体脂肪率の変化

　

個人別で比較すると、最も体脂肪率が減少しだ

のはＴ．Ｙ選手であった。この選手の体脂肪率は、

１月平均15.62%と選手の中で最も高く、そのた

め練習後、追加メニューでエネルギー消費量を増

やし、エネルギー摂取量も食事指導で調整した。

その結果、12月には平均10.6%と、１年で５％も

減少できた。これは脂肪量でみると3.3kgの減少

に値し、またこの選手の除脂肪体重は年間で

4.4kgも増加した。

　

また、各選手の体脂肪率の変動性の指標となる

変動係数は、3,37～10.64%であった。最も変動係

数が低い選手は、チームの中でも体脂肪率は常に

低く、年間を通して７～８％をキープしていた。

変動係数が低い選手は、体脂肪率も低い傾向がみ

られたが、有意差は認められなかった。

Ｂ．練習前後の体重

　

練習によって平均で約1kg前後の体重の減少

でヽ平均で約1.13kg減少していた。

　

ポジション別では、特にＧＫの変動が大きかっ

た。このことから、体重の変化は個人差もあるが、

練習内容によるところが大きいと思われた。

練習前の体重については、６月まで徐々に減少し

ていたが、12月にはシーズン当初の１月とほぼ同

じ体重に戻った。
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練習前後の体重変化

Ｃ．除脂肪体重

　

シーズンを通して、全選手の除脂肪体重が増加

していた（図３）。

　

平均でみると除脂肪体重は２月と６月に極端な

減少がみられたものの、６月以降は徐々に増加し、

最終的には平均で1.1kg増加していた。

　

また、年間で試合に５試合以上出場した選手と

出ない選手で除脂肪体重を比較した。５試合未満

の選手については、１月に測定を行っていない者

が多く、比較できないので、２月から12月で比較

した。

　

その結果、除脂肪体重は、試合に出場した選手

が平均1.95kg、しない選手が平均1.88kgと、ほと

んど同様の増加量であった。
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体脂肪率・除脂肪体重の変化
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川端，平野。ン，福林

　

個人別では、最も除脂肪体重が増加したのはＫ.

Ｈ選手で、体脂肪率が２％（脂肪量1.12kg)しか

減少しなかったものの、除脂肪体重は5.4kgも増

加した。ポジションはMFで、年齢は27歳。全試

合に出場した選手である。この選手は、普段の食

事では「高蛋白・低脂肪食」を心がけており、試

合前は炭水化物中心にするなど、特に食事に気を

配っている選手であった。

Ⅳ．考

　

察

　

今回体脂肪率の測定は､キャリパー法で行った。

キャリパーは、世界各国で広く用いられており、

我が国においても、国民栄養調査(厚生省)など

で利用されている5)。その時の測定部位は、上腕

背部と肩甲骨下部の２点であるが、これは計測が

容易で比較的誤差が少なく、身体密度との相関が

高いためである。今回の測定においては､大胸筋、

臍部、大腿前部の３点を計測した。下肢が測定部

位に入っており、測定部位が多いほど身体の特徴

をつかむことが可能であると考えられる。しかし、

練習や食事の前後で測定値に誤差が生じるため、

なるべく同じ条件で測定する必要があった。キャ

リパーは簡便で再現性があるといわれているが、

選手によっては、前回の測定値と大きく異なる場

合があった。その場合、一般的にいわれているよ

うに、数回測定し中間値をとった3)。このような

方法で行うことにより、キャリパー法による体脂

肪の測定は、選手に負担をかけずに測定できる簡

便な方法であり、今回の様に頻繁に行うのに適し

た測定方法であるといえる。

　

体脂肪率の測定については、休み明けに行った

が、これは週１[回程度、月４～６回の頻度であっ

た。これまでの研究において、体脂肪率をこれほ

ど頻繁に測定した報告はほとんどみうけられな

い。今回１シーズンを通して体脂肪率を測定した

結果、１月が最も高く、12月まで徐々に減少して

いく傾向がみられた。この１月の体脂肪率が高い

原因としては、長期の休み明けということがあげ

られる。このことから、長期の休みにおけるトレ

ーニングや食事について、選手個人がもっと意識

する必要があることが示唆された。年間を通して

徐々に体脂肪率が低下していく原因としては、こ

れまでになく選手のモチベーションがあがり積極

的にコンディション管理を行ったため、体脂肪率

が減少したことが考えられる。また測定した体脂

肪率のデータを体重と並べてよく見える場所に掲

示することでも、選手の意識を高めることができ

た。そのためこのように頻繁に測定を行っていて

も、決められた日以外で測定を申し出る選手も多

く、選手が自分の身体組織へ関心をもつようにな

ったことは体脂肪率の減少に効果的であったと考

えられる。

　

練習前後の体重からは、発汗量を推測できるた

め、水分摂取の目安となった。また練習前の体重

を比較することにより、体脂肪率とあわせて、

日々の食事を意識する選手も増えた。

　

朝食については昨年度の食事調査で、欠食する

選手が多いことがわかったが、本年度はモーニン

グメニューに追加したいメニューを具体的に示す

ことで、食べればいいということだけでなく、バ

ランスをも考慮した朝食をとる選手が増えた。自

炊する選手には、簡単に作れるレシピや、コンビ

ニエンスストアを利用するポイントや買い置きし

ておきたい食品などを提示し実行させた。昼食に

ついても昨年度の栄養調査から、井物や麺類など

単品で済ませる選手が多く、そのため必要な栄養

素はもとより、エネルギー所要量を満たしていな

い選手もいた。それが本年度よりクラブハウスに

おいて、バイキング形式で選手全員が昼食をとる

ようになったため、選手それぞれに適した栄養摂

取（食事）が可能になった。

　

クラブハウスの昼食メニューは、チーム専属の

管理栄養士が作成した。試合を基準に、三大栄養

素（PFC）のバランスを考慮し、試合が関与しな

い時（比較的高強度のトレーニングを行う場合が

多い）の昼食は、タンパク質中心にした。しかし

高強度のトレーニング後は食欲がおち、タンパク

質をとるのが難しい傾向があった。そのためメニ

ューから、食べやすく食事の中心になりやすい麺

類（炭水化物）を控えた。そしてスープやサラダ

にタンパク質を多く含む物を加えたり、メイン料

理に様々な種類のタンパク質を含む物を追加する

ことで、身体づくりのもとになるタンパク質を摂
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取させるようにした。また昼食のメニュー作成の

際には、全体のトレーニング内容だけでなく、選

手が個人で行うものも含めて、全てのトレーニン

グ内容を把握し、食事内容を考慮することが可能

であった。常に選手と接していることから、疲労

を含めた体調や怪我の状態、また嗜好なども十分

把握できた。栄養学的に理想とするメニューは、

必ずしも選手の食欲をそそるものではないことが

多いが、このように選手の状態を把握することに

よって、現実にかなったメニューを作成すること

ができ、それにより昼食だけでなく、それ以外の

食事なども含めて、的確な栄養指導することが可

能であった。

　

なお、昼食はバイキング形式であったが、この

形式の利点は、選手の年齢やトレーニング内容に

より､異なる栄養所要量を考慮できることである。

選手がそれぞれに適した内容に食事を調整するこ

とが可能であった。しかし、食事を管理するスタ

ッフがいないと、嗜好が偏ってしまう傾向がある

ことはこの形式の欠点である。

　

今回測定した体脂肪率や体重からは、毎日のコ

ンディションやそれにともなう栄養状態が把握で

き、栄養指導を行う上でもよい目安となった。

Ｖ。まとめ

１。某Ｊリーグプロサッカーチームのトップ選手

　　

29名について、シーズンを通して週1[Ej]程度

　　

の体脂肪率測定を行い、選手のコンディショ

　　

ン管理に利用した。

２．週１[亘]の体脂肪率の測定と、毎日のトレーニ

　　

ングや試合前後の体重測定は、栄養摂取への

　　

関心を高めるだけでなく、選手のコンディシ

　　

ョンの変動を抑え、安定維持させることに効

　　

果的であった。
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徹1）

Ｉ。緒

　

言

　

現在、日本のスポーツ界においてもプロスポー

ツ選手としての地位が確立し、専門競技開始年齢

の低年齢化が進んでいる。それとともに子供達の

競技力向上に対する欲求も高まっており、少しで

も強く、速く、高くなるためにどのようなトレー

ニングを行うべきかということが盛んに議論され

ている。このような状況はサッカー界においても

例外ではない。こうした現状の中で、育成期のト

レーニングはさらに専門性を増し、過度の負荷が

成長期の子供達にかかる危険性を帯びている。従

って成長期のサッカー選手に対してトレーニング

を行う上で、障害を予防しながらパフォーマンス

を高めていくためにはどれ位の頻度でどのような

トレーニングを行うべきか、また各選手の年齢に

合わせた至適トレーニングとはどのような内容な

のかということを指導者は真剣に考える必要があ

る。そのためにはまず選手の成熟度を細かく把握

することが重要である。一般的に選手の成熟度は

暦年齢や学年など社会学的に規定される成熟度に

よって評価されており、カテゴリーもそれらの指

標に基づいて分類されている。しかし暦年齢や学

年では、早熟や晩熟といった生物学的な成熟度を

評価することができない。一方先行研究において、

骨年齢や身長は生物学的成熟度を反映している事

が報告されており1.'･12.14-16)、選手の生物学的成熟度

を評価するのに適していると考えられる。

　

われわれは前年度のサッカー医・科学研究会に

おいて選択的全身反応時間と暦年齢および骨年齢

の関係について検討した､)。今回は1年間の追跡調

査として、選択的全身反応時間の年間変化を暦年

齢・骨年齢および身長変化量との関連から検討し

た。

Ⅱ。研究方法

　

対象者は某Ｊリーグ下部組織に所属する成長期

サッカー選手78名のうち1年間の追跡調査が行な

えた48名である。初年度の平均年齢は12.2±1.4歳

(9.8～12.4歳）次年度は13.3±1.5歳（10.8～16.0歳）

であった。対象者の形態的特性を検討するため身

長（大型身長計

　

YL65S

　

ＹＡＧＡＭＩ社製）・体重

(SystemlO9

　

ＴＡＮＩＴＡ社製）測定を行った。また

対象者の生物学的成熟度は整形外科医の協力の下

に、左手関節のレントゲン写真からＴＷ２法の

ＲＵＳスコアによって骨成熟度を評価した。ＲＵＳス

コアを村田等による日本人標準骨年齢概算表を用

い骨年齢に換算した。選択的全身反応時間はオー

ストリアのアルペンスキー界でタレント発掘およ

びトレーニングに用いられているTalent-

Diagnose-System (TDS)を使用し、上・下肢複

合での複合反応時間（Compleｘ Reaction Ｔｉｍｅ/以

下ＣＲＴ）を測定した。測定方法の詳細は前年度の

抄録に掲載されているので割愛する。

Ⅲ．分析方法

　

年間身長変化量と選択的全身反応時間の変化率

の相関係数をPearson's correlationcoefficientによ

って検定した。

ｙ。結

　

果

―CRTと身長の横断的変化の比較一

　

対象群の各年齢ごとの身長・CRTの平均値およ

び標準偏差を暦年齢・骨年齢別に表1.2に示す。

身長およびＣＲＴの横断的変化は暦年齢・骨年齢と

もに２回の測定で同様の変化傾向を示しており、

1）東京大学大学院総合文化研究科

　

2）筑波大学大学院医学研究科

　

3）日本テレビフットボールクラブ
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成長期サッカー選手の選択的全身反応時間の変化

　

一暦年齢・骨年齢・身長との関連からー

表１

　

暦年齢からみた初年度・次年度の身長とＣＲＴ平均値

年齢

　

身長（ｃｍ）

　　　　

初年度

1０

11

12

13

1４

15

16

135.3士5.5

141.5士2.5

151.3±3.7

163.7土5.1

167.4±4.8

172.B士1.1

次年度

139,9±6.0

146.6±2.9

156.5土3.9

1B7.3士４.2

171.0土3､1

173,1±0.3

CFTT (sec)

　　

初年度

　　　

次年度
〃
1.052士0,17

0.899±0.12 0.804士0.10

0.827±0.09 0.731士0.08

0.768±0.06 0.685士0.07

0.712±0.09 n.67i±0.07

0.732±0.06

　

0.63±0.06

　　　　　　　　

0.661±0.01

表２

　

骨年齢からみた初年度・次年度の身長とＣＲＴ平均値

年齢身長（cm）

　　　　　

CFrr(sec)

　　　

初年度

　　　

次年度

　　　

初年度

　　　

次年度

8

9

10

11

12

13

14

15

16

132.6士2.3

136.5±4.0

142.8士6.4

139.7士6.4

148.5±4.1

159.0±5.4

165.2±3.7

166.7士8.5

169.9±3.０

　　

１３８６　　１１６１±0.32　　0.94

141.6±5.8

　

0.916±0.16 0.770±0.13

138.0±2.4

　

0.941士0,08 0.750±0,02

110.0±10.8 0.991±0.13 (1.834士0.14

148.6±４.4

　

0.851±0.11

　

0,721士0.09

155,7±4.3

　

0.745±0.10 n.674土0.07

169.2±3.6

　

0.755±0.06 n.65i士0.08

167.2±４.5

　

0.753±0.03 0.648士0.03

170.8±3.0

　

0.734±0.08

　

0.68±0.07

平均値でみると暦年齢の場合それぞれの年齢間で

一定の変化傾向が認められる。一方骨年齢で検討

した場合、10歳（初年度／0.941、次年度／0.750）

から11歳（初年度0.991、次年度/0.834)で一時

的に変化が停滞し、その後11～12歳（初年度／

0.851、次年度／0,721）にかけて急激な短縮傾向

を示している。

一年間身長変化量とＣＲＴ変化率の比較一

　

身長の年間変化量とＣＲＴの年間変化率を年齢別

に表3・4に示す。図1に示すようにＣＲＴの前年度

比年間変化率を暦年齢でみると、経年的に変化率

が減少する傾向にある｡身長変化量と比較すると、

同様の変化傾向を呈する結果が得られた。一方図

表3

　

暦年齢からみた１年間の身長増加量とＣＲＴの変化率

暦年齢（歳）身長(cm) CRT(%)

10-11
-

1 1-12
-

12-13

13-14
-

14-15
-

15-16

４．７

-

５．２

-

５．２

-

３．６

-

３．７

-

０．３

23.6
-

18,7

-

17.2

-

12.6
-

11.5
-

９．７

表４

　

骨年齢からみた１年間の身長増加串とＣＲＴの変化率

骨年齢（歳）身長ｃｍ）ＣＲＴ（％）

８-９
-

９･１０

-

10-11

-

11-12
-

12-13

-

13-14

-

１４･１５

-

15-16

　　

36％

　　

30％

－
5

24Ｓ

　

％

　

％

　

Ｓ

　

Ｓ
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ａ
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６

　

０
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-

８．９
-
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-

２．１

-

４．１
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18.1

11.4
-

27.2
-

20.8
-
12,6
-

14.2
-
9.7
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図１

　

暦年齢でみた年間身長増加量と

　　　

選択的全身反応時間の変化率
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図２

　

骨年齢でみた年間身長増加量と

　　　　　　　

選択的全身反応時間の変化率

２に示すように骨年齢でみると、８～９歳にかけ

て33.7%という顕著な短縮率から9～11歳にかけ

て18.1%、11.4%と急激に短縮率が減少している、

そして11～12歳にかけて27.2%と８～９歳ほどで

はないが顕著な短縮率の増加がみられ、その後1

6歳まで経年的に短縮率は減少する。この変化を

身長変化量と比較すると、8～11歳まで身長変化

量とＣＲＴ短縮率はほぼ同様の変化傾向を示してい

る。そして身長発育のスパート期の初期段階と考

えられる11～12歳において身長発育量の増大

（8.９ｃｍ／y）と供にＣＲＴ短縮率も急増する。しか

し12～14歳にかけての身長発育のスパート期後期
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広瀬，平野，石栗，福林

からPHA(Peak Height Age)にかけてＣＲＴには短

縮率の低下が認められる。

　

尚、骨年齢の10歳から11歳において認められる

身長のマイナス成長は、値の算出方法が次年度の

11歳から初年度の10歳の平均値を引く方法である

ことと、骨年齢は暦年齢と違い必ずしも１年で１

歳の成長をするわけではないため、次年度の11歳

の集団と初年度の10歳の集団が変化し、次年度の

11歳群の平均身長が減少したためであると考えら

れる。

‐選択的全身反応時間と身長の相関一

　

対象群の年間身長変化量とＣＲＴの短縮率の関係

を図３に示す。図に示すように年間身長変化量と

CRT短縮率には統計的に有意な相関関係が認めら

れる(R=0.401,pく0.05)。そして年間身長発育量が

6.0cm周辺でのCRT短縮率には個体差(ばらつき)

が大きく現れている。

　

ＣＲＴ‘変化率(％)
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Y= .085十.017 ゛×;R"2= .161

７ ８

　　　　　　　　　

｢= 0.401 p<0.05

図３

　

年間身長変化量とＣＲＴ変化率の相関関係

Ｖ。考

　

察

９

　

本研究では成長期サッカー選手の身長および選

択的全身反応時間の変化を、個人の成熟度を暦年

齢・骨年齢を用いて評価した上で1年間の追跡調

査によって検討した。その結果身長および選択的

全身反応時間の横断的変化は暦年齢・骨年齢とも

にト２年目で同様の変化傾向を示した。身長お

よび選択的全身反応時間の横断的変化を暦年齢で

見た場合、各年齢間で一定の変化傾向を呈し、両

者の発達様相に関して特徴的なPhaseが明らかに

ならない､､一方選択的全身反応時間の変化を骨年

齢で見た場合、16歳に至るまで短縮する傾向にあ

るが、11歳で発達が一時的に遅延し、その後11～

12歳にかけて急激な短縮傾向を示す結果が得られ

た。

　

また身長およびＣＲＴの変化を年間の変化量およ

び変化率から検討すると、暦年齢で見た場合、身

長変化量の減少に伴ってＣＲＴの短縮率も減少する

が、年齢間の変化には特徴的なPhaseが認められ

ない。一方骨年齢で見た場合、８歳から12歳まで

は身長変化量の推移と選択的全身反応時間の変化

率の推移が類似した傾向を示す結果が得られた。

図３に示すように身長変化量とＣＲＴ短縮率には統

計上有意な相関関係が認められることからも、骨

年齢における12歳くらいまでは、身長変化によっ

て反映される生物学的発育が選択的全身反応時間

の発達に影響を及ぼす可能性が考えられる。

　

また骨年齢における11歳から12歳に身長および

選択的全身反応時間の発達上クリティカルな

Phaseが存在する可能性が示唆されたが、この時

期を過ぎると身長発育の増加に反してＣＲＴの短縮

率は減少する。選択的全身反応時間の発達要因の

中で、末梢の筋の収縮速度等の要因よりむしろ脳

内の情報伝達に要する時間の短縮のほうが大きな

影響を及ぼしていることからも3.‘)、骨年齢におけ

る10～12歳周辺で脳内中枢過程において樹状突起

パターンの変化や叫中枢神経伝導速度2.6.13)の増

加などに代表される生理的変化や構造的・機能的

変化が発生し、選択的全身反応時間が短縮する可

能性が考えられる。しかしその後は身長増加に伴

う情報の伝達経路の延長により、情報の伝達速度

が遅延したものと考えられる。

　

上述した結果から、成長期サッカー選手の選択

的全身反応時間を検討する際に骨年齢を用いて選

手の成熟度を評価した方がより発達の特徴を明確

にできる可能性が示唆された。しかし実際問題と

して被爆問題や骨年齢算出に際して熟練した技術

が必要なことから骨年齢を導入することは難しい

と考えられる。そこで骨年齢の代替手段として身

長の増加量を短期間隔で継続して測定することに

より、骨年齢同様発達の特徴的なPhaseを明らか
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成長期サッカー選手の選択的全身反応時間の変化

　

一暦年齢・骨年齢・身長との関連からー

にできると考えられた。また身長測定とともに選

択的全身反応時間などの体力要素を同時に測定

し、多角的に選手の発育過程を検討することによ

り、選手の生物学的変容について詳細に把握でき

る可能性が示唆された。したがって成長期サッカ

ー選手を指導する上で身長や選択的全身反応時間

などの測定を継続して行うことは選手の発育過程

を特徴付けるのに有効であると考えられた。
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Ｉ

はじめに

U-17およびＵ-20サッカー日本代表選手の

　

栄養指導による栄養摂取状況の変化

　　　

山田

貧）勝又

優香1）

伴栄･）

杉浦

青木

　

近年、発育期のスポーツ選手に対する栄養指導

が重要視されている。サッカーにおいても15～20

歳の年代は、骨、筋肉の形成など身体づくりにお

いては重要な時期であり、この時期の栄養の過不

足はその後の選手育成に大きく影響する。

　

日本サッカー協会スポーツ医学委員会では、選

手強化の一環として望ましい食習慣の確立、基礎

体力の向上、国内のみならず海外における自己管

理能力の育成を目的とし、1994年よりジュニアユ

ース(U-17)およびユース(U-20)日本代表選手

に対し継続した栄養指導を開始した（図１）。栄

養指導は､栄養レクチャー、選手個々の食事調査、

食事環境および体調のアンケート調査、調査結果

に基づいた個別カウンセリング、国内合宿・海外

遠征時のメニュー調整などを行なっている。

　

本研究では、ジュニアユースおよびユース両日

本代表に選抜された選手を対象とし、ジュニアユ

ース期とユース期の栄養摂取状況の変化について

まとめたので報告する。

　　　

図1

　

選手を中心とした強化･医学体制

Ⅱ。研究方法

１．研究目的

　　

①ユース日本代表選手のジュニアユース期と

　　　

ユース期のエネルギーおよび栄養素の摂取

　　　

量を比較検討する。

　　

②ジュニアユース期からユース期へと年齢の

克己1）

治人2）

２

浦上

河野

千晶1）

照茂2）森川

　

嗣夫2）

増加にともない、発育発達に見合った栄養

摂取が行われているかを考察する。

方

　

法

①食事調査：平日の連続した３日間の食事内

　

容を栄養調査用紙（明治製菓（株）ザバス

　

スポーツ＆ニュートリション・ラボシステ

　

ム）に記入させ､四訂日本食品標準成分表1）

　

に基づいてエネルギーおよび栄養素の摂取

　

量を算出した。調査結果の評価は、「第五

　

次改定日本人の栄養所要量（以下、栄養所

　

要量という）」2）の16歳および18歳男子・

　

生活活動強度Ｕ（グラフ上は「生Ｕ所」）

　

を標準値とし、エネルギー摂取量のみ生活

　

活動強度Ⅲ2）、IV2）も示した。また各栄養

　

素については、選手の運動量を考慮した目

　

標摂取量（グラフ上は「目」）3）4）5）を示し、

　

２つの標準値を指標とした。たんぱく質の

　

目標摂取量は、運動選手として望ましい量

　

とされる体重1kg当り2.0 g*'を目標値１

　

（グラフ上は「目１」）とし、その値に発育

　

期を加味した2.2 gを目標値２（グラフ上

　

は「目２」）とした。

　

ミネラル、ビタミン

　

は、それぞれカルシウムWOOmg,鉄25mg,

　

ビタミンA4000I.U.、ビタミンB1 4.0mg,

　

ビタミンB 2 4.0mg,ビタミンC300mgと

②食生活アンケート：食事環境、嗜好、生活

　

スタイル、体調などについて調査した。

３。対

　

象

　

1994～1996年のジュニアユース日本代表および

1997～1998年のユース日本代表に選抜された10名

の選手である。対象の体格、食事環境、食事調査

1）明治製菓（株）ザバススポーツ＆ニュートリション・ラボ

　

2）日本サッカー協会スポーツ医学委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-74-

所廠

　　

選手

　　　

７？

　

技術委艮会

　　　　　　　　　　　　

コーチ

　　　　　　

スポーツ医学委員会
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U･17およびU-20サッカー日本代表選手の栄養指導による栄養摂取状況の変化

時期について表１に示す。Ｈ選手とＩ選手の食事

の作り手がジュニアユース期とユース期で異なる

のは、高校入学にともない、自宅から寮生活とな

ったためである。

　　　　　　

表1

　

対象のプロフィール

　　　　　　

ジュニアユース(U-17)

　　　

ユース(U-20)

調重時期

　　　

1994～1996年

　　　　　　

1997年～1996年

　

対象

　

身長

　

体重

　

住居

　

食事の

　

身長

　

体重

　

住居

　

食事の

　　　　　

( ) (ks)　　　　作り手(cm) (kg)　　　作り手

　　

A

　　

185

　　

74.0

　　

自宅

　　

母

　　

186

　

78.0

　

自宅

　　

母

　　

B

　　

I了8

　

70.0

　　

自宅

　　

母

　　

180

　

75.0

　

自宅

　　

母

　　

C

　　

178

　

68.0

　

自宅

　　

母

　　

181

　　

70.0

　

自宅

　　

母

　　

D

　　

179

　

71.0

　

自宅

　　

母

　　

180

　

73.0

　

自宅

　　

母

　　

E

　　

175

　　

63.3

　

自宅

　　

母

　　

177

　

65.2

　

自宅

　　

母

　　

F

　　

176

　

65.0

　

自宅

　　

母

　　

180

　

75.0

　

自宅

　　

母

　　

G

　　

176

　

63.0

　　

自宅

　　

母

　　

177

　

65.0

　

自宅

　　

母

　　

H

　　

167

　

57.0

　　

自宅

　　

母

　　

169

　

63.0

　　

寮

　

寮の●皿輝

　　

1

　　

177

　

67.0

　　

自宅

　　

母

　　

180

　

76.5

　　

寮

　

婁の●壇師

　　

J

　　

174

　

65.0

　

自宅

　　

母

　　

175

　

68.2

　

自宅

　　

母

　

平均

　

176.5

　

66.3

　　　　　　　　

178.5

　

70.9

　

so

　　

4.5

　　

4.8

　　　　　　　　

4.5

　　

5.4

Ⅲ．結

　

果

　

ジュニアユース期からユース期にかけての10名

の平均身長、体重はジュニアユース期では

176.5±4.5cm, 66.3±4.8kg、ユース期では

178.5±4.5cm, 70.9±5.4kgと増加傾向にあった

(表１)。個人別の栄養摂取量を図２～５に示す。

グラフは、ジュニアユース期の摂取量を左側の棒

グラフ、ユース期の摂取量を右側の棒グラフに示

した。個人別のエネルギー摂取量、体重1kg当

りのたんぱく質、カルシウム、鉄、ビタミンＡ、

ビタミンＣ、ビタミンB1、ビタミンB2はユース

期の方がジュニアユース期に比べ増加傾向を示す

選手が多かった。特にカルシウムは骨の発達に大

きく関与するが、ジュニアユース期には16歳男

子・生活活動強度Ｈの栄養所要量2)を満たしてい

なかった選手も、ユース期には18歳男子・栄養所

要量を満たすようになった。
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山田，杉浦，大橋，浦上，大畠，勝又，青木，河野，森川

　

次に10名の平均食事エネルギー比を図６に示

す。エネルギー摂取量はユース期の方がジュニア

ユース期に比べ328kcal増加した。朝食・昼食・

夕食・間食の各エネルギー比率は、ユース期の方

がジュニアユース期に比べ朝食が3.4%増加、間

食が4.1%減少し、昼食、夕食はほぼ同様だった。

３大栄養素のエネルギー比（図６）は、ユース期

の方がジュニアユース期に比べたんぱく質が

1.1%増加、脂質が0.4％減少、糖質が0.7%減少し

た。

Ⅳ．考

　

察

　

日本代表チームの強化には、ジュニア選手の育

成が重点課題であることは周知の事実である。強

化・育成には技術の向上のみならず、基礎体力の

向上が不可欠であり、身体づくりにおいてトレー

ニング・栄養・休養が重要であるという認識は、

指導者・選手の間に広く根づいてきたと思われ

る。しかし、現在の日本は飽食の時代であり、24

時間いつでもどこでも食べ物を入手することが可

能である。そのため嗜好に偏った食事になりやす

く、選手にはトレーニングに見合った「食品を選

択する能力」が要求されるようになってきた。ジ

ュニア期はその選手の食習慣、食嗜好が徐々に確

立されていくため、この時期に食品の基本的な選

択能力を養い、適切な栄養摂取をし続けることが

トップ選手を育成する上でも、健康にスポーツを

楽しむためにも重要な要素となるであろう。

　

研究結果から、ユース期の方がジュニアユース

期に比べ朝食のエネルギー量が増加し、間食のエ

ネルギー量が減少したことが明らかになったの

で、ここに着目し、朝食および夕食の食事内容を

考察した。朝食の食事内容（図７）は、ジュニア

ユース期、ユース期ともに牛乳、ごはん、味噌汁、

ウインナー、バナナ、野菜サラダ、納豆が上位品

目に挙げられ、各代表ともほぼ同様の食事内容で

あった。しかし、ユース期の方がジュニアユース

期に比べ食事量が多く、この結果エネルギー量が

増加したと言える。間食の食事内容（図８）は、

ジュニアユース期では果汁100％ジュース、清涼

飲料、みかん、ごはん、和菓子、ケーキが上位品

目であり、ユース期では牛乳、果汁100％ジュー

ス、バナナ、みかん、キウイフルーツであった。

ジュニアユース期の上位品目の食品は「甘くて脂

っこいもの」が多く、栄養素としては糖質と脂質

を多く含む食品である。一方、ユース期の上位品

目は、たんぱく質、ビタミン、ミネラルを多く含

み、脂質を多く含まない食品である。ユース期の

方がジュニアユース期に比べ間食のエネルギー量

が減少した要因として、脂質の摂取量の減少によ

りエネルギー量が減少したことが示唆された。逆

にたんぱく質、ビタミン、ミネラルの摂取量は増

加したことが示唆された。この結果から、ユース

期の間食内容はジュニアユース期に比べ身体づく

り、コンディションを整えるために有効な食品が

多くなり、選手が「強くなるための食事」を意識

するようになったと言えるであろう。

　

選手の意識の向上は、合宿、遠征期間を通して

選手に望ましい食事のとり方を繰り返し指導し、

個別カウンセリングなどを通じて選手個々の食事

環境や生活スタイルに合わせたアドバイスを行な

った結果と考える。また食事調査結果の返却の際

　　　　　　

ジュニアユース食品摂取頻度（朝食）
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U-17およびＵ･20サッカー日本代表選手の栄養指導による栄養摂取状況の変化
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図8

　

各代表の間食内容比較

には、選手の食事の作り手にもアドバイスシート

を作成しており、選手のみならず食事の作り手

（主に母親）の意識・知識が向上したことも、食

生活改善の一因を担ったと推察される。

　

今後、ユース日本代表選手が大学進学、Ｊリー

グ入団などにより食事環境が変わった時に、新た

に調査を行ない選手にアドバイスしていくことが

望ましいと考える。

V｡まとめ

1｡10名のエネルギーおよび各栄養素の摂取量

　　

は、ユース期の方がジュニアユース期に比

　　

べ増加傾向にあり、発育発達にともなった

　　

栄養摂取が行われていることが示唆され

　　

た。

２，この要因として、食事量（特に朝食）が増

　　

加したこと、および朝食・間食に穀類、乳

　　

製品、果物などの摂取頻度が増加したこと

　　

が挙げられる。

３．継続した栄養指導により、選手の栄養に関

する意識・知識が向上し、日常においてサ

ッカー選手として望ましい食生活を実践す

る能力が養われたと考えられる。
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ジュビロ磐田における形態・体力測定Ｉ

－トップチームと下部チームの比較－

星川

　

佳広1）

　　　

菅野

田辺

　　

解3）

中嶋

　

淳2）

宮崎

由晴1）

生駒

りか3）

村松

　

正隆1）

武志2）

久野

　

譜也3）

概

　

要

　

1998年後半から1999年においてジュビロ磐田に

所属したジュニアユースからトップチームまでの

選手を対象に形態・体力測定を数回にわたり行っ

た。それらの測定値をトップと下部チームとで比

較した。

被検者

　

被検者は、1988年度より1999年度においてジュ

ビロ磐田に所属した79名の選手であった。主なう

ちわけは、トップ31名、サテライト15名、ユース

30名、ジュニアユース９名、その他９名であった。

その他というのは、磐田市近郊の中学３年生であ

り、翌年ジュビロ磐田ユースチームに所属するこ

とが期待された選手であった。このうち測定期間

中にサテライトからトップへ、その他からユース

へ格上げした選手が数名ずつ含まれた。また、シ

ーズン途中でジュビロ磐田に加入・退団した選手

も含まれた。

　

各被検者は１シーズンにわたり数回にわたって

測定を受けた。一人の被検者の平均検査回数は、

身体組成とＭＲＩによる筋肉・脂肪の横断面積の測

定が3,5回で、等速性筋力・動作速度・最大酸素

摂取量の測定は2,6回であった。各被検者ごとに

それらの数回の平均値をもとめ、各被検者の代表

値としてその後の分析に利用した。

　

トップチームと下部チーム（サテライト、ユー

ス、ジュニアユース、その他）との平均値比較は、

ゴールキーパー（ＧＫ）とＧＫ以外（FP : Field

Player)に分けて行われた。ジュニアユースで測

定された被検者はすべてＧＫであった。

測定方法

１。身体組成

　　　

空気置換の全身体密度法による体脂肪測定

　　

装置（ＢＯＤＰＯＤ，LMI社）を利用し身体密

　　

度を測定し、Brozekの式により、体脂肪率、

　　

除脂肪体重の評価を行った。

2. MRIによる筋肉・皮下脂肪の横断面積

　　　

0.2TのＭＲ装置(Signa Profile,GE横河メデ

　　

ィカルシステム社）を用い、大腿部と腰部の

　　

横断像を取得した。大腿部においては、大転

　　

子上端、大腿骨下端間の30％部位､50％部位、

　　

70％部位に相当する画像から、各筋肉、大腿

　　

骨、皮下脂肪の各面積を算出し、腰部におい

　　

ては、第４、第５腰椎間の水平面の横断画像

　　

を取得し、左右大腰筋の面積を算出した。詳

　　

細は、ジュビロ磐田における形態・体力測定

　　

Ｈに記載した。

３．等速性最大筋力

　　　

等速性最大筋力は、Biodex-System3

　　

(Biodex Medical社）を用いて、膝関節仲

　　

展・屈曲力を角速度60度、180度、450度にお

　　

いて測定した。

４，動作速度

　　　

股関節の伸展・屈曲の動作の速度を、

　　

BallisticMaster （コンビ社）を用いて評価し

　　

た。股関節屈曲動作は、股関節伸展位の状態

　　

から膝を前方にできるかぎり素早く振り上げ

　　

る（Ｋｎｅｅ-Up）動作で、股関節伸展動作は、

　　

股関節屈曲位より膝をできるかぎり素早く振

　　

り降ろす(Knee-Down)動作であった。それ

　　

ぞれの動作のピーク速度値を評価の対象とし

　　

た。

1ド兵松ホトニクス（株）スポーツホトニクス研究所

　

2）ジュビロ磐田

　

3）筑波大学
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ジュビロ磐田における形態・体力測定工一トップチームと下部チームの比較一

５、漸増負荷試験

　　　

漸増負荷試験のプロトコルを図１に示す。

　　

まずトレッドミルを用い３分間の走行と１分

　　

間の休息を６セット行った。走速度は分速

　　

180mより分速280mまで漸増し、各走速度に

　　

おける心拍数、酸素摂取量、血中乳酸値（休

　　

息中に採血）を求めた。酸素摂取量の測定に

　　

は、MetaMax (Cortex社）を用い、血中乳

　　

酸値の測定には、LactatePro (京都第一科学

　　

社）を用いた。６セットの最大下走行が終了

　　

した後、２分間の休息をはさみ、分速280m

　　

において斜度を３分目より１分ごと１％ずつ

　　

漸増し疲労困恩へと追い込み、最大酸素摂取

　　

量を求めた。
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漸増負荷試験のプロトコル

結果と考察
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１．身体組成（表１）

　　　

体脂肪率はFPにおいてトップ・サテライ

　　

ト・ユースともに７～９％であり、ジュビロ

　　

磐田に所属する以前のその他と比較し小さい

　　

値であり、ジュビロ磐田での練習・トレーニ

　　

ング内容が反映していると考えられた。体重、

　　

除脂肪体重は、ＦＰではトップにおいて、GK

　　

ではトップ・サテライトにおいて、ユース・

　　

ジュニア・その他よりも大きいことが特徴的

　　

であった。身長の差異を考慮するために、北

　　

川2）、宮城心口こならい除脂肪体重を身長で

　　

除した値（除脂肪体重/身長）と、BMI

　　

（ＢｏｄyMass lndeｘ）を模し除脂肪体重を身長

　　

の自乗で除した値（除脂肪体重/身長2）を計

　　

算したところ、両数値とも依然トップのほう

　　

がユース・その他よりも大きい傾向にあるこ

　　

とが判明した。除脂肪体重/身長は、一般人

　　

で31.2凪国体選手で34～35肌Ｊリーグ選手

　　

で38.120が報告されているが、これらの結

　　

果は、Ｊリーグチームのトップで活躍するた

　　

めには身長に対して十分に大きな除脂肪体重

　　

を保持することが重要であることを示唆して

　　

いると思われた。

2. MRIによる筋肉・皮下脂肪の横断面積

　　　

表２に右脚の大腿部50％部位の各筋肉・脂

　　

肪の面積と大腰筋の面積を示した。FP ・ GK

　　

ともに、トップ・サテライトでは、ユース・

　　

ジュニアユース・その他と比較し、総筋肉の

　　

面積が大きいだけでなく、総面積に対する筋

　　

肉の割合（筋肉／総面積）の値も大きく、ユ

　　

ース・ジュニアユース・その他と比較して筋

　　

肉が大きく肥大していることを示していた。

　　

また、トップにおいては、脂肪の面積も小さ

　　

く、総面積に対する脂肪の割合（脂肪／総面

　　

積）も小さいことが示された。

　　　

大腿部の筋肉の面積は下肢長に依存すると

　　

推測される。そこで、からだの長育に対する

　　

筋肉の肥大度を検討するため、大腿部30％部

　　

位、50％部位、70％部位のそれぞれの総筋肉

　　

面積と大腰筋面積を身長で除した値を図２に
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上段.Field Pleyer下段.ＧＫ｡大腿乱では､総筋肉面積を身長(－)で除し10倍した値､大腰筋では、

面積値を身長(c司で除しlOOiSした弧を表示した。

　　

図２

　

各部位の総面積／身長と大腰筋面積／身長の値

示した。その結果、FPではどの部位におい

てもトップが最大値を示し、ＧＫではトッ

プ・サテライトが大きな値を示した。この結

　

Ａ｡･

果は、トップ・サテライトにおいてはユー

ス・ジュニアユース・その他と比較して、身

１･ｅ

ｌ警6

他と、下のクラスになるほど値が小さい傾向

にあった。絶対値を体重で除した値（Ｎ･ｍ･

kg-1）を表３に示したが、トップとサテライ

トには大きな差異がなく、ユースではサテラ

イトよりわずかに小さく、その他ではユース

より顕著に小さい値であった。

　

筋力を体重あたりに換算した場合、体重の

大きい被検者の筋力を過小評価するという最

近の報告7）にしたがい、図３では、角速度60

度の等速性最大伸展・屈曲力の評価を、絶対

値（Ｎ･ｍ）（Ａ）、体重割値（Ｎ･ｍ･kg-l）（B）、

体重の0.67乗割値（Ｎ･ｍ･kF,67）（C）で、各

クラス間の比較を行った。図3Cでは、仲

　

Ｉ

展・屈曲力ともにトップが下部チームと比較

　

１

してもっとも大きい値を示した。

　　　　　　　

＝

伸展力

長の大きさ以上に筋肉が肥大していることを

　

Ｂヤ。

　　

示唆している。また、大腿部30％部位と比較

　　

して、大腿部70％部位においてトップチーム

　　

との差異が顕著であり、その傾向は大腰筋に

　　

おいても同様であるので、トップにおいては

　　

体幹部に近い部位の筋肉ほど大きく肥大して

　　

いる傾向を示唆していると考えられた。

３．等速性最大筋力（表3）

　　　

FP ・ＧＫともに等速性最大筋力の絶対値

　　

（Ｎ･ｍ）は、どの角速度、伸展・屈曲にかか

　　

わらず、トップ、サテライト、ユース、その
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ジュビロ磐田における形態・体力測定Ｉ－トップチームと下部チームの比較一

　　

テライト、ユース間に大きな差異は見られず、

　　

Knee-Downにおいてもトンプがわずかに高い

　　

程度であった。 ＧＫにおいては、クラス間の

　　

傾向は観察されなかった。

５．漸増負荷試験

　　　

図５は、最大酸素摂取量を、絶対値（ml･

　　

ｍｉｎ-l）、体重割値（ml ･ min~' ･kg-' ）、体重

　　

の0.75乗割値（ml ･min~' ･kg475）で各クラス

　　

間の比較を行ったものである。体重0.75乗割

　　

値は、体重割値では体重の大きな被検者の有

　　

酸素性能力を過小評価するという先行研究7）

　　

にしたがった。 FPでは、絶対値（Ａ）におい

　　

ては、トップ、サテライト、ユース、その他

　　

の順で小さかった。

　

しかし、体重割値（B）、

　　

体重の0.75乗割値（ml･ｍｉｎ-1･kgヨ｡’5）におい

　　

ては、ユースがもっとも高い値を示した。ト

　　

ップの体重割値61.1 (ml ･min~ 1･kg-' ）は、国

　　

内一流サッカー選手の最大酸素摂取量として

　　

報告3.6)されている値よりもわずかに大きく、

　　

世界的な一流選手において報告された値l）と

　　

同程度かやや小さい値であった。一方、ユー

　　

スの体重割値の65.5 (ml･ｍｉｎ-1･kg-1）は、

　　

これまでにサッカー選手の最大酸素摂取量と

　　

して報告されている値の中では高い値であっ

　　

た。漸増負荷試験中の最大下における血中乳

　　

酸濃度も、ユースのほうがトップよりも低い

　　

値が得られており、ユースチームの高い有酸

　　

素性能力を示していると考えられた。
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最大酸素摂取量の比較
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結

　

語

　

1999年度、ジュビロ磐田のトップチームはＪリ

ーグチャンピオンになり、ユースチームは、クラ

ブユースサッカー選手権と高円宮杯全日本ユース

サッカー選手権に優勝した。本研究結果は、現在

の日本の各クラスにおける最高レベルのサッカー

選手の形態・体力測定データとなった。

　

本研究結果からは、必ずしもすべての測定項目

においてトップチームの優位性が示されるわけで

はなかった。除脂肪体重や筋肉の面積、等速性筋

力などの筋肉の絶対量が大きく影響する測定項目

では、トップチームの優位性が示されたが、動作

速度や有酸素性能力においては、下部チームのほ

うが優れている場合もあった。下部チームの選手

においては、これからが筋肉が大きく発育する時

期に相当するので、筋肉の絶対量が大きく影響す

る測定項目の値が低いことは順当な結果であっ

た。一方、有酸素性能力に関しては、トップチー

ムに改善の余地があることをうかがわせた。

　

しかしながら、これらの結果は、被検者個々の

能力とともにチームの選手の選抜・育成・管理方

法に依存したもので、単にジュビロ磐田というチ

ームの特徴を記載したに過ぎないものである。ま

ったく他のチームやJリーグ全体、もしくは日本

人の平均的な傾向を類推するものではない。例え

ば本研究においては、多くの測定項目において、

ユースとその他・ジュニアユースとの差が歴然と

していた。この結果は、ジュビロ磐田のユースチ

ームに専属のフィジカルコーチが存在し、このよ

うなジュビロ磐田の体制が測定値に反映したもの

と考えられる。

　

今後、ジュビロ磐田の練習・トレーニング内容

を、形態・体力の測定値と同時に検討するととも

に、異なった選手の育成・管理方法をもつ他チー

ムと比較することで、下部チームの練習・トレー

ニング方法に具体的な指針が見つけられると考え

る。
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ジュビロ磐田における形態・体力測定Ｈ

　

一

中嶋

トップチームのシーズン変化一

由晴1）

菅野

星川

　

淳2）

概

　

要

　

1999年度ジュビロ磐田のトップチームに所属し

た全35選手の身体組成とＭＲＩ画像を用いた筋肉・

皮下脂肪の断面積の測定を１シーズン通して行っ

た。本研究では、その測定値のうち、１月（キャ

ンプ前）、３月（プレシーズン）、５月（インシー

ズン）の測定値を分析対象とし、その期間中に測

定値がどのような変化をするか調べた。

測定方法

１。身体組成

　

空気置換の全身体密度法による体脂肪測定装置

(ＢＯＤＰＯＤ，LMI社)を利用し身体密度を測定し、

Brozekの式により、体脂肪率、除脂肪体重の評

価を行った。

2. MR!による筋肉・皮下脂肪の横断面積

　

0.2TのＭＲ装置(Signa Profile,ＧＥ横河メディカ

ルシステム社)を利用し、腰部と左右大腿部の

T1強調画像を取得した。大腿部においては、事

前に大腿部の縦断像を撮影し大腿骨の大転子を同

定し、その上端から20mmごとに大腿骨下端まで

の水平横断面の画像を取得した。そして、その取

得した画像のうち、大転子上端・大腿骨下端間の

30％部位、50％部位、70％部位に相当する画像か

ら、各筋肉(大腿四頭筋、内転筋群、ハムストリ

ングス(大腿二頭筋十半腱様筋十半膜様筋)、縫

工筋、薄筋、大殿筋(70％部位のみ))、大腿骨、

皮下脂肪の各面積を算出した(図1)。腰部におい

ては、事前に腰部の縦断像を撮影し腰椎を同定し

た後、第４、第５腰椎間の水平面の横断画像を取

得し、左右大腰筋の面積を算出した(図２)。

３．日程

佳広1）

久野

村松

　

正隆1）

譜也3）

　

測定は、1 ／19～1 ／22(キャンプ前)と、３／

８～３ ／１５(プレシーズン)、5 ／13～5 ／20

(インシーズン)に行われた。このうち、プレシ

ーズンの測定に参加したのは、キャンプ前の測定

において体脂肪率が10％以上を示した選手であっ

た。以下に上記期間中の主なスケジュールを示す。

　　　　　

～

　　

1 /19　　シーズンオフ

１／２４　　～　　２／８　　キャンプ(鹿児島)

2 /10　　～　　2 /14　アジアクラブ選手権

　　　　　　　　　　　　

準々決勝リーグ(中国)

3/6

　　　

～

　　

5/29

　　

J1リーグlstStage

　　　　　　　　　　　　

(優勝、５月26日)

4 /28　　～　　4 /30　　アジアクラブ選手権

　　　　　　　　　　　　

準決勝・決勝(イラン)

　　　　　　　　　　　　

(優勝、４月30日)

４．統計処理

　

それぞれの期間において測定を受けたのは、キ

ャンプ前28名、プレシーズン15名、インシーズン

26名であった。このうち、キャンプ前、インシー

ズンの両方の測定値がそろった24名をグループ１

とし、対のｔ検定によりキャンプ前とインシーズ

ンとの有意差の検定を行った。さらに、プレシー

ズンの測定を受けた15名のうち、キャンプ前、イ

100%

ヰ
宍
聯

Ｏ％

χ7.7Z7?丿･、

図I

　

MRI (右大腿部）

１）浜松ホトニクス（株）スポーツホトニクス研究所

　

２）ジュビロ磐田

　

３）筑波大学
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ジュビロ磐田における形態・体力測定ｎ
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サッカー選手

　　　　　　　　　

図2

　

MRI（腰部）

ンシーズンの測定値もそろったｎ名をグループ２

とし、二元配置分散分析によりキャンプ前、プレ

シーズン、インシーズンの有意差検定を行った。

有意水準は５％とした。

結

　

果

1｡練習・トレーニング内容

　

表１、２に、概算的に半日を単位とし各期間の

体力トレーニング(Physical)、ボールを使った

練習(Ball)、試合（練習試合も含む、Match)、

積極的な疲労回復を目的とした運動(Recovery)

の回数と割合を示す。キャンプからプレシーズン

においてのほうが体力トレーニングに当てられた

割合(27.1%)が、インシーズン(23.4%)より

も多いことが示された。

表１

　

各期間の練習・トレーニング回数

期間 1/19-3/5

　

3/6-5/29

　　　　　

日数

　　　　　　　

46

　　　　

63

　　　　　　　

Physical

　　　　　　　　

Ball

　　　　

32

　　　　

56
各回数

　　　　　　　　

Match

　　　

8

　　　　

26

　　　　

Recovery

　　　

３

　　　　　

３
--四---l←-･----W---←･-

　　　

合計

　　　　　　

59

　　　　

111

　　

合計/日数

　　　　

1.283

　　

1､337

84

トップチームのシーズン変化－

表２

　

各期間の練習・トレーニングの全体に対する割合

期間 1/19-3/5

　

3/6-5/29

一一一

　　　　　

Physical

各割合

　

(％)

　　

Ball

　

Match

Recovery

54.2

13.6

5j

50.5

23.4

2､7

２。グループ１

　

グループ１の体重、体脂肪率、除脂肪体重、

ＭＲＩ画像より求めた腰部、大腿部70%・50%部位

の皮下脂肪と各筋肉の面積を総和した筋肉全体の

面積の平均値を表3に示した。キャンプ前とイン

シーズンにおいて、体脂肪率に有意な減少は見ら

れなかったものの、ＭＲＩ画像より求めた皮下脂肪

の面積は、腰部、大腿部70％・50％部位ともに有

意な減少が観察された。また、MRI画像より求め

た筋肉全体の面積には、大腿部70％・50％部位に

おいて有意な増大が観察された。

３．グループ２

　

グループ２の体重、体脂肪率、除脂肪体重、

ＭＲＩ画像より求めた腰部、大腿部70%・50%部位

の皮下脂肪と筋肉全体の面積の平均値を表４に示

した。キャンプ前からプレシーズンにかけて有意

な体重の減少とともに、体脂肪率、ＭＲＩ画像より

もとめた皮下脂肪の面積の減少が観察された。ま

た、これらの測定項目に関しては、体脂肪率を除

き、プレシーズンからインシーズンにかけてさら

に有意な減少が観察された。

　

一方、ＭＲＩより求めた筋肉全体の面積に関して

は、大腿部70%・50%部位ともに、キャンプ前か

らプレシーズンにかけて有意に増大した。しかし、

プレシーズンからインシーズ｀ンにかけては両部位

ともに減少傾向にあり、特に70%部位においては

有意な減少となった。ただし、キャンプ前と比較

すると依然有意に大きい数値であった。

論

　

議

各選手の体脂肪率と大腿部70％部位の皮下脂

一一一一一一一一
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合計
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中嶋，星川，村松，菅野，久野

表３

　

キャンプ前とインシーズンの比較（グループ１）

　　

N=24

　　　

キャンプ前

　

インシーズン

　

体重(㎏)

　　

70.7±１､２　　70.4±7.0

　

体脂肪率(％)

　　

9.0±3.7

　　　

8.5±2.9

除脂肪体重(kg)

　

64.2±5.6

　　

64.3±5.7

MRI

　　

腰部

　

54.8士21.0 * 45.8±15.9

脂肪

　　　　　　　　

1‾‾二‾｀‾‾」

面積

　　

70％

　

33.9 + 17ﾆ0 ≪ 2旦旦±12･1

(ｃｍり

　

50％

　

18,リ6ヽ9 14ダb5.4

MEI

　

大腰筋

　

19.2±2.3

　　

19.3士2､3

筋肉

面積70% 173.7+15.2 178.§±15.3

(ｃｍり

　

50％

　

159.4+14.6 * 161･9±16.3

＊P＜0.05

表４

　

キャンプ前、プレシーズン、インシーズンの比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(グループ２)

　　

N=ll

　　

キャンプ前

　

プレシーズン

　

インシーズン

　

体重(kg) 73.9リ.3＊　73.C?リ.6　, 72.3±6･7

　

体脂肪sp(%) 12.4±1.9 , 10.9+2,0　　10.5±2.4

除脂肪体重(kg) 64.6±4.5　　66.0±4.7　　64.7±5.2

MRI

　

腰部

　

70.1士16.9 , 60.0士^4.9 . 5;!ご0+14.1
脂肪心

面積

　

70％

　

46.5をと竺とｺヱこ±^2.8 , 33.7±11.4

(ｃｍり

　

50％

　

23.6^6.[し！19.4!=μ

　

≪ 17,4±5.0

MRI

　

大腰筋

　

19.2±1.3

　　

19.4±1.5

　　

19.4±1.4
筋肉

　　　　　　　　　　　　

＊

面積70% 172.7,±9.8・ 180･^±,11.6 ,1ヱヱ旦±12.0

(ｃｍり

　

50％

　

1S9.0土11.3, 162.6±12.2　161.2±14.5

　　　　　　　　　　

乙
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体脂肪率（％）

* P<0.05
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大腿部70％部位皮下脂肪の面積（ｃ㎡）
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大腿部70％部位筋肉全体の面積（Ｃ㎡）

肪、筋肉全体の面積の変化を図３、４、５に示

した。キャンプ前からプレシーズンにかけて、

ほぼすべての選手がおなじように体脂肪率（図

３）と皮下脂肪の面積（図４）を減少させたこ

とが理解できる。この時期には、体力トレーニ

ングに練習・トレーニング全体の27％程度の時

間が割り当てられており、そのことが体脂肪の

減少に有効であったことを示唆している。

　

一方、プレシーズンからインシーズンにかけ

ては、体脂肪率については選手に統一した傾向

がみられず、皮下脂肪の面積については、キャ
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ジュビロ磐田における形態・体力測定ｎ

ンプ前からプレシーズンにかけて見られたほど

の減少はなく、試合期におけるチーム全体とし

てのコンディショニングの難しさを想像させる

結果となった。すなわち、選手全体を一様に管

理できるキャンプ期と、選手個々によって試合

への出場時間や練習・トレーニングスケジュー

ルが異なる試合期との違いが、本研究の結果に

反映されたと考えられる。

　

特にプレシーズンからインシーズンにかけて

は、筋肉の減少が生じている可能性が注目され

た。大腿部70％部位の筋肉全体の面積（図５）

をみると、キャンプからプレシーズンにかけて

多くの選手において、面積の増大が観察されて

いるにもかかわらず、プレシーズンからインシ

ーズンにかけては、筋肉の増大が観察されず有

意に減少する結果となった。

　

1999年度前期のジュビロ磐田は、この期間にJ

リーグの試合とともに、海外でのアジアクラブ

86

－トップチームのシーズン変化－

選手権の試合が重なり過密スケジュールで試合

が行われ、かつ優勝という結果を残した。プレ

シーズンからインシーズンにかけて筋肉全体の

面積が減少した理由には、このような高いレベ

ルでの試合が連続したことにより、からだの消

耗が激しく筋肉をも減少させたという可能性と、

試合期における体力トレーニングの割合が低い

（23％）ために筋肉が萎縮した可能性の２つが考

えられる。

　

これらの結果は、グループ２のプレシーズン

に測定を行ったキャンプ前に体脂肪率の高かっ

た選手の測定値をもとにした論議であるが、キ

ャンプ前とインシーズンにおいて大きな差異が

観察されなかったグループ１についても同様に

キャンプ前からプレシーズンにおいて増加し、

プレシーズンからインシーズンにかけて減少し、

結果的に差異がなかったものと思われる。
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サッカー選手のコンディションに関する研究

～簡単な体力テストと自覚的評価との比較～

尚1）大巌

　

真人1）田中

　

博史川

　

須田

　

芳正2）

はじめに 目的とした。

研究方法

１。被験者

　

関東大学サッカーリーグ１部に所属するＪ大学

サッカー選手17名を対象とした。被験者の身体的

特徴は身長175.5±7.0cm、体重68.8±4.6kgであっ

た。

２．調査期間及び場所

　

平成10年８月から同年11月までの約３ヶ月間行

った。場所はＪ大学サッカーグランド内で行った。

３．測定項目

　

長崎ら2)が、テストはサッカー競技の特異性に

配慮した客観的評価法であることが望ましいと述

べているように、本研究の体力テストに用いた測

定項目はサッカー競技の体力的特性を考慮し、な

おかつ短時間で簡易的に測定できることを考え、

ダッシュカ、方向変換能力、脚のパワーの要素を

選択し、20m走、20m折り返し走、立ち幅跳び、

立ち３段跳びの４項目を行った。また、先行研究

　　　　　

表1

　

自覚コンディション評価

コンディション記録

　　　　　

紀入日

　　

年

　　

月

　　

日

の状態について記入して下さい。

　　　　　　　　　　

非常に

　

普通

　

非常に
1、体の調子

2.全身疲労

3.食欲

4.睡眠

5.便通

よい

　

５

　

４

　

３

　

２

　

１

　

悪い

ない

　

５

　

４

　

３

　

２

　

１

　

ある

　

ある

　

５

　

４

　

３

　

２

　

１

眠れた

　

５

　

４

　

３

　

２

　

１

　　　

１下痢

　　

２普通

6｡ヶが・痛み（筋肉痛なども含む）１

　

ない

　　　　　　　　　　　　　　　

（

7.病気（風邪など）

　

１

　

ない

　　

２

　

ある

　　　　　　　　　　　　　　　

（

8｡プレーの精度

9、精神的状態

10.総合的ｺﾝﾃ‰ｼｮﾝ

よい

よい

よい

2
２
2

3
3
3

４
４
4

５
５
5

ない

眠れない

３便秘

２

　

ある

　　

）

　　

）

１

　

悪い

１

　

悪い
１ 斟

　

スポーツ選手が競技場面において良い競技成績

をあげるためには、技術、戦術、体力、精神力が

高いレベルに維持されていることが求められる。

しかし、競技時に選手が持っているこれらの能力

を最大限に発揮するためには選手のコンディショ

ンが良い状態でなければ良い競技成績は望まれな

い。

　

サッカー競技においても、試合時の選手のコン

ディションは勝敗を左右する要因の一つである。

したがって、試合時に競技力を最大限に発揮する

ためには､選手がコンディションを適切に管理し、

指導者はそれを十分に把握する必要がある。

　

最近では、選手の日々のコンディションを把握

する方法として客観的な指標を用いてコンディシ

ョンの把握を行うことが多くなり、その指標もさ

まざまな方法が用いられている。また、スポーツ

選手のコンディションを把握してく場合、継続性

がなくては意味がない。起床時の心拍数や体重、

体温、尿検査などの生理機能状態を指標とした方

法や心理テストを用いて心理状態を指標とした方

法など数多くの例が報告されている。

　

しかし、選

手のコンディションはさまざまな要因が相互に影

響しあっているものである。

　

したがって、選手の

コンディションをより的確に把握するためには多

角的なチェックが重要であると考えられる。しか

し、競技スポーツの現場で頻繁にチェックを行う

ためには、経済的、手法的な問題からそう数多く

の方法はできない。そのため、より経済的で簡易

的な方法でのチェックが望まれる。

　

本研究では、より多角的な把握を行うため、簡

単な体力テストからサッカー選手の日々のコンデ

ィションを把握する方法について検討することを

１）順天堂大学

　

２）慶唐義塾大学
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サッカー選手のコンディションに関する研究

　

～簡単な体力テストと自覚的評価との比較～

い3）を参考にした自作の10項目からなる質問紙を

用いて、被験者自身が自覚するコンディション記

録を行った。（表１）

４．測定方法

　

測定には全力で実施してもらうためと、疲労な

どを配慮し被験者１人が走項目１項目、跳躍項目

１項目の計２項目を継続して実施させた。したが

って、被験者を２つのグループに分け、一方を20

m疾走と立ち３段跳びの項目を実施し、もう一方

を20m折り返し走と立ち幅跳びの項目を調査期間

中継続して実施させた。測定は毎回の全体練習前

に、個々で十分なウォーミングアップをさせた後

実施した。また、被験者が自覚するコンディショ

ン記録は測定と平行して実施した。

結

　

果

　

結果の分析は被験者ごとに、各測定記録の平均

値と標準偏差を求め、それぞれに平均値から1

SD以上の記録を記録良好時、1SD以下の記録を

記録不良時とし、それぞれの記録時での自覚評価

の差を比較し、項目別にまとめた。また、比較対

照とした自覚評価の指標には『10.総合的なコン

ディション』の得点を用いた。

　

表２は、記録良好時と記録不良時における自覚

評価の平均値を測定項目ごとに表したものであ

る。各測定項目を、ｔ検定を用いて差の検定を行

ったところ、立ち３段跳びの項目は、記録の相違

によって自覚評価に有意な関連がみられた。

（Ｐ＜0.05）しかし、その他の項目においては、

自覚評価との比較には有意な関連はみられなかっ

た。（表２、図１）

表２

　

各測定項目の記録良好時・不良時における

　　　　　　　

自覚評価の平均値

　　　　　　　　　

記録良好時

　　

記録不良時

20m疾走

　　　　　　

2.95

　　　　　

Z91

20m折り返し走

　　　

2､92

　　　　　

Z80

立ち3段跳び

　　　　　

3.13

　　　　　

Z79

立ち幅跳び

　　　　　

Z94

　　　　　

2.95

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊:p<0.05

s
ｓ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ａ
ｓ
ａ
ａ

　
　

自
覚
呻
価
の
平
均
値

図１ 各測定項目における自覚評価の記録良好時・不良

時の比較

考

　

察

　

サッカーの試合では、持っている技術や体力を

時々刻々と変化する状況に対応させながら発揮し

なければならない。そこには、常に相手選手との

駆け引きがあり、選手自身が予測しなかったこと

に対しても敏感に反応し、迅速に行動に移らなけ

れば相手との駆け引き、勝負に勝つことはできな

い。チームとして試合に勝つためには、それぞれ

の局面にみられる個々の勝負に勝つことが重要な

ことである。その個々の勝負に勝つ割合を高くす

るためには、技術の向上や戦術の理解と同時にコ

ンディションをベストの状態に持っていくことが

重要な要因の一つになる。そこで、日々のコンデ

ィションを指導者が把握することは、トレーニン

グの計画一修正、選手起用、選手へのアドバイス

などさまざまな効果を発揮すると考えられる。

　

本研究は、サッカー選手の日々のコンディショ

ンを把握する方法として、簡単な体力テストから

コンディションを把握する方法を検討した。そし

て、測定と平行して実施した被験者の自覚評価の

変化を比較対象として分析を行った。その結果、

４項目中、立ち３段跳びの項目のみに自覚評価と

有意な関連性がみられた。このことから、立ち３

段跳びの項目は、選手が自覚するコンディション

の良し悪しに反映する一指標としての有用性が示

唆された。この立ち３段跳びの項目に有意な関連

がみられた理由として、この項目にみられる動作

様式が他の項目と異なり非常に動作の調整力が強

く影響している点が考えられた。つまり、選手自

身が感じとる心身の状態は、それが不調をきたし

た時、脚のパワーの出力と連続動作における身体

動作のバランス感覚、さらにはコーディネーショ

ン能力に強く影響を与えるものと考えられる。こ
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れらの理由から、特に単発的動作である同じ脚

のパワーを測るために測定した立ち幅跳びとは

異なった結果がみられたのではないかと考えら

れる。

まとめ

　

関東大学サッカーリーグに所属する男子大学

サッカー選手を17名を対象とし、約３ヶ月間、

サッカー選手の日々のコンディションを把握す

る方法として、簡単な体力テストからの把握を

試み、検討した。調査の結果、１）立ち３段跳

びの項目は記録が良好な時と不調な時とでは、

選手が自覚するコンディション評価に違いがみ

られた。2）20m疾走、20m折り返し走、立ち

幅跳びの項目には、記録の相違による選手の自

覚評価には違いがみられなかった。これらのこ

とから、立ち３段跳びの項目は、選手が自覚す

るコンディションの良し悪しを反映する一指標

としての有用性が示唆された。

参考文献

１）古賀初：サッカー選手のコンディション評

　　

価に関する研究．平成７年度順天堂大学体

　　

育学研究科修士論文. (1995)

2）長崎文彦他：何をコンディショニングの目

　　

安とするか？Ｊリーグチームの体力測定か

　　

ら．サッカー医・科学研究. 18. 91-93.

　　

(1998)

3）和久貴洋他：剣道選手のコンディショニン

　　

グに関する研究－コンディション把握にた

　　

めの指標と競技現場におけるコンディショ

　　

ン管理方法の検討一．武道学研究. 26.

　　

(2).12-24.(1993)
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おける敏捷性評価としての立位ステッピングテストの有効性

小粥

　

智浩1）山本

　

利春1）西林

　

和彦1）湯田

　

一弘1）

　

サッカーにおいて、スピードは非常に重要な要

素として捉えられている。判断のスピードやパス

スピード、身体的要素としてのスピードなど、

様々なスピードが要求される。身体的要素として

のスピードに関しては、疾走能力のみならず、動

作の切りかえや様々な方向への方向転換能力も重

要な要素であるといえる。

　

我々は、「素早い動き」の評価法として「立位

ステッピングテスト」を用いて、様々なスポーツ

選手の測定を行ってきた。その結果、立位ステッ

ピングテストは、特に球技系選手において必要と

される「素早さ」をある程度評価できるテストで

あることを確かめた川。

　

そこで本研究では、立位ステッピングテストに

加えて、同じ「素早い動き」の中でも疾走スピー

ドと関連があるとされているペダリングテスト3）

4）を用いて、サッカー選手に必要とされる「素早

さ」について検討するとともに、サッカー選手に

おける敏捷性評価としての「立位ステッピングテ

スト」の有効性について検討することを目的とし

た。

方

　

法

20名と大学サッカー選手23名を対象とし、グルー

プ間におけるステッピングテスト、ペダリングテ

ストの測定値の比較を行った。

測定手順

１）立位ステッピングテスト

　　　

ステッピング測定器（竹井機器工業社製）

　　

を用い、立位にてやや前傾して膝を軽く曲げ

　　

た状態から、できるだけ素早く両脚を交互に

　　

踏みかえるその場足踏み動作を5秒間全力で

　　

行い、その際の両脚のステッピング回数を評

　　

価値とした。

２）自転車ペダリングテスト

　　　

自転車エルゴメーター（コンビ社製パワー

　　

マックスＶ）を用い、体重の7.5%を負荷とし

　　

て、5秒間の全力ペダリング運動を行い、そ

　　

の際に発揮された体重当たりの５秒間の平均

　　

パワーを評価値とした。

両試技ともに十分な休息をはさんで２回行い、大

きい方の値を採用した。

結果及び考察

　

図１は、サッカー選手において必要とされる

「動きの素早さ」を検討するために、コーチが判

断する競技中の「動きの素早さ」の優劣評価と、

球技系の選手が高い値を示すステッピングテス

ト、疾走能力との関連があるとされているペダリ

ングテストとの測定値を比較している。コーチに

よって選出された「動きの素早さ」に優れる群、

劣る群はそれぞれ7名であった。優れる群は、劣

る群に対して、ステッピング、ペダリングの両テ

ストにおいて、有意に高い値を示し、コーチの目

　

サッカー部に所属する男子体育大学生38名を対

象とし、１名のコーチによって38名の中から競技

中の「動きの素早さ」が特に優れるもの、特に劣

るものを選出してもらい、グループ間における立

位ステッピングテスト（以下ステッピングテス

Ｏ、自転車ペダリングテスト（以下ペダリング

テスト）の測定値の比較を行った。

　

また、Ｊリーグ所属チームのプロサッカー選手

１）国際武道大学
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図１

　

コーチの目から見た競技中の動きの優劣評価と

　　　

測定値の比較

から見た競技中の「動きの素早さ」優劣評価は、

両テストの測定値に反映されているといえる。

　

図２は、競技レベルが異なり、競技中に要求さ

れる「動きの素早さ」が優れると考えられるプロ

サッカー選手とそれよりも劣ると考えられる大学

サッカー選手の、両テストの測定値の比較を示し

たものである。両テストにおいて、プロサッカー

選手は、大学サッカー選手に対して、有意に高い

り個

　

５

　

０
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２
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ステッピング

　　　　

ペダリング

　

図2

　

プロサッカー選手と大学サッカー選手における

　　　

測定値の比較

値を示したことから、サッカー選手において必要

とされる「動きの素早さ」が、両テストにおいて

反映されているといえる。

　

二つの観点からみた「動きの素早さ」に関する

優劣比較では、ステッピングテスト、ペダリング

テストの両テストにおいてグループ間で有意差が

みられ､同様な結果が得られたことを考慮すると、

二つのテストは同様な「素早さ」を評価している

ことも考えられた。

　

しかし、ステッピングテスト

とペダリングテストの間には有意な相関関係は認

められず（図３：図２において対象とした選手を

用いた）、また、「素早さ」の中でも疾走能力に優

ス
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ン
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０
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１４
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ペダリングテスト

(Ｗ/kg)

図３

　

ベダリングテストとステッピングテストの相関関係

れている陸上短距離選手を対象とした、競技レベ

ルの優劣による比較（100m走の競技記録におい

て10秒台の選手と11秒台の選手）においては、ペ

ダリングテストでは、10秒台の選手が11秒台の選

手よりも有意に高い値を示したものの、ステッピ

ングテストでは、有意差は認められなかった5）。

したがって、ステッピングテストとペダリングテ

ストは異なる能力を評価しているものといえる。

　

以上のことからサッカー選手においては、二つ

のテストにおいて評価される「素早さ」が重要で

あるといえる。

　

本研究で用いた二つのテストを比較してみる

と、脚の交互運動を素早く行うという点では類似

しているものの、ステッピング動作では、ペダリ

ング動作よりも明らかに、下肢の関節可動域は小

さく動きの幅が小さい。従って関与する筋群や神

経系も異なることが予想される。また、ペダリン

グでは、負荷抵抗に対する運動であるため、パワ

ーの要素が大きく関与し、ステッピングテストで

は、小刻みな運動を素早く行うことから、神経系

の関連が大きいことも予想される。

　

サッカー選手は、陸上選手と比較すると、疾走

能力に加えて、様々な角度への方向転換能力が要

求される。その際には小刻みなステップワークが

必要であり、ボールコントロール時やフェイント

で相手を抜き去るような時には小刻みなフットワ

ーク能力が重要であると考えられる。従って、図

４に示すように、サッカー選手における「素早さ」

を評価する際には、ペダリングテストに加えて、

下肢を小刻みに素早く動かす能力を評価するステ

ッピングテストを用いることが有効であると考え

られる。
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図４

　

素早い動きの評価（脚の交互運動）

今後への応用

　

立位ステッピングテストの今後の応用例とし

て、①小刻みなフットワーク能力の評価、②「素

早い動き」のコンディショニング評価、③タレン

ト発掘、ポジション適性の評価、④子どもの運動

機能（発育発達）の評価、⑤アスレティックリハ

ビリテーション過程における神経一筋協調性機能

回復の評価などがあげられる。

①②に関しては､大学サッカー選手を対象とした、

立位ステッピングテストとラダー走（クイックラ

ン：一枠に二歩ずつ入れる）の関係においても、

有意な相関関係がみられる（図５）ことから、グ

立
位
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
テ
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ト

(回)
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２５
(枠)

　　　

５秒閲でのラダー走(クイックラン)における走行距離

　　　

図５

　

立位ステッピングテストとラダー

　　　　　　　

(クイックラン)との相関関係

　　

対象：サッカー部に所属する男子体育学生24名

ランドにおいて、ラダーを使ってトレーニングと

評価を同時に行うことも可能である。③に関して

は、サッカー選手を対象にした立位ステッピング

テストにおけるポジション間の比較では、ＧＫは

他のポジションと比較して、有意に低い値を示し

1)、ラグビー選手を対象にした報告叫こおいては、

立位ステッピングテストの成績が劣る群は主と

してFWの選手であり、優れる群はＢＫの選手で

あった。したがって、同じ球技系種目において

も、役割の異なるポジション間では、要求され

る小刻みなフットワーク能力に違いがみられる

ことが推察され、ポジション適性の評価やタレ

ント発掘に利用できると考えられる。④に関し

ては、従来敏捷性評価には、反復横跳び、ステ

ッピングテストにおいては座位式のものが主流

であったが、反復横跳びに関しては、傷害発生

の危険性があり、座位ステッピングテストに関

しては、非荷重ということから運動能力の評価

としては、荷重位である立位ステッピングテス

トの方が有効であると考えられ、子供の敏捷性

評価にも有効であるといえる。⑤に関しては、

体育大学生を対象とした立位一座位ステッピン

グテストの間に有意な相関関係がみられる（図

６）ことから、荷重できない時期には座位ステ
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立
位
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
テ
ス
ト

8 ０

　

７
０

　

６
０

座
位

5 ０

　

４
０

　　

●

：

　

●●●

　

●で●
ジド

　

●●

　

●
゜●

　　　　　　　

４０

　　

５０

　　

６０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

立位

５秒閲でのラダー走（クイックラン）

７０

r=0.61

n=30

ｐ《０.０1

8０

　

（回）

における走行距離

　

図６

　

立位ステッピングテストと座位ステッピング

　　　　

テストの相関関係

　　

対象：サッカー部に所属する男子体育学生24名

ツピングテストで代用することによって、アス

レティックリハビリテーション過程において継

続的に神経一筋の協調性の評価を行うことができ

るといえる。
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インターバル形式ミニゲームトレーニングにおける休息方法と血中乳酸について

　　

一完全休息と２種類の動的休息が血中乳酸除去に及ぼす影響－

鬼頭

　

伸和1）尾崎

　

省五2）道山

　

和重3）伊藤

　

智式い

はじめに

　

技術、体力、個人戦術。グループ戦術を総合的

にトレーニングするミニゲームは、ゲームの条件

（人数、時間、ピッチの広さなど）を多種多様に

組み合わせ、生理的運動強度から分析、検討した

ミニゲームの特性に関する研究や戦術を意図した

練習プログラムの内容を工夫したミニゲームの運

動強度についての研究が多く見られるようになっ

てきたo2-5,9）

　

我々は、インターバル形式で実

施するミニゲームの運動強度、至適休息時間、休

息方法と血中乳酸の関係についての研究をしてき

た。6.7)

　

そこで本研究は、インターバル形式ミニゲーム

における休息方法の違いと練習前後の血中乳酸濃

度の関係について検討して、休息方法の違いが乳

酸除去にどのような影響を及ぼすかについて明ら

かにし、科学的トレーニング方法開発の１つの資

料にすることを目的とした。

方

　

法

　

被験者は、東海大学サッカーリーグ２部に所属

する本学サッカー部員の中から無作為に抽出した

８名を対象にした。インターバル形式のミニゲー

ムを行い､携帯用心拍記録装置を用いて、安静時、

練習中、休息中の心拍数をサンプリングタイム10

秒間で経時的に測定し、各時期の生理的運動強度

を求めた。その測定は胸部双極誘導法で記録し、

電極部はテーピングテープで固定し、汗や衝撃な

どによる離脱に留意した。得られたデータは、専

用のデータ処理装置にて解析し、各セットのミニ

ゲーム練習期、インターバル休息期の平均心拍数

を求めた。サッカーの基本技術の指標として、上

方から８ｍｍｖＴＲカメラでゲームを撮影して、

触球数とミスプレーの回数を求めた。血中乳酸値

は、簡易血中乳酸測定器（京都第一科学社：ラク

テート・プロＴＭ）を用いて、練習開始前と４セ

ット目の休息時間終了直後に、指先から採血をし

て分析した。なお、被験者には実験前に研究の

目的、内容、採血の方法などを説明して、同意書

で承諾が得られた者に限って参加してもらった。

また、400mトラックを使用し、最大努力の12分

間走を実施し、各個人の最高心拍数を測定した。

相対的運動強度（以下、％Ｈ Rpeak)は、12分走

で測定された被験者個人の最高心拍数をもとにし

て、各セットのミニゲームと休息時間において、

個人ごとにその値を算出して求めた。

　

ミニゲームは、人数が３対３、ピッチの広さが

30mｘ20m、コーンを利用した簡易ゴールを設け

た。１セットのミニゲームは、ゲーム時間を７分、

休息時間を３分の計10分間として、インターバル

形式で４セットのミニゲーム行い、合計40分間の

練習をした。

　

休息条件は、休息時間中を地面に座位の姿勢で

完全に休息する完全休息群（以下、S －rｅ群）と

休息時間中に歩行をする動的歩行休息群（以下、

WA-re群）とジョギングをする動的ジョグ休息

群（以下、J A －rｅ群）の３群とした。また、２

つの動的な休息の内容は、各自でリラックスでき

ると思う運動強度を設定して、休息時間中すべて

歩行かすべてジョギングで積極的に休息をした。

結果および考察

１．休息方法の違いによる、各セットのミニゲー

ムと休息時間中の生理的運動強度

　

３つの休息方法の違いによる、各セットのミニ

１）愛知教育大学

　

２）名古屋市立宝南小学校常勤講師

　

３）愛知函育大学大学院

　

４）愛知教育大学非常
勤講師
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インターバル形式ミニゲームトレーニングにおける休息方法と血中乳酸について

　

一完全休息と２種類の動的休息が血中乳酸除去に及ぼす影響－

ゲーム中の平均心拍数は図１に、12分走で測定し

た最高心拍数から求めた相対的運動強度（％ＨＲ

peak)は図２に示した。

　

Ｓ 一rｅ群の１セット目の平均心拍数は、

156.1±16.9拍／ｍｉｎの値が得られ、２～４セット

目はそれぞれ、163.8±15.1拍／ｍｉｎ、166.2±14.4

拍/min、163.6±16.4拍／ｍｉｎであり、WA-r

ｅ群の値は１セット目が153.4±16.1拍／ｍｉｎ、以

下それぞれ、159.7±15.1拍／ｍｉｎ、160.6±16.5

拍／ｍｉｎ、163.0±17.9拍/minであった。また、

ＪＡ－ｒｅ群の値は１セット目が159.1±14.5拍／

ｍｉｎ、以下それぞれ、166.1±15.3拍／ｍｉｎ、

169.3±10.9拍／ｍｉｎ、165.2±14.1拍／ｍｉｎであっ

た。各セット間の３群のうち各２群間で有意な差

は得られなかった。

　

相対的な生理的運動強度はS －rｅ群、Ｗ Ａ―re

群とJ A －rｅ群の１セット目の値は、79.7±7.7%

H Rpeak、78.3±7.2% H Rpeak、81.3±5.8% H

Rpeakとなり、３セット目の各群の運動強度は、

それぞれ84.9±6.6% H Rpeak、82.0±7.9% HR

peak、86.5±4.6% H Ｒ peakであった。　４セット

目の運動強度は、83.5±7.5%H Rpeak、83.2±

8.6% H Rpeak、84.4±6.1% H Rpeakであった。

各セットでは、３セット目のＪ Ａ一rｅ群の運動強

度が最も高い値であり、S －rｅ群と比較すると

1.6% H Rpeak高い値であった。各セットともＷ

Ａ－rｅ群、Ｓ一rｅ群、J A －rｅ群の順に高い運動

強度が得られ、４セットの平均運動強度は、それ

ぞれ81.2±1.8% H Rpeak、82.9±2.2% H Rpeak、

84,3±1.9% H Ｒpeakであった。その差は3.0% H

Rpeakから4.5％Ｈ Ｒ peakの範囲であった。各セ

ット間で、それぞれの群間に有意な差は得られな

かった。しかし、休息時間中の運動強度も含めて、

40分間インターバル形式ミニゲームの相対的な平

均運動強度は、S －rｅ群とＷ Ａ－rｅ群の間にはほ

とんど差がみられなかったが、Ｗ Ａ－rｅ群とJ

A―re群との間には7.3% H R peakの差が得られ、

有意な差が認められた（pく0.05）。

　

鬼頭は、6）3対3のミニゲームで、ゲーム時間３

分間（休息時間が160秒）の動的休息インターバ

ル形式のミニゲームの相対的運動強度が83.2% H

Rpeakであったと報告している。これは、本研究
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の結果と同様の結果であった。また、道山は2）、

8分間の４対４ミニゲームの相対的運動強度を測

定しており、フリータッチミニゲームは75.6% H

Rpeak、3タッチミニゲームは79.9% H Rpeakで

あったと報告している。本研究では３つの群とも

にその結果より高い運動強度であった。インター

バル形式のミニゲームは、ルールを工夫して運動

強度を高くする１［回］のミニゲームより高い運動強

度が設定できると考えられる。休息中にジョギン

グを取り入れたインターバル形式ミニゲームは、

他の方法にくらべて、ゲームの運動強度を高く設

定できることが明らかになった。

　

Ｓ一rｅ群は、休息時間中の相対的な運動強度が

４セットとも55% H Ｒpeak前後であり、約30％低

下した。この強度の主観的強度は、小野寺ら1o）が

報告している生理学的強度と主観的運動強度との

関係から検討すると、「かなり楽である。」のレベ

ルである。また、Ｗ Ａ－rｅ群とJ A －rｅ群の休息

時間中の運動強度は、59% H Rpeak前後と68% H

Ｒpeak前後であった。Ｗ Ａ－rｅ群の主観的強度は、

「かなり楽である。」のレベルであり、J A －rｅ群

は「楽である」のレベルである。インターバル形

式のミニゲームは、休息時間に積極的休息として

ジョギング走の強度を75～80％Ｈ Rpeakにする

と、ゲーム中の運動強度をさらに高くできる可能

性があると考えられる。

　

各セットでの相対的運動強度は、３つの群とも

２セット目は、１セット目に比べて高くなり、３

セット目以降は運動強度がほぼ定常状態であっ

た。これは鬼頭6）が、「必要な運動強度を定常状

態で維持するには、インターバル回数が３回以上

必要である。」という報告を同様の結果であった。

つまり、動的休息方法の運動強度を高く設定し、

セット数を増やすことによって、ゲーム中の運動

強度を高くすることができると考えられる。外岡

11）が提唱しているミドルパワー向上が期待できる

運動強度と運動時間とを比較検討してみると、本

研究のミニゲームはそのパワー向上が期待できる

強度と時間であった。そして。各セットのゲーム

運動強度の設定方法（人数、ピッチの広さと形）、

ゲーム時間、休息方法と時間の組み合わせを考慮

して、トレーニングプログラムを作成すれば、



鬼頭，尾崎，道山，伊藤

ゲーム中さらに高い運動強度が得られると考えら

れる。個人個人が生理的に高強度な身体状態にあ

るゲームを意図的に設定して、その状況の中で技

術的、戦術的なトレーニングが繰り返しできるイ

ンターバル形式のミニゲームトレーニングは、実

際の試合において、一人一人の選手が、必要に応

じて、攻撃と守備の両面で素早く・正確な判断力

が付加されたプレーやクリエイティブなプレーが

発揮できる能力を高めるために有効な方法である

と考えられる。

２。休息方法の違いによる血中乳酸濃度値の変化

　

休息方法の違いによる、練習前後の血中乳酸値

の変化は図３に示した。 S －rｅ群のインターバル

形式におけるミニゲーム練習前の血中乳酸濃度値

は1.3±0.5mmol/l、練習後は6.5±3.6mmol/lで

あり、前後の間には有意な差が得られた

(pく0.001)。 WA-re群の血中乳酸濃度値は練習

前後でそれぞれ1.5±0.4mmol/l、4.4±1.9mmol/l

であり、J A －rｅ群の血中乳酸濃度値はそれぞれ

1.3±0.３ｍｍｏｌ/1、3.7±2.1mmol/lであった。両群

とも練習前後間には有意な差が得られた(pく0,01、

pく0.05)。また、３群の４セット目ミニゲーム練

習終了直後の血中乳酸濃度値は、Ｓ－ｒｅ群が最

も高い値を示しＷ Ａ－rｅ群と、J A －rｅ群との間

に有意な差が認められた(p<0.05、pく0.01)。Ｗ

Ａ－rｅ群とJ A －rｅ群との間には0.6mmol/lの差

が得られたが、有意な差は認められなかった。個

人的にみると、３つの休息方法ともにゲーム練習

終了直後の血中乳酸濃度値は低い値で、ゲーム練

習前の値と大きな差が得られない被験者が２名認

められた。

　

心拍数から求めたインターバルの休息時間中の

運動強度は、座って完全休息している方法の方が

ウォーキングやジョギングをする積極的休息方法

よりも低くかったが、血中乳酸濃度からみると有

意に高い値であった。

　

しかし、３群とも４セット

目の休息時間終了後の血中乳酸値は、無酸素性作

業闇値のパラメーターの１つであるＯＢＬＡレベ

ルであった。この闇値についての最近の考え方は、

有酸素性代謝から無酸素性代謝にエネルギー供給

機構が変化する点ではなく、運動に必要な主働筋

による乳酸産生の九進かあるいは酸化による乳酸

除去の抑制のいずれか、あるいはその両方のはた

らきにより乳酸の生成が消失を上回ることによっ

て、血中に乳酸が蓄積し始める点であると解釈さ

れている12)。また、運動中の乳酸の役割について、

Lactate

　

shuttleとういう概念が提示されている。

乳酸は運動中におけるＡＴＰ生成のための重要な酸

化基質であることが明らかになった。生成された

乳酸を基質として利用するのは主に遅筋線維であ

ると考えられている。パフォーマンス向上の立場

から考えると、解糖系で乳酸が生成されるが、そ

の乳酸をいかにして基質として利用できるかがそ

の向上の大きなファクターとなり、ミトコンドリ

アの酸化能力をいかに高めるかが重要となる／)

　

これらのことから、休息時間を完全に休息する

と、酸化による乳酸の除去が抑制されるか、ある

いは、運動中におけるＡＴＰ生成のための酸化基質

として乳酸を利用する機能が低下して、身体内部

において乳酸の蓄積が増加したと考えられる。イ

ンターバル形式のミニゲーム練習において、１セ

ットのゲーム運動強度と短時間に乳酸除去を九進

する休息方法との関係について、さらに研究を深

める必要がある。

３。休息方法の違いによる触球数とプレーミス数

　

休息方法の違いによるミニゲーム４セットの平

均触球数と１セットごとの平均ミスプレー回数は

図４、図５に示した。４セットの平均触球数は、

S-re群が18.8回、ＷＡ－ｒｅ群が19.9回、J

A―re群が21,4回であった。そして、３群を比較

すると、S －rｅ群とJ A －rｅ群との間、Ｗ Ａ―re

群とJ A －rｅ群との間に有意な差が得られた

(pく0.01、pく0.05)。各セットの平均ミス数は、

S －rｅ群が2.6回から4.5回の範囲、Ｗ Ａ－rｅ群が

1.9回から3.4回の範囲、J A―re群が2.5回から4.0

回の範囲であった。各セット間、３群間ともに有

意な差は認められなかったが、Ｓ一ｒｅ群のミス

回数は他の２群と比較して、２～４セット目で多

かった。

　

本研究では、１セットのゲーム時間を７分、休

息時間を３分として４セット実施したので合計40

分のインターバルミニゲーム形式の練習であっ
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インターバル形式ミニゲームトレーニングにおける休息方法と血中乳酸について

　

一完全休息と2種類の動的休息が血中乳酸除去に及ぼす影響-

た。したがって、３つの異なる休息条件のゲーム

は、実際のゲームのパターンをいくつかシミュレ

ーションしていると考えられる。サッカーのゲー

ムは、１つのボールをめぐって、ローパワー発揮

の有酸素系を動員する低・中強度で持続性の高い

プレーに加えて、スピードのある質の高いプレー

を可能にするスピード持久性のミドルパワー発揮

に優れているＡＴＰ－ＣＰ系を動員する高強度の

プレーが交互に反復して繰り広げられている。こ

のように、間欠的な運動においては、ＬＴよりも

はるかに高い運動強度であっても、乳酸の蓄積に

よる疲労を避けてプレーが反復して繰り返しでき

る理由について、山本は13）、「プレー中には有酸

素系とＡＴＰ－ＣＰ系とで高強度のプレー遂行し

て、休息期には有酸素系のエネルギーを用いて消

耗したＡＴＰ－ＣＰ系のエネルギーを再合成し、

次のスピードと強度の高いプレーに再利用する。

こうすれば、LTを超える強度のプレーについて

乳酸系を動員することなく反復することが可能で

ある。このように２つのエネルギー供給機構が効

率よく補完しあえば、乳酸系を動員することなく

ＬＴを超える高強度のプレーを繰り返し継続する

ことが可能である。乳酸系のエネルギー供給機構

が動員されるのは、プレー中の運動強度の増大、

運動持続時間の延長、あるいは休息時間の短縮の

いずれかの原因により、休息期におけるATP-

CP系のエネルギーの回復が不十分となり、プ

レー中のエネルギーが不足する場合に生じる」と

述べている。本研究では、インターバル形式のミ

ニゲームの休息期間を完全に休息する場合と積極

的な休息をする場合を比較すると、血中乳酸が完

全休息の方において有意に高く、触球数やミス数

も有意に多い結果が得られた。これらの結果から、

ゲーム中に完全にプレーをやめて静止してしまう

時間が多いほど、体内に乳酸を多く蓄積して、ス

ピードのある質の高いプレーを繰り返し発揮する

ことが困難になり、プレーのミスが多くなると考

えられる。質の高いオフ・ザ・ボールの動きを高

い頻度で行うことや、サイドバックのタイミング

のよい、高速スピードでのオーバラップの上がり

ともどりの繰り返しや、意志統一がとれたバック

ラインの上げ下げなど、単に体力だけでは解決で

きない、クリエイティブな判断力が付加された質

の高いプレーを前・後半にわたり必要に応じてす

るには、ゲーム中に完全に止まってしまう時間を

できるだけ少なくして、ウォーキングやジョギン

グの時間を多くすることが重要だと考えられる。

これらの能力を向上するためには、インターバル

形式のランニングトレーニングやサーキットト

レーニングに加えて、インターバル形式のミニ

ゲームトレーニングをシステマティックに行う必

要があると考えられる。

　

また、試合のハーフタイムは、前半終了後、選

手が乳酸の蓄積が多い体質であることが事前にチ

ェックされた選手は､監督のミーティング終了後、

後半開始まで時間があれば、軽くジョギングをし

て積極的休息を取り入れて血中乳酸レベルを下げ

ておく方が望ましいと考えられる。

まとめ

　

本研究は、インターバル形式ミニゲームにおけ

る休息方法の違いと練習前後の血中乳酸濃度の関

係について検討して、休息方法の違いが乳酸除去

にどのような影響を及ぼすかについて明らかに

し、科学的トレーニング方法開発の一資料にする

ことを目的とした。そして、以下のような結果が

得られた。

１）ゲーム全体の運動強度は、動的休息群の方が

　　

完全休息群に比べて有意に高い強度が得られ

　　

た。（pく0.05）

2）血中乳酸値は、完全休息群、歩行休息群、動

　　

的休息群とも、練習前と比較して練習終了後

　　

に有意に高い値が得られた。（p＜0.05～pく

　　

0.001）

3）練習終了後の血中乳酸値は、完全休息群と歩

　　

行休息群および動的休息群との間にそれぞれ

　　

有意な差が得られた。（pく0.05,pく0.01）

4）平均触球数は、すべてのセットにおいて、動

　　

的休息群が他の２群に比較して多かった。

５）ミス回数は、３・４セット目のゲームにおい

　　

て、完全休息群が歩行休息群と動的休息群に

　　

比べて多かった。

　

以上のことから、ゲーム中に完全に休息する時
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聞か多くなると、酸化による乳酸の除去が抑制さ

れるか、あるいは、ＡＴＰ生成のための基質として

利用されることが制限されることが考えられる。

体内での乳酸の蓄積が増加していくと、ゲーム中

のプレーに単純なミスが多く出現したり、素早

い・正確な判断力を付加したプレーの質が低下し

たりするなどの悪循環が生じてくることが考えら

れる。これらの能力の質を向上するには、インタ

ーバル形式のミニゲームトレーニングをシステマ

ティックに行う必要があると考えられる。
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血液検査値の変動からみたサッカー競技が選手に及ぼす影響について

佐藤

高井

正夫1）

重雄2）

小石

竹村

はじめに

　

サッカーは世界中で最も競技人口の多いコンタ

クトスポーツである。近年、わが国でもサッカー

競技人口は増加しており、その傷害で整形外科外

来を訪れる患者も少なくない。今回、サッカー競

技という身体活動が選手個人に及ぼす影響を血液

検査値の変動から検討した。

対象及び方法

　

当院サッカーチーム登録選手、男性18名、平均

年齢33歳（24歳～41歳）、平均サッカー競技歴15

年（２年～26年）を対象とした。1994年、我々は

木曽川流域地区（愛知県、岐阜県、三重県）に存

在する10病院（現在は12病院）でサッカーによる

病院対抗リーグを設立し、病院間の交流をも兼ね

て試合を開催してきた。

　

1998年３月28日、４月11日、４月25日に行われ

たりーグ戦３試合における試合の前後で静脈血採

血を行い、その測定値を比較検討した。測定項目

は体重、心拍数、末梢血一般（ＷＢＣ、ＲＢＣ、Hb、

Ｈt、Plat)、乳酸（乳酸オキシダーゼ酵素法）、Iし

6、Iし8（ELISA法）である。

　

競技は、試合時間30分ハーフ（休憩５分）、同

一選手の交代は何回でも可能というルールで行わ

れた。試合会場は天然芝グラウンドであった。

　

対象とした３試合の状況は、３月28日、４月25

日は前日からの降雨のためグラウンドは水浸し状

　　　　　　　

表1

　

ゲームの状況

　

日時

　

天候

　

スコア勝敗

　

3/28

　

曇り

　

Ｏ－９

　

●

　

７名で試合行う

　

4/11

　

快晴

　

１－２

　

●

　

逆転負け

　

4/25

　

快晴

　

２－Ｏ

　

Ｏ

浩久川

正男3）

四戸

松岡

隆基口

敏男4）

態であった。対象人数は、3月28日7名、4月11日

13名、4月25日13名であった（表１）。

結

　

果

体

　

重：３試合とも試合後有意に体重は減少し

　　　　　

た。平均で約1kgの減少であった。

心拍数：心拍数は試合後に有意に増加した。平

　　　　　

均で20～40/minの増加であった。

RBC

　

:赤血球数は試合の前後で有意な変動を

　　　　　

示さなかった。

Hb

　　

:ヘモグロビン値は４月11日の試合で統

　　　　　

計学的に有意な減少を認めたが、他の

　　　　　

２試合においては有意な変動はなかっ

　　　　　

た。

Ht

　　

:ヘマトクリット値は４月11日の試合で

　　　　　

統計学的に有意な減少傾向を認めたが、

　　　　　

他の２試合では有意差はなかった。

plat.

　

:血小板数は３試合ともに試合前後で増

　　　　　

加傾向を認め、４月11日と25日の２試

　　　　　

合で有意な増加を示した。

WBC

　

:白血球数は全試合において有意な増加

　　　　　

を示し、この増加の主体は好中球の増

　　　　　

加であった。

乳酸

　

：乳酸値は全試合において有意に増加し、

　　　　　　

表２

　

各検査値の変動一覧

　

認

　

5悶）昌､）（ぷ‰､）（昌･）g;）（ぷし）（琴、）

【3月28日】

69,6±9.1

　

70± 5 6555±3167 514±19　1S.3±0.8　4S.6 + 2.6

　　

末゛

　

ｌ゛“

　

ｌ１丿

　　

卜

　　　

暴

　　　

1
68.6±9.4 112±10 896S±3279 SIS±23　15.5±0.8 4S.4±2.8

　

【4月１１日】

70.9±9.1 81士

　

４丿會¶

　

↓

１ ０

丿 喩 ｆ

6961±2077

　　

l ●･

S1S±33

　　

↓

15.6±1.0

　　

↓゛

69.8±8.7

　

97±12 87S5士2975 514±3S　lS.-iti.O

　

【4月２５日】

69.0±9 S　89± 9 7087士Z0S5 504±20 1S.Z±O5

　　

↓●●●

　

↓゛”

　

I ...　　１　　　１

68.0±9､Ｓ１１１士12 9^7A士2763 505士Z1　1S.3±O､S

46.6±2.8

　　

↓゛

'≫S.7±2.8

4S.S！1,8

　　

↓
4S.fl±K9

22.7士s.s

　　

卜
24.4土S､5

24.0士S.I

　　

l゛
2S.7±S.7

１１､３土７,４

　　

ｌ丿哨丿

47,4士19､?

14,2±6.1

　　

＆か檜●

43.3±18.3

2s.e士S.6

　

9 9± 3.5

　　

l喩丿

　　

t ***

28.416.3

　

S7､6±42.S

試合荊●●賦合後.゛p≪0.05、゛゛p<0.01, *"p･0.001

１）総合大雄会病院整形外科

　

２）総合大雄会病院検査部

　

３）岐阜大学臨床検査医学

４）岐阜大学スポーツ医・科学
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試合前の測定値の３～６倍に増加した

　　　　　

(表２)。

　

サイトカインの濃度は４月25日の１試合のみで

測定した。Iし６は試合前3.8±1.5 pg/ml、試合後

12.5±9.4 pg/mlと有意な増加を示した(図Ｏ。

　　　　　　　

試合前

　　　　　

試合後

　　　　　　　　

図l

　

IL- 6の変動

IL- 8 は試合前10名がELISAキットの測定限界

0.8pg/ml以下の値で、9.3±17.6 pg/mlから試合後

１

　　　　　　　　

試合前

　　　　　　

試合後

　　　　　　　　

図2

　

1L－8 の変動

523.2±594.6 pg/mlと有意な増加を示した(図２)。

　

今回の測定で３試合ともに出場し、経過を観察

し得だのは５選手であり、ポジション別ではMF

２名、ＧＫ、ＤＦ、ＦＷが各１名であった。体重

S.T.(37B)　M.S. (3B≪) H.H. (41≪〉J､Y.（Z9畿）Y.T（31廠）

臨床検査技師

　　

整形外科医

　

中学校教諭

　

脳神窟外科医

　

外科医
サッカー歴22年

　

23年

　　　

26年

　　　

11年

　　　

16鉦

　　

図３

　

各試合における白血球数の変動

の減少、心拍数の増加は試合日やポジション別で

みても明らかな傾向はみられなかった。白血球数

の増加はポジション別でみても明らかな傾向はな

かったが、乳酸値の増加はフィールドプレーヤー

　　

S.T.(37ie)、　S1,1溜）搬aS）＆昌－　VT (31≪)

　　　　

図４

　

各試合における乳酸値の変動

と比較してゴールキーパーでは増加率が少なかっ

た（図３、４）。

　

４月25日の試合において２選手で試合開始前、

ハーフタイム、試合終了直後、試合終７１時間後、

２時間後の測定を行った。試合開始後から試合終

了直後まで血小板数、乳酸値、Iし８、白血球数

の有意な増加を認めた。白血球数を除く各測定値

表３

　

個人における各検査値の経時的変動

　　

RBC

　

Hb

　

Ht

　

Plat.乳酸IL-6

　

IL-8

　

WBC

【S.T.(37歳）サッカー歴22年臨床検査技師】

　　　

試合前543 15.8 47.9 18.5　7.5 2.3　54.5

　　　

ハーフ545 16.0 48.0 20.8 30.1　2,3　96.4

　　　

試合後S29 15.7 46.5 21.5 n.i　9.0 1051.0

　　　

1時間

　

529 15､S 46､1　18.8　3.9 1.4　　0.8

　　　

2時聞

　

524 15.3 46､1　0.3　4.8 1.4　　0.8

【M.S. (38歳）サッカー歴23年整形外科医】

　　　

試合前499 15.0 45.1　22.6 13,2 5.6

　　　

ハーフ516 15.8 47.8 32.2 63.2 1.5

　　　

試合後502 15.4 45.7 29.1　90.5 S.2

　　　

1時間

　

484 14.7 43.4 24j　12.1　3.2

　　　

2時間

　

474 14.3 42.8 23.5　7.5 1.7

Ｍ
0
0

　
　

5
0

池

(/μ|)

前ハーフ直後1鴫間2時間

　　　　　

(|

／

四

大

●・37鮫、臨床検査妓師
■:38tt.整形外科医

前ハーフ直後１時間2時間

6570
7710

　

9380
10360
10310

　

0.8 10070

　

1.4 15140
40.3 13500

　

0.8

　

13800

　

0.8 18410
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図５

　

個人における経時的変化
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佐藤，小石，四戸，高井，竹村，松岡

は試合終了後１時間の時点で試合前の測定値に復

したが、白血球数は試合終了後２時間の時点でも

依然高値を示していた（表３、図５）。

考

　

察

　

コンタクトスポーツの一つであるサッカー競技

における傷害はアマチュアレベルにおいても少な

くない1)。今回、試合の前後における血液検査値

の変動からサッカー競技という身体活動が如何な

る影響を及ぼしているかを検討した。その結果か

ら、サッカー競技が血液検査値に多大な変化をも

たらすことが明らかとなった。特に、好中球活性

化作用を有するIし８の増加と白血球数の持続的

な増加には何らかの関連があると推測された。

　

我々は、悪性骨軟部腫瘍患者や体外循環器を使

用した患者において、制癌剤投与直後あるいは手

術直後から48時間までの期間に好中球を主体とし

た白血球数の持続的増加を観察しており2) 3)、生

体に対して比較的短時間な侵襲によるIL- 8 上昇

が発端となり、その後の白血球数の持続的な血中

への遊出がおこるという機序を考えている。しか

し、慢性関節リウマチ患者らの血清中、関節液中

において持続的に炎症性サイトカインが高値であ

る病態とは異なるものと思われる4)。

　

将来的な課題として、今回測定した結果がサッ

カー競技中の選手個人の疲労やゲームに対する集

中力の維持と如何なる関連があるか否かを検討す

ることが必要であると考える。
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プロ選手の口腔内状況について

　

Oral Condition in the Professional Soccer Player

村井

　

宏隆1）石原

　

祥世l）片山

　　

直1）司馬

　　

成2）

目

　

的

　

プロサッカー選手において、自己の身体的・精

神的なコンディショニングを行うことは必要不可

欠であり、近年、全身における健康管理の意識は

高まってきていると思われる。しかし、口腔内に

関しては、個人・クラブでの健康管理の意識はま

だまだ低いようである。

　

そこで、国内最高レベルにあるJ1サッカーチー

ムのプロサッカー選手における口腔内の状況につ

いて調査をおこなった。

調査対象および調査方法

１。調査対象

　

1999年Ｊリーグチーム“清水エスパルズに所

属する選手中、トップチームに在籍している30名

の□腔内診査を行った。

２．調査方法

　

調査には、選手に歯科医院に来院してもらい、

エスパルス検診用に作製した診査用紙（図１）を

用いて、以下の項目の診査を行い、歯科治療の必

要性を診断した。

１）口腔内の現症

むし歯の有無等、歯の状態を診査する。

２）粘膜疾患

口腔内の粘膜に異常がないかを診査する。

３）歯石沈着

歯石の付着とその程度の診査をする。

４）歯周疾患

歯周病の有無とその程度を診査する。

５）口腔内の清掃状態

きれいに磨けているかや歯に着色などがないかを

診査する。

６）襖状欠損の有無

歯と歯肉の境目に襖状の欠損があるかを

診査する。

７）不正咬合の有無

歯のかみ合わせを診査する。

回誼診壁鴎
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貪殺の【】腔鈴査の結果９次の通りで亨．

　

Ａ．池原が必要です.

　

B.tt≫t≪Gtで詐しい桟・（しントゲン・）を覚けてくだぞい.

　

Ｃ.今のところ池原の必要ありません．

　

Ｅ．その他（

上記の治麿を終了しました．

年 月

８

　

』

図１

　

口腔診査表

結

　

果

　

今回、診査を行った選手の結果（図２、３）は、

一人平均歯数は、現在歯数30.0歯、健全歯数21.0

歯、処置歯数7,7歯、未処置歯数1.3歯、喪失歯数

0.4歯であり、歯石沈着18名、著しい歯周疾患1

名、喫状欠損２名、不正咬合１名を認め、口腔内

1）明海大学歯学部保存修復学講座

　

2）司馬歯科医院、清水エスパルスチームドクター
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の清掃状態は19名が悪く、歯科治療･精密検査が

必要なものは25名であった。

健全歯数

　

喪失歯数

　

処置歯数

　

未処置歯数

　　　　

『iT両石筆ｉ司

　

図２

　

歯科疾患実態調査との比較

５

　

０

　

５

　

０

　

５

　

０

Ｃ
Ｎ
Ｊ

Ｃ
Ｍ

1
-

t
―

歯
数

考

　

察

図３

　

口腔内の状態

　

今回調査した1999年の結果と、歯科疾患実態調

査（平成５年度）1）の20代一般男性の平均との比

較すると、健全歯数は多く、未処置歯数は少なく

歯だけで見ると、口腔内の状態は比較的良好な傾

向であると思われ（図２）、また、石島ら2）や三

宅ら3）が報告している他のスポーツ選手と比較し

てみても、未処置歯数は少なかった。

　

しかしながら、鈴木ら4）の報告している全日本

大学選抜サッカーチーム候補選手と比較すると、

一人平均未処置歯数に差は認めないが、未処置歯

（むし歯）を認めないもの（図４）は少なかった。

ない

7%

このことから、代表候補に選出される選手とそう

でない選手には、口腔内の自己管理に差があるの

ではと推測でき、エスパルス内でも、元・現代表

に選出されている選手やレギュラークラスの選手

の方が、口腔内の状態は比較的良好であるように

思われ。自己管理能力の差が、選手の活躍にも関

係していると思われた。

歯25

数20

５
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１
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図４

　

未処置歯を認める者
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健全歯数

　

喪失歯数

　　

処置歯

　

未処置歯数

　　　　　

■1998 01999]

　

図５

　

継続して検診した選手の結果

沈着歯周疾患襖状欠禎不正咬合済掃状態要治療

　　　　　　

『■1998石薪

図６

　

継続して検診した選手の口腔内の状態

　

なし

図7

　

1999年における歯石沈着または清掃不良を認める者

　

また、著者ら5､6）の報告している1998年の歯科

検診の結果と重ね合わせてみると、２年連続して

受診した24名の結果においても（図５、６）、処

置歯数、未処置歯数等の歯に関しては、あまり変

化は認めなかったが、歯石沈着と清掃状態の不良

に増加を認め（図７）、治療･精密検査を要するも

のは増加を認めた。特に、清掃状態の不良を認め

た者の増加が著しく、今後、歯周疾患等の増加が

危惧される。
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村井，石原，片山，司馬

　

また、処置歯数、未処置歯数でも、減少傾向を

認めていないことから、う蝕(むし歯)になれば

治療はおこなうものの、過去に治療をうけて治っ

た歯が再びう蝕になっていることが疑われ、これ

らから各選手の口腔内への意識は不十分であり、

特に予防に関しての認識が不足していると思われ

た。

　

連続して受診した選手に口腔内環境に改善傾向

を認めなかったことから、今後の検診の実施に際

しては､その場だけの検診だけを行うのではなく、

各選手が口腔内の状態を十分に把握出来るよう

に、歯科医師らがモチベーションを行い、早期治

療の必要性やブラッシングなど予防を含めた口腔

環境の重要性について十分に説明を行っていくべ

きだと考えられる。特に、歯周疾患に関する認識

を高められるように活動していくべきであると思

われる。

　

口腔内診査を継続して行うことに関しては、全

日本スキージャンプ選手に対して、継続して歯科

検診をおこなった結果、処置歯数が増加し、未処

置歯数が減少し、口腔内の環境が改善したという

石島ら･)の報告もあり、この中に、歯科の受診を

勧告した者の多くが､検診後治療を開始しており、

また、複数回の検診受診後に歯科治療を開始した

ものも少なくなく、このことからは、歯科医学的

サポートは、選手の口腔状態の改善に、継続して

行っていくことが、顎口腔内系の健康管理に対す

る意識の向上させるのに有効なことを示唆してい

ると報告しており、続けて行うことが重要である

と思われた。

　

青木ら8)は、ラットにおける咀哨機能が全身持

久性に及ぼす影響を報告しており、近年、かみ合

わせと全身の関係について様々な報告9~13〉がされ

ており、個々の能力を引き上げ、クラブの勝利に

も関わってくるように思われるため、選手個人に

任せるだけでなくクラブ側としても全身のメディ

カルチェックだけでなく、口腔内の状態も診査す

る必要があると思われる。

　

歯科医師においても、検診・治療を行っていく

だけでなくスポーツ選手における歯科の重要性に

ついて理解してもらえるように、よりいっそうの

活動が必要であると思われる。

結

　

論

　

今回、Ｊリーグチーム“清水エスパルス丿こ所

属する選手を対象として、口腔内診査を行った結

果以下のことが分かった。

１．同世代の一般男性に比べ口腔内の状態は比較

的良好な傾向にあった。

２．連続して受診した選手の口腔内環境に改善傾

向を認めなかった。

３．歯に比べて歯周疾患（歯肉の病気）に対する

認識が低いように思われた。

４．口腔内環境の重要性を認識してもらうために、

歯科医師が活動していく必要を認めた。
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第20巻（2000）

はじめに

Ｊリーグに おけるトレーナーの現状

和田

　

Ｊリーグもすでに８シーズン目を迎え、ほとん

どのチームでメディカル体制が整ってきたところ

である。その中で医師以外の医療スタッフである

「トレーナー」の活躍が注目されており、近年志望

者が増加する傾向にある。今回は、そのトレーナ

ーの現状を明らかにして、資格や業務など、トレ

ーナーの方向性の一助としたい。

方

　

法

　

1999年Ｊ１リーグ16チームに所属するトレーナ

ー（医師以外の医療に携わるスタッフ）に対して

1999年12月にアンケート調査を行った。なお下部

組織（ユース、ジュニアユース、ジュニア）を担

当するトレーナーも加えた。

結

　

果

　

Ｊ１リーグ所属トレーナーの総数は66名で１チ

ームあたり4.1名門～９名）であった。年齢は

34.0歳（23～58歳）であり、トレーナー歴9.7年

（2～29年）、現チーム所属年数5.0年（1～20年

　　　　　　

鍼師灸騨

あんま･指圧･マ7ｻｰｼﾞ'舞

　　　　　　

体育学士

　　　　　

桑皿蚕復師

　　　　　　　

NATA

　　　　　

理孚農魯士

　　　　　　

体冑修士
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その他
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図Ｉ

　

ＪＩリーグ所属トレーナーの取得資格

弘

但し日本リーグ期を含む）であった。

　

取得資格は、鍼師灸師の47名が最も多く、あん

ま・指圧・マッサージ師42名、体育学±10名、柔

道整復師９名、ＮＡＴＡ公認ＡＴＣが３名、理学療法

士、体育学修士がそれぞれ２名であった。また、

日本体育協会公認アスレティックトレーナーは35

名であった。（図１）

　

契約形態は、事業主契約43名(65.1%)、派遣10

名(15.1%)、社員（嘱託含む）６名（9.0%）、ア

ルバイト１名(1.5%)であった。（未回答６名）

　

勤務形態は、60名が常勤で非常勤は６名（うち

４名が派遣）であった。

　

担当カテゴリーは､プロ（トップ､サテライト）、

下部組織（ユース、ジュニアユース、ジュニア）

に分けられるが、各カテゴリーを兼ねて担当して

いるケースも見られ､組み合わせは様々であった。

大きく分けると、プロ（トップ、サテライト）の

みが41名、プロ十下部組織が16名、下部組織のみ

が６名であった。（表１）

　　　　　　　

表1

　

担当カテゴリー

プロ(トップ､サテライト)のみ

　　

トップのみ

　　　　　

9名

　　

トップ十サテライト

　

32名

プロ十下部組織

　　

トップ十サテライト十ユース

　　

トップ十サテライト十ユース十Jユース

　　

トップ十サテライト十ユース十Jユース十ジュニア

　　

サテライト十ユース

　　

サテライト十ユース十Jユース

下部組織のみ

ユース

ユース＋Jユース

ユース十Jユース十ジュニア

Jユース十ジュニア

名
名
名
名

1
2
2
1

41名

16名

名
名
名
名
名

5
4
4
1
2

6名

50

　

業務内容は今回、試合帯同、救急処置、コンデ

ィショニング（マッサージ、鍼等含む）、リハビ

ガンバ大阪
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47

　　　　　　　　　　　　　　　　　

42

　　　

10

　　　

9

3

2

2

　　　　　　　　　　　　　　

35
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Ｊリーグにおけるトレーナーの現状

リテーションＩ（非荷重～部分荷重）、リハビリ

テーションＨ（歩行～ジョギング）、リハビリテ

ーションｍ（ランニング～復帰）、メディカルチ

ェック、フィジカルチェックの８項目として回答

を得た。トップ選手に対するコンディショニング

が最も多かったが、担当のカテゴリーと組み合わ

せると多様な業務内容だった。（表２）

　　　　

表2

　

担当カテゴリーと業務内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カ‾ゴS－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ツ

　　

テラ

　

ユースJｒユースJ「

　　　　　　　　　

試

　

同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

46

　　

40

　　

21

　　

15

　

7

　　　　　　　　　　　

処置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

47

　　

43

　　

20

　　

14

　

7

　　　　　　　

コン丁イショニン

　　　　　

（マッサージ､鍼

　

含む）

　

49

　　

43

　　

18

　　

13

　

7

業務内‘

　

リハリテーションＩ

　　　　　

（主に非荷重､部分荷重期）32

　　

33

　　

18

　　

13

　

6

　　　　　　

リハビリテーションn

　　　　　　

（、行～ジョギング）

　

34

　　

35

　　

18

　　

13

　

6

　　　　　　

リハリテーションⅢ

　　　　　　

（ランニング～復帰）

　

27

　　

28

　　

14

　　

10

　

5

　　　　　　　

メ丁イカルチェック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

23

　　

20

　　

11

　　

8

　　

6

　　　　　　　

フィジカルチェック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12

　　

12

　　

11

　　

8

　　

5

　

業務内容のリハビリテーション（Ｉ～ｍ）への

関与の有無をみたところ、44名が関与（うち８名

が専任）、22名が一切関与していなかった。（図２）

あり44名（専任8名）

　　

非荷重～復帰

　　

32名

　　

非荷重～ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ’8名

　　

歩行～復帰

　　　

3名

　　

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ’～復帰

　　　

1名

なし22名

　　　　

図２

　

リハビリテーションへの関与

　

リハビリテーションに関して、手術後や重症時

に、関連病院にてリハビリテーションを行うチー

ムが11チーム、すべてグランド内で行うチームが

5チームであった。（表３）

　

またフィジカルニ7－チがいる11チーム中、６チ

ームが復帰に際して何らかの連携をしていた。

（表４）

　

外国人トレーナーは３名、いずれも理学療法士

で、国籍はオランダ、ブラジル、オーストラリア

であった。３名とも主にリハビリテーションを担

　　　

表３

　

手術後、重症時のリハビリテーション

すべてグランドで行う

　

5チーム(うち1チームACL

　

のみ全荷重まで)

関連病院にてリハビリテーション

　

11チーム

　

部分荷重まで

　

6チーム

　

全荷重まで2チーム

　

ＡＤＬ可能まで1チーム

　

ジョギング可能まで1チーム

　

グランドと併用

　

1チーム

　　　　　　

表４

　

フィジカルコーチとの連携

いない

　

5チーム

いる

　　

11チーム

　　　

リハビリはみない

　　　　　

5チーム

　　　

リハビリをみることがある

　

6チーム

　　　　　

･フィジカルアップする段階で

　　　　　

･ボールを用いたトレーニングのみ

　　　　　

･すべての動作が可能になってから､復帰までのフィジ

　　　　　

カルアップ

　　　　　

･対人プレーまたはサッカー特有の運動がリハビリテー

　　　　　

ション課程において必要であるとき

　　　　　

･リハビリ最終段階でピッチ上での動きに対応できるか

　　　　　

のチェック

　　　　　

･ボールを使ったトレーニングで復帰までの最終段階

当していた。

　

現在にいたるまで、トレーナーに関する知識を

修得したところは、チーム(62.1%)、治療院

(54.5%)、講習会(50.0％)の３つが半数を超え

た。(表５)

　

表５

　

トレーナーに関する知識の修得(複数回答)

　　　

チーム

　　　　　　　　

41(62.1%)

　　　

治療院(派遣会社含む) 36(54.5%)

　　　

講習会

　　　　　　　　

33(50.0%)

　　　

大学

　　　　　　　　　　

15(22.7%)

　　　

独学

　　　　　　　　　

15(22.7%)

　　　

病院

　　　　　　　　　

13(20.0%)

　　　

専門学校

　　　　　　　

12(18.1%)

　　　

その他

　　　　　　　　　

4( 6.0%)

　

トレーナー業務を経験した場所は、チーム

(84.8%)、治療院(53.0%)の２つが半数を超え

　

表６

　

トレーナー業務を経験した場所(複数回答)

　　　

チーム

　　　　　　　　　

56(84.8%)

　　　

治療院(派遣会社含む) 35(53.0%)

　　　

大学

　　　　　　　　　　

14(21.2%)

　　　

講習会

　　　　　　　　

11(16.7%)

　　　

病院

　　　　　　　　　　

8(12.1%)

　　　

独学

　　　　　　　　　　

4(6.0%)

　　　

専門学校

　　　　　　　　

3(4.5%)

　　　

その他

　　　　　　　　　　

3(4.5%)
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た。（表６）

　

トレーナーに必要な資格を聞いたところ、あん

ま・指圧・マッサージ師44名、鍼師40名、灸師36

名、理学療法±36名、柔道整復師18名、体育学±

17名、ＮＡＴＡ公認ATC14名、資格は必要ないとの

回答が４名あった。（図３）

あんま･指圧･り今-り'●

柔道聾ｌ・

体冑孚士

　

NATA

日休Ｓｱλﾚ９力ﾄﾚｰﾅｰ

　　　　　

心要ない

　　　　

0

　　　

10

　　　

20人類30

　　　

40

　　　

50

　

図３

　

トレーナーに必要と思われる資格（複数回答）

　

将来については、43名(65.1%)ができるだけ

続けたいとし、12名（18.1％）がいずれやめると

している。（表７）

　　　　　　　

表７

　

将来について

できるだけ続けたい43名(65.1%)
いずれやめる

　　　

12名(18.1％)

　

開業

　　　　　　

ﾌ名

　

学校関係

　　　　

2名

　

具体的にはない

　

2名

　

開業ｏr学校関係1名
その他(わからない状況に応じて)

未記入

　　　　　　　　

8名

考

　

察

3名(4.5%)

　

鍼師灸師、あんま・指圧・マッサージ師の有資

格者が多かった。しかしながら取得資格がそのま

ま業務に結びついているわけではなく、中にはリ

ハビリテーション専任のトレーナーもいた。

　

トレ

ーナーに必要とされる資格の回答のなかで、理学

療法士、柔道整復師、体育学士、ＮＡＴＡ公認ATC

の回答が実際の取得資格よりも多いことから、ト

レーナー自身も取得資格と実際の業務に何らかの

ギャップを感じていると推測される。今後は日本

体育協会公認アスレティックトレーナーをベース

として、実際の業務に必要な医療資格を組み合わ

せていくべきだと考えられる。

和田
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契約形態では65％が事業主契約であった。今回

の調査では回答がほとんど得られなかったが、１

年の契約期間が多いようである。医療体制を充実

させるためにも複数年での契約が望ましい。経済

的な面で将来を不安視しているトレーナーもいる

ので今後改善すべき点でもある。

　

業務内容は、担当のカテゴリーと合わせると多

岐にわたっていることがわかる。また、リハビリ

テーションを例にとると、約３割のトレーナーが

関わっておらず業務内容が全く異なるトレーナー

存在することになる。大きく分けると以下の３タ

イプに分けられる。

１．コンディショニング型

　

試合帯同し、疲労回

　　

復を目的とする

２．リハビリテーション型

　

リハビリテーション

　　

を中心とする

３．複合型

　

試合帯同、リハビリテーション等す

　　

べてをこなす

　

また、関連病院や、フィジカルコーチとの連携

も見られることからコーチングスタッフ、医療関

連施設の状況に応じておのずから業務の範囲も変

わってくるようである。

　

同一チームに下部組織を持つことは、野球等の

プロスポーツにはないJリーグが誇るべき点であ

る。

　

トレーナーにおいても専任、兼任あわせて22

名が何らかの形で下部組織に関わっている。育成

期の大切な時期に自己管理能力を備えさせるため

にも、さらなる充実が望まれる。

　

トレーナーに関する知識修得や経験を、チーム

や治療院（派遣会社）で得たという回答が多かっ

た。

　

トレーナーはスポーツ現場で得られる知識、

経験が重要なことから､今後どういう機関であれ、

充実した現場研修が行えることが良きトレーナー

の養成につながると考えられる。

　

トレーナーといっても、資格、業務内容は非常

に多岐にわたっている。

　

トレーナー自身が、自分

には「何かできて、何かできないのか」また「何

をやってはいけないのか」を明らかにしていくこ

とによって今後の方向性が出てくると考えられ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

40

　　　　　　　　　　　　　　　　　

36

　　　　　　　　　　　　　　　　　

36

　　　　　　　

18

　　　　　　　

17

　　　　　

14

　　　　　　　　　　　　　　　

33

4



まとめ

Ｊリーグにおけるトレーナーの現状

　

1999年Ｊ１リーグに所属するトレーナー（医師

以外の医療スタッフ）の現状を調査した

・取得資格は鍼師灸師、あんま・指圧・マッサー

　

ジ師が多かった。

･業務は多岐にわたっており、同じトレーナーで

　

も業務内容が全く違う例もみられた。

・現状を踏まえ、今後のトレーナー養成の参考に

　

することが望ましい。
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

成長期サッカーヘルズチェックシートの作成

大場

　

俊二1） 高司

山下

博美口

　

羽田野

さおり2）

誠也１）

目

　

的

　

成長期サッカー選手のメディカル・チェックの

必要性は広く認められてはいるか一般現場では普

及しているとはいえない。これは内容が多岐にわ

たり、またドクターの関与が必須なためと思われ

る。そこで今回、整形外科的メディカルチェック

を行い、その結果よりスポーツ障害発生の予防を

目的として「最低限把握すべき内容」を簡便化集

約し、指導者（監督・コーチ）が行えるようにま

とめた、ヘルスチェックシートを作成したので紹

介する。

対象及び方法

　

対象は大分県内小中学生サッカー選手314名で.

U-12 (小学6年生) 159名、Ｕ-15（中学生) 155名、

内訳は（表1）に示す通りである。

　　　

ElB

　　　　

大分県内小中学生サッカー選手計3】4名

　　　　　　　

人数

　

身長(cm)体重（kg）年令（才）

　　　　

に1;ぷぷ昌ヅ

(内訳)

県トレセン

クラブテーム

小学校チーム

　
１
ご
Ｊ

9
9

Ｔ

3
0
1
2

Ｈフ

ノ
・

　　　　　　　　　

表1

　

対象

　

方法としてまず日本サッカー協会スポーツ医学

委員会の様式に準じたアンケート調査を行った。

内容は①サッカー開始年令②経験ポジション③サ

ッカー以外のスポーツ歴④練習時間⑤試合回数⑥

1週間以上休んだサッカー傷害の経験⑦現在の症

状の有無⑧オスグッド病、腰椎分離症に対する理

解度⑨受診先医療機関などである。ついで直接検

診を練習会場、試合会場及び自院にて行った。内

容はalignment、laχity、tightnessのチェックそし

て圧痛、運動時痛などである。 laxityは手関節、

肘関節、肩関節、股関節、膝関節、足関節に脊柱

を加えた７部位を評価する中嶋らの方法1)で、

alignmentはＯ脚、Ｘ脚、扁平足、凹足について視

診で、またtightnessについては腸腰筋、大腿四頭

筋、大腿屈筋群、下腿三頭筋の４部位に立位体前

屈を加えた鳥居の方法2)により検査を行った。

結

　

果

　

アンケート調査の結果では、有効回答がU-12

で157名、U-15で155名であった。過去に１週間

以上練習を休んだサッカー外傷の既往は各々

13.4%、37,4%であり、足関節が最も多く、つい

で膝、大腿、手関節などであった。

　

１週間以上練

習を休んだサッカー障害の既往は各々9.6%、

33.5%であり、部位はU-15で膝、腰部に多発して

いた。外傷、障害ともU-12では多くはないが。

U-15では約３倍に急増していた。「現在、痛い所

はありますか」との質問には各々28.7%、35.5%

があると答えた。部位はU-12では足部、膝、足

関節、アキレス腱が多く、U-15では腰、膝、足

関節、足部の順に多かった。また、直接検診で腰

部､下肢の局所の圧痛､運動時痛などを調査した。

圧痛の認められた部位とその頻度は、U-12では

脛骨内側が最も多く32.1%、ついでアキレス腱

31.2%、腰部は運動時痛を含めて16.4%、脛骨祖

面は3.1%、また足関節の圧痛、運動時痛、不安

定性は6.9%に認められた。 U-15では腰部が最も

多く24.5%、ついで脛骨内側21.6%、アキレス腱

が17.1%であり、足関節は15.2%であった（図１）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
１）大分県サッカー協会医事委員会

　

２）大場整形外科クリニック
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サッカー外傷、障害、現症のアンケート調査と

直接検診による圧痛発現頻度

laxityscoreは７点満点中、平均点U-12が2よＵ-

15が2.7で４点以上は各々16.4%、24.5%にみられ

た。alignmentでは〇脚が各々36.5%、54.2%に、

Ｘ脚が8.2%、1.9%にみられた。また扁平足は

各々45.6%、49.0%にみられた。 tightnessではＵ-

12、U-15は各々、傍脊柱筋がＦＦＤ平均一

2.0cm, -8.6cmで、（＋）例が24.5%。4.5%に、

下腿三頭筋が足関節背屈平均19.0° 16.3°で、10

°以下が13.5%、20.6%にみられた。大腿屈筋群

がSLR平均86.8°、85ダで、70°以下が5.0%、

4.8%に、腰腸筋が膝窟床間距離平均3.３ cm,

4.9cmで、５Ｃｍ以上が25.8%、46.8%に、大腿四頭

筋が躇腎間距離平均0.1cm, 0,6cmで（＋）例が

4.4%、21.3%にみられ、これらを要注意群とした

（表２）。これら要因と圧痛発現率との関連をみる
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表２

　

身体要因の検査結果

とヽまずjointlaxityでは４点以上の要注意群では、

膝蓋骨周辺の圧痛がU-12、U-15とも有意に高く、

U-15で、脛骨内側が有意に低かった（Pく0.01）。

alignmentではU-12では有意の差はなかったが、

U-15でアキレス腱部の圧痛発現率に有意差がみら

れた（Pく0.01）。tightnessではU-12で下腿三頭筋、

大腿屈筋群、腸腰筋の要注意群が腰部の圧痛、運

動時痛について有意に高く、SLR70°以下で、ア

キレス腱の圧痛に有意差がみられた。また、Ｕ-

15でも腸腰筋要注意群が腰部の圧痛、運動時痛に

ついて有意に高く、ＦＦＤ（＋）例は脛骨内側の圧

痛に有意差がみられた（Pく0.01）。

考

　

案

　

少年期スポーツのメディカル・チェック内容と

して、整形外科的なものの他に、内科的メディカ

ル・チェックがあげられる。最も問題となるのは

突然死であるが、学齢期の子供においては各種学

校検診が実施されており、これを充実させること

が重要で､貧血などに関しても、この情報を収集、

利用することが最も現実的と考えられる5）。

　

トッ

プレベルにおいては、血液、尿検査なども行い、

オーバーワークなどの指標としうるが、一般児童

に対しては現実的でない。

　

整形外科的メディカル・チェックの目的は身体

測定による発育度の把握、個体要因の把握、個人

の問題部位（ウィークポイント）の把握であると

考える。個人の問題部位の把握は問診により外傷、

障害歴を確認し、直接検診により後遺症となって

いる部位がないかどうか調査する。今回の調査で

はU-12では外傷歴、障害歴とも比較的少なかっ

たが、U-15では大幅に増加し、外傷は足関節が

圧倒的に多く、障害は膝、腰部に多発していた。

少年時代より継続してチェックすることが望まし

いが、中学年代で初めての場合は、問診がより重

要となる。直接検診における圧痛の検査ではＵ-

12で脛骨内側、アキレス腱、足部などの比率が高

いが、U-15ではこれらが減少し、腰部、足関節、

脛骨粗面に圧痛、運動時痛を認める比率が増加し

ていた。これは単なる個体への過負荷からクロー

ス・スパートの時期に特徴ある部位の症状が発現

しているものと考えられる。腰椎分離症、オスグ

ッド病など、成長期特有の障害4）が疑われ、精査

の上、厳重な指導が必要と考えられ、二次検診が

すすめられる。
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個体要因と症状発現との関係では、laxityで

score4点以上の群で、膝蓋骨周辺の圧痛発現率が

有意に高かった。またalignmentでは、扁平足に

おいてアキレス腱部の圧痛に有意差がみられた

が、これは視診の基準に問題があった可能性があ

る。tightnessでは腰部の圧痛、運動時痛、アキレ

ス腱部、脛骨粗面、脛骨内側の圧痛に関してFFD

（＋）、SLR70°以下、足関節背屈10°以下、膝窟

床間距離５ｃｍ以上、蹟腎間距離（＋）例など要注

意群では有意差がみられた。以上よりtightnessが

症状発現に最も関連が深く、これは必須な検討項

目と考えられた6）。また発育度の把握としては、

成長速度曲線3）を用いるのが現実的で、過去の学

校検診のデータを収集し、かつ年１［亘］～４回の体

格測定を行い、発育度を把握した上で、トレーニ

ング指導を行う必要がある。

　

以上のことを考慮した上で、現場の指導者が実

施できるものとして「成長期サッカーヘルスチェ

ツクシート」を作成した（図２）。これは体格、

　　　　

＠成艮川サッカーペルス・チェック・シート＠
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フに成長速度曲線を作成する。柔軟性テストは前

述の５項目について、右側のマニュアルにそって

行い、記録をし、要注意群に対しては正しいスト

レッチングを重点的に指導する（図３）。圧痛に
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ストレッチ指導マニュアル

関しては、右図に示した部位をチェックし、土で

記入する。注意書きとして①自覚症状の強い場合

②腰部､脛骨粗面､足関節に異常を認める場合は、

スポーツ医への受診をすすめること、また出来れ

ば年１回スポーツ医のメディカル・チェックを受

けることを記載している。この方法は現場で実施

可能なように簡便化集約されており、これによっ
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成長期サッカーヘルス・チェックシート

柔軟性テスト、圧痛所見の3項目のみからなり、

年４回、３ヶ月に１度、指導者がチェックするも

のである。体格は身長、体重の測定を行い、グラ

難言

三誓鶯護三
ｉ ● 馮 書 ３

こg9ミｊ ・●●ｙ ･･－ｓ●ｓ（Ｆ･．●ｙＦ丿－a●●lこ噫丿しf●1r丿41ﾇ羞1
・Z卜g●S・てｰITSj｀|‘●’奉蓼SS●・●丿y曙-●1●r丿｀ly11

●●9｀r’

7・/？●・4こ１･ｌ●ａ４ＺＳむ･･1gfr，●f.

IW●lj

　　

・・･SIQgk’g丿Ｉ

ａ ｔ ｇ ● Ｓ Ｉ Ａ ● ● ? ｆ ● ７ ｔ ｉ - １ ｔ ｔ

s ● ｔ Ｓ ａ ｋ ● － Ｓ Ｉ ･ ･ ｔ こ ６ ｔ １ １ ６

ａＳＳｔ６●ｙり･ｊｋｇ恥

・ＳｇａＡが●●ふyf.

八ｌ･IJW^'J丿ｙｉ

　

μ･f吸タヌ１１１ｐ●ｌｌ¶

　

・しゝ－友l佃ＳＭｔα９

使用方

ｌ ゛ ／ ｒ ｔ 皇 I S e S 4 t S

図４

　

成長期サッカーヘルス・チェックシート

法と解説

・ ● f 』 ¶ （ 〃 1 r 4 a 乃 a S い こ う ｒ Ｓ ｔ

□

言

べ

ぺ

ぺ

１

１

｜
｜

㎝ｔ●ＩＱ４・・Ｖ．●ｉ麟自一可ｌ●

･寸ﾇＺ●ｇＩＵＱｉｔ●●Ｓｉ

ＸヾａｌｔｊＳＱｒｆｌ･．

Ｓ ● φ ｙ ● ｔ ｌ ｌ ｌ ｔ ･ （ ４ い ･ ．

●1･め・1111711？●4S4el･

●･･･●n一E.rql.lりてート･て４だ●

●錬がi・・●aKI々ゆCfag－れif

●●4元鳶●心ヽ●l●11こＳ･１４間●ＡルM/rj・あｆｓＰｙＱＳｌｔ

ぽ心爾今ａ４ＳＩＳ九八6元●７７角●ｔ胃S4aＣゝで7.

ペ

ベ

・皿皿島をＳａしてよ砥の練甘を行うと逢－のｌ曝肪か陳●

‘でれぞれのつ草知よ員朧ぐ荊吸へ鴎り

　

の崔の外■Htfneないようにする．



成長期サッカーヘルス・チェックシートの作成

てスポーツ障害の発生が予防できると共に、指導

者が発育期の変化のある子供の身体に理解をもつ

こと、また選手自身も健康管理の意識が芽生える

ことが期待できる。

　

現在、このヘルスチェツクシートに「使用方法

と解説」（図４）をつけて、大分県内第４種登録

全124チームに配付し、また県内を５地域に分け

て、講習会を開催、その普及に努めている。

まとめ

　

1 . U-12、U-15サッカー選手に整形外科的メ

ディカル・チェックを行い、傷害部位の把握を行

った。 ２．この年代の身体要因を調査し、平均値

を算出した。 ３．身体要因と症状発現との関連か

らtightnessのチェックが最も重要と考えられた。

４．現場で実施可能な指導者が行う、障害予防ヘ

ルスチェックシートを作成し、その利用法を考案

した。5.現在、大分県内にて医事委員会が講習

会を開催し、普及をすすめている。
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

クラブチームにおけるユース年代の「目と視力」に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　

＝第１報＝

　　　　　　　　　

高見渾純子1）中塚

　

義実1）

■はじめに

　

日本クラブユースサッカー連盟は、1996年度に

日本クラブジュニアユース連盟と日本クラブユー

ス連盟が合併して設立された連盟である。その際、

科学研究委員会も組織され、1997年度以降、Ｊヴ

ィレッジにおける夏の全国大会出場チームを対象

とする調査研究を中心として様々な活動に取り組

んでいる。過去の調査研究については、研究成果

を各チームヘフィードバックするとともに、サッ

カー医・科学研究会においても発表しか11）。

　

1999年度より、本委員会では選手の「目」の問

題への取り組みを開始した。

　

人間の情報の90％は「目」から入ってくる・2）。

サッカーにおいても、状況を判断する際に「目」

が重要であることは誰もが感じているはずであ

る。「Look Ａｒｏｕnd」「EyeContact」「良い視野の

確保」など、目に関する指導言葉が多いことがそ

のことを物語っているといえよう。

　

しかし、目そのものについては、サッカー関係

者はこれまで、あまりにも無頓着すぎたのではな

いか。「ビジュアルトレーニング」を論じる以前

に、いわゆる視力の低い選手を指導者が把握でき

ていないこともあると思われる。合宿などでサッ

カー以外の生活場面で選手と接してみてはじめ

て、「普段はめがねをかけている」ことがわかる

こともあるのではないだろうか。特にクラブユー

スの指導者は、学校の教師とは異なり、日常的な

選手の姿に触れる機会が相対的に少ないだけに、

このようなことも起こりやすいとも考えられる。

また、ナイターで練習することの多いクラブユー

ス選手にとって､視機能の問題はより深刻である。

　

このような現場からの問題意識とともに、クラ

ブユース東西対抗のスポンサーである㈱メニコン

との協力関係もあり、「目」に関する問題への取

り組みを開始したのである。

　

まずは1999年度の全国選手権大会で、選手･指

導者にアンケート調査を行い、研究の取りかかり

としたので報告したい。

・調査目的

　

クラブユース選手の視力の状況を把握するこ

と、および指導者が選手の視機能をどの程度把握

しているかを明らかにすること

■調査方法

　

質問紙によるアンケート方式

■調査対象及び回答者数

　

調査対象は、1999年８月に福島県Ｊヴィレッジ

において開催された第23回日本クラブユースサッ

カー選手権（Ｕ-18）大会および第14回日本クラブ

ユースサッカー選手権（Ｕ-15）大会の、参加全チ

ームの選手・指導者である。参加全56チーム中、

選手1,156名（Ｕ-18…490名、U-15…666名）、指導

者55名から回答を得た。

■調査結果

１．選手は４割弱、指導者は約２割の者が自分の

視力を知らないという結果を得た（図１）。

　

今回の調査では、チームスタッフにも選手にも

自分の視力を知っているかどうかを質問した、最

近の学校での定期健康診断では、視力は測定値で

はなく、A, B, C, Dで表す判定値として結果を

１）日本クラブユース連盟科学研究委員会
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返却しているので、回答欄にもそのように記入す

る者が見られた。しかし今回は自分の視力を数値

で認識していることを期待して質問したので、判

定値を記入した者については無効回答とした。ま

た、視力測定値としてありえない数値(2.8､0.75

など）を記入した者についても同様の扱いとした。

　　　　　　　　　　　　　　

口はい

　

36s

　　　　　

匹

　　　　　　　　　

19%咄ぶこ４

　　　　　　　　　　

選手

　　　　　　　　　　　　　

スタッフ

図１

　

「自分の視力を知つていますか？」

２。選手のうち、視力矯正をしている者は15％で、

その方法としては眼鏡､ソフトコンタクトレンズ、

使い捨てコンタクトレンズの順に多く、ハードコ

ンタクトレンズはわずかだった（図２）。

０
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9０

　　　

85S

　　　　　　　　　　　　　

ド"丿

図２

　

視力矯正をしていますか？(選手対象。数字は％)

３．日常の視力矯正の方法として眼鏡を用いてい

る者で、サッカーをする時にはコンタクトレンズ

に切り替える者もいたが､単に眼鏡を外すだけで、

視力矯正をしない状態でプレーしている者も多か

った。このことはプレーに支障があるぽかりでな

く、練習あるいは試合中のリスクマネージメント

の観点からも改善を急ぐべきである。

４．コンタクトレンズの扱いや使用について不安

を訴える回答が複数あり、サッカーをする上でコ

ンタクトレンズによる矯正が定着していない状況

がうかがえた。

　

プレー中のみコンタクトレンズを使用する者も

いたが、コンタクトレンズはハード、ソフトおよ

び使い捨てタイプのコンタクトレンズを用途に合

わせ使い分けることにより、本来の効果が期待で

きる。しかし前項ともに、残念ながらそのような

助言を得ている選手は少なかったことになる。

５．一方で全選手を対象に、視力が低下した場合

に起こり得る状況を想定し、該当することがある

かを問うたところ、パスヘの反応が遅れることが

ある、予期せずボールにぶつかったことがある、

ナイターゲームは眼が疲れる、距離感がつかめな

いなどの項目でそれぞれ回答が100名を越えてい

た。（図３）
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該当することがありますか？(選手対象

　

数字は人数)

６。逆に視力矯正をした効果として、視界が広が

った、ボールの回転やパスのコース・遠くの選手

の動き、スコアボードや時計表示（残り時間）な

どもよく見えるようになったなどがあげられてい

る。（図４）

嗅界が広がった

その他

図４

　

視力矯正をしてどんな利点がありましたか？

(選手対象。数字は人数)

　

このことからもコンタクトレンズ使用に対する

不安感から視力矯正をせずにプレーするよりも、

適正な視力を得てプレーした方が良い結果が期待

できることがわかる。

７．今回の調査では、自チームの視力矯正をして

いる選手を正確に把握している指導スタッフは、

11％に過ぎなかった。（図５）

　

選手対象のアンケート結果と照らし合わせた結

果、自チームの選手の中で視力矯正をしている者
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高見，中塚

　　　　　

いいえ

　　　　　　　　　　　　　

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　

はい（誤答）

　　　

はい（正答）

　　　　　　　　　　　　　

40K

図５

　

自分のチームの中で視力矯正をしている選手を知

つていますか？（指導者対象）

を、指導者が正確に把握していないという結果が

得られた。把握しているつもりであっても、その

８割は誤答であった。

　

この結果に関しては、指導者自身の視力も影響

しているものと思われる。コンタクトレンズは外

見上装着していることがわかりにくいため、この

結果はある程度予想できたことである。しかし視

力矯正が望ましい視力であるにもかかわらず、何

の手段も講じていない選手も存在しており、これ

らの選手は視力矯正することでパフォーマンスの

向上が期待できる（［図４より］ことから、指導ス

タッフにはサッカーのプレー面の評価のみでな

く、選手個々の身体面での情報も把握しておくこ

とが求められるのではないだろうか？

８．ビジュアルトレーニングについて、指導者55

人中20人が知らないと答えている。練習方法等に

ついては、スポーツビジョン研究会の諸先生が既

に種々考案・開発されているが、まだサッカーの

指導現場には浸透していないようである。今後の

研究・啓蒙活動が必要である（図6）
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図６

　

ビジュアルトレーニングについて知つていますか？

(指導者対象。数字は人数)

９。視力矯正の有無にかかわらず、ナイトゲーム

では眼が疲れるとの訴えもあり（図３）、このよ

うな点にも、練習時刻が遅くなりがちなクラブチ

ーム特有の問題が見られた。

■考察

　

今回の調査では、視力矯正が必要な選手が存在

しているにもかかわらず、指導スタッフがその事

実を把握していないために、適切なサポートがな

されていない状況が明らかになった。

　

視力矯正は選手本来の力を発揮させるための第

一歩であり、パフォーマンス改善のために有効な

手段となることが予想される。

■おわりに

　

今回の発表は、研究の取り掛かりの第１報であ

る。今後は、ユース年代の視力に関するデータを

さらに蓄積し、詳細に、あるいは視点を変えて分

析していく予定である。できるだけ早い時期に、

利用しやすい形で現場ヘフィードバックしていく

所存である。また、日本クラブユースサッカー連

盟としては、調査・研究活動とともに、シンポジ

ウムの開催、報告書の作成などを通して啓蒙活動

を行いながら「目」の問題への取り組みを進めて

いきたいと考える。

　

今回の調査にはスポーツビジョン研究会の真下

一策先生、同愛知工業大学の石垣尚男先生の多大

なるご助言とご指導を頂戴したことを報告に加

え、この場を借りて厚く御礼申し上げます。同様

に大会期間中にもかかわらず、快く調査にご協力

くださった関係各位にも心よりのお礼を申し上げ

ます。

＜注一覧＞

注１）榎本恵子「クラブユース大会(U-18,U-15)

　　　

におけるサッカー選手のコンディショニン

　　　

グ」，高倉亜維「クラブチームに所属する

　　　

ジュニア期男子サッカー選手の生活時間構

　　　

造」いずれもサッカー医科学研究第18巻

　　　

(1998)所収

注２）「アイコンタクトシンポジウム」（日本クラ

　　　

ブユースサッカー連盟，中日新聞社，㈱メ

　　　

ニコン主催, 1999.9.14)における田中英武

　　　

氏（メニコン社長）の発言より
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

ジュニアユース選手の足部評価調査

　　

及び調査結果からの一考察

恒川

　

秀紀1 山下

　

則之2）兵藤

　

鋭司1）石川

　

益郎1）

はじめに

　

Jr.Youth年代の選手が、特定の原因がないにも

かかわらず、各部位の疼痛を訴えたり、スポーツ

傷害を有している場合がある。そして、それらが

或る年齢層を境に、出現頻度が高くなるため、

我々は､’97柔軟性の側面から報告し、傷害と柔軟

性の欠如の関連について述べた。

　

今回は加えて、足部評価も行い、疼痛・傷害に

至る以前に、下肢、特に足部に変化の“兆’･が出

現する選手を多く発見した。

　

この“兆”を早期に発見し、適切な処置を施す

ことで傷害予防に繋がる知見を得たので、考察を

加え報告する。

方法

１、調査日

　

１）平成10年12月20日

　

２）平成11年10月９日

　

上記２日間、のべ93名の選手に対し、調査を行

った。尚、一年程期間を明けたのは、後述する対

処法を行った結果を追跡調査したためである。

２、調査対象

　　　　　　　　　

'98.12.20.

　　

■99.10.9.

　　　

計
８歳

　　　　　　

１

　　　　　　

１

　　　　　　

２
９槻

　　　　　　

３

　　　　　　

２

　　　　　　

５
１０歳

　　　　　　

36

　　　　　

4

　　　　　

40
11歳

　　　　　　

25

　　　　　

6

　　　　　

31
12歳

　　　　　　

11

　　　　　

4

　　　　　

15

　

計

　　　　　　

76

　　　　　

17

　　　　　

93

３、調査項目

　

1) Alignment

表１

:Q-Angle

　

Leg Heel-Angle

2) R.O.M.

３）足趾変形

４）足底弓

　

踪間距離

：足関節底屈

　

背屈

：母趾外反

　

小趾内反

　

足趾屈曲変形

：縦アーチ

　

横アーチ

　

外側アーチ

５）足底部の変化：脱眠

　　　　　　　　　

鶏眼

　

６）その他

　

７）既応

結

　

果

　　　　　　　　　　　　　　　

･98.12.20.

　　

･99.10.9.　　　全体

　

Q-Angle (O脚等）　30 (39.0%)　13 (76.0%〉　43 (46.2%)
L-H Angle　瞳外反　　23 (30.0%)　5 (29.0%)　28 (30 1％）

　　　　　　　　

瞳内反

　　

6（8,0％）

　　

1 ( i.0%)　7（7.5％）

背屈制限（20°以下）

　

44（58.0％）

　

8 (47.0%)　52 (56.0%)
底屈制限（50‘以下）

　

5（6.5％）

　

3（4.0％）

　

8（8.6％）

　　

縦アーチの低下

　　

15（20.0％）

　

7 (41.0%)　22 (23.6%)

　　

横アーチの低下

　　　

B (10.5%)　7 (41.0%)　15 {16.0%)

　　

外側アーチの低下

　　　　

０

　　　　　

０

　　　　　

０

　　　

足趾屈曲変形

　　　

43 (560%)　13 (76.6%)　56 (62､o％）

　　　　

母趾外反

　　　　

5 ( 6.5%)　2く11.0％）　7 ( 7.5%)

　　　　

小趾内反

　　　　

6 ( 8.0%)　　1（6.0％）　7 ( 7.S%)

　　　　　

誹砥

　　　　

13 (17.0≪)　1 ( 6.0%)　14 (15.0%)

　　　　　

鶏眼

　　　　　

3 ( 4.0%)　　　0　　　　3 C 4.0%)

　　　　

外脛骨

　　　　

15 C20.0?≪)　5（30.0％）　20 (21.5%)

　　　　　

瞳足

　　　　　

1（1.0％）

　　　

0

　　　　

1（1.0％）

　　　

尋常性虎贅

　　　　

2 ( 2.6%)　　　0　　　　2 ( 2.5%)

考

　

察

表２

　

調査結果より、特筆すべきは、’97報告したよ

うに、10歳前後より、今回も柔軟性が低下してい

る点と、足趾屈曲変形が高頻度で出現している点

である。

　

また、静的Alignment不良及び、基本動作を十

分に習得していないため動的Alignmentが不良を

１）愛知県サッカー協会

　

２）名古屋グランパス£イト
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ジュニアユース選手の足部評価調査

　

及び調査結果からの一考察

きたし、アーチの低下、足部の変化に繋がってい

くものと考えられる。

　

不良肢位でのPlayを継続している為に引き起こ

される、足部の変化の“兆”を早期に発見し、不

良肢位等原因に対する適切な処置を施すことによ

り、傷害を予防することができると考える。

対

　

処

我々が行っている処置・処方は以下の通りであ

る。

１）足底板療法

２）足の本来の機能を賦活させるテーピング

３）シューズに関するアドバイス

４）基本動作の習得

１）足底板療法に関しては｡「F.O.I.」「D.S.I.S.」

　　

「ダイナソール」等種々存在するが、我々は、

　　

比較的安価で、人手し易く、処方し易い

　　

「D.S.I.S」を利用している。

　　

各処方に関しては、図に示す通りである。

　　　　　

図1

　

各症例に対する足低板療法

追跡調査によると、一年経過で足底部の変化

に関しては、良好な結果が得られたが、

Alignmentの補正に関しては、芳しい結果を

得られず、今後の課題となった。

２）テーピングは、正常な足を再現し、足の本来

　　

の機能を再現することを目的とした方法を考

　　

案した。

　　　

全て、伸縮性テープを用い、足関節に関し

　　

ては、図に示す通りである。

　　　

特に、各種アーチの補正、前足一中足一足

図２

　

足の本来の機能を賦活させるテーピング

根部をNeutralに保ち、足関節底・背屈を充

分行えるよう工夫した方法である。

３）シューズは、サッカー選手の場合、特に足に

　　

フィットした感じを好み、小さめの靴を選択

　　

する傾向にある。これは、言い換えれば、

　　

「ゲンコツを握って逆立ちをしている状況」

　　

に似ており、足の本来の機能を正常に働かす

　　

には、不都合であるため、我々は１サイズア

　　

ップ(0.5cm大きめ）を勧め、足趾を充分に

　　

使える状況を作り出し、これに足底板を処方

　　

している。

　　　

シューズに関しては、また、個人の足の形

　　

状や、嗜好の問題もあり、これと示し勧める

　　

ものがないのが現状であるが、重心移動に対

　　

するアウトソールの形状（特に外側アーチ部

　　

の保持）、母趾球―小趾球間での屈曲性、ヒ

　　

ールカウンター、スパイクのポイントの位置

　　

等々から、Ａ社の製品がスポーツ医学の立場

　　

からは、優良と考えられる。

　

図３

　

スパイク、トレーニングシューズのアドバイス

烈こ＿.._.__...こ当-･し_.._………＿...＿

　

アウトソール

　　

...

ﾐ.j--r･･ﾐI｀.'/

　

しかしながら、ラストが狭いため（一種類

のみ）足の幅、甲の高さによる選択ができな

いことが欠点である。

４）基本動作に関しては、（財）日本体育協会ｱ
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恒川，山下，兵藤，石川

スレティックトレーナー講習会に準じたもの

である。

　　

歩行・走行：１足毎（接地→離床）重心移動

　　　　　　　　

は、睡外側→小趾球→母趾球→

　　　　　　　　

母趾

　　　　　　　　

足関節の底・背屈を充分活用す

　　　　　　　　

る。

　　　　　　　　

進行方向に対して、膝蓋と足尖

　　　　　　　　

を一致させる。

　　

停止

　　　

：踏み換え停止動作。

　　

方向転換

　

：母趾球Pivot、ツィスティング

　　　　　　　　

を利用し、歩行・走行同様に膝

　　　　　　　　

蓋と足尖を進行方向に向かって

　　　　　　　　

一致させる。

等々、習熟させるべきである。

Ｕ-9、U-12、U-15、U-18どのレベルでも、こうし

た指導はあまり熱心に行われていないのが現状で

ある。

まとめ

　

我々が行っている調査は､年一回程度であるが、

これでは調査のみとなり、充分な対処とはなり得

ない。こうしたメディカルチェックを定期的に行

い、その度に充分なカウンセリングを行うことが

肝要と考える。

　

また。日頃選手と接する機会が多いコーチング

スタッフが、スポーツ医学知識の重要性を再確認

し、アドバイスすることで選手が100％のパフォ

ーマンスを発揮できる、より良い環境作りが急務

と考える。

追跡調査結果

1、S.Y. ( 9歳→10歳）

　　

前回調査：外脛骨（左・右）

　

回内足（左・

　　　　　　　

右）

　　

今回調査：上記消退。但し、足関節背屈制限

　　　　　　　

（左・右）出現。

　　　　　　　

足底板による補正継続。

２、S.J. ( 9歳→10歳）

　　

前回調査:Alignment (SI間距離1.5横指）

　　

今回調査:Alignment補正されている。

　　　　　　　

LH-Angle

　

左：躇内反

　

右：睡

　　　　　　　

外反

　　　　　　　

及び横アーチ低下が出現。

　　　　　　　

足底板による補正継続。

3、ＫＴ.（10歳→11歳）

　　

前回調査：関節弛緩性顕著。

　　

今回調査：足趾屈曲変形、外脛骨出現。

　　　　　　　

柔軟性の低下とともに足部に変化

　　　　　　　

が出現した症例。

　　　　　　　

足底板による補正継続。

4、Ｔ.S.（10歳→11歳）

　　

前回調査：躇骨骨端炎（左・右）。

　　　　　　　

staticAlignment （課間距離1横指）

　　　　　　　

Dynamic Alignment : Knee In Toe

　　　　　　　

Out

　　

今回調査:static Alignment （踪間距離1.5横

　　　　　　　

指）増悪。

　　　　　　　

LH-Angle

　

左：蹟内反

　

右：蹟

　　　　　　　

外反

　　　　　　　

足底板療法による補正継続及び、

　　　　　　　

基本動作再教育。

5、Ｎ.Ｙ.（10歳→11歳）

　　

前回調査：足関節背屈制限（左・右）。

　　

今回調査：同上

　　　　　　　

足底板による補正継続。

６、Ｕ．Ｈバ10歳→ｎ歳）

　　

前回調査:static Alignment （踪間距離1.5横

　　　　　　　

指）

　　　　　　　

外脛骨（左・右）

　　

今回調査:Static Alignment変化なし。

　　　　　　　

外脛骨消退。

　　　　　　　

脱脂（母趾球）

　　　　　　　

足底板による補正継続及び、基本

　　　　　　　

動作の再教育。
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ジュニアユース選手の足部評価調査

　

及び調査結果からの一考察

7、Ｎ.Ｔ（10歳→11歳）

　　

前回調査:Sはic Alignment （媒間距離2横指）

　　

今回調査:Static Alignment変化なし。

　　　　　　　

足関節底屈制限（左・右）。

　　　　　　　

足趾屈曲変形（左・右）出現。

　　　　　　　

足底板による補正継続。

８、Ｓ．Ｓバ11歳→12歳）

　　

前回調査：外脛骨（左）脱眠（左：母趾球）

　　

今回調査：上記消退。

　　　　　　　

足関節背屈制限（左・右）。

　　　　　　　

足趾屈曲変形（左・右）出現。

　　　　　　　

足底板による補正継続。

９、Ｔ．Ｓバｎ歳→12歳）

　　

前回調査：滸砥（右：母趾球部）

　　

今回調査：上記消退。

　　　　　　　

StaticAlignment （踪間距離1横郵

　　　　　　　

足関節背屈制限（左・右）。

　　　　　　　

横アーチの低下（左・右）。

　　　　　　　

足底板による補正継続。
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Ｊリーグ観戦者に関する調査研究（第8回調査の結果から）

　

一観戦者特性及び観戦行動の時系列的変化を中心にー

仲滓

　　

具1）平川

　

澄子2）Ｄａｎｉｅ１Ｍａｈｏｎy3）

　

Daniel Ｆｕnk3）高橋　豪仁4）中塚　義実5）

１。目的

　

本研究は、Ｊリーグ観戦者の個人的属性及び観

戦行動の特徴を把握し、観戦者マーケティング戦

略の策定に有効な情報を開発するものである。

２。方法

　

データはスタジアムにおける観戦者を対象とし

たアンケート調査により収集された。12歳以上男

女個人を対象に、1,794名の回答が得られた(回収

率99.5%)。調査対象は、各調査員の担当エリアに

おける観察により把握された性、年齢構成比から

層化抽出された。アンケートは平成11年８月28日

から９月23日までに関東圏の異なる５会場で開催

された５試合のＪリーグ公式戦で行われた。時系

列的な変化については、同様の方法で行われた先

行研究1)2)3)との比較に基づき、検討された。

３。結果

3-1.デモグラフィクス特性

　

観戦者の41.0%は女性であった。この女性比は

1995年シーズン(46.1%)をピークとし、ここ３年

間、40%前後で推移していた（表１）。観戦者の

1994
1995

1996

1997
1998

17，

12，

20.

14.

13.

4

1

9

7

3

19

19
18

14
15

平均年齢は30.4歳であり、男性は30歳代を、女性

は20歳代を中心としていた（表２）。ここ３年間、

40歳代以上の構成比が高まり、平均年齢も1998年

から1999年の間に1.9歳上昇していた。職業は会

社員(55.0%)が中心であり、ホームタウン内に居

住者するものは51.8% (註１）を占めていた。

　　　　　　

表1

　

観戦者の性別構成比

　　　　　　　　　　

男性

　　

女性

　　　　　　

1992

　　

69.2

　　　

30.8

　　　　　　

1993

　　

61.0

　　　

39.0

　　　　　　

1994

　　

57,2

　　　

42.8

　　　　　　

1995

　　

53.9

　　　

46.1

　　　　　　

1996

　　　

56.0

　　　　

44.0

　　　　　　

1997

　　

60.9

　　　

39.1

　　　　　　

1998

　　

58.1

　　　

41.9

　　　　　　

1999

　　

59.0

　　　

41.0

3-2.観戦者としての特性

　

応援するチームを持っているとした割合は

86.7%、応援する特定プレイヤーがいるとした割

合は66.9%であった。応援チームがあるとした割

合は増加していたが、応援フレイヤ一については

特に変化はみられなかった。サッカー経験者の占

める割合は31.6%であり、この構成比については

日本リーグ最後の年(1992年）には49.8%と報告2）

表２

　

観戦者の年齢構成比

7

5

9

0

3

35

39
31

29

33

2

2

5

0

17.

18.

17.

21，

21，

９

６

２

8

10

　

9

11

10

5

5

1

7

3

4
9
5
7
0
0
＞

　
　

・

　

・

　

I

　

I

　

I

　

1

2
1
0
1
9
（
O

1）筑波大学

　

2）鶴見大学

　

3）ルイビル大学

　

4）奈良教育大学

　

5）筑波大学附属高校
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12-18歳

　　

19-22歳

　

23-29歳

　　

30歳代

　　

40歳代

　

50歳代以上

1993

　　　

10.8

　　　

20.8

　　　

42.0

　　　

16､S　　　　1.6

　　　　

2.4

1999

　　　

10.9

　　　

12.8

　　　

29.5

　　　

28.1

　　　　

12.5

　　　　

6.3
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表３

　

観戦者の観戦歴

1993
1994

1995
1996
1997

1998

56

33
18

20
12

19

0

2

9

0

0

11

36
23
16

9
6

6

9

7

3

1

8

　

5.9

10.1

28.9

26.0

18.7

11.1

5｡

4.

13.

24.

34.

26.

1

4

1

7

9

5

　
　

一

　

Ｉ

　

Ｉ

　

ａ

　

一

　

一

　

一

8
6
6
5
5
4
C
£
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3
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2
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Ｑ
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4
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6
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7
7
7
7
7
6
6
6
6

'99

されているが、Ｊリーグ開幕以降に大きな変化は

みられていない。ルールを理解している観戦者の

割合は80％であり、その時系列での変化はみられ

ない。観戦歴（表３）については、Ｊリーグ開幕

以降にサッカー観戦を始めた観戦者（観戦歴７年

未満）の割合が82.9%となった。構成比の中心は、

開幕年から1995年シーズンに観戦を始めた層

(38.1%)であった。

3-3.観戦行動の特徴

　

1999年前期シーズンにおける平均観戦頻度は

4.3回であった。女性の方がその頻度が高くなっ

ていた。その頻度について、昨年より増えたとし

た割合は32.2%、減ったとした割合は24.8%、かわ

らないとした割合は37.5％であった。後期シーズ

ンの予想平均観戦頻度4.7回を加えれば、年間の

平均観戦頻度は9.0試合となる。この中で、Ｊ２

の試合を観戦したとする割合は20.7%、Lリーグ

などの女子のゲームを観戦したとする割合は2.6%

であった。試合の情報は、会報(22.4%)、新聞

(22.2%)、サッカー雑誌(21.8%)などから得ていた。

時系列でみると会報を情報源とする割合が高くな

り、友人・知人、一般雑誌を情報源とする割合は

低くなっている(表４)。インターネットを観戦

に関わる情報源とする割合は8.7%であった。チケ

ットの入手方法については、前売り券を購入する

とした割合が53.7%、券をもらうとした割合が

99 90/、チケットの平均単価は2,700円であった。

会場までは平均で80分を所要し、その交通費(往

復)は平均で1,860円であった。会場までの所要

時間、交通費は1997年シーズン以降、拡大する傾

122

向にある（図１）。同行者数の規模については、

二人で来場する割合が55.4%、一人で来場する割

合が16.1%であった。

　

Ｊリーグ公式ウェブサイト

を利用する割合はQO c:o/、各チーム公式サイトを

利用する割合は42.3%となっていた。

　　　　　　

表４

　

試合の情報源(M.A.)

　　　　　　　　

1999

　　

1996

　　

1993
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会場までの所要時間

'95 '96 '97 198

４。考察

4-1.プロダクト・ライフサイクル論からみたＪリ

ーグの観戦者市場

　

一般のメディアや口コミから、会報やサッカー

専門誌へと比重を移しつつある試合に関する情報

源、観戦頻度にみられる高頻度観戦者（ヘビーユ

　　　

１年未ヽ1-2年未満2-3年未満3-5年未満5-10年未満10

　

以上
1992

　　

33.7

　　　

8.6

　　　

6.7

　　　

9.4

　　

17.7

　　

23.9

2200 ，　　　　享;:1． 806

　　　　　　　

79

　　　　　　

1520

　　　　　　　　　　　　　　　　　

7,1

　　　　　　　　　　　　　

｡3

1999

　　　

13.3

　　　

10.6

　　　

10.4

　　　

20.4

　　　

36.5

　　　

8.9



仲滓，平川, DanielMahony, DanielFunk, 高橋，中塚

－ザー）と低頻度観戦者（ライトユーザー）の二

極分化傾向などｏは、Ｊリーグ観戦者の市場が細

分化されてきていることを示唆している。さらに、

1994年後期シーズンをピークとするー試合あたり

の観客動員数の推移や新規参入観戦者の構成比の

低下などからは、現在のＪリーグ観戦者市場はプ

ロダクト・ライフサイクル論における成熟期に位

置しているように見受けられる。

4-2.関係性マーケティングの活用

　

この市場認識にしたがえば、今後の観戦者マー

ケティングは、現有顧客の維持とその活用のため

に現有顧客との関係強化を図る関係性マーケティ

ングに、その焦点を移すものと思われる。マーケ

ティング効率を高めるものとして、ライトユーザ

ーのヘビーユーザー化を図る戦略や、すでに組織

化されている観戦者の活性化および活用化策など

が課題となってくる。特に、サポーターズクラブ

の運営は、会員のボランタリズムを喚起し、商業

的な交換を超えた関係の構築が重要な課題とな

り、彼らのオーナーシップの形成に配慮した運営

が求められるものと思われる。彼らこそ、観戦文

化形成の大きな担い手となることが期待され、ク

ラブ運営者は彼らとの緊密な双方向の関係を作り

出す必要がある。

4-3.セグメンティング・マーケティングの活用

　

成熟期に有効なもう一つの戦略はセグメンティ

ング・マーケティングである。これまでにＪリー

グ観戦者に対するセグメンティング・マーケティ

ングを適用する提案は、観戦歴’）、競技場のサイ

ズや立地6）、ジェンダー7）などの観点からなされ

ているが、今後はさらに各クラブ固有の観戦者特

性、事業環境およびクラブ（経営体）の特性を基

礎に、マーケティング効率を高める独自の市場細

分化への対応が求めらるものと思われる。一般に

セグメント変数選択の妥当性は、セグメント（細

分化されたより均質な市場）の把握を可能とする

こと、また、実際のマーケティング施策がそのセ

グメントに対して有効に作用できること、などか

ら検討されている。例えば、インターネットを試

合の情報源としている観戦者は、表５に示される

ような特徴を有しているが、この例では、比較的

均質な特徴を持った市場に、有効に働きかけるこ

とが可能となっており、高いチーム・ロイヤルテ

ィーに焦点化した情報提供や情報収集、サッカー

くじに関わる情報提供などの具体的な施策の有効

性が示唆される。このようなマーケティング支援

情報の開発の必要性も今後、一層高まるものと思

われる。

表５

　

インターネットを試合の情報源とする観戦者の特徴

　　

・ホームサイドの席を利用

　　

・いずれの媒体においても情報探索が活発

　　

・高いルールの理解度

　　

・強いサッカーくじの購入意向

　　

・高い男性構成比

　　

・チームとの結びつき強く、代理的達成を求める

　　

・ドラマ性を求めず、地域との結びっき弱い

4-4.プロダクト・イノベーションの必要性

　

ここでは、Ｊリーグの観戦者市場を成熟期と捉

え、それを前提に考察してきた。

　

しかしながら、

国民のＪリーグ観戦率は3.7%8)との報告もあり、

潜在市場の大きさを考慮すれば、この市場認識は

早計であると考えられる。 1998年シーズンは、

｢フランス効果｣とも言うべき新規市場の開拓に、

ある程度成功しており、今後もサッカーくじ、

2002年ワールドカップなど、新たなムーブメント

が生まれることが期待される。これらは、本質的

なプロダクト・イノベーションではないが、こう

した市場刺激をも有効に活用し、新規参入の観戦

者を開拓しながら、新規ファンをリードアップし

ていく展開が望まれる。いうまでもなく、Ｊリー

グのコア・プロダクトは質の高いプレイやゲー

ム、レフェリングからなるものであり、このコ

ア・プロダクトのイノベーションが進むことは、

すべてのサッカー・ファンの願いである。

５。結論

　

観戦者の動向からはプロダクトライフサイクル

論における成熟期的な傾向がみられており、市場

細分化への対応（セグメント・マーケティン列

の必要性、および関係性マーケティングを強化す

る必要性がみてとれた。一方、現在を成熟期とす
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Ｊリーグ観戦者に関する調査研究（第8回調査の結果から）一観戦者特性及び観戦行動の時系列的変化を中心にー

る市場認識は一面的な見方であり、第二、第三の

成長期を迎えるためのプロダクト・イノベーショ

ンの必要性も示唆された。

（註１）例年、ホームタウン内居住者の構成比は

40％程度で推移してきたことから、ＦＣ東京のＪ

１昇格がホームタウン内居住者の構成比上昇の背

景になっていると思われる。
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サッカー女子ワールドカップアメリカ大会の観戦者に関する調査研究
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1｡はじめに

　

1999年６月19日から、３週間にわたってアメリ

カで第３回FIFA女子サッカーワールドカップ大

会（WWC99）が開催された。この大会について

は、日本のメディアではあまり報道されなかった

が、主催者側の予想をはるかに上回る68万５千人

の観客を動員し、アメリカ全土に女子サッカーフ

ィーバーを巻き起こした。アメリカチームに関係

のない予選リーグの会場も連日満員の観客を集

め、地方紙はこの大会の模様を一面トップで報道

した（Phot０.1）lo）肖試合が進むにつれ、盛り上が

りをみせ、準決勝戦、決勝戦にはクリントン大統

領夫妻も公務に優先させてアメリカチームの応援

にかけつけ、この女性スポーツの輝かしい成功を

鴎0出

　

∇な翻お

讃えた。

　

７月10日にロサンゼルスのローズボウル

スタジアムで行われたアメリカ対中国の決勝戦に

は、90,185人の有料入場者を集め、単一種目の女

性スポーツイベントとしては史上最大の規模とな

った。同時に、決勝戦のテレビ中継は、ＮＢＡフ

ァイナルと肩を並べる高視聴率を記録した。

　

スタッフも含め、様々な場面で女性が活躍して

いたこの大会は、女性スポーツのプロモーション

という面でも注目すべき大会であった。本稿は、

このWWC99の観戦者を対象にスタジアムで実施

した質問紙調査の結果から、WWC99の観戦者特

性や観戦行動に関わる社会心理的要因について報

告するものである。

2｡調査方法

　

1999年６月19日から23日にかけてWWC99の予

選リーグ、５会場10試合において、観戦者を対象

に観戦者特性や観戦行動についての質問紙調査を

実施した。調査対象は、ランダムに選ばれた12歳

以上の男女個人1,994名で、回収率69.4%、うち有

効回収票数は1,321サンプル（有効回収率66.2%)

であった。調査地と調査対象試合については

Table 1に示す通りである。
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3｡結果の概要

サッカー女子ワールドカップアメリカ大会の観戦者に関する調査研究

１）観戦者の個人的特性

　　　

観戦者の54.0%が女性であった(Fig.l)。

　　

アメリカの男子のプロサッカーリーグである

　　

メジャーリーグサッカー（ＭＬＳ）では、197

　　

シーズンでは女性の割合が39.0%であ胆）、

WWC99

　　

MLS

　　

J99

　　　　　　

-

460

　　　　

･M 540
1
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やヽ41’ふべ遡耳
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1

　　　　　　　

/
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＿

　　　　　　　　

鯉９社］

　　　　　

Fig.1

　

観戦者の性別

1999年のＪリーグ公式戦のうち関東圏で行わ

れた５試合(J99)で実施した調査では、女

性の割合が41.0%であったらWWC99では、

ＭＬＳに比べても、日本のＪリーグに比べて

も、女性の占める割合が非常に高いという特

徴があった。

　

また、観戦者の平均年齢は34.1歳であった。

WWG99

Ｊ９９

OS 20S 40% 60S 80S

力人であった。また、そのうちの84.6%がコ

ーケイジアンという白人系のアメリカ人で占

められていた。

２）観戦行動

　　　

同行者数については(Table 2）、2人から

　　

４人という割合が多く、全体の61.7%を占め

1
2
3
4
5

6～9

10～

Ｎ

4
0
2
9
8
1
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4
3
9
7
9
6
9

　
　

３
１
２

　
　

１
１

1299

％
-

　

3.4

　

25.4

　

14,8

　

21.5

　

7.5

　

12.4

　

15.0
-
100.0

　

Table.2

　

Totalpeople you attendedwith

ていた。一方で10人以上のグループでの観戦

も全体の15％を占めていた。中には学校やク

ラブ単位で来場したのか、100人を越えるグ

ループも含まれていた。同行者との関係をみ

ると(Table 3）、親や子供、兄弟姉妹、パー

Wi↑ｈparen↑S

ｗi↑hchildren

ｗi↑hbrothers/sisters

ｗi↑hspouse/p【】｢↑ner

ｗi↑hfriends(adul↑s)

with friends(underl 8)

with coach/↑eacher

ｗi↑hfellow students/pl【】yevs

N
-

　

1255

　

1255

　

1255

　

1255

　

1255

　

1255

　

1255

　

1255

S
-

　

41.1

　

38.1

　

19.8

　

28.4

　

41.5

　

19.6

　

14.5

　

16.6

100S

『ｉ而夜‾i戻幸生年代120代口30tt■40(tBSO代■ 60≪以上

　　　　　

Fig.2

　

観戦者の年齢層

J99では、30.4歳であるから、観戦者の年齢

も日本のサッカー観戦者に比べると高い。年

齢層も(Fig.2)、10代から60代以上まであら

ゆる年齢層にわたっている。J99と比べると、

年齢層の区切り方が今回の調査と若干異なる

が、Ｊリーグの場合は大学生年代から20代の

観戦者がボリュームゾーンになっていが)の

に対して、WWC99では30代、40代の観戦者

の占める割合が高いことがわかった。

　

観戦者の国籍については、88.5%がアメリ

　　　

Table.3

　

Who t０９ｏwith(M.A.)

トナーといった家族での観戦と、友人との観

戦が中心となっていた。また、典型的な観戦

者は片道50マイル以内から観戦に来ていた。

　

WWC99の観戦試合数については、２試合

が32.6%と最も多く、次いで４試合が22.5%

であった。１会場で１日に２試合ずつ試合が

組まれていたので、大半の観戦者は１日ない

し２日にわたってWWC99の観戦を予定して

いたことがわかる。一方で、５試合以上の観

戦を予定していた人も20.8%を占めており、

かなり熱心な観戦者も含まれていたことがわ

かる。
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３)サッカーとの関わり

　　　

観戦者自身のサッカー経験については

　　

(Table 4)、現役でプレイをしている人が

Yes-S↑illdo

Yes-DidbU↑not anymore
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Table.4

　

Played in an organized soccer league

41.0%、あるいは過去にプレイをしていた人

が24.7%であり、サッカー経験者の割合が

65.7%と非常に高い。そのため、ルールの理

解度については、９割近くの人がルールをよ

く理解していた。サッカーファン歴について

は(Table 5）、「10年以上」という人が65.3%

less th【】n 1 ye【】｢

【】↑leas↑lyｅ【】rｂＵ↑less↑h【】n 2ye【】rs

【】tlec】st2 years but less than 3 years

【】↑least 3 ye【】rs bu↑less↑han 6 years

【】tieas↑6 years bU↑less↑han 10 years

Ｎ

3
0
4
0
／
０
１
－

3
1
4
1
-

*
ｎ

ｌ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　

１
‐
２
８

％

5
8
4
4
／
０
３

　

一

　

Ｉ

　

Ｉ

　

Ｉ

　

Ｉ

　

一

2
0
3
8
9
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
I
ノ
Ｏ

カーではほとんど観戦したことがない人が半

数を越えており、女性のプロサッカーでは

75％を越える人がほとんど観戦したことがな

かった。つまり、サッカー経験があり、長く

サッカーを愛好している人達であるけれど

も、プロのサッカーをあまり観戦したことの

ない、プロサッカー観戦についての新規層が

多数含まれていた。

　

しかし、女子サッカーへの興味の程度につ

いては(Table 8、9）、可能な限りテレビ観
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Table.9

　

Interestin 1999 FIFA WWC99

戦したり、スタジアムに足を運ぶという人や、

時々そうするという人などがほとんどであ

り、女子サッカーへの高い関心が示された。

そして、男子のサッカーより選好度が高く

(Table 10)、女子サッカーにきわめて好意的

な態度が示された。
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４）観戦行動に関わる社会心理的特性

　

多くの観戦者が何故、何を求めて、来場し

たのかという、観戦行動に関わる社会心理的

1304 100.0

Table.5

　

Length you have been ａsoccer fan

を占め、非常に長いファン歴をもっていた。

　

しかしその一方で、プロのゲームの観戦経

験については(Table 6、7)、男性のプロサッ
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1295

　　　

100.0

Table.7

　

Attend female professional soccer games

at ec】st u years　　　　　　　　　　　　　　h:>i 63.J

1302

　　

100.0

Ｎ

　　　

％



サッカー女子ワールドカップアメリカ大会の観戦者に関する調査研究

要因については、Fｕnkらの先行研究にもと

づき2)3)6)、Table 11に示した10の社会心理的

要因からの分析を試みた。

a)Drama

b) Vicarious Achievement

c)Interestin Team

d)Interestm Player

e)Interestin Soccer

　　　　　　　　　　　　

DRAMA

　　　　　　

wwc Entertaining

　　　　　　

Aesthetic Attraction

　　

Interest in Soccer foremost

Support Women's Opportunity

　

Interested in Team foremost

　　　　　　　　　

National Pride

　　　　

Vicarious Achievement

　　　　　　　　　　

Socialization

　　

Interest in Players foremost

f)National Pride

g) Aesthetics

h) Entertainment

i) Social oppotunity

i)Support Women's

き、過半数をこえる女性の観客動員につなが

ったと考えられる。

4｡まとめにかえて

　

WWC99は、プロサッカー観戦に関しては新規

層である多くの女性や子供を含む、女性のスポー

ツイベントとしては記録的な観客を集めて、アメ

リカチームの優勝という形で、大成功のうちに幕

を閉じた。また、この大会で組織委員会は75万ド

ルの利益を収めたと報道されている。単発のイベ

ントであるので、一過性のブームに過ぎないとい

う見方もできるが、この成功の陰には、地道な活

動とマーケティングの戦略があったことを見逃し

てはならない。残念ながら、WWC99のマーケテ

ィング戦略について、すべてを掌握しているわけ

ではないが、今回の調査結果をふまえて、

WWC99の成功の要因のいくつかについて、考察

を加え、まとめとしたい。

１）コアプロダクトの形成

　　　

Table 12はフリートークで得られた主な内

　　

容をまとめたものである。そこからは、プレ

・プレイヤーは子供たちの「役Il」モデル」となっている

・「支出に見合うエンターテインメント（娯楽、楽しみ）」が提供されている

・大会の観戦が「家族の親睦」を強くしている

・弑合会場には「健全な環境」がある

Table.12

　

フリートークの分析(Funk, et.al.,1999)

イヤーが子供たちにとって有意義な「役割モ

デル」としてとらえられていたこと、また家

族で楽しめる健全な娯楽としてこの大会が機

能していたことがわかる。組織委員会は女子

サッカーが「青少年にとっての良い役割モデ

ル」として機能するよう、選手育成やPR活

動を展開し、「家族で楽しめる健全な娯楽」

としてWWC99が位置づくようにコアプロダ

クトを形成したと考えられる。

　

また、女性のスポーツイベントということ

で、組織委員長も女性であったし、組織委貝

会にも多くの女性が活躍しり、カメラクル゛

も女性（Phot０.2）、ボランティアスタッフと

しても多くの女性が活躍5）をしていた、そう
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Table.11

　

WWC99の観戦行動に関わる10の社会心理的要因

　

Fig.3は、観戦行動に関わる10の社会心理

的要因について男女別に集計した結果であ

る。 Drama、wwc Entertaining、Aesthetic

Attraction、Interestin Soccerなどの要因が男

女ともに高く認知されていた。National

Prideとか、Interest in Team foremost、

Interestin Players foremostなどが相対的に低

いことから考えあわせると、自国アメリカチ

ームの応援とか、好きな選手の応援というこ

とよりも、試合の勝敗にかかわりなく、ピッ

チ上で繰り広げられる素晴らしいプレイやゲ

ームのドラマをライブで楽しもうとする動機

が観戦行動につながったと考えられる。

　　　　　　　　

1.0

　　

2.0

　　

3.0

　　

4.0

　　

5.0

　

Fig.3

　

観戦行動に関わる社会心理学的要因

　

さらに、特徴的であり、かつ重要な要因と

してあげられたのが、Support Ｗｏｍｅｎ･s0pp.

である。女性においては、Drama、wwc

Entertaining、Aesthetic Attraction、Interest

in Soccerなどの要因と同じくらい高く認知さ

れていた。このことから、女性においては、

同じ女性が繰り広げるスポーツイベントを成

功させようとする「女性スポーツ支援」とい

う社会心理的要因も観戦行動に強く結びつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

４２

　　　　　　　　　　　　　　　　　

４３

　　　　　　　　　　　　　　　　　

４､３
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平川，仲潭, Daniel Funk ，Daniel Mahony ，Lynn Ridinger, 松本，柳原，戸苅，高橋

Photo.2

　

ＴＶ中継のカメラクルーも女性が担当

した運営の姿勢が「女性の手による女性のた

めのスポーツイベント」というコアプロダク

トを強くアピールしたと考えられる。

２）地道な啓蒙活動

　　　

WWC99のコアプロダクトのセールスの一

　　

環として、地元アメリカチームは、大会の２

　　

年半前から、代表チームの練習と平行して、

　　

女性サッカーの普及事業として、サッカーの

　　

クリニック活動などを展開し、全国巡業を行

　　

ってきた。アメリカのサッカー人口は、ユー

　　

ス層(6-11歳）では、野球を抜いて、バスケ

　　

ットボールについで２番目に多く、12歳から

　　

17歳ではバスケットボール、バレーボールに

　　

次いで３番目に多い9）。こうしたユース年代

　　

に地道に働きかける啓蒙活動が実を結び、潜

　　

在的なサッカーファンやユース層を集めるこ

　　

とに成功したと考えられる。

３）「女性スポーツ支援」という社会的ムードの

　　

醸成

　　

女性による大会運営と同時に、女性雑誌等

　　

のメディアによる選手個人の特集記事やスポ

　　

ーツ用品メーカーによるコマーシャル、

　　

WWC99そのもののスポットコマーシャルな

　　

どによって、これまでどちらかといえば男性

　　

的なイメージの強かったサッカーというスポ

　　

ーツに果敢に挑戦し、自己実現をしていく自

　　

立した女性像を効果的にアピールしていった

5）。アメリカでは「タイトルIX」という法律

によって教育現場における男女の様々な機会

の平等が保証されていることは有名である

が、スポーツにおいてもまた然りである。

WWC99では、運営の姿勢やメディアによる

効果的な宣伝が、男女の機会の平等を実現す

ることに敏感な白人知識層に訴えるところが

大きかったのではないか。その結果、この

「女性による女性のためのスポーツイベント」

を何としても成功させようという、社会的ム

ードが醸成されていった。こうした社会的な

ムードも、これまでスタジアムに足を運んだ

ことのなかった多くの人達をスタジアムに向

かわせることにつながったのではないかと推

察される。

　

アメリカでは女子サッカーのプロリーグ化構想

が検討されているが、今回のWWC99で火がつい

た女子サッカー熱がどう展開していくのか、今後

とも注目をしていきたい。
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

はじめに

第3回ＦＩＦＡ女子ワールドカップＵＳＡ報告

　　　　

－その成功の理由－

　　　　　　

小林

　

美由紀

　

1999年６月19日から７月10日まで、第３回

FIFA女子ワールドカップUSA1999fWWC99)が開

催された。開会式から入場者数がスタジアムの記

録を塗り替え、開催国アメリカの優勝で大盛況の

うちに幕を閉じたこの大会は、それまでの女子ス

ポーツの常識をことごとく打ち破り、歴史に新た

な１ページを開いた大会として注目を浴びた。

　

第１[目中国大会、第２回スウェーデン大会と連

続出場を果たしている日本女子代表は、中国、北

朝鮮に続くアジア第３代表として、今大会にも参

加した。残念ながら、予選リーグで１分２敗とし

決勝トーナメントに駒を進めることができず、同

時に、2000年シドニーオリンピックの出場権も失

った。

　

筆者は､その７会場の一つであるニューヨーク、

ジャイアンツスタジアム地区組織委員会のボラン

ティアとして、約１ヵ月間、大会に関わってきた。

日本代表の不振も手伝い、この歴史的な大会の日

本での扱いは、取るに足りないものであった。大

会を体感してきた者として、またサッカー関係者

として、本大会の報告を兼ねて、その成功の理由

を検討する。

　　　

表1

　

女子ワールドカップ参加国と成績

　　

地域

　　　

国

　　　

WWC99成輿

　　　

95ｽｳIザン

　　　

91中国

　

夕加枠

　　　　　　　

16チーム

　　　

12チーム

　　　

IZチーム

ヨーロッパ

　

ノルウェイ

　　　　

４皿

　　　　　

デンマーク

　　　

予選･Ｍ'敗退

　　　

ベスト８

　　　　

ベスト８

　　　　　

イタリア

　　　

予選ﾄｸﾞ敗退

　　　　

－

　　　　

ベスト８

　　　　　

スウェーデン

　　　

ベスト８

　　

(闘)ペスト8

　　　

4位

　　　　　

ドイツ

　　　　　

ペスト８

　　　　

準優誹

　　　　

3位

　　　　　

ロシア

　　　　　

ペスト８

　　　　

-

　　　　　

-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｲﾝｸ'ﾗﾝﾄﾞ'：へ'λﾄ8

アジア

　　

中国

　　　　　

串優勝

　　　　

4位

　　　

闘)ベスト８

　　　　　

北朝鮮

　　　　

予選ﾘｰｸﾞ'敗退

　　　　

一

　　　　　

一

　　　　　

８本

　　　　　

予選りザ敗遇

　　　

ペスト８

　　　

予選りｰｹ'敗退

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

台湾：予遇敗迅

北中米

　　

カナ

　　　　　

予選ﾘｰｸﾞ敗退

　　

予選りｰｸ'敵退

　　　　

－

　　　　　

メキシコ

　　　　

予選ﾘｰｸﾞ敗遇

　　　　

一

　　　　　

‐

　　

闘催国アメリカ

　　　　　

優勝

　　　　　

3位

　　　　　

優勝

アフリカ

　

ナイジェリア

　　　

ペスト８

　　　

予圃II-ｸﾞ敗退

　　

予遇1-ｸﾞ敗退

　　　　　

ガーナ

　　　　

予涵'i-i'敗退

　　　　

－

　　　　　

－

粛米

　　　

ラジル

　　　　　

3位

　　　　

予選11-ｹﾞ敗退

　　

予選りｰｸﾞ敗退

オセアニア

　

オーストラリア

　　

予選りザ敗退

　　

予選9-う'敗退

　　　　

-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ﾆｭｰ/-iﾝﾄﾞ：予敗退

筑波スポーツ科学研究所

･(≪)は闘傾皿

大会概要

　

FIFA女子ワールドカップは、第１回中国大会

および第２回スウェーデン大会は共に、12力国で

行われていたが、第３回の今大会は、参加国を16

に拡大した。各地域の参加枠は、開催国のアメリ

カを除けば、ヨーロッパ６(予選出場国16)、アジ

ア３(ｎ)、北中米2(8)、アフリカ2(12)、オセア

ニア1(6)、南米1(10)となっており、６大陸63

力国が､1997年８月のヨーロッパ予選を皮切りに、

第３回ワールドカップ出場の座を争った。現在の

FIFA加盟国は203であるので、女子代表チームを

予選に参加させたのは、全体の３分の１にも満た

ないと言うことになる。実際、経済的な理由から

か、地域予選を途中で棄権したチームもあった。

また、そのレベルの差は激しく、10点以上の差が

つく試合も珍しくなかった。

　

表１に女子ワールドカップの参加国と成績を示

すが、今回参加枠が拡大されて、初出場チームが、

ロシア、北朝鮮、ガーナの３力国になっているが、

その他はほとんどが過去の大会に出場したチーム

であり、世界的な女子サッカーの勢力図は、この

８年間ほとんど変わっていないと言える。

　

試合形式は、４チーム４つのグループに分け、

予選リーグを行い、その上位２チームが決勝トー

ナメントに進出する。期間は、約３週間で、32試

合が７会場(表２)で行われた。多くの会場は1994

　　　　　　　

表2

　

WWC99試合会場
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第3回FIFA女子ワールドカップＵＳＡ報告

　　

－その成功の理由－

年ワールドカップアメリカ大会で使用されたス

タジアムである。集客のためにすべてダブルヘッ

ダーで行われていた。試合はもちろん90分、決勝

トーナメントで、勝敗が決しない場合は、15分ハ

ーフのゴールデンゴール方式で、それでも決しな

い場合はPK戦となった。1996年のアトランタオ

リンピックから女子サッカーは、正式種目となっ

たが、このワールドカ　ップは、シドニーオリンピ

ックの予選も兼ねており、上位12チームに五輪出

場の資格が与えられた。

　

試合は、全試合テレビ中継された。

記

　

録

　

ジャイアンツスタジアムで開かれたオープニ

ング･セレモニー、それに続く、アメリカ対デン

マーク戦では、スタジアムのスポーツイベント記

録となる78,972人の観衆を集めた。また、周囲の

期待通り勝ち進んできたアメリカ代表対中国代表

の対決となった決勝では、女子の単一スポーツイ

ベントの最高入場者数を記録し、90,185人の観客

がロサンジェルス・ローズボールを埋め尽くし

た。視聴率は、Xo.o/oで、100万世帯が決勝を見て

いたことになる。この視聴率は、ＮＢＡファイナ

ルと同じくらいの数字ということからも、アメリ

カでの注目度の高さをよく物語っている。特に、

一進一退の攻防となった、準々決勝のアメリカー

ドイツ戦は、同じ時期に行われていたアイスホッ

ケー・プロリーグＮＦＬプレーオフ、スタンレーカ

ップの視聴率を上回ったと報告されている。

　

大会期間中の全観客数は、65万人、入場料収入

にして、2810万ドル、約30億円。テレビ視聴者は、

全世界で10億人たったと言われている。

　

大会のスポンサーはFIFAのオフィシャルスポ

ンサーを含め、19社。大会中に流れていたＣＭも

女子サッカーを意識したものが多く、スポンサー

の女子ワールドカヽソプヘの期待度がうかがわれ

た。

アメリカ国内における女子スポーツの発展

この大会が成功した背景には、アメリカにおけ

る女子スポーツの確立がまずある。その発端とな

ったのはヽ1972年に施行されたタイトルⅨ（ナイ

ン）「教育における男女平等機会均等法」で、教

育－この場合はスポーツーにおいて、その機会を

性別によって制限されてはならないということを

定めた法律のことである。

　

筆者が以前、留学していた大学は、アメリカン

フットボールの強い大学で、女子サッカー部はな

かった。しかし、その後、体育系の部活か、学生

の男女比にあっていない、即ち男子のチームの数

が多い上に、予算も極端に偏っているとして、学

生が大学に対し訴訟を起こして、女子サッカー部

を作らせた。この場合、大学がタイトルIXに違反

しており、敗訴し、女子サッカー部を作らざるを

得なかったということである。このように、タイ

トルIXには、罰則規定があり、これを遵守しない

教育機関は即座にその是正が求められる。1999年

３月に日本でも「男女共同参画基本法」が施行さ

れたが､実際どのような効力をもっているのかは、

未だ疑問である。

　

また、アメリカには、スポーツに関わる女性を

支援し、女性がスポーツに参加する機会を促進す

る主旨で設立された女性スポーツ財団(WSF:

The Women Sports Foundation)という比較的社

会的影響力の強い団体があり、タイトルIXに違反

している機関には鋭い目を光らせている。 FIFA

女子ワールドカップ組織委員会は、WSFの理事

長であるダナ・ラピアーノ博士を顧問に入れて、

ＷＳＦと強い協力関係にあった。

　

現在でも、タイトルIXをめぐる訴訟は絶えない

が、アメリカの女子スポーツは、法律の庇護の元、

育ってきたと言える。

成功の要因

大会運営側の戦略としては、以下の３つの要因が

あると考えられる。

１。組織委員会

　

1999女子ワールドカップ組織委員会は、大会の

２年半前、1997年３月に始動した。大会委員長に

は、史上最年少でオリンピックに出場し、数々の
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メダルをとったダナ・デ・バロナ女史。競技は水

泳だが、ニュース･キャスターをしていた経験な

どもあり、アメリカで最も影響力のある元女子ア

スリートであると言われている。彼女を大会委員

長にすることにより、話題性も高く、メディアの

関心をひくことに成功した。また、実行委員長に

は、1994年アメリカワールドカップでも副実行委

貝長を務めたマーラ・メッシングという女性弁護

士を選出した。

　

トップを女性にすることにより、

女性による女性のための大会というイメージを作

ったと言える。

　

1994ワールドカップＵＳＡ大会の組織委員会のメ

ンバーも数多く入っており、運営上、効率的であ

り、アメリカのこの大会にかける真剣さ、意気ご

みが感じられる。

また、クリントン大統領夫妻も大会名誉委員長に

なっており、実際のゲームにも足を運んでいる姿

が、テレビで映されていた。決勝の翌日には、ア

メリカ女子代表チームをホワイトハウスに招待

し、優勝を労っていた。

２。アメリカ女子代表

　

アメリカでは、サッカーをしている女子が、

720万人いると言われている。日本の女子の登録

数が２万人であることを考えれば、いかに女子の

中で、サッカーをすることが当たり前なのかがわ

かるだろう。ほとんどの中学・高校・大学には女

子サッカー部が存在し、各州には、それぞれの年

代の育成プログラムが整備されている。

　

アメリカサッカー協会の登録数の40%以上は女

子であり、指導者の男女比も同様であると考えら

れる。

　

国内に女子のプロリーグは存在しないので、ア

メリカ女子代表は､直接協会と契約を結んでいる。

協会は､契約をする際に、選手としてのみならず、

スポークスパーソン、広報委員として、女子サッ

カーを普及するということも条件にした。代表チ

ームは、開催の２年半前から、全国を回り、親善

試合やクリニックなどをしてきた。大会が始まる

までには、開催地には最低2-3度は、足を運ん

でいることになる。そのようなプロモーションで、

全国にファンを作り、みんなが憧れるアメリカ女

子代表像を作っていった。

　

アメリカ代表のストライカー、ミア・ハムは、

特に人気が高く、リカちゃん人形のアメリカ版、

バービー人形のミア・ハムモデルができたり、

ＣＭではマイケル･ジョーダンと共演して、話題

になった。

　

代表チームの選手の多くは結婚しており、中に

は子供がいる選手もいる。そのような普通の女性

の生活をしながら、力強いサッカーの選手でもあ

る。全国に多く散らばるサッカーをしている少女

達にとって、憧れの的、ロールモデルとして、ア

メリカ女子代表が存在するようになっていったの

である。
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３。国内マーケティング

　

女子代表が、全国各地をまわって、女子サッカ

ーのイメージアップとワールドカ　ップの宣伝広報

をしているのと同時進行で、草の根レベルでのプ

ロモーションも強化していった。アメリカ・ユー

ス・サッカー連盟(ＵＳＹＳＡ)のダイレクター、キッ

ト・シモーネ(女性)を、WWC99組織委員会のグ

ラスルーツ・マーケティング委員会の部長に置

き､地域のサッカー関連組織と協力体制を敷いた。

ＵＳＹＳＡ始め、アメリカ・ユース・サッカー組織

(ＡＹＳＯ)、アメリカ・アマチュア・サッカー協会

(USAS)などのサッカー関係団体と連携を図り、

各地域でイベントや大会を開いた。

　

また、アメリカ男子のプロリーグ、メジャー・

リーグ・サッカー(MLS)のコミッショナー、

ダグ・ローガンを顧問に迎え、メジャー・リーグ

とも連携し、ゲームで女子ワールドカップのプロ

モーションも行い、メジャー・リーグに来るファ

ンも取り込んでいった。

　

まずは、全米に数百万人いると言われるサッカ

ー愛好者とその家族をターゲットにし、その支持

を得て、基盤を固めていったのである。

　

次の段階として、スポーツとは関係のない市民

団体などにプロモーションの範囲を広げていっ

た。たとえば、ガールスカウトやロータリークラ

ブ等である。

　

草の根レベルで、女子ワールドカップの話が浸

透してきた頃には、メディアが女子代表の活動を
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取り上げ始め、大会前の練習試合がテレビで放映

されたり、新聞で頻繁に報道されるようになる。

すると、一般の女性向け雑誌などに、女子代表の

話が掲載されるという現象も出てくる。サッカー

の枠から離れた、広く一般の中でも、女子のワー

ルドカップの話題が出てくるようになっていっ

た。

　

以上の３点が運営的な部分での戦略と言える

が、アメリカ人がビッグ・イベント好きで、特に

自分たちがナンバーワンになるものには応援をお

しまないという、アメリカ人の国民性も功を奏し

たといえるだろう。

おわりに

　

女子スポーツが確立される社会背景に後押しさ

れ、名実共に大成功に終わった第３回FIFA女子

ワールドカップUSA1999は、女子スポーツの歴史

を変える記念すべきイベントであったと言える。

確かに、女子選手の登録数がサッカー協会の全体

の40%以上を占めるアメリカは特殊ケースである

と言うことは否定できない。しかし、この大会の

成功の根本には、男性、女性に関わらず、サッカ

ーに関わっている者たちが、積極的にそのスポー

ツもしくはイベントの発展に協力していくという

姿勢があるのではないだろうか。現在、日本の女

子サッカーのトップリーグであるＬリーグは、そ

の継続すら怪しい状態である。資金を提供してい

る企業に甘え、草の根レベルへの働きかけを怠っ

たつけが回ってきたとも言える。実際、Ｌリーグ

が危ない、チームがなくなると聞いて、横浜フリ

ューゲルスのように反対の声を上げるファンの声

も皆無に等しい。困っているのはその関係者だけ

という感もある。

　

日本サッカー協会の女子の登録数は、年々減少

傾向にある。男子40万人に対して、女子２万人と

いう数を考えれば、その増加の潜在性は高く、少

子化だけで片付けられる問題ではないだろう。前

述したように、WWC99は、1994年ワールドカ　ッ

プの組織委員会のメンバーが多く関わった。女子

サッカーの問題は、女子だけの問題ではない。サ

ツカー界全体の問題である。女子は女子、男子は

男子、まるでスポーツが違うように運営されてい

る今の状態では、いつまでたっても問題は解決さ

れないだろう。

　

最後に、大会中に開催された第２回女子サッカ

ーシンポジウムの際に採択された「ロサンジェル

ス宣言」を付記する。 FIFA全加盟国203力国で女

子サッカーを振興していこうという内容の宣言で

ある。この中に、次のワールドカップまでに、女

子の登録人数を男子の１割以上にするという条項

がある。

　

1999年現在、日本サッカー協会の女子の登録数

は、男子20に対し、女子１、すなわち0.5%であ

る。日本サッカー界の今後の動向が期待される、

先日2000年１月、アメリカ女子代表の監督兼テク

ニカル・ダイレクターに、初の女性エープリー

ル・ハインリッヒが任命され、また、代表の選手

及びスタッフの契約金を男子と同等にするという

ことが発表されたことを記しておく。

参考資料

FIFA Magazine, Issue 56,August 1999, pp.10-17

FIFA StatisticsFIFA Women's World Cup USA 99，

http:ZZｗｗｗ.womensoccer.ｃｏrｎ/wwcup99/

h仕p://wwc99.fifa.com/

Newsweek, July 19, 1999, pp.46-55.

People Weekly, July 26, 1999, pp. 52-65.

TIME, July 19, 1999, pp. 58-67.

０伍cialProgram Women's World Cup USA 99.
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1999FIFA女子サッカーシンポジウムに参加した

203の各国サッカー協会及び他の参加者は、

203のFIFA加盟各国協会のために第２回女子サッ

カーシンポジウムを開催したFIFAの業績を讃え、

第３回FIFA女子ワールドカップが、観客数や国

際的なメディア露出度がこれまでの記録を破り、

特にそのレベルと参加者において、女子サッカー

の発展に寄与したことに満足を示し、

女性差別撤廃を提唱する国際機関に採択されたさ

まざまな条約や法的手段一例えば、女子に対する

あらゆる形態の差別の撤廃に関する国連条約や、

女子スポーツ普及のために国際オリンピック委員

会が署名したブライトン宣言やスポーツ会議など

で採択した様々な誓約書－を念頭におき、

全ての人類、特に女性の健康や幸福を維持してい

く上で、体育もしくはスポーツ教育は重要な分野

であるということを認識し、

女性がスポーツを行っていく上で、立ちはだかる

文化的社会的障害を含む、あらゆる障壁を乗り越

えて行くために、スポーツ選手はその理想の姿と

して重要であることを強調し、

FIFA理事会および各大陸協会と十分な協力体制

をとり､世界に共通するサッカーという価値観が、

人種、宗教、性別、年齢、社会階級、国籍による

違いを越えるユニークな役割を果たすことを指摘

し、

１、女子サッカーを普及する政策を実施するよう

　　

に、政府特にスポーツ省に直訴し、

２，サッカーの財政支援者に、女子サッカーへの

　　

サポートを強化し、メディア露出を増やすこ

　　

とを推進し、

3. 2004年アテネオリンピックで、女子サッカー

　　

の参加枠を８ヶ国から12ヶ国に増枠した国際

　　

オリンピック委員会の決断に敬意を払い、

４．以下のことに努力しよう。

・女子サッカー発展のための活動、プログラム、

　

資金援助を増やす

・今後４年間で、各国協会主催の大会で、女子登

　

録選手を最低でも全体の10％までに増やすとい

　

う目標を達成する

・全ての年齢層の国・地域レベルの女子サッカー

　

の大会を作る

・U-18およびフットサルなどの女子の世界大会の

　

開催をFIFAに働きかける

・FIFAが主催する世界大会、各大陸協会が主催

　

する大陸大会の女子サッカーの大会に参加する

・各協会組織内に、必要な人材および予算をおい

　

て、女子サッカーの運営を強化、存在しない場

　

合は設置する

・意志決定機関、特に執行レベルにおける女性の

　

参加を奨励する

・技術委員会の中に女子サッカー専門の特別部門

　

を設け、女性コーチ、レフリ一等の養成コース

　

を作り、女子に関連したサッカーセミナーや研

　

究会を組み込む

５

４年ごとに女子サッカーに関する活動を評価

することを決定する。次回は、2003年第４回

FIFA女子ワールドカップとする。

1999年７月８日

　

ロサンジェルスにて

(ＦＩＦＡMagazineより抜粋：筆者訳)
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女子サッカーの自立に向けて

女子サッカー試論～大衆化

一高度化の枠組みを越えて～

　　　　　

加藤朋之

　

21世紀の到来とともにわが国のサッカー界は、

大きな飛躍を約束されているように見える。これ

からわが国のサッカー界は、手にある地図を読み

間違えないように進めばよい段階なのかもしれな

し尨

　

そんな中でわが国の女子サッカーは、シドニー

へも行けず、Ｌリーグは風前の灯火、登録人数は

下降傾向、まさにお荷物状態と言わざる得ない。

当然その状態は悪循環を起こしますます低下する

ことも予想される。

　

しかしサッカーの歴史と伝統といった時の男性

中心的内容は近年のフェミニズム論の格好の対象

となる。平たく言えば、どの領域も女子をなおざ

りにしていては発展は望めない時代が来ていると

いうのである。

　

実は女子サッカー関係者以外余り知られていな

いかもしれないが、1998年悲願達成となった男子

ワールドカップ本大会出場も、すでに女子は出場

３回を数え、またひと頃のLリーグは、世界の代

表選手が集まる女性版セリエＡであった。にの

ことは今ではバブルのたまものと言われている

が、その言われ方自体、経済的外部依存体質とし

て全サッカー関係者が反省すべき点である｡）

　

では問題の中心はどこにあるだろうか。こんな

夫婦をイメージしてみよう。夫は今、出世街道を

まっしぐらで毎日仕事に追われている。収入もそ

れなりにだが次へのステップのための投資として

支出予定もある。仕事に時間をとられて余り家庭

を顧みていない。一方、妻は家庭を維持するには

夫の収入は十分であり、夫のために家の仕事をこ

なしている。しかし家庭の取り仕切りに関しては

夫が中心で、何かにつけて妻は常に夫に相談しな

ければならない。

　　

「男が働き、女は家を守る」、これを理想の家

庭と考えているのならば、本論の論議に加わる必

要はない。ましてこの考えを理想とする女子サッ

カー関係者がいるのならば即刻退場を願いたい。

　

しかし筆者は決して「男だちよ」と呼びかける

つもりはない。先のたとえ話にそくすならば、妻

はどのように自立したらよいのかを考えたいので

ある。

　

わが国の女子サッカーに関する問題は、男子に

すべて依存している点であるというのが本論の見

解である。つまり本論は「わが国の女子サッカー

が界として自立するためにどうしたらよいか」を

考えたいのである。

　

女性が自立し、男性と女性の共存社会を実現す

る為に現在模索されているのは「女性らしさ、女

性の独自性とは何かjということである。しかし

様々な領域でこの模索が行われた結果、その内容

が学術論争からイデオロギー論争まで拡散してい

るのが現状である。

　

本論はこうしたフェミニズム論争に巻き込まれ

ないように「女性らしさ」に余りこだわらず､女

子サッカーの現状を踏まえ、どうしたら界として

自立できるかを考えたい。その意味でより具体的

な組織論を展開したい。

大衆化

高度化

　　　　

図1

　

ピラミッド型アクションプラン

ピラミッド型モデル（近代スポーツ型モデル）

山梨大学教育人間科学部
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女子サッカー試論～大衆化一高度化の枠組みを越えて～

　

わが国のサッカーが近代から現代に至って発展

してきた背景には図１のような構造的アクション

プランがあった。このプラン（ピラミッド型モデ

ル）は、地位確保・向上のために２つの方向軸を

中心にしている。それが大衆化と高度化である。

この２つは具体的には図２のように経済的力を目

指した「普及」と政治的力を目指した「競技力」

とになる。

　　　　　　　　

大衆化→「普及」→経済的カ

サッカー界

く

　

１

　　　　　　　　

高度化→「競技力」→政治的力

　　　　　　　　　　　

図2

　

このプランは、２つの軸が互いにリンクしあっ

て成長する点で近代社会の合理的モデルとして

様々な領域で見られる。しかしこのモデルのネッ

クは、基本的に底辺拡大が構造維持に直結してい

る、つまりサッカー人口を常に増やさなければな

らない点と個々の活動がどちらの方向軸にあるの

か、つまりより上を目指すのか、現状維持・継続

を目指すのか明確にしなければならない点とにあ

る。

　

現在女子サッカーはこのプランの中に埋め込ま

れている。つまり受け身的にこのプランに乗っか

りまとまることなく散在している状態といえる。

では女子サッカーも界としてこのようなピラミッ

ドモデルを維持できるのであろうか。

　

本論の回答は「ＮＯ」である。普及が鍵を握っ

ているこのピラミッドモデルは、ある意味で上か

らのアクションプランである。つまり女子サッカ

ーがこのモデルで自立しようとするならば、日本

サッカー協会やＬリーグ事務局などがイニシアテ

ィブを取らなければならない。それが困難なこと

を敢えてここでは触れない。

ここでは新たに下からのアクションプランを考

え､それの実現の可能性を探ってみることにする。

ネットワーク型モデル（新しい市民運動型モデル）

　

そこでまず考えることはプランの方向軸の変換

である。経済的力を目指した「普及」から凝集的

力を目指した「ネットワーク」に方向軸を変換す

る。この軸の変換は、脱近代的プランとして注目

されている「新しい市民運動」に見られるもので

ある。

　

つまりそれぞれのチーム同士や個々人が非常に

仲が良く、女子サッカーに関するどのようなこと

に対しても一致団結・協力できるようになること

が自立への道というわけである。

　

このモデルに従えば情報は当事者レベルの横の

つながりで流れ、ものごとの決定及び活動が速い

という利点がある。さらに普及ではなく現存チー

ム（ネット）間での交流を重視する分、社会環境

や利潤に拘束されにくい。つまり競技人口が少な

くても横のつながりを強化することで、一つの自

立した女子サッカー界が作ることができるのであ

る。

　

それではより具体的にこのネットワーク型アク

ションプランを考えてみる。概念モデルとしては

図３のようになる。ここで注意すべきなのは、こ

のプラン実現にあたっていきなり女子サッカー界

全体を一つのネットとしないことである。図で示

した通り複数の系（ネット）をまず作ることであ

る。

　　

ネット（系）

／

チー－ム・Ｌチーム・大学チーム・高峻チーム

高校チー･ム・クラブチー－ム・クラブチーム，

匹中
Ｘ

　　　　

図3

　

ネットワーク型アクションプラン

　

この系のイメージは、大相撲の部屋系列の連帯

を考えればよい。それぞれの系は緩やかな対抗を

しているが、それが勝負に結びつく訳ではない。

さらに系ごとの特色を持ちながらも閉鎖的ではな

く、様々に交流をしている。女子サッカーならば

選手間の出稽古や指導者間交流、指導者派遣、運

営手伝いなどが考えられる。

さてこのプランを実現させるためには何が必要な

のであろうか。

　

２つほど挙げてみたい。

　

１つはネット形成の場（交流の場）の設定であ

る。つまりネットを形成するための出会いの場を

どこに持てばよいのかということである。
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本論で提出する案は、様々なカテゴリーのチー

ムが参加する大会を利用するというものとインタ

ーネットを利用するものである。

　

もう１つはネット内交流とネット間交流のコー

ディネイトである。つまりネットを作り交流する

にあたって誰が核としてコーディネーターになる

のかということである。この役をサッカー協会や

Ｌリーグ事務局が担うべきではないことは既述で

ある。ここでは個々のチーム責任者の自覚に頼ら

ざるおえない。

　

以上のようなネット交流はすでに行われてはい

るであろうが、本論が主張するのは、そうした

個々のネットが個人的レベルに止まるのではな

く、ネットワークといえるまでに機能すべきとい

うことである。それぞれのチームや個人が高らか

にそのネットを宣言すべきである。それによって

様々な特色をもったネットが表出し、女子サッカ

ーの特色（独自性）が浮かび上がってくる。そし

てネット間の交流が行われれば女子サッカー界は

創造されるのではないだろうか。

加藤
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女子サッカーの自立に向けて（後記）

　

４年ほど前に大学生女子のチームを連れてアメ

リカとイタリアへ遠征に出かけたことがあった。

筆者は、その顛末を拙いレポートとして「体育の

科学46-7」に書いた。その時にアメリカは男子

サッカーと女子サッカーという種目があり、イタ

リアはサッカーの中に男子と女子があると記した

覚えがある。

　

今、わが国の女子サッカーが考えなければなら

ないのはおそらくイタリア型からアメリカ型への

シフトではないだろうか。近年のわが国における

男子サッカーの発展を見ると、そろそろ女子サッ

カーによる女子サッカーのための女子サッカー考

をしなければならない時期が来たといえるのでは

ないだろうか。それはこと同じくして現場による

現場のための女子サッカー考でもある。
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けツカーイベントから見た、草サッカーの現状」

・５、個人参加型サッカー大会についての報告～「サッカー観戦者」の置かれたプレー環境

･14、「大人のためのサッカー教室」の実戦へ～成立の根拠と成果

･15、「サポーター対抗フットサル大会の実戦～「見る」と［蹴る］はリンクできるか

　

より

浜村真也1）田村典之･）安田良平3）

　

チームに所属せずとも、日本サッカー協会に選

手登録せずとも、我々はサッカーを楽しむことが

出来る。市民の自主的なサークル活動として位置

付けられる「草サッカー」がそれにあたる。ここ

で草サッカー環境の現状をみると、例えば、民間

経営による人工芝フットサルコートの急速な増加

がある。Ｊリーグ開幕当時は都内に１面しかなか

ったそれが、1999年末時点で東京23区内に８施設

21面､東京都下50キロ圏内に34施設74面存在する。

　

草の根レベルのサッカー環境の整備といった部

分について、どのような課題があるかの研究は、

端緒についたばかりである。筆者は草の根レベル

固有の課題に実験的に取り組むべく、「大人のた

めのサッカー教室」、「ど素人サッカー大会」、「サ

ポーター対抗フットサル大会」という三つの、形

態も､規模も異なる実験的なイベントを主催した。

そのイベントを通じ、浮きぼりとなった事柄につ

いて、ここに報告したい。

　

調査方法は、質問表調査によるものと、電子メ

ールによるアンケート回収方式を採用した。後者

による調査方式が、実態を正確に反映しているか

については、検証されていないこと、調査項目に

よっては十分な回答数を集められなかったこと

を、附記しておく。

　

99年５月５日に行われた「ど素人サッカー大会」

の大会終了時に、参加者に対して質問表調査を行

い、参加者120人中、95人から回答（回答率80％）

を得た。また2000年１月３日から１月６日にかけ

て、「大人のためのサッカー教室」の受講生、256

名に対して電子メールにて質問表を送付し、196

名の回答（回答率76％）を得た。

一成年対象のサッカースクール

　

現存する「サッカースクール」は、少年対象の

ものが殆どである。テニス、スキー、ゴルフには

生涯スポーツとしてのスクールはある一方、サッ

カーの場合、「成年男子対象のスクール」は東京、

埼玉、千葉、神奈川には1999年12月時点では存在

しなかった。また20代以降にサッカーをプレーし

はじめた成年を対象とした指導教本はJFAにな

い。

　

Ｊリーグの「百年構想」の中で、「誰もがスポ

ーツを楽しめる」とうたっている以上、全ての階

層にサッカーを楽しんでもらう為のツールを開発

することが急務であると感じた私は、その観点か

ら、成年初心者（男女）を対象に「大人のための

サッカー教室」の開催を実行するに至った。

一教室受講の動機、参加目的

　

受講生に対し、「大人のためのサッカー教室」

の動機を調査した。その質問表調査結果によると

（図１）、「見ようみまねで無く、経験ある指導者

に教えてほしかった」という回答が45％に達した。

「教えてほしいというニーズはあっても、それを

満たすだけのサプライが無かったということ」が、

この調査から示唆される。また「プレーしたいと

願っていたが、これまでチャンスが無かった」と

いう回答も24％に達しており、ボールを蹴ること

に対し枯渇感を持っている者の中に、「サッカー

スクール」でその要求を果たそうとするものが一

定層存在することも示唆された。

　

また「受講の目的」については（図２）、「技術

力の向上」、「基礎を身につけたい」といった回答

があわせて63％を占めた。

●「大人のためのサッカー教室」

1）サッカー情報誌「サポティスタ」

　

2）永楽産業

　

3）慶応大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

139-



サッカー仲間を求めて(1

所属チームの活動に

物足りない(13%)

｢サッカーイベントから見た、草サッカーの現状｣

経験ある指導者に教えてほしかった

へ

　

, (45≫も）

図1

　

受講目的

サッカー仲間の形成(7S)

練習方法の習得（ﾌS）‘

サッカーの楽しさを知る

　　　　

(13X)

(30%)

　　　　　

図2

　

教室参加の目的

「大人のためのサッカー教室」の形式

の向上

【概要】、平日の夜に行うコースと、休日コースの

二つに大別。

　

平日コースは、山手線沿線の体育館を利用。月

10数回開かれるレッスンの中から、都合回を選ん

で参加するというシステム。 2000年１月現在、約

90名が登録し、毎回約2、30名が各回に受講して

いる。

　

一方、休日コースは毎週日曜日の受講を前提と

し、同一コーチによる一貫指導を採用している。

2000年１月現在、80名前後が登録している。

　

なお受講者に対する質問表調査によれば、受講

に対して何を一番重視したのかという質問（図３）

に対して、「時間および曜日」という回答が最も

多く、次に「会場へのアクセス」という回答であ

った。「指導者のレベル」や「参加費」という項

目への回答は少なく、これらを見ても、指導レベ

ルや参加費に関わらずとも、日取りや会場までの

距離といった都合を満たせば、受講者が集まるこ

いずれも

聞･皿日

(41≪)

会場へのアクセス(21 N)

図3

　

参加に際して重視したこと

とが示唆された。

-インターネットの活用

　

この「サッカー教室」は、受講者の96％がイン

ターネットのアクセス可能者である。募集宣伝、

事務連絡のほとんどをネット上で展開しているこ

とに要因があるのだが、このことは、後に述べる

主催者側の事務作業の軽減化につながり、教室自

体の設立に大きく寄与することとなっている。そ

れは、教室参加者募集の告知、参加者とのコミュ

ニケーション、参加人数の把握などに、主催者側

か労力を割く必要が軽減されるからである。

　

具体的にそれぞれの項目について説明をする。

｢教室参加者募集の告知｣

　

告知の一般的な形として、チラシ広告、新聞・

雑誌広告、テレビ広告、電話勧誘などが考えられ

る。

　

しかし、これらのいずれもが多大な経費を要

する。新しく事業を始めるに当たっては、一定金

額の資本を要するというデメリットが存在する、

インターネット、中でもサッカー関連のホームペ

ージは、企業の手によらない草の根の自主運営で

成りたっているものが多数を含め、広告料を払わ

ずとも、催しの案内を広く宣伝することが可能で

ある。

｢参加者とのコミュニケーション｣

　

ＦＡＸ、封書による事務連絡と比較して、電子

メールによる事務連絡は圧倒的に省力化が図れ

る。また不参加者、休講者に対して「練習レポー

ト」を送ることも、軽度の労力で可能であり、参

加者へのアフターケアが容易になる。またコーチ

もそのインターネット・コミュニケーションに参

加することによって、受講者の不満・疑問がダイ

レクトにやり取りされるシステムが構築されてい

る。勿論、対面でのコミュニケーションの形成の

重要性は否定できないが､それを補う手段として、

インターネットを活用している。

-「事務処理～参加人数把握の自動化､省力化」

　

草サッカーの大会、スクールを主催する場合、

誰が参加し、誰が参加しないのかといった事務処

理に多くの労力を割かれることになる。
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浜村，田村，安田

インターネットを使った自動応答システムを構築

することで容易に処理が出来る。

具体的に報告すると、インターネット上に不特定

多数がアクセス可能なコミュニケーションボード

に、「日時」「場所」「トータルの募集人数」「残り

募集人数」などの情報が開示されている。

参加者はそこに「参加します」「キャンセルしま

す」といったことを投稿する。

するとＣＧＩプログラムによる機械的処理によっ

て、「残り募集人数が何人」という情報が、その

コミュニケーションボード上で閲覧可能なシステ

ムが使用されている。

（参照）http://ｗｗｗ.supportl2.ｃｏｍ/cgi-

bin/dass2/indeχ.cgi

一主催者側のメリットとしては、事務処理の労

力が軽減

　

参加者側のメリットとしては、「『毎週木曜日』

といった固定的な日程ではなく、参加したい日に

いつでも参加できる。料金も参加回数に比例す

る」。

他産業では多くの分野で実践されているＰＣを使

用した顧客管理が、サッカーイベント事業におい

ても、やり方によっては可能であることが証明さ

れた。

一受講者成果

　

受講者に対して、教室受講の満足度についてア

　

ンケートを取ったところ、51％が「思ったよりも

　

向上しなかった」と回答し（図４）、観戦時にお

　

いて「プロの技術の素晴らしさに気づいた」「―

　

つ一つのプレーに対する注目度が高まった」とい

　

う項目に多くの回答が寄せられた一方で、全体の

51％が『「蹴る」が思ったほど楽しくなく、自分

　

は『見る』しかできないと悟った」と回答してい

。る。（図５）この調査を分析すれば、受講の動機

　

にあった「技術的な向上」は３～４回程度受講

づ調査表回答時）しただけでは、当初受講者自身

　

が求めたほどの成果は現れなかったことを意味し

　

ている。成年男子を対象とした指導において、技
：術一辺倒の指導では限界があることが示唆され

’る。

予想以上の成果(24!i)

J

]

f＼]

ま

　　　

(49W

図4

　

教室受講の成果

　　

ワンプレーに注目するようになる

「蹴る｣よりも「見る｣方が楽しいと実感

　　　　　　

プロの技術の高さを実感

　　　　　　　　　　　　　　

その他

尹ヤ

0

　

5
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15

　

20

　

25ぷ

　　　　　　　

図5

　

教室受講後の変化

■「個人参加型サッカー大会」としての、「ど素

人サッカー大会」

「ど素人サッカー大会」の概要説明

　

この大会の特徴はサッカー経験の有無に関わら

ず､一人で気軽に大会に参加できる「個人参加型」

のサッカー大会であることが挙げられる。一般的

に、サッカーをするためには、最初にある一定の

人数を集めなければならない。集めた後も、グラ

ンドの確保、審判の割り当て、メンバーへの事務

連絡といったチーム運営を行う為には、煩雑な作

業が存在する。実際、それらの作業を継続的に実

施することができず活動休止状態に陥るチームは

数多く存在する。

　

それらのチーム運営にかかわる様々な作業を主

催者側で請け負えば、これまでサッカーをプレー

することを障害に感じていた階層も、とりこむこ

とができるのではないだろうか､、この観点から

「ど素人サッカー大会」は、参加する者は身一つ、

一人で参加しても楽しめるようになっている。参

加者は当日、グランドに赴き、主催者側からの適

当なチーム編成に応じる。その場で編成された、

即席チーム同士が戦うのである。

　

大会は、日本代表の試合や天皇杯決勝など多数

の観客動員がみこまれるサッカーイベントが行わ
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｢サッカーイベントから見た、草サッカーの現状｣

れる当日に､スタジアムから徒歩１～２分の公園、

フットサル場でおこなわれた。主にインターネッ

トを通じて宣伝を行い、普段サッカーをプレーす

る機会のない人を対象に、ボールをけることがで

きる場を提供する。

フットサル場を利用する場合は、２～３時間の時

間枠を確保し、参加費として一人1200～1500円を

徴集している。

チーム単位ではなく、たった一人でも参加できる。

このコンセプトにしたがったイベントに、毎回百

数十名の人達が参加している（会場の関係でこれ

以上参加者を増やせない）。

一参加動機

　

参加者に対しても、参加の動機を質問した（図

６）ところ

１、「個人で参加できるから」と答えた者が80％、

2、「素人対象の大会だから」と答えた者が60％

に達した（複数回答）。

１から､ボールを蹴りたいという思いがあっても、

人数を集めるのが面倒であるというサッカー愛好

家が一定数存在することが示唆される。

２からは、「サッカーが上手な人達に混じってプ

レーするのは気が引ける」といった想いが、初心

者がサッカーをプレーすることを疎外していると

いう現状があることが示唆される。

個人で参加できる

　

素人対象だから

０ 20

　

40

　

60

　

80

　

100

(%)

　　　　　　　

図6

　

大会参加の動機

・二つの草サッカーイベント事業から

　

実験的に行っている「大人のためのサッカー教

室」、及び「ど素人サッカー大会」。これらの草サ

ッカー関連イベントは単発に終わること無く、

［大人のためのサッカー教室］は継続的なスクー

ルとして定着し、個人型サッカー大会の「ど素人

サッカー大会」も通算８回を数える。

幸い、毎回数多くの参加者にリピーターとして、

継続的に事業に参加いただいている。

　　

「ど素人サッカー大会」的な「個人参加型サッ

カー」は、主催者の手を離れ、各地で同様な草サ

ッカーが企画されていることも特筆すべき点であ

る。

　

二つの大会を通じ、これら「大人がボールを蹴

る機会を設ける」ことに対するニーズが大きいこ

とを実感した。Ｊの理念のひとつである「もっと

スポーツで幸せな国へ」という目標を達成するに

は、ユース年代の強化や育成だけでなく、ボール

を触る機会に恵まれていない階層に対する普及活

動が、強く望まれていることを主張したい。
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サッカー選手における認知スタイルに関する研究

　　　　　

－ポジション別の比較一

　　

須田

　

芳正川

　

田中

　

博史2）末永

　　

尚2）

　

バレーボール、バスケットボール、サッカーな

どのボールゲームでは、個人技能の優劣に加え、

敵や味方などの人的条件や、ボールの位置といっ

た物的条件が時々刻々と変化するゲーム状況の中

で、適切なプレーを選択し遂行しなければ高いパ

フォーマンスは得られない。それゆえ、プレーを

行なう際にその状況をどのように認知・判断する

かが、ボールゲームにおける技能の優劣を規定す

る要因であると予測できる5）。したがって、外界

の状況を的確に認知・判断し、その場で可能な運

動反応の方策の中から最適な方法を選んで行動す

ることが要求されることは言うまでもない。外界

からの刺激の受容･認知には、各人に固有の仕方

があると考えられている。つまり、知覚･記憶･思

考を必要とする場面において、情報をどのように

受容し、処理するかといった、情報処理様式にみ

られる個人差であり、これが認知スタイルと呼ば

れている4）。

　

荊tkin,ＨＡ９）らは、人間の空間定位における垂

直知覚の実験から、認知スタイルには個人差があ

ることを発見した。さらに、その個人差を場依存

性(Field Dependent)一場独立性(Field

Independent)という連続体で説明している。場

依存型の認知スタイルとは、認知する場が組織化

又は構造化されている時、注目すべき項目を背景

としての全体から分離して理解することに困難を

示す傾向であり、これに対し場独立型の認知スタ

イルとは、背景に困惑されずに、注目すべき項目

を場全体から分離して理解することができる傾向

であると説明している。

　

認知スタイルを測定する研究結果から近年最も

多く使われているテストに埋没図形テスト

Embedded Figure Test （以下ＥＦＴと略記する）が

あげられる8）。ＥＦＴは被験者に単純図形を示し、

それらを複雑な図形の中から探し出すように求め

るものである。その結果、複雑な図形から単純図

形を探し出すことが困難な被験者は、定位課題に

おいて、部屋や枠の影響を蒙るために身体や棒を

分離できない人であり、場依存的であるというこ

とが明らかになった。逆に、定位課題において、

場独立的であるといわれる人は、単純図形を見つ

ける場合に、組織化された複雑な図形の影響を簡

単に克服することが明らかになった。

　

KaneJ.E (1983) "は、サッカー、バスケット

のようなOpen Skill系のチームスポーツ選手は、

ゲーム状況においてほかのプレーヤーとの関連で

場面を認知・判断し、適切なプレーを選択すると

いう点を考慮すると、他者に依存して自分を定位

づける傾向がある場依存型の選手が有利であろう

と述べている。一方、ダイビングや体操のような

Closed Skm系の個人スポーツ選手は、空間で自

分自身の方向を定位づける能力に優れていること

から、場独立型の選手のほうが有利なのではない

かと述べている。この仮説を支持するような結果

を得た研究を概観してみる。

　

Raviv,S.とＮａｖe1,Ｎ.（1988）6）は、バスケット

ボール選手における場依存性一独立性と集中力の

関連性を検討した。この研究の中で、Group

Embedded Figure Test （以下GEFTと略記する）

を実施した結果、ナショナルレベルのバスケット

ボール選手はアマチュアレベルの選手より、また、

アマチュアレベルの選手は非競技者に比べて、よ

り場依存的であるという結果を得ている。

　

松田ら（1977）ｏも同様にＥＦＴを用いて、バス

ケットボールナショナルチームの候補選手の方

が、大学男子選手より場依存的であったという結

１）慶恵義塾大学、２）順天堂大学
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果を導き出している。

　

Bard (1972)丿は、ソフトボール、バレーボ

ール、サッカー、テニス、水泳、ダンス、器械体

操の選手について検討した。その結果、バレーボ

ールの選手が場依存型、ダンスを行なっている者

が場独立型と相関があり、場依存型の者がチーム

的スポーツに、場独立型の者が個人的スポーツに

向いていると報告している。

　

CanoJ.E.とMarquez.Sバ1995卜）は、個人・集

団スポーツの競技者と非競技者を対象に、場依存

性一場独立性についての検討を行なった。 GEFT

を行なった結果、バスケットボール、バレーボー

ル、サッカーのチームスポーツの男子選手は非競

技者群より場依存的であり、チームスポーツの女

子選手は個人スポーツの男子選手一女子選手、及

び非競技者群よりも場依存的であったと報告して

いる。また、須田7）はＪリーグから、大学生まで

のサッカー選手を対象とした研究を行い、Ｊリー

グに所属する選手が最も場依存的で、ついでJ F

Ｌに所属する選手大学生という結果を得、サッカ

ー選手においては競技能力が高いほど場依存的で

あると報告している。

　

以上のように、特にサッカー選手においては競

技能力と認知スタイルの関係について明らかにな

っているがポジションと認知スタイルの関係につ

いては明らかになっていない。

　

そこで本研究では、Ｊリーグ、大学生のサッカ

ー選手を対象としてサッカー競技の代表的な4つ

のポジション間での比較を行い、サッカー競技に

おけるポジションと認知スタイルの関係を明らか

にすることを目的とした。また、本研究で得られ

たデータは今後のこの種の研究及び指導を行なう

上で役立つものであると考えられる。

I

　

方

　

法

１。被験者及び測定場所

　

被験者は、Ｊリーグに所属する選手85名、関東

大学サッカーリーグに所属する選手66名、計151

名を対象として行った。測定は、平成９年６月下

旬から平成９年10月に実施された。

２．場依存一場独立・認知スタイル測定に使用す

るテスト

　

松田ら4）が従来の諸研究で用いた認知スタイル

テスト(Cognitive style Test、以下ＣＳＴと略す）

は６種類のペーパーテストをまとめて構成したテ

スト・バッテリーである。本研究においては松田

らのＣＳＴを参考に６種類のテストの中から場依

存的一場独立的のテストであるテスト２埋没図形

テストEFTに競技年数やポジションを問うスポー

ツ選手用のフェイスシートをつけ集団用として新

しく作成し直して使用した。

　

ＥＦＴは複雑な図形の中から単純な図形をみつけ

だすテストである。全部で24問あり、制限時間３

分間の正答数をEFT得点とする。EFT得点が高い

者が場独立型で、低い者が場依存型であると仮定

される。

　

作成したテストを被験者全員に配布した後フェ

イスシートに記入させ、以下の６点について注意

を繰り返した。

　

１．始めと言うまでやってはいけません。止め

　　　

と言ったら直ちに鉛筆を置いて下さい。

　

２．開いた時はきちんと折るようにして下さいｏ

　

３．問題は順番にやって下さい。どうしても分

　　　

からない問題以外はとばしてはいけませ

　　　

ん。

　

４．間違えたら、その線は全部消しゴムで消し

　　　

て下さい

　

５，それぞれの問題では、１つの図形だけをな

　　　

ぞって下さい。それ以上見つかるかもしれ

　　　

ませんが、そのうちの１つの図形だけをな

　　　

ぞって下さい。

　

6.複雑な図形の中に隠れている簡単な図形は、

　　　

右側にあるものと同じ大きさ、同じ形､同

　　　

じ方向を向いています。

　

ＥＦＴの所要時間はフェイスシートの記入を含め

て約10分程度であった。

３。結果の分析

　

テストを得点化し、サッカー競技の代表的なポ

ジションであるゴールキーパー（以下ＧＫ）ディ

フェンダー（以下ＤＦ）ミッドフィルダー（以下

ＭＦ）フォワード（以下ＦＷ）毎にテストの得点

を平均化し、各ポジションごとに差の検定を行な

-144-

り
ｉ
り

lk

ll



つた。

　

また、テストの一例を、 資料１に示した。

須田，田中，末永

右のような幾何学図形の中から左にある単純図形を

探し出す。

　　　　　　　

資料１

　

テストの一例

Ⅲ

　

結果及び考察

　

サッカー競技の選手は視野を広く保ちプレーを

行うことは最も重要なことである。一般に視野が

広いといわれる選手は味方､相手、ボールの動き、

オープンスペースの位置といったフィールド全体

を見て状況に最も適したプレーを遂行する。さら

に、技術の高いプレーヤーは、トラップするとき

でもワンタッチコントロールすることができ、余

裕も持ってボールをキープし周りを見ることがで

きる。また、ドリブルするときに最も重要なこと

は顔を上げて、高い視線で広い視野を保つことで

あると述べており、技術の高い選手はドリブルし

ながらも広い視野を保つことができ、周囲の状況

を把握し次のプレーに移る準備が整えられると考

えられる。これらのことより、サッカーにおいて

は攻防において有利な展開に運ぶためには、視野

を広く保つことは重要な要因の一つであると考え

られる。

　

本研究において用いたＥＦＴは、複雑な図形の中

から単純な図形を見つけ出しにくい、つまりEFT

得点の低いものを「場一依存型」、複雑な図形の

中から単純な図形を見つけることが容易である、

つまり、EFT得点が高いものを「場一独立型」で

あると定義されている。これらをスポーツ選手用

に解釈すると次のように考えられる。

　

E町において場一依存型は、周りの図形の影響

を受け単純な図形を見つけ出すことが困難である

のではないかと考えられる。周りの図形の影響を

受けやすいことは逆に捉えると周りの状況が良く

-145-

見えているということであり、これをスポーツ場

面に置き換えると周りの状況が良く見えていると

いうことにつながると考えられ、スポーツ選手に

おいて場一依存型は周りの状況を認知・判断する

能力に優れていると解釈でき、プレー中に視野を

広く保っている選手であると考えることができ

る。一方、場一独立型は周りの図形の影響を受け

ることなく単純図形を見つけ出すことができる。

周りの図形の影響を受け難いことは、周りが良く

見えていないと考えることができ、スポーツ場面

に置き換えると、周りの状況を認知・判断する能

力が場一依存型に比べて低いと解釈でき、視野を

広く保つことができない選手であると考えること

がきる。過去の研究においてはチームスポーツの

選手は一般的に場一依存型の選手が多く、個人ス

ポーツの選手は場独立型の選手が多いと述べられ

ている。本研究においてはチームスポーツである

サッカー競技の選手は場依存型の傾向が強い選手

集団であるという仮説の基に考察を行った。

　

表１に、各ポジションにおけるＥＦＴ得点の平均

値及び標準偏差を示した。また、表１を図示した

ものが図１である。

　　　　

表1

　

各ポジションにおけるEFT得点

ま
一
一
一
一
一
一
一

Ｎ

9
7
5
０

1
5
5
2

M
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t7.4

　

2.83

16j
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2.78

1&.&
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図１

　

各ポジションにおけるEFT得点の比較
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０
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Ｐ
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Ｏ

１

　
　

１
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各ポジションにおける認知スタイルテストの得

点はＧＫが17.4土2.83、D F 16.1土2.93、MF
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16.8土2.78、F W16.0±3.35であった。これらの平

均値をポジション毎にｔ一検定を用いて差の検定

を行ったところ、どのポジション間においても有

意な差はみられなかった。これらの結果は、サッ

カー選手の認知スタイルはポジションによって違

いがないことを示している。

　

有意な差はなかったもののＥＦＴ得点が一番高か

ったポジションはＧＫであった。 ＧＫにおいては他

の3つのポジションがフィールド内を行き来しな

がら主に足を使って身体接触を伴ったプレーを行

なうということに対してＧＫは自ゴールを守るた

めに主に手を使い限られた枠の中でプレーを行っ

ている。このようにＧＫのみが他の３つのポジシ

ョンの特性が明らかに違うために有意差はなかっ

たものの平均値に少し変化がみられたと思われ

る。

　

サッカー選手においては常に高い状況判断能力

が要求されるため、周りの状況を的確に認知・判

断する能力に優れていることは従来の研究より明

らかになっている。全体的な得点をみると本研究

の被験者全体の平均は約16.5であり、場一依存的

傾向である。チームスポーツの選手は従来の研究

により場う衣存的傾向が強いとされている。本研

究の結果からもそれらと同様のことがいえる。

　

以上のことより本研究では、ポジションの特性

と認知スタイルの間には関係性があまりないとい

うことが明らかになった。今後の課題としてポジ

ション別での他の心理的な特性を調べていくとと

もに選手のパーソナリティを重視した調査が必要

であると思われた。
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試合に臨む選手達のチーム状況理解度の変化を客観的指標によって継続的に

把握する試み：継続的に行う一対比較法による選手間の相互評価の利用価値

　　　　　　　　　　　

麓

　　

信義1）小川健太郎2）

　

これまで筆者らは、レギュラー選手の能力を、

彼らを含むチームメイトに様々な観点から一対比

較法で評価させる研究を行ってきた(1 -6)。そし

て、それらの観点別に各選手の平均評価順位を計

算し、観点別順位間の相関係数から、評価者たち

のサッカーゲームに関する平均的なイメージ、つ

まり、チーム全体としてのゲームに対する認識

(以下、チーム状況とする)を読みとることが可

能なことが示された。

　

これまでの調査は、一連の活動期間が終了した

時点で調査して、その期間の最終的チーム状況の

把握を目指したものであった。そこで今回は、こ

の方法がチーム状況の変化をも十分に把握できる

ものであるかどうかを確認する目的で、同一チー

ムの継続調査を行った。練習を重ねてチームの状

態が良くなってくると、チームの目標や個々の場

面でのプレー選択に関する考え方が選手間で一致

してくるはずであるので、個々の選手の認識が統

一され、全般的に評価の一致度が高まるという予

想が立てられる。また、チーム状況の認知構造が

良い方向に変化し、それを反映する数値が、指標

の中に現れるはずである。

方

　

法

被験者

　

被験者（以下、評定者とする）は、ある大学チ

ームで活動している学生18名（うち１名は、男子

学生と同じように練習し、試合にも帯同している

経験年数11年の女子学生）である。彼らの平均年

齢は20.3±1.3年、平均経験年数は7.6±3.3年であ

った。

1）弘前大学教育学部

　

2）弘前第一中学校

被評定者

　

被評定者（以下、選手とする）は、被験者の中

で、春の県リーグ戦に一度は出場したことのある

ゴールキーパーを除いた選手10名である。これま

での研究では、レギュラークラスの選手のみを被

評定者として用いているので、秋の地域リーグ戦

では確実にレギュラーまたは準レギュラーになる

と思われる選手のみを評価対象とした。彼ら自身

も評価を行う評定者に含まれている。

調査時期

　

調査は、春のシーズンの目標としていた大会が

終わり、キャプテンが代替わりして新メンバーに

よるチームが結成された７月、秋のシーズンの目

標である地域リーグ戦直前の９月、リーグ戦終了

後の11月の計３回行われた。

手続き

　

評価の観点は、①攻撃力、②守備力、③個人技、

④チームプレー、⑤総合力、⑥攻撃時のポジショ

ニング、⑦守備時のポジショニング、⑧他の選手

を使う力、⑨状況判断の能力、⑩他の選手に合わ

せてプレーする能力､⑧サッカーへの取り組み方、

⑩どちらが親孝行かの12観点であり、常にこの順

序で評価させた。そのため、他の要因が働かなけ

れば、慣れによって、①の観点から順に回答時間

が短くなるはずである。①から⑧までの観点での

評価が分析対象であり、⑩の観点は、他の観点の

評価の一致係数を検討する参考のために設定した

観点である。

手続き

　

評定者は、コンピュータの前に座り、自分でフ

ロッピーディスクを挿入してプログラムをたちあ
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試合に臨む選手達のチーム状況理解度の変化を客観的指標によって継続的に把握する試み:継続的に行う一対比較法による選手間の相互評価の利用価値

げた。そうすると、自動的に説明画面が表示され、

回答の方法が文字で説明された。プログラムは、

この後に練習試行を行わせるようになっていた。

そして、画面の説明が理解できた時、評定者自身

が開始ボタンを押すことによって、評定作業がは

じめられた。

　

開始ボタンが押されると、画面中央付近の左右

に10名中の２選手が対として提示された｡そして、

評定者が画面上方に別の色の文字で表示された観

点から両者を評価し、上位と判断した選手の番号

（１か２）のキーを押すと、次の対が提示された。

この時、表示からボタン押しまでの時間（回答時

間）も秒単位で測定された。全ての対が評定され

ると、次の観点に移るが、その前に休憩が挿入さ

れ、評定者が自由に休憩をとれるようにした。

データの処理

　

データ処理の方法は先行研究と同じである。あ

る評定者が行ったある観点の評定結果を表１に示

した。表の右側に、被選択回数から得られた得点

と評価順位を示した。この順位を観点ごとに全評

定者分まとめて､ケンドールの一致係数を算出し、

評定者間における評価の一致度の指標とした。ま

た、この被選択回数を評定者分合計した順位を計

算し、この順位から、観点別順位間の順位相関係

数マトリックスを算出した。

　

対が提示されてからキーを押すまでの回答時間

は、表１に示した計45対に対する平均回答時間を

基礎値として処理した。

　

さらに、矛盾回答の割合（矛盾回答率）を算出

した。これは、先行研究にあるように（5）、10人

の中から任意の３人を取り出した場合、矛盾があ

り順位が付けられないヶ－ス（ａ＞ｂ、ｂ＞ｃ、

かつヽＣ＜ａ）がヽ総ヶ－ス（､o（へ）の何％あるか

を計算したものである。
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表１

　

－観点で一評定者が行った評価の例

　

今回は､練習を積み試合を経験することにより、

これらの指標がどのように変化するかを中心に考

察する。

結

　

果

１．観点ごとの評価順位の変動

　

各観点ごとに、初回と２回目、２回目と３回目

の評価順位間の順位相関係数を求めた（表２）、

これを見ると、リーグ開始から終了までの間にあ

たる、２回目と３回目の間の相関係数は、ほとん

どが0.9以上であり、大きな変動はない。ところ

が、チーム結成から練習期を経て試合期に入るま

での間の変動は比較的大きい。特に、④チームプ

レーの評価順位の変動が著しく、相関係数は0,4

に達しなかった。このチームプレーの評価は、２

回目と３回目の間でも変動し、この観点のみ､相

関係数が0.9に届いていない。

　

その他にも、初回から２回目にかけては、③個

人技、⑤総合力、⑨状況判断能力、及び、⑩他の

選手に合わせる能力で、相関係数が、0.8付近か、

それ以下の値となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5

　　

）

　　

8

　

9

1-2S

　

0^64 0.976 0.733 0.358 0.778 0.B15 0.988 0.98Z0.772 0.81S 0.95209iS
2－3・IT0.960 0.968 0.976 0.875 0.973 0.939 0.954 0.903 oset 1,000O.KJ

ojaj

表２

　

評価順位の変動（各回の順位間の相関係数）

２。一致係数の変動

　

各回の一致係数を観点ごとに計算し、表３に示

した。これを見ると、⑤総合力と⑨状況判断能力

の観点の一致係数は回を追うごとに増加してきて

いるが、④チームプレーや③サッカーへの取り組

み方の観点では、回を追うごとに値が低くなって

きている。
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表３

　

一致係数の変化

３．矛盾回答率の変動

　

各回の矛盾回答率を観点ごとに全評定者分平均

し、表４に示した。①攻撃力、⑤総合力、及び、

⑨状況判断能力の矛盾回答率は回を追うごとに単

調に減少したが、②守備力と③個人技の矛盾回答
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率は回を追うごとに増加し､④チームプレーも２

３回目に高い値となった。
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表４

　

矛盾回答割合の変化(％)

４．平均対判断時間の変動

　

各回の平均対判断時間を全評定者分平均した値

と前の観点の平均判断時間よりも短くなった評定

者の数を、表５に示した。平均判断時間は、全体

的に見ると、初回から３回目の調査へと回答方法

に慣れるにしたがって徐々に短くなっている。ま

た、はじめに評価する攻撃力の観点の判断時間が

もっともはやいというこれまでの一貫した結果

は、平均値では初回の調査でしか認められなかっ

たものの、２回目でも16名が第２番目に守備力を

評価する時に判断時間が短縮していた。

　

これまでの先行研究では、評価観点が個人技か

らチームプレーに移ると平均判断時間がいったん

長くなり、次の観点を評価する時に再度低下する

傾向が報告されているが(5コ)、今回の結果は、

初回はその反対の結果であり、２、３回目の調査

時のみ、先行研究と同じ傾向を示した。
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表５

　

平均判断時間の変化（秒）

５．観点間の相関係数の変動

　

総合的５観点の評価の間の相関係数マトリック

スを表６に示した。また、これらの観点とその他

の観点の間の相関係数は、表７に示した。

　

表６を個人技を基準として見ると攻撃力との相

関が高まり、守備力との相関が低くなる傾向にあ

つた。一方、チームプレーを基準として見ると、

攻撃力との相関が低くなり、守備力との相関が高

まる傾向にあった。つまり、「個人技・チームプ

レー対攻撃力」と「個人技・チームプレー対守備

力」の関係が逆転したことになる。また、総合力

を基準とすると、守備力や個人技との相関は変動

せずに常に高かったが、比較的低かった攻撃力や

チームプレーの観点との相関も高まった（特に攻

撃力）。

　

表７で、攻撃時のポジショニングを基準にチー

ムプレーと個人技との関係を見ると、はじめはチ

ームプレーとの相関の方が高かったが、２回目以

降は個人技との相関の方が高くなった。守備時の

ポジショニングを同様に見ると、攻撃時とは正反

対で､はじめは個人技との相関の方が高かったが、

２回目以降はチームプレーとの相関の方が高くな

った。

　

また、サッカーへの取り組み方の観点と総合的

５観点の関係を見ると、チームプレーを除き初回

守備力

個人技

チームプレー

総合力

守備力

個人技

チームプレー

総合力

守備力

個人技

チームプレー

総合力

表６

　

総合的観点間の相関係数

　　

１回目

　

攻撃力

　

守

　

力

　

個人

　　

チームプレー

　

総合力

攻

　

のM 0.952　　0.297　　0.721　　0.842　　0.648

守備時の/

　

0.309

　　

0.976

　　

0.855

　　

0､394

　　

0.855

選手を使う
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0.854

　

状況判断
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0.851
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0.939
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0.673
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0.830

　　

0.612

　　

0､808

親孝行
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-0.079

　

-O､224
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２回目
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守

　

力
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チームプレー

　

総合力

攻撃時の

　　

0.939

　　

0.394
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0.539

　　

0.788

守備時のM 0.248　　0.988　　0.394　　0.782　　0.784

選手を使う
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0.697
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0.930

状況判断
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0.985

他に合わせる
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0 406　　0.442　　0.661　　0.535
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0.231
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0.393
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表７

　

総合的観点と個別観点の評価順位間の相関係数

149

0｡450

　　　　　　　　　　　

（3回目）
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試合に臨む選手達のチーム状況理解度の変化を客観的指標によって継続的に把握する試み:継続的に行う一対比較法による選手間の相互評価の利用価値

がもっとも高い値を示し、守備力を除き３回目が

　　

った順位づけが行われたことがわかる。そのため、

もっとも低い値を示した。これは、サッカーに熱

　　

２回目には、個人技は守備力より攻撃力との相関

心だからという理由でその他の観点の評価を高く

する傾向が徐々に少なくなってきたことを示して

いる。

考

　

察

１。初回測定時のチーム状況

　

初回の調査はチーム結成時であり、評定者の中

にはこの年の４月に入部した者もいた。

　

したがっ

て、評価される選手の試合でのプレーをよく知ら

ない評定者もいたと思われる。しかし、練習はま

とまって行っており、お互いのプレーはよく見て

いるので、対で提示される選手のプレーを全くイ

メージできないわけではなかった。このような状

態での評価構造を表６の１回目のマトリックスか

ら考察すると、個人技の評価は攻撃力より守備力

の評価と高く結びつき、チームプレーの評価はそ

の反対であり、これは、これまで調査してきたチ

ームの結果と正反対であった。また、個人技とチ

ームプレーの相関が高いことから、チームプレー

と個人技が分けて理解されていない状況と推察さ

れる。

　

ところで、個人技で攻めてチームプレーで守る

のがサッカーの基本であり、そのことを反映する

と解釈できる結果が小学生対象の調査を除くこれ

までの調査で報告されているが(1コー6)、このチ

ームでは、チームプレーと守備力の相関が低く

(表６上段)、守備時のポジショニングがチームプ

レーよりも個人技と関係づけて理解されている

(表７上段)ので、このチームはチームプレーの

理解に問題がありそうである。

２。二回目の調査におけるチームプレー理解の変

　　

容

　

上で示したような問題のあるチームプレーの理

解が２回目にかけてどのように変化したかを、以

下に検討する。

　

まず、初回から２回目にかけて、チームプレー

の評価が大幅に変更された。 0.358という相関係

数から、２回目には、この観点のみまったく異な

が高く、チームプレーはその反対であるという、

普通の評価構造に転換している(表６中段)。ま

た、個人技とチームプレーを分けて考える傾向が

顕著になり、両者の相関係数は、0.382にまで低

下している。

　

さらに、初回の、攻撃時のポジショニングが個

人技よりもチームプレーと高く相関し、守備時の

ポジショニングが個人技と高く相関する現象が、

２回目には逆転している。これまでの報告では、

個人技的要素、チームプレー的要素に関係なく、

攻撃的プレーはチームプレーよりも個人技と高く

相関し、守備的プレーはチームプレーとより高く

相関するという結果であったので(4)、この点で

も､通常の評価構造になってきたと言えるだろう。

このチームについて、監督は、当初から組織プレ

ーに問題があるチームだと話していたので、他の

選手に合わせてプレーする能力という観点を今回

の調査で初めて追加した。守備時には味方だけで

なく敵の選手にも合わせる必要があるので、この

観点はどちらかというと攻撃よりも守備に強く関

係した能力と思われるが、実際、この観点と個人

技及びチームプレーの関係をみると守備時のポジ

ショニングとこれらの関係と似ており、初回は個

人技との相関の方が高く、２回目はチームプレー

との相関の方が高かった。

３。２回目から３回目にかけての評価順位の変化

　

表２からは、各観点での評価順位があまり変化

しなかったことがわかる。このことは、リーグ戦

の経験を積んだにもかかわらず、チームプレーの

理解があまり変化しなかったことを意味する。当

該期間のチーム状況について、監督は、チームプ

レーの理解がまったくできておらず最悪状態であ

ったと述べていた。さらに、チームの成績がこれ

までに経験したことのない最下位であったことな

どから、変化してきたチームプレーの認識の内容

に大きな問題があったことが推察される。そこで、

次にこの点を考察したい。
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４。チームプレーの認識はどのように深化したか

　

上で述べたような初回から３回目までの各種指

標の数値変化は、試合に向けた練習を重ねること

によって、このチームではチームプレーの認識が

もっとも大きく変化したことを示している。そこ

で、チームプレーの認識の変化がどのようなもの

であったかを詳しく考察してみたい。それによっ

て、このチームの平均的なチーム状況理解がどの

ように深化したかが明らかになるであろう。

　

まず、チームプレーに関した各種指標の変化を

みると、回を追うごとに一致係数が低下し、矛盾

回答率が増加している。一般に、一致係数が低い

観点は尺度を確定するのが難しく個人個人がばら

ばらの尺度を用いる可能性が高いので、一致係数

が低下して矛盾回答率が増加することは納得のい

く変化である。

　

しかし、このことは、チームプレ

ーの評価が回を追うごとに難しくなり、個人間の

考えが異なってきたと解釈するしかない。そうす

ると、練習を重ねるとチームの目標や考え方が一

致してきて一致係数が高まるだろうというあらか

じめ立てた仮説に矛盾した結果となってしまう。

そこで、この意味を考えてみることにする。

　

表２の初回と２回目の間の順位の相関係数を見

ると、チームプレーの他にも、個人技、総合力と

状況判断能力が、0.8以下の比較的低い値となっ

ている。そして、表２を見ると、このうち、総合

力と状況判断能力の１【亘】目の一致係数は0.6以下

の低い値となっていて、２回目にはかなり上昇し

た。一方、個人技の一致係数は、チームプレーと

同様に２回目の調査で低下した。

　

これらのことから、初回から２回目にかけて、

総合力と状況判断能力という言葉が意味する内容

については、はじめの仮説どおり練習活動により

考えが深まり、共通認識のもとに各評定者が評価

尺度を変更したため、選手の評価得点が同じにな

るような変化が生じ、これが一致係数の上昇に反

映されたと解釈できる。表４をみると、これらの

観点の矛盾回答率も回を追うごとに低下してい

る。ところが、個人技とチームプレーという言葉

の意味する内容は、評価順位の変更がみられ、考

えが変化したことは認められるものの、選手間の

一致度はかえって低下しかため、現在のチーム状
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況への理解が深まった結果とは単純に解釈できな

い。

　

そもそも、この個人技とチームプレーに関して

は「総合力＝個人技十チームプレー」という関係

が想定されており、総合的観点を５つ設定した理

由として、もう一つ「総合力＝攻撃力十守備力」

という関係も想定されていた。表２と３からは、

後者の関係においては選手の意識があまり変化し

なかったが、前者の関係においては、チームプレ

ーの認識が変更されたことに伴い、個人技の認識

も変更されたと推察できる。そして、この認識の

変更が単純な深化ではないことを表３のチームプ

レーの一致係数の低下と表４の矛盾回答率の上昇

が示している。対を構成している個人技の一致係

数の変化をみると、初回がもっとも高く、矛盾回

答率も回を追うごとに大きくなっており、この数

値変動の方向はチームプレーとまったく同じであ

る。

　

つまり、初回から２回目にかけて、チームプレ

ーの認識（評価方法）に関して、評価尺度の微調

整ではすまされないような大きな変更がなされ、

それが、対となっている個人技の評価尺度にも影

響を与えたと解釈することができる。この変化は

２回目から３回目の調査の間の試合期でも進行し

ていることが、両調査におけるチームプレーの順

位間の相関係数が0.9に達しない（表２）ことか

ら推察される。この間に、矛盾回答率が、チーム

プレーに関しては高止まりであり、個人技につい

てはさらに矛盾回答率が上昇していることは、こ

の認識変更がこの間の安定的深化を意味していな

いことを示しており、上で述べた推論を支持する

資料と言えよう。

　

攻撃力と守備力に注目すると、攻撃力の矛盾回

答率が徐々に低下しているにもかかわらず、守備

力の矛盾回答率が上昇傾向にある。これは、守備

力とチームプレーが結びついているため、チーム

プレーの評価尺度の揺れに連動したものと思われ

る。この結果は、先行研究で筆者らが提唱したい

5）、個人技で攻めチームプレーで守るのがサッカ

ーの基本的認識であるとする考えを支持するもの

と思われる。

　

別の見方をすると、このチームの評定者たちは、
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２回目になって初めて、チームプレーについて、

紋切り型の評価ではなく自分の考えで評価する活

動が生じ、そのために、意見の食い違いがかえっ

て大きくなったと表現することもできるだろう。

チームプレーの判断時間が、前後の個人技の観点

とチームプレーの観点からの判断時間よりも長く

なるという傾向が初回には認められず、２回目以

降に観察されたことが､この推測を裏づけている。

そうすると、本研究で筆者らが仮定した考えの深

化の過程は、この３回目の調査以降にあてはまる

のかも知れない。サッカーに対する取り組み方の

評価が、はじめは他の観点の評価と高く相関して

いて回を追うごとに全般的に低下してきたという

結果も、まじめ、熱心だという理由でサッカーの

諸能力を機械的に高く評価する傾向が徐々に低下

してきたことを意味し、評価構造が少しずつ分化

してきて、個々の観点から自分なりに考えて評価

し始めていると推察できる。

　

さらに、３回目の調査の0.492というチームプ

レーの一致係数は、サッカーに関係なく、おそら

くは一度もお互いに話題としたことがないと思わ

れる親孝行の観点から選手を評価させた場合の一

致係数よりも低いので、チームプレーの考え方を

一致させるための活動ははじまったばかりと考え

るべきであろう。

　

組織プレーに問題のあるチームだという監督の

発言や、２回目以降に先行研究で調査したチーム

の評価構造に似てきたという上の考察は、この推

測の妥当性を裏付けるものと言える。監督による

と、この大学チームが組織プレーをこなせるチー

ムに成長するまでには、その後１年かかり、組織

プレーを意識した試合展開ができたと監督が評価

した試合は、ここで評価された選手の半分程度が

残っていた翌年の同じリーグ戦の最終試合であっ

たそうだ。

　

４年生の選手は、その試合を終えて、

４年間で一番楽しい試合であったという感想を述

べていたということである。

　

この調査を行った評定者の感想は「いろいろと

考えることができた」というものであった。デー

タの自動処理プログラムが完成していなかったた

めヽこの時のチームには、即時的なフィードバッ

クができなかったが、もし２回目までの結果をリ

－グ戦開始前にフィードバックできていれば、チ

ームプレーについて皆で討論するきっかけにもな

り、選手間の相互理解とチームの結束を高められ

ると思われる。そうすれば、より早い時期に、彼

らにサッカーのより高度な楽しさを経験させられ

たかも知れない。今後は、実際にチーム作りの途

中で数値をフィードバックさせる実用研究に取り

組みたい。
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緒

　

言

　　

サッカー選手の競技力向上のための心理的支援について

～大学サッカー選手に対するヘルスカウンセリングの応用事例～

　　　　　　　　　　　　

上田

　

丈晴

　

「マジ、キレそうですよ…」、「試合中、焦っち

ゃうんですよねえ…」。

　

このような、現代のサッカー選手（以下、（選

利とする）の訴えに、周囲の人々はどのように

対応すべきであろうか。

　

筆者は、1997年４月よりＴ大学蹴球部員のいわ

ゆる「悩み」に対する、心理的な支援（以下、

「支援」とする）を、チーム外に属する支援者と

して継続して行ってきた14）。

　

現在、その係わり方の技法の中心となっている

のが、宗像により開発された（ヘルスカウンセリ

ング3･4.11）」である。

　

このヘルスカウンセリングは、１）目標行動を

明確にでき、２）自己決定ができ、３）自分に対

する自信を回復し、４）矛盾する感情を持つ自分

の自己同一性を高め、より自由な意志で行動でき

る自分に成長することができる5）とされている。

これらの効果に関する報告は、医療あるいは教育

の分野等ではなされているl･2. 15)ものの、スポー

ツの分野における報告はなされていない。

　

また、日本のサッカー界においては、競技力向

上の過程で選手が抱える「悩み」に対する有効な

対応策は、豊田ら9･13）が継続的に報告をしている

ものの、十分に完備されているとはいえないのが

現状である。例えば、小野ら8）はサッカーのフラ

ンスワールドカップに出場した日本代表チームに

おける心理面のケアについて、専門家によるその

必要性を認識しながらも、チームへの招聘を見送

った経緯を報告している。

　

その原因はいくつか推察できるが､指導の現場、

つまり指導者側のニード（要求）と、心理面の支

援者側が提供できる技術あるいはその効果に関す

る情報が一致していないことが大きな原因のひと

つであろう。

　

このような指導者側と心理面の支援者側のギャ

ップを埋める作業は、今後の日本代表チームのみ

ならず、日本サッカー界の発展のためにも必要不

可欠な作業であると考えられる。そしてこの作業

は、机上の論理で終わらせることなく、現場への

フィードバックを目的とした、より具体的な内容

を伴うものでなければならない。

　

そこで本研究では、大学サッカー選手に対して

ヘルスカウンセリングによる支援を試み、質問紙

調査による分析を行い、そして事例を提示し討議

することにより、選手の「悩み」に対する対応策

としての効果の検討を行うことを目的とした。

研究方法

１．ヘルスカウンセリングの実施

　

１）対象者について

　　　

1998から99シーズン中に自発的に筆者の元

　　　

を訪れた、Ｔ大学蹴球部（関東大学サッカ

　　　

一連盟１部所属）に所属する13選手。

　

２）実施者について

　　　

筆者。ヘルスカウンセリング学会認定のグ

　　　

ループカウンセラー資格を所有。チーム外

　　　

に位置する支援者の立場をとった。

　　　

実施については、指導者に対し、各シース

　　　

ン開始時迄に表１に示した支援の原則に対

　　　

する承諾を得た。

　

３）実施内容について

　　　

SAT (Structured Association Techniqueい）

　　　

と呼ばれる、構造化された連想法による手

筑波スポーツ科学研究所
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順（表２参照）に従い、ヘルスカウンセリ

　　　

ングを行った。

　　　　　

表１

　

筆者の心理的支援の原則

１選手が自由に使える時間（試合･合同トレーニング外の時間）に係わる

２チームスタッフではなく、外部に位置する支援者として係わる

３来談は、選手の意志による

４サッカーの技術・戦術的な栂導はしない

　　　　　

回答を求めた。

　　　　　

①「期待」：支援を受けることへの

　　　　　　　　　　　

期待（自由記述、複数

　　　　　　　　　　　

回答可）

　　　　　

②「結果」：支援を受けた結果（自

　　　　　　　　　　　

由記述、複数回答可）

　　　　　

③「影響」：支援を受けたその後の

　　　　　　　　　　　

生活（競技）への影響

　　　　　　　　　　　

の有無（「ある・なし」

　　　　　　　　　　　

の２件法）

　　　　　　　　　　　

「ある」と答えた場合は

　　　　　　　　　　　

具体的な影響の内容

　　　　　　　　　　　

（自由記述､複数回答可）

３．事例の討議

　

１）事例について

　　　

事例:Ａ選手｡Ｔ大学蹴球部ａチームに所属。

　　　　　　

ポジションはフォワードであり、大

　　　　　　

学トップレベルの選手である。以前

　　　　　　

にも３回、筆者による支援を受けた

　　　　　　

ことがある。

　

２）支援の実施日時および場所について

　　　

日時:1999年10月29日、合同練習終了後、

　　　　　　

自発的に筆者の元を訪れた。

　　　

場所：グランド脇のベンチにて行った。

結

　

果

１．質問紙調査における回答の特徴

　

質問紙調査の分析では、支援を受けた13名（回

答率100％）を分析の対象とした。

　

１）実施頻度

　　　

表３には、ヘルスカウンセリングによる支

　　

援を受けた頻度が示されている。これによる

　　

と、１０回以上支援を受けた選手が8名

　　

(61.5%)、5～7回と答えた選手が３名

　　

(23.1%)であった。

　

２）実施時期

　　　

表４には、支援を受けようと思った時期を

　　

KJ法により８つのカテゴリーに分類した結

　　

果が示されている。これによると、自身のサ

　　

ッカーのプレーの不調時、悩みを自分で解決

　　

できない時あるいはシーズン・試合前に筆者
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表２

　

ヘルスカウンセリングの手順VersionⅢ（宗像、1999)

１開いた質間

２効果的な沈黙、促し

３共感的繰り返し、促し

４共感的要約

５要点別感情の明確化と感情の意味の明確化

６相談時感情の明確化と感情の意味の明確化

７その他の感脩の明確化と感情の意味の明確化

８感情の優先順位づけ

９自己イメージ連想法とその自己イメージの

　　

感情の明確化および感情の意味の明確化

１０逆流説明

11矛盾の確認（自己防衛心×自己成長心）

１２自己防衛心と自己成長心の心の声をそれぞれ

　　

もらって心偶風景連想法

１３心傷風景の感情の明確化と感情の意味の明確化

１４逆流説明

１５心理パターンのガイドラインを提示し自分の

　　

パターンに気づいてもらう

１６心の声の変更法

１７フィードバック（自己決定の確認）やリハーサル

　

○どの段階においても感情の意味の明確化をした後

　

には心の本質的欲求（慈愛心、自己信頼心、慈愛

　

願望心）の明確化を行う

◎怖い、悲しいなど強い感情を持った表現の時には

　

心傷風景連想法で過去の心傷風景を出し、癒し技

　

法を用い癒すこと

２。質問紙調査の方法

　

１）調査対象者および調査日について

　　　

上述した13選手に対し無記名による質問紙

　　　

調査を１回実施した。

　　　

調査日は2000年１月５～６日であった。

　

２）質問紙調査の内容について

　　　

質問紙は以下の調査項目より構成された。

　　　

（1）「実施頻度」：支援を受けた回数を

　　　　　

求めた（自由記述）。回答例として

　　　　　

「１回、３回、たくさん等」を提示し

　　　　　

た。

　　　

②「実施時期」：支援を受けようと思

　　　　　

った時期を求めた（自由記述、複数

　　　　　

回答可）。回答例として「リーグ戦前、

　　　　　

○○のことでイライラした時等」を

　　　　　

提示した。

　　　

（3）［実施内容］：以下の項目についての

Ｓ秘飽厳守



　

の元を訪れることが多いようである。

３）実施内容

　

（1）支援を受けることへの期待

　　　

表５には、支援を受けることへの期待を

　　

KJ法により７つのカテゴリーに分類した

　　

結果が示されている。これによると、筆者

　　

の元を訪れる際、不安や悩みを解消したい

　　

という期待が大きくあることが伺える。

　

（2）支援を受けた結果

　　　

表６には、支援を受けた結果をKJ法に

　　

より６つのカテゴリーに分類した結果が示

　　

されている。これによると、支援を受けた

　　

結果、気持ちが楽になり、すっきりし、目

　　

標が明確になった場合が多いことが伺え

　　

る。

　

（3）支援を受けたその後の生活（競技）への

　　　

影響の有無および具体的な影響の内容

　　　

表７に示した通り、支援を受けた13名の

　　

選手全員が、その後の生活（競技）への影

　　

響があると回答した。

　　　

また、表８には、その後の生活（競技）

　　

への具体的な影響をKJ法により６つのカ

　　

テゴリーに分類した結果が示されている。

　　

これによると、支援を受けたその後の生活

　　

（競技）において、目標の明確化による高

　　

いモチベーションの維持が可能となり、気

　　

持ちの面においてサッカーのプレーベのプ

　　

ラスの影響がみられ、悩みを自分で解決で

　　

きるようになった場合が多いことが伺え

　　

る。

表3

　

ヘルスカウンセリングによる支援を受けた頻度

回答（自由記述）

　　　　　　

ｎ（％）

　

2～4回

　

5～7回

10回程度

10回以上

たくさん

かなり多く

2 (15.4% )

3 (23.1% )

2 (15.4% )

1 I 7.7% )

4 (30.8% )

1 ( 1.7% )
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表４ ヘルスカウンセリングによる支援を受けようと

思った時期

回答（自由記述されたものをKJ法により分類）

サッカーのプレーの不調時

自分で悩みが解決できない時

シーズン、試合、合宿前

目標を喪失し、将来への不安がある時

サッカーのプレー以外に関する諸問題がある時

憂ｌで心理的に不安定な時

筆者を見かけた時

n（％）

6 (46.2% )

5 138.5% )

5 138.5% )

3 (23.1% )

3 (23､1％）

2 11 5.4% J

1 ( 7.7% )

やる気はあるけど、体に力が入らない時

　　　　　

1 I 7.7% )

表５

　

ヘルスカウンセリングによる支援を受けることへ

　　　

の期待

回答（自由記述されたものをKJ法により分類）

　　　

ｎ（％）

不安・悩みの解消

明るく、前向きになりたい

自信を持ちたい

パフォーマンスの向上

目裸の明確化

気持ちを落ち着けたい

9 (69.2% )

4 130.8% )

3 (23.1% )

3 (23.1% )

2 (15.4% )

2（I 5.4% )

何らかの変化

　　　　　　　　　　　　　　　　

1 I 7.7% )

表６

　

ヘルスカウンセリングによる支援を受けた結果

回答「自由記述されたものをK」法により分類）

　　　

ｎ（％）

気持ちが楽になり、すっきりした

目標が明確になった

モチベーションが向上した

やるしかないと思えるようになった

自僧を持てた

自分と向き合うことが出来た

9 (69.2% )

4 (30.8% )

3 (23.1%)

3 (23.1% )

2 115.4% )

Z□5.4% )

表フ

　

ヘルスカウンセリングによる支援を受けた

　　　

その後の生活（競技）への影響の有無

回答
-
ある

なし

　　

ｎ（％）

13(1 00.0% )

　

O（

　

O､O％）

表８

　

ヘルスカウンセリングによる支援を受けた

　　　

その後の生活（競技）への具体的影響

目標の明確化により高いモチベーションの維持が可能となった

鼠持ちの面において、サッカーのプレーベのプラスの影響があった

悩みを自分で解決できるようになった

壽え方が前向きになった

自信が持てた

人の気持ちが分かるようになってきた

8 161.5% )

6 146.2% )

5 l3e.S9≪ )

4 130.8% )

1 I 7.7% )

２。事例

　　

事例Ａ

　

文中の「

　

」は選手の言葉、＜＞は筆者から

選手への発言内容を示している。その他は筆者に

よる状況の付加的説明ならびにその時々の印象等

を記述している。

㎜ ㎜

　 　 　

¶

＝ ｉ Ｗ い

　 　 　 　 　 　 　 　

’

　 　 　 　

ｆ

人の気持ちが分かるようになってきた

　　　　　　　　　　　

1「7,7%」

回答（自由妃述されたものをKJ法により分頚）

　　　　　

ｎ（％）



サッカー選手の競技力向上のための心理的支援について～大学サッカー選手に対するヘルスカウンセリングの応用事例~

　

秋の大学リーグ戦も終盤を迎えていた。その日

の合同練習は翌日の公式戦を控え、調整（チーム

戦術の確認等）で終わった。

　　

グランド脇のベンチに腰掛け練習を見学して

いた筆者の元に、練習を終えたばかりのＡ選手が

訪れた。

＜お疲れ。＞

「お疲れさまです｡」

〈どうした？＞

「あまり調子良くないんですよ…」

いつも、話はこのように始まる。

＜あまり調子良＜ないんだ…＞「はい…1対1をよ

くはずしちゃうんですよ…」＜１対１をよくはず

しちゃうんだ…＞「はい…」＜その時どんな気持

ち？＞「なんか、焦っちゃうっていうか…」くな

んか、焦っちゃうんだ…焦りっていうのは不安の

感情の一種なんだけど、何か期待があってそれが

叶う見通しがつかないときの感情なんだよねえ…

どんな期待の見通しつかないのかなあ？＞「うー

ん、簡単に点を取って試合に勝って安心したいん

ですかねえ…」＜簡単に点を取って試合に勝って

安心したいのに、焦って１対１をよくはずしちゃ

うんだ…＞「はい…」とＡは大きくうなずいた。

この種の焦りは、ＳＡＴ法における心傷感情|圭2）で

あるため、筆者は心傷風景連想法注3）を行った。

く1対1で焦っちゃう時、いつも心の中で何か言っ

てるよねえ？＞「あ一つ、いつも『絶対失敗しち

ゃいけない』つて…」とＡは即答した。

く『絶対失敗しちゃいけない』つて焦っちゃうの

は一般的に言うとどんな時？＞「自分に責任があ

って、失敗しちゃいけない時ですかねえ…」＜自

分に責任があって、失敗しちゃいけない時に『絶

対失敗しちゃいけない』つて焦っちゃうんだ…＞

「はい…」とＡは小さくうなずく。さらに共感的

に筆者は投げかける。＜自分に責任があって、失

敗しちゃいけない時に『絶対失敗しちゃいけない』

つて焦っちゃう…＞「･‥」＜何か思い出した？＞

「大学受験のことが出てきました。」＜それは何歳

…？＞「大学の推薦入試の直前だったから18歳か

な…」＜その時どうだっだの？＞「むちゃくちゃ

緊張してたんですよ。提出書類の作成とか、宿の

手配とか､いろんな人に色々世話してもらって…。
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これで落ちたらやばいって…」＜その時、誰かい

た？＞「あ一つ、オヤジがいましたけど、言えな

かったですねえ」＜オヤジに何って言いたかった

の？＞「緊張してるってことを言いたかったけど、

言えないですよ。オヤジ、チョー厳しい人なんで

すよ。」＜うん、じゃあね、そこのとこ、やり残

してるから、やってみようか。オレ、オヤジやる

から、優しいオヤジだとして、Ａ君は18歳のＡ君

やってよ。オヤジに何って言って欲しい？＞「優

しいオヤジだとしたら、『お前の力を出し切れば

いいんだからな。落ちたら相手の方がうまかった

と思えばいいんだから。応援してるぞ』つて

…」〈うん、やってみよう…＞

ここで筆者が『オヤジ』役を、Ａは18歳のＡ自身

を演じた。「お父さん、俺、明日受験なんだけど、

すごい緊張しちゃって…」＜そうか。でもな、お

前の力を出し切ればいいんだからな。落ちたら相

手の方がうまかったと思えばいいんだから。お父

さん応援してるぞ！＞そう言いながら、オヤジ役

の筆者はＡを励ますようにしっかりと肩をたたい

た。 18歳を演じるＡは目にうっすらと涙を浮かべ

ながら、「はいっ。頑張ってきます！」と力強く

答えた。にのロールプレイは癒し技法お）と呼ば

れる）

＜大学受験前のＡ君はどうなった？＞「はい、頑

張ろうという気になりました」＜大学受験前の気

持ちと、１対１でシュートする時焦っちゃうのは、

何かつながるかなあ？＞「はい、失敗すると申し

訳ないという点で同じです」＜うん。ところで、

焦って1対1はずしちゃう自分に何か言ってあげら

れることあるかなあ？＞「…。決めたところに打

て！取られたら、相手がうまかったと思えばいい

んだから目＜具体的にはどうする？＞「1対I

になったら、決めたところにシュートします。失

敗したら、相手がうまいと思って､次に行きま劃

と、自分へのキーワードを決め、具体的な行動目

標を立て終了した。

　

偶然であるかもしれないが、翌日の公式戦にお

いて、Ａ選手はゴールキーパーとの１対１を躊躇

なくゴールに蹴り込み所属チームの勝利に大きく

貢献したことを附記しておく。



討

　

議

　

Ａの来談の主訴である「調子が良くない」のは、

「ゴールキーパーとの１対１をよくはずす」とい

うことであり、この悩みの背後には不安の派生感

情のひとつである「焦り」があり、その焦りは

「試合に勝って安心したい」ことから生じること

が分かった。その際、「絶対失敗しちゃいけない」

という心の声をいつも伴っており、18歳の大学受

験前の心傷体験の持つ「すごい緊張」を癒すこと

により、「失敗すると申し訳ない」という当時か

ら無意識に続いていた気持ちが今の自分に思いが

けない影響を及ぼしていたことに気づいた。

　

その結果、今の自分に対し、「決めたところに

打て」と励ましながらも「取られたら、相手がう

まかったと思えばいい」といういたわりの言葉も

見つけることができた。決断と開き直りというバ

ランスのとれた言葉を見つけたことになる。

　

「１対１をよくはずす」という悩みを自覚して

来談したＡ選手は、感情を手がかりとした過去の

心傷体験の癒しと、目標となる「キーワード」の

獲得によって、一応の解決に至ったのである。

考察および今後の課題

　

本研究では、大学サッカー選手の「悩み」の対

応策としてのヘルスカウンセリングによる支援の

効果を質問紙調査の分析および事例の討議から検

討することを目的とした。

　

その結果、支援の一応の効果を確認することが

でき、選手の「悩み」の対応策として、ヘルスカ

ウンセリングによる支援が有効であることが示唆

された。これにより、サッカー選手の悩みの解決

策の仮説モデルの構築を試みた（図１参照）。

　

今後は、指導者側と心理面の支援者側のギャッ

図１

　

サッカー選手の悩みの解決策の仮設モデル

上田
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プを埋めるべく、この仮説モデルの妥当性の検証

を課題としたい。

注の説明

注１）ヘルスカウンセリングとは、構造化された

　　

連想法を用いて、選手の言語的表現（話の内

　　

容など）や非言語的表現（声や顔の表情、ジ

　　

ェスチャー等）にみられるポイント（気持ち

　　

や感情の強いところ）を共感的に言語や非言

　　

語で繰り返すうちに、選手が自らの言動の背

　　

後にある気持ちや感情に気づくようになり、

　　

さらにはさまざまな連想やひらめきが生じる

　　

ことで隠された感情に気づき、自分の本当の

　　

問題が何であるかが見え、自ら解決法を見い

　　

だすことを支援する方法である。筑波大学の

　　

宗像恒次教授（保健学博士）により開発され

　　

た。

注２）心傷感情とは「一定行動をとりたいと考え

　　

ているにもかかわらず、なぜか実行できない

　　

時、その行動をとることを妨げる感情の存在

　　

がある。それは悲しい、怖い、諦め、強い怒

　　

りなどといった無自覚な感情である。これら

　　

の感情は、過去の心傷体験によってつくられ

　　

た心傷感情（トラウマ感情）であるｏ」とさ

　　

れている。

注３）心傷風景連想法とは「今感じている強い感

　　

情に対して、記憶の底から過去の心傷体験

　　

（トラウマ体験）を引き出していく技法6）」

　　

である。

注４）癒し技法とは「心傷風景連想法によって想

　　

起された過去の出来事の中の、傷ついた心の

　　

イメージをプラスのイメージに切り替える技

　　

法’）」である。これにより、過去に不足した

　　

心の欲求を満たそうとして、コントロール出

　　

来ない感情や要求が無自覚なままにフラッシ

　　

ユバックすることを防ぐ事が出来る’）とされ

　　

ている。
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メンタルトレーニングの継続と競技意欲の向上について

宮崎

　

純一口

　

高妻

　

容一2）加藤

　

譲口

緒

　

言

　

スポーツにおいて。選手やチームが持つ能力を

最大限に引き出すために必要な心理的トレーニン

グの重要性は近年大いに注目され、指導現場でも

実践、活用されている1)Ｊ･3)･8)｡9)。 1995年のユ

ニバーシアード福岡大会に出場したサッカー日本

代表チームは、高妻との報告5)のとおり、メンタ

ルトレーニングによる心理的コンディショニング

を積極的に導入し、随所にその成果を発揮し、史

上初の金メダルを獲得した。このプログラムを改

善し継続的に大学サッカーチームを対象としてメ

ンタルトレーニングを実施した結果、サッカーパ

フォーマンスの向上･)6ロ)、選手の競技意欲の改

善に大きな成果をあげた。本研究は、３年目を迎

えるメンタルトレーニングの効果、実践的な活用

法を、選手へのインタビュー調査を含めた質的研

究により明らかにし、これらに評価、検討を加え

るものである。

方法

１

　

対象

　

青山学院大学体育会サッカー部（関東大学リー

グ２部所属）に所属し、メンタルトレーニングを

２年以上継続している部員16名（４年生６名、３

年生10名）。

２

　

メンタルトレーエング実施期間

　

1997年３月から1999年９月。スポーツ心理学者

（メンタルトレーニング開始時より東海大学助教

授高妻容一氏）の指導のもとに講習会を受講し、

メンタルトレーナー、コーチングスタッフの指導

によりメンタルトレーニングを継続する。主な講

習日程は、以下に示すとおりである。

　　

1997年３月紹介・初級編（２日間計15時間）

　　　　　

８月中級編（２日間計15時間）

　　　　　

11月上級・試合直前編（１日計5時間）

　　

1998年３月初級編復習（１日計8時間）

　　　　　　　

中級・上級編（１日計８時間）

　　　　　

８月試合直前編（１日計３時間）

　　　　　　　

試合前日・当日・試合中のサポー

　　　　　　　

ト編（計30時間）

　　

1999年３月初級編復習（１日計８時間）

　　　　　　　

洗練編（１日計８時間）

　　　　　

７月初級編復習

　　　　　　　

試合直前編（１日計８時間）

３

　

調査期間

　

プレテスト

　

1997年３月（講習会前）

　

ポストテスト

　

1999年３月（講習後２年を経て）

４

　

調査方法

①心理テストの実施

　　

部員の競技意欲に対する影響を評価するもの

　

として、心理テストを行う､、TSMI（Taikyo

　

Sports

　

Motivation

　

Inventory : 体協競技意欲

　

検査）を用い、1997年３月にはメンタルトレー

　

ニング開始以前のプレテスト、トレーニング開

　

始後２年を経過した1999年３月にポストテスト

　

を実施し、評価を加える。 ＴＳＭＩは、146の

　

質問項目からなり17の尺度について得点を９段

　

階評価する。１から13までは、得点が高く、14

　

から17までは得点が低いほうが評価が高い。そ

　

れぞれの尺度に対応して、不足している心理的

　

な要因、必要とされているメンタルトレーニン

　

グのスキルなどが確認される。

②インタビューの実施

　　

特に変化が著しく、特徴的変化のあった部員

　

に対してインタビュー形式、記述形式を併用し

　

た調査を実施する。メンタルトレーニングの実

１）青山学院大学、２）東海大学
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メンタルトレーニングの継続と競技意欲の向上について

　

施前後におけるサッカーへの取り組みの変化、

　

よく使用するメンタルスキル、日常生活への応

　

用などその効果・影響を調査し､検討を加える。

５

　

統計処理

　

ＴＳＭＩの、プレテスト及びポストテストの17

尺度の変化を検討するためにPaired- Ｔ検定を用

いた。なお有意水準は５％以下に設定した。

　　　　

Fig.l

　

ＴＳＭＩの変化(平均値

　

N=16)
一 一 一 一

結

　

果

ｐ≪○０１●ロ≪○0517117

　　　　　　　　　

QI？

･‾‾'1

１

　

ＴＳＭＩと競技意欲の向上について

　

プレテストとポストテストの結果は、fig.lに示

したように平均で17尺度のうちですべてに得点の

増加傾向があり、16尺度にメンタルトレーニング

後の有意な増加が認められた。特に高いレベルに

あると考えられるのは情緒の安定性、精神的強靭

さ、計画性、失敗不安の軽減、緊張性不安の軽減、

不節制の減少などであった。

２

　

インタビュー調査について

　

６名の部員にインタビューを実施した。いずれ

も、メンタルトレーニングを始めて３年目を迎え

る部員を対象とした。すべての対象から、メンタ

ルトレーニングについての積極的な効果が報告さ

れた。

　

性格とメンタルトレーニングの関係について

は、「短気な性格」、「熱くなりやすい」などの性

格的特徴がマイナスに働きそうな場面で、プラス

方向にコントロールすることができるようになっ

たなどの回答が見られた。

　

また、メンタルトレーニングが役立った状況で

は「ポジティブシンキングにより控えメンバーに

なったときのモチベーションの維持ができるよう

になった。」、「リラクゼーションによりトレーニ

ングへの集中力が高くなった。」、「ゲーム中の判

定、相手選手からのファウルなどで気持が揺らが

なくなり冷静にプレーできるようになった。」、

「常に目標設定をする習慣ができ、トレーニング

の２時間に今までより目的を持って集中して臨め

るようになった｡」など各人各様の効果を報告し

ている。

　

ルーティン化しているメンタルスキルについて

は、「ガムをかむことで物事に集中できるように

なった。」、「試合中嫌なことがあると努めてスマ

イルして気持を楽にするようにしている。」、「ウ

ォームアップの時のリラクゼーションで集中を高

める。」などの報告があった。

　

また、日常生活への応用では「授業への集中が

以前よりしやすくなった。」、「就職の面接でも、

初対面の人に対して自信を持って接することがで

きた。」などの回答があった。

考

　

察

　

メンタルトレーニングを開始してから、３年目

を迎えた。

　

トレーニングや試合では、音楽を用い

たリラクゼーション、イメージトレーニング、サ

イキングアップが毎日のセッションで実施されて

いる。部員は当たり前のようにこれらのメンタル

トレーニングに取り組んでいるが周囲の反応は、

今でも興味半分の奇異な眼差しが感じられるのが

現状のようである。こんな中でも、心理テストの

結果や部員からの報告からうかがえるとおり3年

の間に、メンタル面の強化、改善は着実に進んで

いる。サッカーの場面のみならず、日常生活の中

でメンタルトレーニングの成果が実感できるとい

う報告のとおり、様々な場面でメン幻レトレーニ

ングの効果は現れている。外的な要因に左右され

ずに自分をコントロールし行動しなくてはならな

い場面や、集団を率いて組織的な運営を試みよう

とするときに有用であろう。

　

TSM Iでは、16尺度で有意な変化が認められ

たが、インタビューにもこれらのデータを支持す

るコメントがみられる。特に高いレベルにある情

緒の安定性、精神的強靭さ、計画性、失敗不安の
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宮崎，高妻，加藤

軽減、緊張性不安の軽減、不節制の減少などは、

既報6）による最もよく使ったメンタルスキルとし

てあげられた「リラクゼーション」と「ポジティ

ブシンキング」の応用によるところが大きいと考

えられる。また、達成動機を表す１～４尺度の得

点の高さと5、6、15、16尺度の改善は競技に対

しての「やる気」が大いに向上したことを表して

いる。

　　　　　

Fig.2　TSMIの変化(Sub.K.M)
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これは、インタビューの中のK.M.のコメント

「逆境にも強くなったような気がするし、試合中

も落ち着いてプレーが出来るようになった。」や、

fig.2に示したＫＭ．のＴＳＭＩのスコアからも明ら

かである。K.M.は、当初競技中の「精神的な強

さ」、「緊張性不安」に低い値を示していたが、メ

ンタルトレーニングを開始して３年の間にレギュ

ラーに定着して試合中も安定して、自信に満ちた

プレーをするようになった。多少のミスに対して

も考え込まず、次のプレーに集中する切り替えの

テクニックを使っているとのことである。

　　　　　

Fig. 3　TSMlの変化(Sub.H.M)
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考えがちな性格で、他者からの評価を必要以上に

気にする傾向があった。そのため、「練習で冷静

さを欠いて、すぐにいらいらしたり集中力が途切

れてプレーに落ち着きがなかったりした。また、

試合になると緊張してしまって普段の力の半分も

出すことができなかった。」という。これらの問

題は「メンタルトレーニングで、リラクゼーショ

ン、ポジティブシンキングやイメージトレーニン

グが習慣になってから徐々に改善され、試合中で

も冷静に頭を使いながらプレーできるようになっ

た。」と、心理的な要素の改善によりパフォーマ

ンスに大きな影響があったことを報告している。

特に、H.M.は、今年からようやく控え選手とし

て活躍をするようになり試合中は交代の機会にあ

わせて常に心理的、身体的準備を強いられる状況

を経験している。 Fig.3のＴＳＭＩの変化からも

H.M.が、この３年間で「情緒の安定性」、「精神

的強さ」を獲得し、「失敗不安」や「緊張性不安」

を克服したこと、「目標挑戦」､「練習意欲」､「闘志」

などの高い能力を生かし、大事な場面で力を発揮

できる選手になっていることは明らかである。

Fig. 4　TSMIの変化
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N.S.は、非常にやさしい性格で、多くのケガに

悩まされていた。そのせいか、「気持ちに波があ

り、日常生活の出来事がグラウンドでのプレーに

反映して集中してサッカーが出来ないときがあっ

た。」という。

　

しかし、メンタルトレーニングを

始めて数ヶ月してから練習前のリラクゼーション

によって「自然にトレーニングに気持ちが向く」

ようになった。また、自信がなかった自分のプレ

ーにもポジティブに考えることによって自信が持

てるようになり、「信じられないようなプレーが
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メンタルトレーニングの継続と競技意欲の向上について

出来るようになった。」との報告をしている。

Fig.4に示したN.S.のＴＳＭＩからも、「困難の克

服」、「情緒の安定性」、「精神的強靭さ」などが向

上し、イメージトレーニングなどの効用で「計画

性」が向上することによって試合を想定した練習

（練習のための練習ではなく）をするようになり、

実践で自信が持てるようになったことが考えられ

る。

　

このようにメンタルトレーニングの応用も一様

ではなく個人差がある。部員の一部には、メンタ

ルトレーニングに対して消極的な者もいる。これ

は、チーム全体でメンタルトレーニングを実施す

る方法のひとつの課題である。この問題点を解決

するためには今後、全体的なトレーニングと平行

して、個人差を考慮しつつ有効に活用できるオリ

ジナルプログラムを充実させ、活用していくこと

が課題となろう。

　

また、継続的メンタルトレーニングの効果とし

て、メンタルトレーニングの日常化・自動化が認

められた。特に意識をせずにポジティブな思考を

する習慣が形成されたり、気分がめいると自然に

呼吸を調整して気分をコントロールするなどがこ

れに相当する。練習、試合における緊張性不安の

軽減、コミユニケーションスキルの獲得は、トレ

ーニングへの意欲向上に大いに役立ったと考えら

れる。

　

したがって、今後トレーニングを指導する上で

の課題として、活用頻度が多く認められたリラク

ゼーション、スマイルなどに代表される「セルフ

コントロールスキルの習得・実践」、競技意欲の

向上に大きな影響を与えた「ポジティブシンキン

グの認識と実践」などがあげられよう。そして、

これらのトレーニングを継続することにより効果

はより確実なものになると考えられる。

　

また、ユース年代において早期にメンタルトレ

ーニングのスキルを学習することは、技術･戦術

面の発達を助長することが示唆され、この年代で

の指導プログラムに欠かせないスキルと考える。
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はじめに

　　　　　　　

ア式蹴球事始め

　

第４級

一校友会誌・華陽より見た岐阜中学の明治・大正期一

　　　　

篠田昭八郎

　

吉田

　

勝志1）宮崎

　

雄三2）

　

岐阜県内で最初に設立された、旧制中学校は、

岐阜県尋常中学校（現岐阜県立岐阜高）で、校友

会誌、華陽より、岐阜中学を中心としたサッカー

史の考察を試み、興味ある資料が得られたので、

ここに報告する。

２

　

調査資料

　

岐阜県立岐阜高校図書館所蔵の華陽（第一号～

第百号、一部欠あり）と、同校の学術講演会雑誌、

岐高百年史を基に、名倫中学校友会誌、新愛知新

聞、名古屋新聞等の関連資料より調査を行った1）。

３

　

調査結果

　

３－１

　

明治時代

　

明治11年文部省は体操伝習所を設置し、体操教

師養成を行った2)。

　

その教材の中のーつにフートボールがあり伝習

所卒業生は全国の中学校、師範学校等の体操教師

に配属され、師範学校で学んだ生徒が、小学校訓

導として県内各地に赴任。この経過で全国各地で

フートボールが行はれたと報告をした1)。

　

関連資料より推察するに、明治20年代には、運

動会種目の中で、フートボールが行はれた。

　

当時は、全国大会は見当ず、学校対抗は行はれ

たものの、２校閲の話し合いで、ルール等の決定

が見られたと推察されるが、本調査では、当時の

試合方法､ルール等の正確な確認は出来なかった。

　

清は3)、明治20年10月、岐阜中学に運動会が設

立され、それが、後の野球部、柔剣道部の発展の

母体となったと記している。

１）中部大学健康科学教室

　

２）鈴鹿工業高等専門学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

163-

　

同年、岐阜町（現岐阜市）で、初めての大運動

会が開催され、県令（現県知事）以下、大合同で

参加者は千名との記録があり、この運動会種目の

一つに、フートボールが、岐阜中学対岐阜師範の

対抗で行はれたと記しているが、試合方法等細部

資料は見当らなかった4）。

　

フートボールの文字は、この記録が。岐阜県内

の最初で「１チーム30名づつ」で、現在の正現ル

ールに従ったものでは無かった。

　

また、篠田が、堀桑吉先生との対談（昭41）で、

明治22、23年頃、堀先生が加納尋常高等小学校在

校中に、カワイ先生とフートボールを昼休み時間

に行い、塀にボールが当れば､１点で､グランド中

央にボールを持ち帰り、競技が再会されたと話さ

れ､競技人数は日により異り、紅白の帽子を冠り、

20～70人位を２分して行ったと話されていた5）。

　

また、同時代に､山田らは､東京高師附属小学校

で､高さ１尺５寸､長さ20間の御影石に互いに入り

乱れてボールを蹴りあてていたと記している6）。

　

岐阜中学校では、明治22年ｎ月３日天長節に第

1［EI］運動会が始めて開催され、競技種目にフート

ボールが記されているが詳細の記録は見当らなか

った3）。

　

明治28年５月18日、岐阜中学の運動会種目オー

プニングゲーム（第１回）、第21回の２回フート

ボール競技が行はれ、第１回は、１年丙丁組で、

１チーム29名、６分で赤組の勝、第21回は、３・

４・５年生（人員不明）で、10分するも引分けと

あり仇同年秋の運動会にも、２回行はれ、１チ

ーム22名で試合が行はれている。

　

上記資料に、巾５間、高さ６尺のゴールと記さ

れて、現在のゴールと多少異っている8）。

　

明治29年、岐阜中学の運動会67種目中、フート

ボールが８回行はれ、競技者数は記録に残るもの
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一校友会誌・華陽より見た岐阜中学の明治一大正期一

に、15・16・17・19名のメモがあり(残る４回は

未記入)、試合時間も１分より10分程度で記録よ

り推察するに得点が入ると終了。次の運動会種目

に移ったと推察される。

　

岐阜中学の明治時代の運動会のオープニングゲ

ームは、校友会誌、華陽より見る限り、全て、フ

ートボールであった。

　

明治31年ｎ月３日の運動会記事中、フートボー

ルは４回行はれ、第１[亘]試合講評に、ゴールの大

きさを、高さ２米突、巾６米突と記し、明治28年

の運動会の巾５間、高さ６尺に比べ、現在のサッ

カーゴールに近ずいている。

　

岐阜中学の運動会種目のフートボールは、華陽

によれば、１日の最多は、８回(明29)､)、最低の

２回(明38)'"'で、生徒同志の試合の他、職員役

員フットボール(明35春)川に加え、有志フット

ボール(明31秋)12)、役員フートボール(明35秋冲

も番外種目でプログラムに見られた。

　

岐阜中学卒業生の塩津環氏(明34卒)は、明治

30年頃のフートボールは放課後、ボールを蹴って

高くあげたり、東西に分かれ互いに蹴り合う位だ

ったと記している14)。

　

上記、塩津氏は、東京高師で、日本最初の公式

試合競技者メンバーの１人でもあった呪

　

明治39年、華陽会規則野球部内規、附蹴球部取

扱規定か出来、明治36年度、華陽会の下半期決算

報告書と始めて蹴球部幹事、安江公平、古田義吉

氏の名前が見られ、収支決算書の総枚入470円04

銭７厘の内、蹴球部は４円40銭と全体の１％にも

満たない額であった。

　

明治40年16)、42年川、43年l')の華陽会の予算決

算書を見るに、明治36年と同様、野球部の約10分

の１で、活動は、同好の志で、ボールを蹴ってい

た程度で、野球、柔剣道、庭球の如き十分な部活

動は、まだ行はれていなかったと推察される。

　

部活動として、東海地方では、文献上、明治42

年頃より、愛知明倫中学、明治43年より第八高校

(現名古屋大)で、蹴球は見られたが、岐阜県で

は文献上見当らなかった。

　

明治時代、華陽には、運動会種目の題名はフー

トボール､フットボールの言葉が記されているが、

明治末期には、フットボールに統一され､華陽会、

予算決算書記事に見られる明治40年代は全て蹴球

で統一されていた。

３－２

　

大正時代

　

岐阜中学卒業生、塩津環（明34・ 3岐中卒、明

38゛ 3東京高師卒）、堀桑吉（明25・ 5岐中卒、

明39・ 3東京高師卒）両氏は、東京高師蹴球部創

設時の部員で口2）、堀氏と篠田との対談で、先生

は、愛知第一師範在職中に、岐阜師範､名倫中学、

岡崎師範、陸軍幼年学校等に指導に当ったが、対

外試合は行はれなかったと述べている川。

　

何故、当時は対外試合が実施されなかったを愛

知第一師範、三浦渡世平校長の訓話を過去に報告

したので、ここでは割愛する呪

　

校友会誌、華陽は、大正時代前半は欠号で細部

は他の文献より考察するに、明治時代の東京高師

運動会は、全国の中学校、師範学校長等の参観で

開催され、その中に蹴球も有り、自校での新種目

蹴球紹介を参観校長より、嘉納治五郎校長に依頼

があり、部員が手分けして全国へ指導に出掛けた

との記述もありに）、河用メモによれば、大正時

代に入って川田は東京高師蹴球部員、小沢準作氏

（岐中大６卒）が蹴球普及のため岐阜中学に４・

５年生を対象に、講堂で講演、グランドで実技指

導を大正８年頃指導を受けたと記している19）。

　

大正２年３月５日付、名古屋新聞に愛知３中

（現愛知県立津島高）¨フートボール練習”の記事

が見られるが、大正４年12月26日付朝日新聞東海

版の大正４年度運動界（上）に“…大正４年度に

於ける運動界は関東関西共に近年稀なる股賑を極

めた。就、中等野球は運動界の人気を集め従って

記録すべく事件が頗る多い、之に次ぐものに庭球

であろうか。競漕、水泳、トラック、蹴球､相撲

等も相当行ばれたものであるが、野球、庭球の如

き対校的分子に富まざる人気に添はざる所以で

…”とあり、まだ、蹴球の活動は東海地方では、

小数派だったと推察される。

　

大正５年１月15日付、新愛知新聞に浮虜の運動

会の見出しで、27日フートボールが行はれると記

され、写真も付してあった。

　

大正６年になると、名古屋新聞主催の第７回練

習会（大６・３・４）本日鶴舞公園で開催に、
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篠田，吉田，宮崎

“…フートボールの増加、尚、オリンピック競技

の鉄弾や円盤は例によって隨意練習を許し、今回

から新たに、フットボールを加えて、自由来会諸

君の使用に任す事としだと記している。

　

大正６年３月24日より名古屋新聞に運動競技界

欄、大正６年10月12日より大阪朝日新聞東海版に

運動欄が始めて設けられ、各種スポーツの予定、

結果の記事も見られるようになった。

　

真の日本一を選ぶ、地区予選を勝ち抜いた日本

フートボール大会（全国中学校蹴球大会）も大正

７年１月、関西、富中Ｇで開催され2o）、この影響

もあり、東海地方では始めて、大正７年２月18日

新愛知新聞主催の第１［亘17式蹴球大会が、明倫中

学（現愛知県立明和高）、八高（現名古屋大学）、

愛知一師（現愛知教育大）、愛知三中（現愛知県

立津島高）で行はれ､八高優勝の記事も見られた。

　

明倫第32号に大正７年６月29日、名倫中学、岐

阜中学へ遠征の記事や、岐阜高百年史にも、“大

正７年蹴球部生れる。まだ華陽会公認になってい

ない”の記事も見受けられた3）。

　

大正８年６月29日付、新愛知新聞に“岐中蹴球

部生る、名倫５－１岐中”の記事も残っている。

　

大正８年１月、新愛知新聞主催の第２回蹴球大

会に、岐阜中学の出場予想記事（大７年12月）も

見られたが、当大会には出場していない。

　

岐阜中学は大正９年１月６日の第３回大会より

参加し、以降、大正期は全て出場記録が残ってい

る。

　

中学校蹴球大会も、上記、正月大会の他に、９

月23日、名古屋蹴球団主催の近県蹴球大会が開催

され、岐阜中学も名倫中学、愛知一師と共に参加

の記録が残っている。

　

大正10年代後半になると、日を異にして、名古

屋蹴球団主催の他に、第八高等学校、名古屋高等

工業校友会（現名古屋工業大）、浜松高等工業学

校（現静岡大）、名古屋高等商業学校（現名古屋

大）、芳陵、岐阜蹴球団主催の全国大会の名で、

東海、関東、関西地区の学校が集まり試合を行っ

ていたが、最終目的は、大阪毎日新聞主催の中学

校東海地区予選で優勝し、全国大会が出場するた

めの小手調的のものと推察される。

　

川田メモ1,）や、朝日新聞東海版（大12・8・2）

によれば、岐阜中学ＯＢによる岐阜蹴球団を結成、

名古屋倶楽部との対戦や、春夏冬、岐阜中学での

練習や創設記念事業に、第１［目全国中等学校蹴球

大会を岐阜市で開催（大12・ 8）この大会も10年

も継続したが種々の條件で中止となり、この大会

を受けついだ形で、大垣サッカークラブ主催の岐

阜県下中等学校大会を開催、戦争中頃まで続いた

が、戦後、復活して高体連主催（筆者注昭25年夏）

大垣大会となったと記している。

　

岐阜中学は大正11年５月、東海蹴球大会に中学

の部で初優勝（岐中１－Ｏ八幡中）、同年９月第

２回東海蹴球大会にも優勝の記録が残っている。

　

川田メモによれば1,）、岐阜中学は、大正15年に

名古屋蹴球団主催の東海中学校蹴球大会に５年連

続優勝等、岐阜中学蹴球部黄金時代を築いたが、

真の全国大会､大阪毎日新聞主催の東海予選には、

愛知一師に敗れ、全国大会への出場は出来なかっ

た。

　

珍事として、大正12年１月４日、名古屋での中

学校蹴球大会で京都師範との対戦予定が積雪のた

め列車が遅れ、試合予定時間に間に合はず遅刻、

失格の記録（新愛知新聞大１２・ 1. 5)、大正13

年５月27日付、大阪朝日新聞に、当時は、日程の

関係上、１日２試合の公式試合が組まれ、決勝戦

に岐阜中学は八幡中学を前半５－Ｏで終了。後半、

八幡中学は疲労のため棄権と記した記録も見られ

た。

４

　

まとめ

　

岐阜県内で最初に設立された中学校、岐阜尋常

中学校（現岐阜県立岐阜高）校友会誌、華陽を中

心に明治・大正時代の岐阜中学のア式蹴球調査を

行い下記のことが明かとなった。

１）明治時代、岐阜県下の中学校、師範学校では、

　　

部活動としてのフートボールの対外試合（11

　　

人制）の記録は見当らなかった。

２）明治20年代より運動会種目の一つに、フート

　　

ボールがあり、運動会のオープニングゲーム

　　

として行はれ、学年を異にした試合が、２－

　　

８回組まれていた。

３）明治時代のサッカーゴールも、巾５間、高さ
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一校友会誌・華陽より見た岐阜中学の明治一大正期一

　　

６尺（明28）より、巾６米突、高さ２米突

　　

（明31）と尺開法よりメートル法への変化が

　　

見られた。

４）明治時代の運動会種目のフートボール競技人

　　

数は各試合ごと、まちまちで、15―25名程度

　　

の両チーム同人員で競技が行はれ、競技は得

　　

点が入れば終了で最短の１分より35分程度の

　　

記録があり、引分けも見られた。

５）明治時代、華陽会幹事に最初に蹴球部員名が

　　

見られたのは、明治36年で、予算は概して、

　　

野球部の10分のレ総予算の１％程度で、ク

　　

ラブ活動は同好の志が、ただ、ボールを蹴る

　　

程度だったと推察される。

６）部活動として、岐阜中学蹴球部が、新聞等の

　　

マスコミに活字として登場したのは、大正７

　　

年６月29日、名倫中学、岐阜遠征、同年12月、

　　

第２回中学校蹴球大会の出場予想記事（不出

　　

場）、以降大正８年６月29日の新愛知新聞に

　　

よる“蹴球部生る”の記事であった。

７）大正後半期、岐阜中学は、各種大会で優勝し、

　　

黄金時代を築いたが、愛知一師に阻まれ、全

　　

国大会の出場は出来なかった。

　

本研究にあたり、貴重な資料の御提供をいただ

いた、岐阜県立岐阜高校、松原郁夫先生を始め同

校図書館関係各位に深く感謝いたします。

５
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

はじめに

　　

スポーツカウンセラーの教育・研修・資格に関する

社団法人日本プロサッカーリーグ（Jリーグ）アンケート調査

　　　　　　　　　　　　

坂中尚哉

　

近年、スポーツ心理学者らによって、スポーツ

競技者への臨床心理学的アプローチを試みた事例

研究の報告が成されている。（中込、1999、1998)

そこでは、スポーツ競技者が、パフォーマンスの

低下や心身への不安とともに身体を窓口にして訴

え、面接を介し、自己の内的な問題に気づき、自

律的に解決していく内的過程を綴っている。たと

え、競技不振が訴えの中心であったとしても、面

接を通じて行われる自己理解は、競技場面に復帰

した際、競技者にとって新たな視野を提供し、充

実した競技生活が期待される。つまり、河合

(1992)の「成熟モデル」を基盤としたクライエ

ントの自己成熟に期待していることと同義であ

る。

　

スポーツ場面から生じる心身への不安、スラン

プ､怪我などを主訴とし、スポーツ競技者が心理

的な葛藤を呈していることは先に示した。このよ

うに、スポーツ競技者は、非日常的である競技生

活に日常化した感覚を持ち得てしまい、競技生活

への傾倒とともに、競技種目にアイデンティティ

を築き、非現実の世界に埋没していくことは想像

に難くない。

　

しかしながら、鈴木(1994)は「一般に、スポ

ーツ選手は外向的、活動的、悩みがないなど、明

るく健康的なイメージで見られることが多い」と

指摘しているように、悩みや苦しみをあまり表面

化しない場合が多い。また、明るく健康的に振る

舞うことで表面上は、「悩みなんかない」、「問題

はない」ように行動しているようにも見える。

　

このように、スポーツを取り巻く環境には、ス

ポーツ競技者の多くに心理的負担を強いるととも

にヽ自己内の矛盾を意識的、無意識的に体験して

いると想像される。競技場面で生じる心身の葛藤

を、競技者自身がどのように向き合い、対決、対

処していくかは、競技成績への伝播のみならず、

自身の人格的成熟に大きく関与するものと考えて

いる。面接相談では、競技者の抱える心的葛藤を

言語的に物語り、スポーツカウンセラーの待つ態

度に支えられながら、相互的にその葛藤の意味を

了解する過程だといえる。また、スポーツカウン

セラーは、競技者の未来に開かれた可能性に期待

しつつ、面接を通じての心理的支援を行っている

ともいいかえられるであろう。

【目的】

　

本調査では、スポーツカウンセラーの資格化に

対する現場からの意見を収集することにした。特

に、コーチング制度の充実しているプロサッカ

ー・コーチより現場サイドの意見をうかがい、先

に行われたスポーツ心理学会員から得られた調査

結果と比較することを目論んだ。

【研究方法】

2-1.調査対象

　

本研究では、社団法人日本プロサッカーリーグ

（Jリーグ）に所属するプロコーチングスタッフ

93名（回収率87％）

Ｏツプコーチ39名、ユースコーチ34名、ジュニ

アユースコーチ20名）

2-2.調査期間

　

平成８年８月５日～９月15日

2-3.調査内容

三木市立教育センター
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質問紙法による。平成７年に日本スポーツ心理

学会員を対象者とした「スポーツカウンセラーの

教育・研修・資格に関するアンケート調査を実施

した質問紙を一部修正を行い、今回の質問紙を作

成した｡調査項目はスポーツカウンセラーの資格、

制度、養成、必要性といった多方面からの回答を

求めた。

【結

　

果】

　

以下では、主要な質問項目（観点）をもとに集

計した結果についての報告をする。

（1）スポーツカウンセラーの仕事内容

　　　　

「スポーツカウンセラーの仕事内容」につ

　　

いて回答を求めたところ、心理学会員と共通

　　

して「メンタルトレーニングの指導」、「心理

　　

的コンディショニング」、「競技での心理的問

　　

題に関する相談」の３つの項目に対して大方

　　

の者が高い支持を示した。「日常での心理的

　　

問題に関する相談」の項目において、プロコ

　　

ーチの方がスポーツ心理学会員よりも、その

　　

必要性を訴えているという結果が得られた。

　　

その一方で「指導者への心理的アドバイス」

　　

の項目では、前述する結果と相反するものと

　　

なり、スポーツ心理学会員の方が高い必要性

　　

を認めていることが明らかとなった。

　　　　

表1

　

スポーツカウンセラーの仕事内容

修了後一定の研修を受けて」の項目が共通し

て高い割合で回答されていた。スポーツカウ

ンセラーの養成にあったて大学体育学部教育

では十分ではないことも明確になった。

（3）スポーツカウンセラーに必要な教育・経験

　　　

スポーツカウンセラーに必要とされる教育

　　

経験内容について、プロコーチが求めている

　　

ものとして、主に「カウンセリング理論、技

　　

法」、「メンタルトレーニング技法」、「体育・

　　

スポーツ心理学」、「心理相談法」ということ

　　

が挙げられた。スポーツ心理学会員との違い

　　

が見られる項目は、「スポーツ指導経験」の

　　

必要性をプロコーチは81％といった高い割合

　　

で示した。それに対して、スポーツ心理学会

　　

員からは51％の割合であった。尚、スーパー

　　

ビジョン（研究段階で各自が担当したケース

　　

に対して、より専門的立場にある者から教育

　　

的指導を受けること）に関する回答結果の差

　　

異は、本項目に対するプロコーチサイドの受

　　

け止め方の違いが生じたものと考えている。

　　　

表2

　

スポーツカウンセラーの教育･経験
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i

. ● ゝ

: 3

靉技スポーツ経喰

　　　　

8S

　

7S

　　

70

　　　

76　　S7
スポーツ推毒経験

　　　　

87

　

81

　　

7S

　　　

81

　　

51
カウンセリング理論、枝法

　　

9Z

　

9０

　　

8S

　　　

89

　　

95

●床ん環学

　　　　　　

74

　

63

　　

40

　　　

59

　　

84

精神病理学

　　　　　　

67

　

66

　　

45

　　　

59

　　

63

　　　　　　　　　　

トップユースj｢ﾕｰｽﾌﾞﾛｺｰﾁ全体心理学会員

ﾒﾝﾀﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ咄耳

　　　

69

　

78

　　

80

　　　

76

　　

87

心理的ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ

　　　　

87

　

91

　　

85

　　　

88

　　　

92

蝕での心験問題に闘する相餓

　　

90

　

91

　　

80

　　　

87

　　　

96

日常での心竃的間題に闘する相談

　　

74

　

59

　　

80

　　　

71

　　　

63

鯖者への心理的ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

　　　

56

　

26

　　

60

　　　

58

　　　

81

一般ｽﾎﾟｰﾂ岐者へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

　

38

　

16

　　

2S

　　　

26

　　　

57

-倣の人への心理覆滅

　　　　

28

　

9

　　

2S

　　　

21

　　　

34

体冑、スポーツ心理学

　　　

8S

　

84

　　

70

　　　

80

　　

78
他の体育、スポーツ科学備域

　

49

　

34

　　

3０

　　　

38

　　

39

（4）スポーツカウンセラーの必要性

　　　

スポーツカウンセラーの必要性について、

　　

「必要である」とした回答者は80％であった。

　　

そのプロコーチの内訳は以下の通り。

　　　　

表3

　

スポーツカウンセラーの必要性（2）スポーツカウンセラーの養成

　　　

現時点では、スポーツカウンセラー養成に

　　

対して、体育系大学におけるカリキュラムで

　　

は十分なものとはいえない。

　　　

スポーツカウンセラーの養成についてはプ

　　

ロコーチとスポーツ心理学会員とも「卒業・

　　　　　　　

トップユースJrユースプロコーチ全体心理鮭員

必要

　　　　　　　

90

　

81

　　

70

　　　　

80

　　

87

どちらとも言えない

　　

10

　

19

　　

25

　　　　

18

　　　

11

不必要

　　　　　　　

0

　　

0

　　　

5

　　　　

1,6

　　

1,3

　

!’

無回答

　　　　　　

０

　　

０

　　　

０

　　　　

０

　　　

０

　

｀Ｉ

(%)

その他

　　　　　　　　　

２

　　

０

　　

０

　　　　

０

　　　

９

無回答

　　　　　　　　　

０

　

０

　　

０

　　　　

０

　　　

０

その他

　　　　　　　

１０

　

３

　　

０

　　　

４

　　

９

パーソナリティ理論

　　　　

72

　

50

　　

45

　　　

56

　　

77

心理相談笹

　　　　　　

82

　

66

　　

65

　　　

71

　　

7Z

(X)

阿T技法

　　　　　　　

8S

　

7a

　　

7S

　　　

79

　　

82

スーパービジ９ン

　　　　

１８

　

１９

　　

１０

　　　

１６

　　

５７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(Ｘ)

　　　　　　　　　　　　　

トップユースJrユース

　

プロコーチ全体心ｌ学●員

体冑授業の経験

　　　　　

54

　

50

　　

2S

　　　

43

　　

61



（トップコーチ90％、ユースコーチ81％、ジ

ュニアユースコーチ70％）

（5）スポーツカウンセラーの資格制度の必要性

　　　

スポーツカウンセラーの資格制度の必要性

　　

について回答を求めたところ86％のプロコー

　　

チが必要であると示していた。プロコーチの

　　

方が心理学会員よりも「必要」と回答する割

　　

合が若干高く、現場サイドでは身分保証を強

　　

く求めていることが考えられる。更に「設定

　　

レベル次第で必要」と含めると98％の高い割

　　

合で必要とされていることが明示された。

（6）スポーツカウンセラーの資格申請について

　　　

「もし資格が制定されたならば申請するか」

　

設問に対して「申請する」と答えたプロコー

　

チは28％の割合であった。また、「条件次第

　

で申請する」と答えたプロコーチは24％であ

　

った。半数近くのプロコーチが「申請しない」

　

と回答しており、個々の専門性を意識しての

　

結果と思われる。

　

表4

　

スポーツカウンセラーの資格申請について

坂中
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資格の問題については早急に解決できる課題で

はなく、今後も種々の側面からの検討が必要と思

われる。特にスポーツカウンセラーの専門性を発

揮するためにも現場からの要請や理解は不可欠な

ものと考える。

　

本調査の目的は、スポーツ心理学会員と現場と

のスポーツカウンセラーに対する認識の相違と質

的意見の収集であった。その結果、本調査より

我々はスポーツカウンセラーの資格問題に対して

４つの要請をプロコーチから了解することができ

た。

(1)スポーツカウンセラーを担当する者の人間的

　　

資質の重要性

　　

(人が人を援助することの大切さ)

(2)資格取得の際、現場での研修制度の重要性

　　

(理論的知識を踏まえた現場での応用)

(3)スポーツカウンセラーを目指す人のスポーツ

　　

指導経験もしくはスポーツ競技経験の重要性

　　

(スポーツ世界の特殊性の理解)

(4)スポーツカウンセラーの養成に関して大学体

　　

育学部教育での不十分性

　　

(卒業・修了後一定の研修を受けることの重

　　

要性)

　

以上の４つの指摘は、スポーツカウンセラーの

資格制度を検討する際、重要な指摘として受け止

めねばならない。

　

今後の課題として、現場でのフィールド調査を

継続的に行い、指導者、競技者の抱える心的問題

を具体化するとともに、スポーツカウンセラーの

果たせる役割を間主観的に検討していく必要があ

ると思われる。
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トップユース,Jrユースブロコーチ全体心理学会員

申爾する

　　　　　　

15

　

25

　　

45

　　　　

28

　　　

32

条件次第で申請する

　　

35

　

22

　　　

15

　　　　

24

　　　

35

申繭しない

　　　　　

50

　

50

　　

40

　　　　

47

　　　

29

無回答

　　　　　　　

０

　　

３

　　　

０

　　　　　

１

　　　　

４

（7）心理技法に関する研修

　　　

心理技法の研修を受けた経験の有無につい

　　

て回答を求めたところプロコーチは「経験あ

　　

り」は32％の割合であった。「経験なし」は

　　

27％の割合であった。

（8）心理相談・メンタルトレーニング経験

　　　

心理相談・メンタルトレーニング経験の有

　　

無について回答を求めたところプロコーチは

　　

「経験あり」40％、「経験なし」19％という割

　　

合を示した。

【総括】
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【参考資料】

　

スポーツカウンセラーの必要性、選手とのコミ

ュニケーション問題等について自由記述で回答

を求めた。以下にその主要な項目について示した。

スポーツカウンセラーの必要性について

（1）ジュニアユースコーチ

　

スポーツカウンセラーの必要性は

・「小、中、高校生、低年齢層で必要と感じてい

　　

る。特に選手からの受験、家庭問題、将来の

　　

不安といった訴えが多いから」

・［ジュニア年代（特に中学生）の成長期の悩み

　　

（スポーツ、学校、精神的）はいじめ問題を含

　　

めて大変な社会的問題だから」

・「思春期にあたる選手の指導上、彼らの私生活

　　

での問題が明確になってこないから」

・「監督・コーチの役割には限界があるから」

②ユースコーチ

・「選手の起用や評価に関係を持つコーチ陣は、

　

選手とコーチ間の距離をどのように保たせば

　

いいのかわからない」

・「青少年の心の問題の重要性を理解していない

　　

コーチ陣が多いから」

・「我々はサッカーの指導はできるのだが、心理

　

面に関しては全くの素人であるから」

・「広い意味で社会情勢が変化（多様性）してい

　　

る中、不安や心的問題を抱えた選手、指導者

　　

が多いから」

・「才能のある若い選手を今後確実に肉体的にも

　

精神的にも成長さすためにも必要」

・「クラブ所属人数が多いため、選手一人一人の

　

人格的特性を把握できずに困っているので」

（3）トップコーチ

・「新加入選手、若手選手などプロのレベルに戸

　

惑いを覚えている場合が多いから」

・「閉鎖的でしかも厳しい生活の中で、選手の意

　

図的にメンタル面をコントロールする必要性

　

があるから」

・「トレーニングで生じたコーチと選手との心理

　

的問題の解決が早急に必要と思われるから」

選手とＪ－チ間に介在するコミュニケーション問

題について

（1）ジュニアユースコーチ

・「共に過ごす時間が少ない事」

・「選手に対しての表現方法に戸惑う場合がある

　　

制

・「一人に対する接触の時間が不足している事」

・「スクールのコーチが学校生活及び日常生活の

　　

問題に踏み込んで良いかどうか、迷っている

　　

劃

・「選手からの相談に対して専門分野以外のこと

　　

なので、的確な回答を提示してやれない事」

②ユースコーチ

・「選手とコーチとの年令のギャップがありすぎ

　　

る事」

・「多くの選手を抱えて運営しているクラブでは

　　

どうしても個々への注目が希薄になりやすい

　　

刳

・「選手からみた指導者像と私自身の指導者像と

　　

にギャップがある事」

・「反抗期の選手の指導は大変困難である事」

・「心を開いて話をしてくれる選手が少ない劃

（3）トップコーチ

・「選手の起用の際、監督と選手の立場の違いに

　　

よる相互理解が少ない事」

・「外国人選手との言葉の障壁がある事」

・「キャリアの長い選手との付き合いが難しい劃

≪選手とのコミュニケーション問題は指導者にと

って解決すべき課題の一つであるものの､コーチ、

選手という役割の違いにより生ずる心理的な障壁

は当然と言える。このような状況に対して、スポ

ーツカウンセラーがどのような役回りとして介入

できるのか模索しなければならない＞＞

心理的サポートを必要とする選手の特徴

巾ジュニアユース、ユースのコーチ

・「パフォーマンスの低下している選手」

・「チームリーダー」

・「考えこんで実行にまで至らない選手」

・「家庭内のバランスが悪い選手」

・「自己表現の出来ない選手（無口な選手）」

・「練習態度が良くない選手」
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（2）トップのコーチ

・「サブの選手（試合出場の機会が少ない）」

・「怪我している選手及びリハビリ中の選手」

・「目的を失っている選手」

・「全選手にいつでもどこでも」

・「外国人選手（日本という国への環境順応の戸

　

惑い）」

・「サッカー以外での私生活面に不満が募ってい

　

る選手」

・「日常生活のリズムを競技中心に考えられない

　

選手」

・「プロとして経験の未熟な選手やユース、ジュ

　

ニア．ユース年代の選手」

・「将来に不安を持っている選手」

・「若手有望選手と神経質な選手」

坂中
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継続的メンタルトレーニングの効果について

　　　

～プロサッカー選手の実践例～

高妻

加藤

容一1）

　

譲2）

宮崎

宇野

純一2）

　

勝1）

的なサポートが重要であることを示唆していると

考えられる。

　

斉藤選手は、Ｊリーグではレギュラーとして出

場､1999年セカンドステージ優勝に貢献している。

日本代表にも選出され1998年フランスワールドカ

ップ、南米選手権に出場している。彼は、ユニバ

ーシアード時に、はじめて本格的なメンタルトレ

ーニングを学び、それを実践し大会におけるその

効果を実感した。その後もメンタルトレーニング

に興味を持ち、スポーツ心理学者とコンタクトを

取りトレーニングを継続して、Ｊリーグや日本代

表選手として多くの試合でメンタル面の強さを示

している。その後、何回かの追跡調査（インタビ

ューやアンケートなど）を実施し、メンタルトレ

ーニングを継続することにより、どのような効果

があったのかを分析した。また、メンタルトレー

ニング開始前(1995年７月）、ユニバーシアード

大会後(1995年９月）3）、そして大会から４年後

(1999年12月）に実施したTSMI（体協競技意欲検

査）のデータからの分析も実施した。

　

そこで、この研究はこれらのデータやその分析

をもとに、メンタルトレーニングの効果を検討す

ると同時に、メンタルトレーニングの実践例の紹

介、プロサッカー選手さらにサッカーというスポ

ーツにおけるメンタルトレーニングの必要性等に

ついて検討を加える。

方

　

法

　

被験者は、95年ユニバーシアード日本代表選手

の中から、大会後もメンタルトレーニングを継続

し、プロ選手としてＪリーグや日本代表選手とし

て活躍している斉藤俊秀選手（清水エスパルス所

属・早稲田大学出身、日本代表、26歳）を選び、

　

1995年、福岡ユニバーシアードで優勝した日本

代表サッカーチームは、積極的にメンタルトレー

ニングを取り入れ、大きな成果をあげたことが報

告(1997)されている。強化合宿において、スポ

ーツ心理学者による約15時間のメンタルトレーニ

ング講習や実践から始まり、その後の海外遠征、

直前合宿での応用･課題を経て、２週間の大会期

間中にはスポーツ心理学者の心理的サポートを受

けた。この期間、メンタル面の強化プログラムや

心理的サポートは100時間以上に及ぶ3）。この大

会から５年が経過した現在、このチームで活躍し

た多くの選手がプロサッカーチームでプレーを続

けている。彼らが、経験したメンタルトレーニン

グはその後の選手生活にどのような影響を与えて

いるのか、また生かされているのか。既報の調査

において、継続的にメンタルトレーニングを実践

しているとの回答があった元ユニバーシアード日

本代表選手の中から、現清水エスパルスの斉藤俊

秀選手（代表チーム主将・早稲田大学出身）の協

力を得て、インタビューとアンケート調査、心理

テストにより、長期的にメンタルトレーニングを

継続することによる影響を検討する。今回の報告

は、Ｊリーグで活躍する斎藤選手にとって、プロ

としての立場からこのようなデータを公開するこ

とは不可能に近いことであり、これをあえて許可

をしてくれたことが、大きな勇気だと感じる。こ

のデータの公開に関しては、このことがサッカー

界全体の質の向上や若手の選手にいい刺激となっ

てほしいとの希望がある。プロ選手としての厳し

い練習や試合におけるシビアなプレーなどにおい

て､スポーツ心理学のメンタルトレーニングなど、

メンタル面の強化やスポーツ心理学者による心理

1）東海大学

　

2）青山学院大学
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特別に許可を得て､協力をしてもらうことにした。

特に、この選手が現在もメンタルトレーニングを

スポーツ心理学者のサポートを受けながら継続し

ているという点に注目し、事例的な追跡調査研究

とした。

（１）評価・調査方法

　

評価･調査方法は、95ユニバーシアード代表チ

ームにメンタルトレーニングや心理的サポートを

実施した際に、選手のやる気（競技意欲）を評価

するためにおこなったＴsMI（体協競技意欲検査）

の大会前後のデータを引用し3）、また現在におけ

るやる気の評価と比較するためにＴsMIを実施し1）、

3回分のデータを分析し、比較検討をした。ユニ

バーシアード大会終了後の優勝祝賀会(1995年10

月）に実施したメンタルトレーニングや心理的サ

ポートに対する第１回目のインタビュー、Ｊリー

グのセカンドステージ優勝後(1999年ｎ月）のイ

ンタビュー、天皇杯の専修大学戦前(1999年12月）

に実施した３回のインタビューも分析検討をし

た。さらに、メンタルトレーニング開始前、実施

中(1995年７月）、追跡調査(1998年12月）にお

ける、アンケート調査（メンタルトレーニングに

おける知識や意識などの調査）の分析検討もした。

この３つの調査方法と実施日は下記に示す。

TSMI (Taikyo　Sports　Motivation　Inventory :

体協競技意欲検査）の実施

　　

①第１回

　　

プレテスト

　　　

1995年７月19

　　　

日（メンタルトレーニング講習会前）

　　

②第２回

　　

ポストテスト1

　

1995年９月８

　　　

日（ユニバーシアード大会後）

　　

③第３回

　　

ポストテスト2

　

1999年12月25

　　　

日（シーズン終了後）

インタビュー

　　

①第１回

　　

ユニバーシアード終了後

　

1995

　　　

年11月

　　

②第２回

　　

Ｊリーグ

　

セカンドステージ終

　　　

了後

　

1999年11月

　　

③第３回

　　

天皇杯

　

専修大学戦前

　

1999

　　　

年12月

アンケート調査（メンタルトレーニングに対する

意識調査)

　　

①第１[司

　　

メンタルトレーニング前のプリ

　　　

テストとして

　

1995年７月

　　

②第２回

　　

メンタルトレーニング講習中･

　　　

後のポストテストとして

　

1995年７月

　　

③第３回

　　

メンタルトレーニングの追跡調

　　　

査として

　

1998年12月

（２）メンタルトレーニングや心理的サポートの

　　

実施内容

　

1995年、ユニバーシアード福岡大会日本代表チ

ームに対するスポーツ心理学者によるサポート

（後方支援）は、大会４ヶ月前の依頼から始まっ

た。大会３ヶ月前には、監督とのミーティングに

おいて、メンタルトレーニングとはどういうもの

か、そのプログラムはどんなもので、どのように

してサポートするのかの紹介をし、コーチングス

タッフの会議において実施が決まった。ただし、

３ヶ月という短い期間でメンタルトレーニングを

やることには困難があるということで、一度はお

断りをしたが、どうしてもメンタル面の強化もし

たいという申し出により、「どれだけの時間をい

ただけるのか？」ということになった。その後、

日程の調整から、１週間の強化合宿において、朝

30分、練習前と後の10分、夜の60－90分の時間を

毎日メンタルトレーニングの時間としてとっても

らった。また自由時間は、選手やコーチがスポー

ツ心理学者と個別に話ができるようにしたり、チ

ームや各選手の観察そしてビデオ撮影などを通し

て１週間の強化合宿期間チームに帯同した。チー

ムに対するメンタルトレーニング指導だけで約15

時間の時間を費やした。

　

１週間の強化合宿におけ

るメンタルトレーニングの内容は下記の通りであ

７月18日

　　

19日

心理テスト（TSMI、PCI）

夜の講習会：メンタルトレーニングの

紹介、プログラムや書込み用紙の配布

20日

　

朝のセルフコンディショニング：リラ

　　　

クゼーションやサイキングアップ

　　　

体力測定前のリラクゼーションやサイ

　　　

キングアップの実践（心理的ウォーミ
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ングアップ）

　　　

ビデオによる紹介

　　　

夜の講習会：リラクゼーション・サイ

　　　

キングアップ・セルフコンディショニ

　　　

ングのビデオ

　　　

目標設定や自己分析の実施、練習日誌

　　　

の配布、書き込みの宿題

21日

　

朝のセルフコンディショニング：リラ

　　　

クゼーションの理論的背景や実践

　　　

練習前のリラクゼーションやサイキン

　　　

グアップの実践（心理的ウォーミング

　　　

アップ）

　　　

練習後のリラクゼーションや気持の切

　　　

り替えの実践（心理的クーリングダウ

　　　

ン）

　　　

夜の講習会：イメージトレーニングの

　　　

理論的背景や実践

22日

　

朝のセルフコンディショニング

　　　

練習前のリラクゼーションやサイキン

　　　

グアップの実践（心理的ウォーミング

　　　

アップ）

　　　

練習中での心理的スキルの応用

　　　

練習後のリラクゼーションや気持の切

　　　

り替え（心理的クーリングダウン）

　　　

夜の講習会：メンタルトレーニングの

　　　

理論的背景や実践、夜のセルフコンテ

　　　

ィショニング、

23日

　

朝のセルフコンディショニング：集中

　　　

力

　　　

試合前の心理的ウォーミングアップ

　　　

試合前の心理的準備

　　　

試合後の心理的クーリングダウン

　　　

夜の講習会：試合での応用、試合のた

　　　

めの心理的準備（下見、シミユレーシ

　　　

ョン、イメージなど）、海外遠征のだ

　　　

めの心理的準備、マスコミ対策、練習

　　　

日誌の活用法など

24日

　

朝のセルフコンディショニングから朝

　　　

食までの流れの確認、ピッチでの応用

合宿後、ロシア遠征での応用として、練習日誌、

試合の前後チェック用紙、文献を読むなどの宿題

をしてもらった。帰国後は､大会直前合宿があり。

そこでの応用やビデオによる心理的準備などが実

施された。特に、選手村や試合場のビデオを見せ、

大会期間中はこんなところに寄宿し、こんな試合

場で試合をするのだというイメージを作る心理的

準備などがプログラム化されていた。２週間にも

及ぶ本大会での心理的サポートは、１日おきにあ

る試合の間の日の練習、試合前・中・後、選手村

でのサポートなどが実施された。特に、この期間

は、選手個別のサポートや試合前の気持ののり。

ハーフタイム時の気持の切り替え、マスコミ対策

などのサポートがスポーツ心理学者によって行わ

れた。

（３）継続したメンタルトレーニングや心理的サ

　　

ポート

　

斎藤選手の場合、ユニバーシアード代表チーム

における100時間以上のメンタルトレーニングや

心理的サポートの経験から、メンタルトレーニン

グに興味を持ち、スポーツ心理学者との継続した

サポートを受けた。たとえば、ユニバーシアード

後に実施した心理テストやアンケートの回答、そ

の後も電話による連絡や相談、個別指導、本や書

き込み用紙を送り、それらを活用した個人による

メンタルトレーニングの継続を実施した。そのス

ポーツ心理学者によるメンタルトレーニングや心

理的サポートをする中で、いくつかのアンケート

や心理テストを実施し、その効果や選手の考え方

などをチェックした。彼の場合、講習会後の質問

や大会期間中のスポーツ心理学者との関わりなど

が非常に積極的であった。大学卒業後は、プロ選

手としてJリーグの清水エスパルスで活躍し、オ

リンピック代表を飛び越えて日本代表チームに選

抜され、フランスワールドカップにも参加した。

1995年７月から1999年12月現在まで、スポーツ心

理学者による心理的サポートやメン幻レトレーニ

ングを継続している。

結

　

果

　

スポーツ心理学者による継続したメンタルトレ

ーニングや心理的サポートは、アンケート、イン
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タビュー、心理テストなどにより評価･調査され

た。その内容は、下記のようなものであった。心

理テストTSMI（体協競技意欲検査）は、資料を

参照。

1995年11月ユニバーシアード終了後（３ヶ月）の

インタビュー－①

Ｑ：メンタルトレーニングの感想は？

Ａ：メンタルトレーニングの効果が顕著に現れた

　　

ということがプラスになりました。

Ｑ：その中でもどういうテクニックが一番役に立

　　

ちましたか？

Ａ：一番思っだのは、リラックスすることとスマ

　　

イルです。日本的な考え方で力を出そうとい

　　

う時は、なんとなくまじめに真剣に苦しい顔

　　

をしてという概念があったけど、むしろ少し

　　

にこやかに思っているぐらいのときの方が、

　　

最高の力が出せるということが自分自身もや

　　

りながら感じました。

Ｑ：今も何かやっているテクニックはあります

　　

か？

Ａ：練習に臨む考え方みたいなものががらっと変

　　

わりました。どんなメニューを言われてもそ

　　

れを苦しいとか嫌だとか考えないで、プラス

　　

に考えるように、ポジティブに考えるように

　　

しています。

Ｑ：今後とも、メンタルトレーニングをしてみた

　　

いですか？

Ａ：一番難しいのは、リラックスしすぎてもダメ

　　

ですし、緊張しすぎてもダメですから、その

　　

中間というか、理想的心理状態というものを

　　

自分なりに見つけていきたいです。

1998年12月19日回答の記述式アンケートよりー②

Ｑ：試合やトレーニングで、メンタル面の重要性

　　

を感じるときはありますか？

　　

具体的にはどんなときですか？

Ａ：はい。

　　

アウェーゲーム、または観客の少ないスタジ

　　

アムでのゲーム。

　　

PKの５番手。負けている時。

　

ミスをした後

　　

のプレー。

　　

日々のトレーニングそのもの。反復練習で長

　　

時間トレーニングする時。

　　

コーチから指導されたとき。タフなスケジュ

　　

ールが続く時。

Ｑ：メンタルトレーニング講習会を通して学んだ

　　

ことで今でも、役立っていることはあります

　　

か？

Ａ：毎日ノートに書込むこと。アクシデントが起

　　

きてもプラス思考で乗り超える。

　　

試合前にロッキーのテーマのテープを聴いて

　　

サイキングアップを図る。

　　

ゲーム前に、コンフィデンスとポジティブと

　　

自分にセルフトークする。

Ｑ：プロ選手･プロチームにもメンタルトレーニ

　　

ングは必要だと思いますか？

Ａ：はい。

　　

個人的に取り組むべき。プロであれば、チー

　　

ムでやるより個人的に取り組んだほうが

　　

効率が良いと思う。

Ｑ：スポーツにおける心理的側面、メンタルトレ

　　

ーニングについて感想を書いてください。

Ａ：プロサッカー選手として３年目となって、こ

　　

の３年間で最も大切だと学んだことは、

　　

やはりメンタル面での充実であった。

　　　

外国人の指導者（当事はオズワルド・アル

　　

ディレス氏）に出会って、技術･戦術の

　

向

　　

上はもとより、それ以上に繰り返し指導され

　　

るのが精神面である。自信を持って、ポジテ

　　

ィブにプレーすることの重要性、またそれが

　　

満たされているときの無限の可能性でプレー

　　

できることも経験した。コーチの言葉を借り

　　

れば、「外国人は実力が８しかないプレーヤ

　　

ーが、10も11もあるように自信を持ってプレ

　　

ーするが、日本人は12の実力があるにもかか

　　

わらず､８でしかプレーをしないときがある。

　　

自信のないプロ選手よりは、自信満々のアマ

　　

チュア選手のほうがよほど良いプレーをす

　　

る。」

　　　

１年目のようにフレッシュな時は、何も考

　　

えなくてもモチベーション、集中力が上がる

　　

が、ある程度経験を積んでくると自信がつく
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反面、挑戦すること、冒険することを避ける

守りの気持ちが出てくることを経験した。保

守的になるわけではないが、それが怖いので

常に自分を壊そうとしている。私のイメージ、

固定観念を根底から覆すことだ。それが、プ

レーヤーとしての成長になると思う。同じチ

ームにいながら、成し遂げていないものを得

るためには、こういったスタンスで生活して

いかなくてはいけないと思う。つまり、プレ

ーヤーの成長を支える大きな柱はメンタル面

であり、それがなければ技術も体力もない。

　

また、海外のチームと戦う際も日本人には

特にメンタルトレーニングをする必要がある

と痛感している。

自分の心理テストの結果を見ての感想

　　

結果を見ると、協調性が少し劣っている。

　

チームカラーとして時折、自己中心的なプレ

　

ーに走りがちなところがあるので、その辺が

　

影響しているのではないかと思う。良い成績

　

が残せるようにはなったが、優勝できないの

　

はチームワークという言葉だけでは当てはま

　

らない、信頼関係がまだ全チームメイトと築

　

き上げられていないのだと思う。

1999年11月インタビュー第１回

Ｑ：優勝についてメンタル面で気づいたことは？

Ａ：苦しい試合が多かった。そんな中でも、毎試

　　

合課題を考えたり、相手の戦い方を考える中

　　

で試合を楽しみにして臨めた。毎試合、同じ

　　

仕事をすることを考え気負わずに試合を迎え

　　

られた。自然体で臨めたことが良かった。

Ｑ：チームの雰囲気は？ノリは？ユニバ95とくら

　　

べてどうか？

Ａ：リーグ戦であることが違う。ノリだけではな

　　

く、1試合1試合同じペースで、それでいてみ

　　

なの気持ちが離れることなくできた。

Ｑ：メンタルトレーニングについて？

Ａ：ユニバで得たメントレの成果を一過性のもの

　　

にしたくなかったので継続しようと思った。

Ｑ：メントレのスキルで役に立っていることは？

Ａ：試合でも、ポジティブに物事を考えるように

　　

なり、レフェリーの判定ミスでも楽しんで試

　　

合ができるように心掛けている。私生活でも

　　

子供と過ごす中で、生活のペースが変わって

　　

もそれを自然に受け入れるようになった。世

　　

の中は自分の思うようにいくことのほうが少

　　

ないわけで、人生をリラックスして楽しむよ

　　

うにしている。

Ｑ：プロ選手にメンタルトレーニングは必要か？

Ａ：経験してみて、判断し興味を持てれば取り入

　　

れるべきであろう。

Ｑ：役立っている具体的なメンタルトレーニング

　　

のスキル、ルーティンは？

Ａ：ナーバスになっている試合の前は深呼吸をす

　　

る。どんな状況でも自然体でいられるように

　　

コントロールしている。自分と戦っている意

　　

識、サッカーを楽しめる、自分のやりたいこ

　　

とをやる、相手に合わせない。ｌ、２年目は

　　

メントレのスキルを意識してやっていた時期

　　

であったが今は無意識になっている。

　　

今は、調子がおかしいときに取りたててやっ

　　

ている。

Ｑ：イメージトレーニングはしてますか？

Ａ：同じビデオを（10分ぐらい）を何回も見てい

　　

る。

　　

理想とするプレーを見る。好プレー特集。

Ｑ：音楽は？

Ａ：移動のバスでロッキー４のテーマをみんなで

　　

聞いてスタジアムに入っている。曲を聴くと

　　

スタジアムが近いという意識が高まり、気持

　　

ちの準備ができる。

Ｑ：現在トレーニング･試合における心技体のバ

　　

ランスは？

Ａ：心の部分が８、９割。前監督が、「やる気の

　　

ないマラドーナより、自信満々のホペイロを

　　

使う。」心はサッカーにおいて心理的な部分

　　

が大きいことを指摘している。良いプレーや

　　

体があっても、モティベーション、気持ちが

　　

なければ力が発揮できない。ネガティブな考

　　

えがあるときは、コンディションが良くても

　　

良いプレーができない。

1999年12月インタビュー第２回－③
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Ｑ：メンタルトレーニングと出会って5年｡継続

　　

的にメンタルトレーニングを実施している斉

　　

藤選手。プロ選手にとってメンタルトレーニ

　　

ングは必要か？

Ａ：

　

・１年というサイクルで試合があるが、波があ

　　

る。調子が悪いとき、壁にぶつかったときに、

　　

その対処方法としてメンタルトレーニングの

　　

スキルは大いに役立っている。

　

・自分自身でメンタル面の対処法を持っている

　　

人もいるが、自分のように大学時代にメンタ

　　

ルトレーニングに出会い、継続している者も

　　

いる。そこで得たものの継続は非常に有意義

　　

であり、決してマイナスではない。ただ、プ

　　

口選手は各自ポリシーがあり、責任があるの

　　

で導入するかは各自の判断に任されるが、他

　　

のトレーニングとどうように基本を学ぶこと

　　

は必要だと思う。

　

・したがって､ユース年代のような準備期間に、

　　

このようなトレーニングを経験することは重

　　

要だと考える。プロになると、このような時

　　

間がなかなか作れないと思う。

Ｑ：メンタルトレーニングの継続性については？

Ａ：

　

・メンタルトレーニングを継続していると、講

　　

習中にテキストを見ているときだけではな

　　

く、日常生活の中で自然にメンタルスキルを

　　

使うようになる。生活の中でメンタルトレー

　　

ニングができていることによって、試合でも

　　

自然に応用できている。（自動化）

Ｑ：メンタルトレーニングのスキルで役立ってい

　　

るスキルは？

Ａ：

　

・プラス思考ですね。これを持つことによって、

　　

試合では自分のペースで、もっといえば自分

　　

で試合を支配するようなつもりで臨めるし、

　　

普段の生活でも不慮の事態があっても、ネガ

　　

ティブにならず楽しんで暮らせる余裕が出て

　　

くる。海外遠征、海外留学でも役立つ。食事

　　

が合わない､早く帰りたいという気持ちから、

　　

ポジティブシンキングに切り変えることによ

　　

ってその国の人たちの暮らしを理解し、受け

　　

入れ充実した生活ができる。そういう精神状

　　

態ができていることは、ピッチに立つ前の良

　　

い準備につながる。

Ｑ：世界と戦う際の準備として、メンタル面の大

　　

切さは感じましたか？

Ａ：

　

・たくましいメンタリティを持つ外国人選手と

　　

戦っていく上で、日本人ももっとタフになる

　　

べきだと思う。国際試合などで、普段と違う

　　

状況になっても外的な要因でコントロールで

　　

きないことと自分自身でコントロールできる

　　

こと、自分をコントロールするスキルを持つ

　　

ことは大切。

Ｑ：チャンピオンシップ2戦目について

Ａ:

　

・10人になったとき、90分が過ぎたときこの試

　　

合で切れてしまいそうになったことが２度あ

　　

った。そんな時でもあきらめずにわくわく

　　

して試合に臨めた。これもメンタルトレーニ

　　

ングの積み重ねが大きいと感じた。大試合で

　　

も緊張を忘れているという感じだった。大試

　　

合になればなるほど奮い立つようなコントロ

　　

ールができるように感じている。

討

　

論

　

今回の報告のように秘密厳守を基本とするプロ

選手のデータを公開することは､多くの賛否両論

があると考える。しかし、日本のサッカー界にお

いて「心・技・体」の「技や体」の部分はトレー

ニングとしてかなりの時間をかけて実施されてい

るが「心」の部分は、「トレーニング」をして強

化するという考えがコーチや選手に浸透していな

い現状がある。同様に、サッカー医･科学研究会

やその他の学会などでも技術､戦術、ゲーム分析、

バイオメカニクス、栄養、医学や生理学的な面の

研究は多く見られるが、スポーツ心理学などの

「心」の部分の研究は少ない。特に、スポーツ心

理学においても学術的な研究（量的研究）が中心

であり、現場での応用や実践に関する研究（質的

研究）や報告は、海外や国際学会などに比較する

とさびしい現状にある［7］。そこで、日本のサッ
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ヵ一界の更なる発展と若手選手の育成を目標に、

この応用･実践の事例報告をすることにした。特

に､斎藤俊秀選手の協力と勇気に感謝したい。

　

スポーツ心理学を背景とするメンタルトレーニ

ングは、本来は「メンタルトレーニングを指導で

きる（心理的スキルの研修やトレーニングを積ん

だ専門家）スポーツ心理学者からの指導」を受け

ながら実施することが基本になる。たとえば、そ

のプロセスとして､講習会などを通して、メンタ

ルトレーニングはどんなものなのかという「紹

介」、「知識」として学ぶ、練習や試合の場におい

ての「試行錯誤とトレーニング」、練習や試合で

の「応用」、そのスポーツの特性や個人のレベル

に合わせた「オリジナルプログラム作成」、プロ

グラムやスキルの「修正や洗練」、「スポーツ心理

学者からの個人的なサポート」、そしてプレーで

の「自動化」した心理的スキルの活用という「ト

レーニング」過程をへて、最低３年間は継続する

ことが必要だと定義されている。そのことから３

年以上の継続したメンタルトレーニングの効果を

検討することが必要となる。しかし、日本のスポ

ーツ界においては、メンタルトレーニングを一晩

でできる魔法のようなテクニックだと考えるコー

チや選手がまだ多く、正しい認識がされていない

事実がある。そこで、今回はメンタルトレーニン

グを実施したユニバーシアード日本代表選手の中

から、積極的にメンタル面の強化に興味を持ち、

その後もプロ選手としてＪリーグで活躍しなが

ら、メンタルトレーニングを継続している清水工

スパルスの斎藤俊秀選手をひとつの事例として取

り上げ、インタビュー、アンケート、心理テスト

などから継続的効果を分析・検討をした1）。

（１）メンタルトレーニング開始前のアンケート

　　

から

　

最初に、メンタルトレーニングの初級編を実施

したユニバーシアード前のアンケートから、「ス

ポーツ心理学やメンタルトレーニングとは、何か

を知識として知っている」と答えている。しかし、

「実施したことはない」と答えている。彼自身が

体育学科を卒業しているためにスポーツ心理学を

学んでいたがインタビューの中で「授業のなかで

のスポーツ心理学は、サッカーに役に立だなかっ

た。役に立たないものは必要ない」と厳しい意見

を述べている。また、アンケートでは「試合での

プレッシャーを感じたり、あがることはないし、

自分の能力を出し切ることができる」と答えてい

る。そして、全力を出し切るか出し切れないかの

理由を「試合への思い入れの差」とも答えている。

（２）３回実施した心理テストTSMI（体協競技意

　　

欲検査）からの分析

　

メンタルトレーニング開始前に実施した心理テ

ストの体協競技意欲検査（TSMI）のデータから、

やる気の面では、全項目かなり高い得点を示して

いたが、勝利志向性、練習意欲、闘志、知的興味、

コーチ受容、コーチ不適応､不節制などの項目が

もう少し改善する余地があるという傾向があっ

た。この心理テスト（TSMI）を受けた感想では、

「モチベーション（やる気）を高めるようないい

言葉があった。言われてみて納得することが多か

った」と答えている。ユニバーシアード大会後の

TSMIの結果は､メンタルトレーニング開始前と比

較すると17項目中15項目での向上が見られる。特

に､勝利志向性、コーチ受容、不節制、闘志､失敗

不安、困難の克服､競技価値観などでの向上があ

げられる。さらに、４年半たった1999年12月に実

施したTSMIのスコア（得点）を分析すると､17項

目中12項目が理想的な得点範囲にあり､メンタル

トレーニング開始前のデータとの比較では､17項

目中全項目がスコアにおける向上を示している。

もちろん、この心理テストからの結果が、メンタ

ルトレーニングだけの効果であるとは言えない。

なぜなら、スポーツにおいてはあまりにもコント

ロールできない多くの要因が存在するからであ

る。

　

しかし、ひとつの角度から見たデータとして

参考になるし､検討する価値があると考えられる。

このようにTSMIという「やる気」を分析する心

理テストから、斎藤選手のやる気に関しては間違

いなく向上していることが確認できた。そこで、

この心理テストからのメンタル面におけるトレー

ニングの効果をより詳しく分析することにした。

そのために、インタビューやアンケート調査から

の「質的」データを分析･検討する。
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（３）合宿で実施した書き込み用紙とその後のア

　　

ンケートやインタビューからの分析･検討

　

ユニバーシアード大会前に実施した合宿では、

75ページにおよぶプログラムや書き込み用紙を配

り､毎日講習で学んだことを質問しそれに答えたり

講習の感想を書いていく形式で講習を進めた2コ）。

メン幻レトレーニングを開始した初日の書き込み

用紙の中で、講習会受講前に「過去経験したこと

がなかったので、学びたかった」と積極的な気持

を持っていたようである。また第１［可目の講習会

後の感想では、「メンタルトレーニングの必要性

を痛感した。セルフコントロールをできる能力の

有無が一流になれるかなれないかにかかってくる

ような気がした」とその向上心のある柔軟な考え

方を示している。また講習の内容を次の日に練習

で応用してみた感想では、「スマイルの重要性、

リラックスとコンセントレーションの使い分けに

よってパフォーマンスが向上すると感じた」と答

え、自分をコントロールするためのスマイル､リ

ラクゼーション、コンセントレーションの心理的

スキルの効果を報告している。さらに第３回目講

習会の内容の応用について「メンタルトレーニン

グを行ったことにより、きびしいトレーニングも

楽しく乗り切ることができた。走っている時もス

マイルを心がけることができた」と答え、このチ

ームの合言葉となる「スマイル＆リラックス」の

基礎が合宿で作られたようである。特に､プレッ

シャーを克服したり練習の質を高めるセルフコン

トロールのための心理的スキルである「プラス思

考、セルフトーク、集中力（コンセントレーショ

ンやフォーカス）」などを活用するようになって

いったようである。第４回目の講習では、「イメ

ージトレーニングjを取り上げて説明し、それに

ついての感想を「イメージをもてないプレーはで

きないということに納得した。我々は､幼い頃か

らサッカーを始め､現在にいたるまでひとつひと

つの経験からイメージがふくらみ、パフォーマン

スできるようになってきた。いくら､技術､体力ば

かりっけても力を出すための豊富なイメージがな

ければいけないと思う。そのためにもイメージト

レーニングは大切だと思う。」と述べている。ま

たヽイメージトレーニング用のビデオを見せ、新
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しい技術を身に付けたり、身に付けた技術や体力

を発揮するためのイメージの仕方を説明すると

「ひとつのプレーを何回も繰り返し見てイメージ

トレーニングを行うことが大切であると思っ

た。

　

・‥サッカーでも自分のいいプレーなどを

集めたビデオテープを作って､試合前などに見れ

ばいい影響をもたらすと思う。ぜひ､自分で作っ

てみたい」、「自分の最高のプレーというものをイ

メージすることにより､ゲーム形式のトレーニン

グで身体が自然に動いて軽い余裕のある動きがで

きたと思う」と答え、1999年11月のインタビュー

では、「イメージトレーニングをしていますか」

という質問に対して、「同じビデオを（10分ぐら

い）何度も見ている。理想とするプレーを見る。

好プレー特集。」と述べ、この時の応用をプロに

なって実施していることがわかる。また、第４回

目の講習で紹介した「プラス思考（ポジティブシ

ンキング）」については、「常にポジティブシンキ

ングを持つことは生きていく上で大切なことだと

思う。サッカーでもプラス思考を持つことが技

術・戦術すべてにおいて上達につながると思う」

と答え､1999年11月のインタビューでは心理的ス

キルで役に立っていることとして「試合でも､ポ

ジティブに物事を考えるようになり、レフリーの

判定ミスでも楽しんで試合ができるように心がけ

ている。私生活でも子供と過ごす中で､生活のペー

スが変わってもそれを自然に受け入れるようにな

った。世の中は自分の思うようにいくことのほう

が少ないわけで､人生をリラックスして楽しむよ

うにしている」と答え､試合でのプラス思考はも

ちろんのこと私生活においてもそれを活用してい

る。つまり、サッカーというスポーツだけでなく

自分の生活の24時間をメンタルトレーニングの時

間にするという基本が確立されている。認識不足

のコーチや選手が「メンタルトレーニングをする

時間がない」とよく言い訳をすることがある。こ

れは、この24時間をメンタル面強化のトレーニン

グ時間として使えばこの時間不足という問題は解

決できるはずである。ただ、コーチや選手がメン

タルトレーニングの正しい認識と方法を知り､実

践できなければこの問題は解決できないと考えら

れる。さらに、プラス思考について1999年12月の
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インタビューでは「役に立っている心理的スキル

は？」という質問に「プラス思考ですね。これを

持つ事によって､試合では自分のペースで､もっと

言えば自分で試合を支配するようなつもりで臨め

るし、普段の生活でも不慮の事故があっても、ネ

ガティブにならず楽しんで暮らせる余裕が出てく

る。海外遠征､海外留学でも役に立つ。食事が合

わない､早く帰りたいという気持から､ポジティブ

シンキングに切り替えることによって、その国の

人たちの暮らしを理解し､受け入れ充実した生活

ができる。そういう精神状態ができていること

は､ピッチに立つ前の良い準備につながる」と答

えている。ここまで理解し活用をしてこそ、「メ

ンタルトレーニングをした、している」と言える

レベルだと考えるし、メンタルの面の「トレーニ

ング」として継続したことがこのような回答にな

っていると考えられる。次に､心理的スキルの

「セルフトーク（自己会話や自己暗示）」について

の質問には「極限に追い込まれた時、またプレッ

シャーに負けそうになって自分を見失っているよ

うな時には､セルフトークが効果的だと思う」と

答えている。この心理的スキルは､プレー中など

に自分の士気を高めたり、気持を切り替えたり、

自信を持ってプレーをしたいときなどにプラス方

向（前向き）の言葉を使ったり、自分に言い聞か

せるというものである。 1998年のアンケート調査

では､役に立っていることとして「ゲーム前に､コ

ンフィデンス（自信）とポジティブ（プラス思考）

と自分にセルフトークする」と答えている。これ

も試合前に自分の士気を高め、自信を持ち、いい

プレーをするための心理的準備をしている。この

ユニバーシアード代表チームは､強化合宿の後に、

ロシア遠征そして大会が１ヶ月内に予定してあっ

たため、「試合のための心理的準備と海外遠征に

対する心理的準備」をどうするかということを具

体的に紹介した。そのときの感想では、「試合に

臨むにあたって、モチベーションを高めていくこ

とは大切であると思った。また、海外遠征で環境

が変わると、とにかくマイナス思考になる傾向が

あるのでプラス思考で参加したい｡そうしないと、

メンタル面からやられてコンディションを崩しか

ねない」と答えている。彼は、日本代表チームの

メンバーとしてフランスワールドカップにも参加

していることも考慮して、1999年12月のインタビ

ューでは、「世界と戦う際の準備として、メンタ

ル面の大切さは感じましたか？」という質問をし

たところ「たくましいメンタリティを持つ外国人

選手と戦っていく上で、日本人ももっとタフにな

るべきだと思う。国際試合などで、普段と違う状

況になっても外的な要因でコントロールできない

ことと自分自身でコントロールできること、自分

をコントロールするスキルを持つことは大切」と

答えている。また彼が指導を受けた外国人指導者

の言葉を借りて「外国人は実力が８しかないプレ

ーヤーが、10も11もあるように自信を持ってプレ

ーするが、日本人は12の実力があるにもかかわら

ず、８でしかプレーをしないときがある」などと

述べている。このことは、今年はシドニーオリン

ピック、2002年にはワールドカップが地元開催で

おこなわれるが、それに対するひとつの強化策を

考える場合の参考になると考える。

（４）まとめ

　

インタビューやアンケートの回答から、斎藤選

手がメンタルトレーニングを継続してきて彼なり

に感じた意見が所々にでてくる。今回は、日本の

サッカー界の向上や若手選手育成のための貢献を

目的に協力してくれた経過から、彼の意見の中か

ら今後の課題を検討することにする。たとえば、

「プロ選手にとってメンタルトレーニングは必要

か？」という質問に対して？「１年というサイク

ルで試合があるが、波がある。調子が悪いとき、

壁にぶつかったときに、その対処法としてメンタ

ルトレーニングのスキルは大いに役に立つ」と答

えている。メンタルトレーニングの目的のひとつ

に、コンスタントに自分の実力を発揮するという

ものがある。これは、自分の身につけた技術や体

力をいかにして最高度に発揮するかという「トレ

ーニング」や「心理的準備」の必要性をあらわし

ていると考える。つまり、いくら実力があっても、

それを試合で発揮できなければプロとしては評価

されない。そのために実力を発揮するためのトレ

ーニングをするということである。また、同じ質

問に対して?「自分自身でメンタル面の対処法を
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持っている人もいるが、自分のように大学時代に

メンタルトレーニングに出会い、継続しているも

のもいる。そこで得たものの継続は非常に有意義

であり、決してマイナスではない。ただ、プロ選

手は各自ポリシーがあり、責任があるので導入す

るかは各自の判断に任されるが、他のトレーニン

グとどうように基本を学ぶことは必要だと思う」

と述べている。このことは、継続したメンタルト

レーニングがプロ選手にとって役に立つことを示

唆すると同時に、「心･技･体」という言葉で表せ

る全部のトレーニングのバランスとしての基礎と

なることも示唆していると考えられる､）。さらに、

「ユース年代のような準備期間に、このようなト

レーニングを経験することは重要だと考える。プ

口になると、このような時間がなかなか作れない

と思う」と述べ、「選手育成」を考えたときの今

後の展望を示唆していると考えられる。このこと

は、「プレーヤーの成長を支える大きな柱はメン

幻ﾚ面であり､それがなければ技術も体力もない」

というコメントが示す通り、「成長や向上」とい

う面を考えた時、メンタル面の強化が大きな役目

を果たすことを示唆している。さらに、「現在、

トレーニング･試合における心技体のバランス

は?」という質問に対して、「心の部分が８，９割」

と答えていることが、すべてを物語り、メンタル

トレーニングやスポーツ心理学者による心理的サ

ポートなどの必要性を示唆していると考える7）。

　

このように斎藤選手のデータを分析･検討した

ひとつの事例から、継続したメンタルトレーニン

グや心理的サポートなどのメンタル面の強化の重

要性は認識できたと考えられる7コベまた彼の試

合での評価は、本人同様みなさんがして欲しいと

考えるし、今後の彼の活躍がそれを物語ると考え

る。もう一度、このようなデータの分析･検討そ

して公開をする機会を許可してくれた斎藤俊秀選

手に感謝する。
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

　

スポーツクラブと地域社会に関する研究

一清水市及びその周辺地域住民の意識調査－

　　　　　

山下

　

宏介

　

難波

　

邦雄

１。はじめに

　

近年、文部省の総合型地域スポーツクラブ構想

やＪリーグ百年構想等、これまでの日本のスポー

ツ文化に新たな形を示す概念が提言された。地域

密着のヨーロッパ型のスポーツクラブを育成し、

新たな地域スポーツ文化を創造しようというもの

である。

　

1993年のＪリーグの理念を皮切りに、1995、

1997年にはそれぞれ文部省、日本体育協会から総

合型地域スポーツクラブ育成モデル事業が始まっ

ている。

　

しかし、それらの概念を地域住民はどの程度認

知、評価しているのだろうか。そこで研究の主題

として、地域スポーツ文化の創造への様々な動き

に対しての地域住民の意識という視点から、日常

的にスポーツを楽しめる環境を日本に構築するた

めの課題と方向性を示唆できないかと考えた。

2.研究概要

　

今回の研究では、Ｊリーグチーム清水エスパル

スがある静岡県清水市を事例とした。清水市民の

スポーツ観や清水エスパルスの地域密着度に加

え、クラブや自治体の活動が地域社会にいかなる

影響を与えているかについて、アンケート調査を

実施した。

　

清水は昔からサッカーが盛んな地域であり、エ

スパルスはチーム存続の危機を経験した２年後に

初優勝を遂げる等、清水市は研究対象として大変

興味深い。Ｊリーグの理念を具現化しようと積極

的に地域貢献に取り組んでいる点も見逃せない。

　

アンケート調査のための質問紙は、「スポーツ

に関する住民意識調査」と題し、スポーツ及びス

ポーツ活動について、清水エスパルスについて、

Ｊリーグについての３つで構成した。

　

質問項目は、今後の課題と方向性を示唆するた

めに必要不可欠だと思われるものを、筆者が独自

に考えた。比較・検討のため、先行研究を参考に

したものも加えた。スポーツに対する意識、エス

パルスヘの感情、理念の認知度について特に興味

を持ち、内容の中心としている。

　

調査は直接聞き取り法を用いるため、質問を20

項目に厳選し、各項目への回答は４段階尺度とし

た。個人情報は、性別、年齢、現住所の3項目に

まとめ、それぞれ2,5,3段階尺度とした。

　

調査期間は、1999年10月20日から11月４日まで

の間に５日間行った。五輪アジア最終予選のため、

Ｊリーグセカンドステージが中断していた時期で

あった。

　

調査対象は、清水市中心部にある大型複合商業

施設に来場した一般客、清水市役所各課職員及び

来庁された一般市民とした。その結果、清水市民

を中心に290名から有効回答を得た。

　

調査方法は、筆者個人が一人ひとりに対する直

接聞き取り法を用い実施したため、アンケートの

絶対数が少ない。また、自治体関係者も対象に含

めたため、信頼性が若干損なわれた感がある。だ

が、そこは調査の限界と受け止め、貴重な住民意

識を参考にして考察を試みることとした。

３。結果及び考察

　

アンケート調査の回答者総数290人の内訳は、

性別は男性56.6%、女性43.4%、年齢は19以下

4.8%、20代29.0%、30代20.7%、40代21.4%、50

以上24.1%であった。居住地域は清水市が73.8%、

隣の静岡市が14.5%、その他の地域が11.7%とな

静岡大学
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一清水市及びその周辺地域住民の意識調査－

つている。

　

また、アンケート内容とその結果は、わかりや

すいようにグラフで表した。ここからは、10項目

の単純集計の結果をもとに考察した。

　　

「日頃、スポーツをしていますか」（図１）と

いう質問では、週１［回以上スポーツを行っている

人が41.0%であった。日本の週1回以上実施者は、

総理府が実施している「体力・スポーツに関する

世論調査jにおいて、1994年の24％から1997年に

は34.7%まで増加している。この数字を上回る

41.0%という値は、清水市がスポーツの盛んな地

域であることを物語っている。

　

しかしながら、ヨーロッパのスポーツ先進国が

５割という水準を誇っているのに対すると、まだ

まだ低いレベルにある。また、「全くしていない」

という人が42.1%もいることは問題だと思われ

る。これまでの国民全体の３割から、５割まで引

き上げることが当面の目標となっている。

図1

　

日頃、スポーツをしていますか
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［日頃、運動不足だと思いますか］（図２）と

いう質問では、「かなり思う」が半数を超え、「や

や思う」を加えると80％に達している。予想通り

ではあるが、ほとんどの人が運動不足を感じなが

ら生活していることが明らかになった。

　

ただ、運動不足であると自分でも認識している

ので、多かれ少なかれ、危機感は持ち合わせてい

るのではないか。そういう面から考えると、改善

の余地が多く残っていると思われる。

　　

「今後、定期的にスポーツをしたいと思います

か」（図３）という質問では、「思う」と答えた人

が90％近くにもなった。これは、前の質問と関連

して、運動不足の解消にスポーツをしたいという

図２

　

日頃、運動不足だと思いますか

　　　　　　　　　　　　

１く思わ

　　　　　　　　　　　　　

智

やや思う

　

32､｜
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人が多くなったのでないかと考えられる。

　

理由の如何を問わず、90％近くもの人が定期的

なスポーツ実施を望んでいるという事実は、潜在

的スポーツ人口の多さを示している。「やや思う」

が50％近くを占めているが、スポーツはしたいが

別にしなくてもいい、とも受け止めることができ

る。スポーツをしたいと思った時にすぐできるよ

うな状況を用意しておくことが重要であると感じ

た。

図３
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「日常生活にスポーツは必要だと思いますか」

（図４）という質問では、「かなり思う」が59.0%、

「やや思う」と合わせると、95％を超えるという

驚異的な結果が出た。日本人には日常生活にスポ

ーツが必要だという意識はない、と悲観していた

だけに、うれしい誤算となった。これほどスポー

ツに対するニーズが高ければ、今後近いうちに、

日本がスポーツ先進国の仲間入りを果たす可能性

を、多大に秘めているはずである。

　

しかし、ここまでニーズが高いのになぜ、スポ

ーツ後進国なのだろうという疑問が残る。これは、
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山下，難波

日本のスポーツ環境の現状とは別に、国民が一般

的な意識の上ではスポーツを必要としているが、

実際に行動に移すほどまでには切迫していない、

ということではないだろうか。もし、本当にスポ

ーツを必要としているのであれば、自分たちでク

ラブをつくり、スポーツを楽しんでいると思われ

る。

図4

　

日常生活にスポーツは必要だと思いますか

りや思う
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「気軽にスポーツを楽しめる環境があると思い

ますか」（図５）という質問では、「思わない」と

答えた人が約60％になった。日本のスポーツ環境

の現状が、誰もが気軽にスポーツを楽しむには難

しい状態にあることが、住民意識の側からもその

まま結果として表れた。

　

はっきりとした答えが少ないのは、学校施設を

中心にスポーツ施設の数はあるのに利用率が悪

く、成人に対するスポーツ参加のシステム化がな

されてないことを暗示しているのではないか。身

近に手軽に利用できる施設やクラブを提供するこ

とができれば、「する」スポーツの敷居が低くな

り、潜在層がスポーツに参加し始めると考えられ

る。

図５

　

気軽にスポーツを楽しめる環境があると思いますか

　　　　　　　　　　　

全く思わ

　　

かなり思

　　　　　　　　　　　　

智

　　　　

芯
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やや思う
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「スポーツは文化だと思いますか」（図６）と

いう質問では、予想に反して「思う」と答えた人

が80％近くに達した。日本の社会では、スポーツ

は文化として認識されていないと思っていたが、

スポーツを文化と結び付けようとしたＪリーグの

提言が、7年の時を経て浸透し始めているとも考

えられる。

　

しかし、スポーツと文化を論じる際には、文化

価値が高いか低いかの観点を重視しなければなら

ないと言われている。スポーツの文化価値は、日

常的にスポーツを楽しんでいるかどうか、で測る

ことができると思う。そうした点から考えると、

ヨーロッパ社会に比べ日本は、文化価値が低いと

言わざるを得ないだろう。

図６

　

スポーツは文化だと思いますか

　　　　　　　　　　　　　　

全く思わ
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「エスパルスは清水市のシンボルだと思います

か」（図７）という質問では、「かなり思う」だけ

で50％近くにもなり、「やや思う」と合わせると

90％近くに達する。ほとんどの人が清水市からエ

スパルスを連想するということになる。まさにCI

(City Identity)である。エスパルスをシンボルに

図ア

　

エスパルスは清水市のシンボルだと思いますか

　　　　　　　　　　　　　　　

全く思わ
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スポーツクラブと地域社会に関する研究

　

一清水市及びその周辺地域住民の意識調査－

することで、地域の一体感が醸成され、郷土への

誇りや郷土を愛する気運も生まれてくる。

　

清水市は1994年に「日本一のサッカー・フレン

ドシティ」構想を掲げ、「サッカーのまち」とし

てまちづくりを進めてきた。こうした地域スポー

ツ振興によって､90％近くもの数字をつくりあげ、

地域の活性化を成し遂げている。エスパルスは、

清水の自信であり、地域文化の結晶である。

　　

「エスパルスが地域貢献のために行っている

様々な活動について知つていますか」（図８）と

いう質問では、「知っている」と答えた人よりも

「知らない」と答えた人が若干多かった。エスパ

ルスが地域貢献に力を入れているわりには、地域

住民はあまり認知していないようである。「かな

り知っている」も11.0%という低い値になってい

る。

　

しかしながら、それらの活動について知る機会

がほとんどないことから考えると、それなりの結

果だと捉えることもできるのではないだろうか。

他の面では地域貢献が多少浸透している感もある

ので、これからは地域貢献のための活動を、もっ

と積極的に地域住民にPRしていくことも必要に

なってくると思う。

図８

　

エスパルスが地域貢献のために行っている様々な

　　

活動について知っていますか
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「Ｊリーグの理念について知っていますか」

（図９）という質問では、「かなり知っている」が

11.4%、「少し知っている」と合わせても46.6%と

半数に届かなかった。知らない人が大半を占める

とも予想していたが、Ｊリーグの理念が地域住民

の意識レベルまでは浸透してないことが、改めて

明確に示された。

　

Ｊリーグの理念に感銘を受け、大いに賛同した

ものの、地域住民にはほとんど知られていないの

ではないだろうか、と思ったのがこの研究を始め

ようとしたきっかけである。理念は素晴らしくて

も誰も知らないのでは仕方がない。知ればたくさ

んの人の賛同が得られると思うので、理念の浸透

を重点課題として取り組んでいく必要がある。理

念を現実のものとするために、地に足をつけた努

力が求められている。

図９

　

Ｊリーグの理念について知つていますか

　　　　　　　　　　　　　　　　　

かなり知
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「総合型地域スポーツクラブについて知ってい

ますかj（図10）という質問では、「かなり知って

いる」が7.3%、「少し知っている」と合わせても

たったの27.5%にしかならない。予想していたと

はいえ、「知らない」と答えた人が４分の３を占

めた結果に、地域住民にほとんど認知されていな

いという現実が露にされた。「全く知らない」が

34.1%という高い値は、一般レベルには全く情報

が伝わっていないということだと思う。

　

Ｊリーグの理念と共に総合型地域スポーツクラ

ブも、主旨・目的を地域住民の意識レベルまで浸

透させることが必要である。さらに、草の根レベ

図10

　

総合型地域スポーツクラブについて知つていますか
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山下，難波

ルの活動から、モデルとなり得るスポーツクラブ

が発足することも効果的である。しかし、カリス

マ的存在となるモデルクラブが出現しない限り、

劇的な変化はありえない。

4.まとめ

　

住民意識の調査結果から考察を行い、日常的に

スポーツを楽しめる環境を日本に構築するための

課題と方向性が明らかになった。国民のスポーツ

に対するニーズは高いが、現状の日本のスポーツ

環境は貧しく、Ｊリーグの理念や総合型地域スポ

ーツクラブについての認知度も低い。

　

これらの結果を受けて今後は、人々が気軽にス

ポーツに参加できるように、ハードの整備とソフ

トの提供の両面からスポーツ環境の充実をはから

なければならない。さらに、理念を浸透させるた

めに啓発、PR活動を積極的に行い、地域住民の

コンセンサスを得ることが必要になってくる。

　

具体的には､地域スポーツ文化の創造に向けて、

これまでの学校体育からヨーロッパ型のクラブス

ポーツへの移行の動きがあるが、その時に問題に

なるのが施設面である。日本ではスポーツ施設が

学校に集中しているため、学校を離れると活動場

所を確保することが困難になっている。そこで、

全国各地に存在する学校施設を有効利用すること

を考えなければならない。同時に、クラブスポー

ツと学校教育の提携も一考である。

　

さらに、モデルとしているヨーロッパのスポー

ツクラブをそのまま取り入れようとするのは現実

的ではなく、学校体育の長年の歴史を否定するこ

とも好ましくない。スポーツクラブと学校体育の

良い点をバランスよく融合し、地域と学校を有機

的に連携させ、独自の日本型スポーツクラブを構

築していくことが重要だと考える。

　

また、日本におけるスポーツ振興ではトップダ

ウンとボトムアップの微妙なバランスが重要視さ

れてくると考える。

　

さらに、このバランスという

観点からすれば、日本人のスポーツに対する意識

レベルを引き上げることが必要条件になるのでは

ないだろうか。

　

それでは、住民のスポーツに対する意識をいか

に高めていくか、という問題には、スポーツが

人々の実生活にどれだけ寄与することができ、文

化的、社会的、教育的価値が高いものだというこ

とを、理解してもらうことが現実的ではないかと

思う。

　

海外では、スポーツクラブの中心に、世界的に

人気の高いサッカーが位置しているところが多い

ことから考えても、日本では、地域スポーツ文化

の創造という理念を掲げているＪリーグが中心と

なって、日本のスポーツ環境を変革していくこと

を期待したい。

出典、出版社等の表記のないものあり
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サッカー医・科学研究

　

第20巻(2000)

　　　　　　　　　　　

もっとストリートサッカーを

　　　　　　　　　　　　

一草サッカーの現在一

　　　　　　　　　　　　

黒田則武1）浜村真也2）

目

　

的

　

ストリートサッカーとは何か

（1）サッカー好きのあつまっている所、どこで

　　

も、公園、海岸、河川敷

　　

ビブスとゴールを持ち込みゲームを呼びか

　　

ける。

（2）無料で、誰もが参加できる、自由勝手なサ

　　

ッカーゲーム

方

　

法

剛

　

国立競技場で、代表等の大試合の時に、サ

　　

ポーターに見るだけでなく蹴る機会を提供

　　

する。

（2）多摩川河川敷、都内の数か所の公園での、

　　

自由サッカーゲーム

（3）持ち運びゴールの工夫一資料参照

　　

ビブスは安いタンクトップを染色して使

　　

用。

　

１着、300円

活

　

動

雨

　

国立競技場周辺のど素人サッカー大会には

　　

数百人が参加。

　　

2000.1.1の天皇杯サッカーにはコート３面

　　

で、参加者アンケートで、67名回答、これ

　　

は１面の半数で、単純計算でも、これの６

　　

倍で、300名はボールを蹴ったものと思わ

　　

れる。

（2）多摩川河川敷は毎日曜の午後で、40～60名

　　

参加で、３～４時間

結

　

論

　

これは面白くてやめられない。

巾

　

遊びとしてのゲームの中で得られるものは

　　

大きい。

（2）下からの百年構想で､スキ間をうめる活動。

１）早稲田教育問題研究所

　

２）サッカー情報誌「サポティスタ」
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もっとストリートサッカーを

　

一草サッカーの現在－

もっと、ストリートサッカーを！

　　

実地経験総括一設備編

ゴールがあれば、ゲームができる、あったほうがよい

参考例、かっこよく、安くて、手軽を追求。

①6月明治公園型

　

数百人集まり、大盛況。

下がコンクリートまたは、舗装の場合

　

建築用

足場パイプ使用

　

図①参照

図①

　　　　　　　　

4ｍ

　　　　　　

3ｍ

　　　　　　　　

3ｍ

　　　

2ｍ

　　　　　　

4ｍ

　　

2ｍ

　　　　　　

2ｍ

　　　　　　　　

2ｍ

費用一一足場パイプ

　

4m 1400円　3m 1100円

　　　　

良心的店で

　　　　

ジョイント

　

数種類

　

200円ぐらい

　　　　

1.5mや2mは自分で切断する

　　　　

切断用グラインダーは3000円ぐらい、

　　　　

簡単に５分で、できる。金のこでも、

　　　　

できる。

１台総費用

　

4mX4

　

5,600円

　

3mX2

　

2,200円

ジョイント10個

鳥追いネット

2,000円

　

580円

問題点

　

運搬にワゴン１台必要、１本20kgあ

　　　　

るから、一人で、作業が面倒、ネット

　　　　

がかっこ悪く、１回使用で、ダメ。足

　　　　

場パイプを三角形に組むのは安定よ

　　　　

く、使えるが、何回も往復するのがつ

　　　　

らい。そこで、明治公園の草むらにパ

・

　　　

イプは隠すことにした。車がないと、

い

　　

盗難は不可能で、鎖でつないで、カギ

　

；

　　

かければ平気。

　　　　

もっと、簡易にかっこよくを求めるこ

　　　　

とにした。

②７月絵画館前攻防戦型

　

追われて、土の公園で

　

実施。

絵画館前は目立ちすぎて、横槍が入って、移動

したので、人数集めるのが少し大変で､20名で、

２時間実施、それなりに楽しかった。

下だけ足場パイプにして、上は鉛化ビニールに

する。ビニールは足場パイプと同じ太さのが､2

m

　

280円なので、８本買って、２本つないで

４ｍをつくり、ジョイントも片方だけ、接着、

現地で組立、金槌でたたいて、接合。白いペン

キを塗っておいた。おじさん一人で､作ったの、

サッカー好きだねーと言われる。図②参照

図②

白くぬる

ビニールパイプ

　

ロープをはる

鉄パイプ1.5mと4ｍ

工夫

　

ビニールと鉄の接合部分で、ビニールに

　　　

紙で巻いた木を入れて、補強したが、地

　　　

面接触のジョイントで解決する。ネット

　　　

はキュウリの育成のネットが、15cm穴

　　　

で、1.8 mが９ｍで、280円とすばらしか

　　　

ったが、ボールが抜けて役たたず、結局

　　　

3.6×1.8mの野菜育成ネットを図のよう

　　　

に、４枚張り合わせて使用。

　

１枚、1350

　　　

円で、高価だが、フルサイズのゴールに

　　　　　　　

3.6m

　　　　　

3.6m

1.8m

1.8m
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黒田，浜村

も使うので､我慢する。ビニールひもで、

縫う感覚で互いに張り合わせる。ひもは

長めに残して、ゴール柱にとりつける。

ガラス追いネットは網目小さく、高価で、

美しくない。

最高のネットにたどりつく。５ｍｘ２ｍで、980

円

　

強度、網目、値段が最高、でも色が黒なの

で、ペンキで白にできれば良い。追い求めてい

るのはＷ杯型で、国立のゴールは学校型に近く

て、気にいらない。

もっと、研究しているのは、温室ビニールと足

場パイプで、全天候型草サッカー場だし、ナイ

ター設備である。他人の協力、熱意あるプレー

ヤーを必要とする。

③フルサイズ90m型

　

もっと得点

　

感激のゴー

　

ルヘ

河川敷で、時間帯による住み分け理論で、少年

野球がいなくなる３時以降に実施する。

7mX 2,4mのゴール　土曜日で人数少なく作っ

て試合できず。

４ｍｘ２ｍで日曜に、試合、ミニサッカー８人

制、１時間半実施、みんな疲れる。最初は明治

公園と同じで足場パイプを大量に使用したが、

土のグランドなので、埋めれば、解決する。バ

イクを乗り入れて、足元に５－６本パイプを乗

図③

2.4m

7ｍ

､3mと4mをつなぐ

3ｍを60Cm埋める

－プで
つ
ノ
ヽ

張る

7７力

地面

コンクリート

が埋めてある

せて、運搬できるので､作業はひとりでできる。

ラグビーのゴールのように、7mと3mを組立

て埋めて、ひもでひっぱり固定させて、ネット

をはり、ネットも後ろからひもでひっぱる。キ

ャンプのテントをひっぱるひもをとりつけて、

うめる金具は手製でも作ったし、ホームセンタ

ーで100円ぐらいで売っている。図③参照

秘密装置

　

あらかじめパイプが入るようにグラ

　　　　　

ンドに鉄管が埋めてある。15cmは

　　　　　

ど掘らないと、露出しないので、誰

　　　　　

にもわからないが、手製でまわりを

　　　　　

コンクリートで固めたパイプ入れ

　　　　　

と、鉄管を65Cmｘ4本に蓋をして、

　　　　　

埋めて土がかけてある。細部は私に

　　　　　

問い合わせください。無駄なくでき

　　　　　

るように。

ストリートサッカーの意義と問題

（１）社会全体が子供を外で遊ばせなくしている。

　

日本の代表的大企業まで、ＴＶゲームで生計を

たてて、恥とは思わないのだから、ＴＶゲームの

嫌いな子供、やらない子供を捜すのはとても、む

ずかしい。遊びには好き、嫌いがあって当然なの

に、禁止を叫ぶ者がいない。それはいくら、交通

事故で、何万人が死に、何十万人がけがしようと

も、自動車の廃止を叫ぶ者がいないのと同じ。社

会がそれに利益を見いだしていると、廃止されな

い。某宗教団体がヒステリックに追放されようと

しているが。もし、ＴＶゲームが無ければ、登校

拒否も退屈で、難しいと思うのだが。これはパソ

コン～インターネットの発達と軌を一にして、社

会生活に不可欠な道具と化している。正反両面の

価値がある。教育で言えば、読書力、作文力が極
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もっとストリートサッカーを

　

一草サッカーの現在－

端に落ちている。１ページの文章に耐えられない。

次々と画面を換えることになれて、文字から情報

が読み取れない。でも、理系の博士課程の研究者

も同じで、ほとんど論文は読まず、インターネッ

トで、必要なおいしい所だけ情報をとるので、昔

の何千もの論文を読んでいる研究者よりよく知っ

ているそうだ。読書は情報摂取からするとかった

るい作業かもしれない。読書はいずれ、パソコン

操作にとって替えられる。ペーパーテストも数十

年後には無くなるだろう。

（２）でも、子供は外で遊ばせたい。スポーツ広

　

場を。

　

子供が、勝手に自由に、野球でもサッカーでも

やっていい場所が全然ない。どこにもない。ある

とき、区の未利用の空き地があって、子供たちが

ボールを蹴っていたら、あっと言うまに、区は木

を植えて、誰も遊べない死の公園にした。子供の

歓声が聞こえない公園、老人がベンチにすわるだ

け。土手があっても、自由広場で、サッカーやっ

ていると､やらないでくれと管理人がいってくる。

金払って抽選で当選したチームにしかやらせな

い。遊んではいけない。大人の監視のもとの管理

された運動以外ゆるされていない。大人はいつか

らこんなに、ケチで余裕のない存在になってしま

ったのか。駐車場で子供は遊ぶなと書いてあると

たまらない気持ちになる。自分たちは空気を吸っ

ているように、他人の土地で遊んだ。かつお君や

のび太のように、他人の家のガラスも野球で割っ

た。子供に他人に迷惑をかけるのをゆるしたい､、

罪滅ぼしをしたい。芝生で囲まれた広い土地を自

由に使わせたい。午前中は幼児がねころがって遊

び、ゲートボールが行われる。午後は小中学生が

自由にサッカーでも野球でも。夜間は照明で個人

参加で自由な運動ができる。広くなくてもよい。

無目的な広場が一町内に一つは必要だ。小中学校

の増設当時と子供の数は減つだのだから、いくつ

かの学校を統合して、跡地をそのように使っても

らいたい。

　

地域に自分の墓を立派にすることより、子供に

希望を与えたいと考える老大人がいらっしゃた

ら、土地をスポーツ広場に提供して下さい。自由

にだれでも参加できるサッカーや、他のスポーツ

の試合提供の無料ボランティアをやることによっ

て、魂作って仏ができるのを待つ。遊びは無料で

自由勝手なものがよい。税金や会費を一切使うこ

となく、善意と楽しさにのみゆだねられる運動の

広まりの場所的実現としてのスポーツ広場を。

（３）本当に楽しい、幸せに思えることをする。

　

原点は98年フランスの広場サッカーになる。サ

ッカー好きが集まったので、自然にボールが蹴ら

れる。ケガや保険会費の心配のない遊び。そろい

のユニフォーム、会費に保険付きの勝つための練

習に子供が組織されることが、前進を必ずしも意

味しないのではないかと、思いいたる。ゴールと

ビブスをもって、サッカー好きがたくさんいる所

に登場する。ゴール組み立てるから、一緒にゲー

ムしませんか。歓迎される。ゲームする楽しさ。

見る楽しさ。審判する楽しさ。真剣な競り合い、

ボディコンタクトがあれば、Ｊリーグのオールス

ターゲームより面白く楽しい。

　

４級審判資格をとって、何かの役にたちたいと

思っても、うまくいかない。ど素人サッカー大会

がその場を与えてくれた。ボールを蹴りたい、サ

ッカーやりたい層が無数にいる、チームつくりた

い、でもグランドや集団組織を作る面倒で、うま

く活動できない層も無数にいる。多摩川の河川敷

には練習だけのために集まっている２～３人から

10数人のグループが合計で、100数十人いる。仕

切り屋がひとり、ゴールとビブスで､登場すると、

40人から60人が集まり、４～６チームができ、３

～４時間の楽しいゲームの時間がもてる。チーム

名も個人の名前も知らず、毎日曜日の午後の活動

が、99年６月から12月まで、10数回行われた。

（４）意義と問題

　

ブラジルや韓国では、無届に、申請なしに学校

のグランドや海岸で草サッカーが行われることが

多いらしい。また、英米では、めぐまれた多くの

芝のグランドで、草サッカーリーグが展開されて
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いる。Ｊリーグ百年構想へ様々な立場のアプロー

チとして、見るだけの人に蹴る機会を提供し、サ

ッカー文化を深く耕そうとするど素人サッカー大

会の試みも日本的な前進であり、地域の公園にお

けるストリートサッカーに呼応する中央の運動

で、フランスへ行こう運動が実現した１万人以上

のサポーターが海外試合を応援する状況が生み出

したものである。

　

地域のストリート一国立での代表戦と明治公園

でのストリートー海外試合の応援が、地域一中

央一国際主義と通じる日本代表のサポーター運動

の一つになっている。

　

無料、自由に徹すると、文句いう不粋な老人も

多く、色々な公園を追放されてきた。多摩川も行

政から歓迎されているわけでもない。保険も入ら

ないし、ケガにも対応しないし、ケガしないよう

に求めるだけ。しかし、行動し続けるなかで、ボ

ランティアをもとめていく。例えば、明治公園も

借りれば、10万円かかるので、国立でサッカーを

主催して、金儲けする人についでに、明治公園も

借りてもらって、見るだけでなく、蹴る機会も与

えてサッカーの理解者を増やしてもらう。地域の

グランドも行政に作ってもらうのでなく、土地も

っている人に子供の遊び場としてただで貸しても

らう。こちらは無料でやるのだから、当然ただで

借りる。世の中のため、人のためになることは当

然無料。

　

自分も楽しいのだから、土地を貸してくれる人

も当然楽しくなれる。駐車場にするより、子供の

ため、日本のサッカーの前進に貢献できるのだか

ら、是非のわきまえのつく人はこの国にも少しは

いると思う。
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(資料)

　　　　

もっとストリートサッカーを

　

一草サッカーの現在－

スポーツクラブを作ろう。誰でも自由参加、無料

　　　

ストリートサッカーを増やして、芝グランドを。

99年、代表戦、トヨタカップ等では、国立競技場の近くの明治公園で、ストリートサッカー。日曜日に

は、午後から、大田区民広場近くで、ストリートサッカー、仮設ゴールによる、ゲームをやってきまし

た。都内にも数ケ所同好の志がいて、曜日を決めて実施されています。大人のためのサッカー教室も開

かれています。都会型のスポーツクラブをめざして、１、水、土、日の午後は誰でも自由参加、無料の

サッカーゲームの保証をしたい。

　

２、野球やバスケットボールも可能な自由にできる場所の確保をした

い。無料で貸してもらう。使わせてもらう。

　

３、小学校の第二校庭にナイター設備を設けて、町内の人

が自由勝手にスポーツを楽しめる場を作りたい。大阪や清水市では、実現されています。ストリートサ

ッカーが楽しく、みんなが参加し広がれば、情報が集まり、可能です。明治公園でも、土手でも、参加

者からもっとやろうの声が多い。審判ボランティアがいればもっと拡大されます。

参加者アンケート（サッカー協会で、発表します。）

　　　　　　　　

丸をつけて下さい。

１、年齢世代

　　　　　

10代

　　　　　

20代

　　　　　

30代以上

２，月のプレイ回数（練習を含む）

　

２回以下、

　　

３回以上

３，チーム参加

　　　　

していない。

　　　　

している。

　　　

地域リーグ以上参加

４，草サッカーについて、ど素人サッカー大会

　

明治公園でのストリート

　

都内数ケ所での自由参加型

　　

のサッカーの催し等について

　　　　　　　　　　　

知っていた。

　　　

知らなかった。

５，お知恵拝借

　

試行錯誤で、ゴールとビブスがあれば、どこでも楽しめるで、やっています。改善、

　　

意見があれば、ご記入下さい。

　　

試合形式

　　　　　　　

人制がよい。

　　　　　

分ぐらいがよい。

　　

ゴづレ設備改善案

６，地域情報交換

７，感想何でも。

お住いの地域の草サッカーの実情、環境について。

-するとよい

2002年必勝委員会その１班

　

みんなも勝手に代表強化委員会を作ろう。

　　　　　　　　　　　

大田区新蒲田3－4－28
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

　　　　　　

Jクラブと地域サッカークラブのアライアンス

～名古屋グランパスエイトのジュニア育成のアライアンス戦略を事例として～

高橋

　

義雄1）山下

　

則之2）水上

　

博司3）山口

　

晶永4

はじめに

　

名古屋グランパスエイト（グランパス）は、経

営戦略として地元の東海地区において、『サッカ

ーを広く愛されるスポーツにしていく』ことを企

業ビジョンに掲げ、1992年８月から愛知県三好町

にて「サッカースクール」を展開し、サッカーを

観るとすることによるシナジー効果を狙った全社

戦略をとっている。

　

企業経営は一般的に全社戦略から個別の事業戦

略に分解される流れと、個別の事業戦略から全社

戦略が変更される双方向のプロセスがある。グラ

ンパスでは、自社の企業ビジョンと経営資源を考

慮し、Jクラブとして実現可能で効果的なサッカ

ースクール事業の戦略を論理的に構築することが

必要である。外部資源を戦略的に有効活用する方

法には、複数のクラブがお互いの独立性を維持し

ながら連携するアライアンス（提携）がある。グ

ランパスは、クラブが直接経営するスクール（２

ヶ所）と、地域のサッカークラブと提携関係にあ

るスクール（７ヶ所）がある。提携は、スクール

の新設や地元クラブの合併・買収より資本投下量

が少なく、また地元との摩擦のリスクマネジメン

トという面で効果的な方法である。本研究では、

保護者対象に実施した質問紙調査を分析し、直営

スクールと提携スクールの保護者の意識を比較し

た。さらにグランパスが地元サッカークラブと提

携することの効果について、両スクール関係者の

ヒアリング調査をもとに報告する。

先行研究の状況

　

高橋ら(1999)は、萩原ら(1971)や永吉ら

(1976)のスポーツクラブに子どもを通わせる保

１

４

名古屋大学総合保健体育科学センター

　

２）
三重大学大学院

護者の意識の分析を参考に、グランパス三好校の

保護者を対象に調査を実施した。その結果、1，

30～40歳代の女性のネットワークをつかみ、その

情報ネットワークにグランパスのスクール事業の

良い評判をのせる必要性、２．勉強にも効果があ

るかもしれないし、さらにＪクラブに入会すれば、

サッカーでの進学、サッカーのプロ選手になる可

能性があるかもしれないと考えるＪクラブ特有の

保護者の期待への対応の必要性、３．学校関係者

との関係構築の必要性、４．競合する地域の教育

サービス業との調整の必要性、５．保護者に対す

るスクール事業等の取り組みの必要性を述べてい

る。また山口ら(1999)は、グランパス三好校の

保護者と三重県明和町の総合型地域スポーツクラ

ブの保護者を比較し、企業活動であるグランパス

と、ボランティアペースの明和町のクラブとの差

異を述べている。

方

　

法

　

本研究では、グランパスが直営する三好サッカ

ースクール会員の保護者を対象とした質問紙調査

と同様のものを、岐阜県古川町の提携する地元サ

ッカークラブの飛騨校において実施した。また飛

騨校の監督とコーチおよび、三好校担当のグラン

パス関係者のヒアリングをおこなった。質問紙は

会員の子どもに手渡し、保護者に記入してもらい

次回のスクールに持参してもらった。配布はスク

ールを休んでいる子どもをのぞき50部配布し、38

部(回収率76％)が回収された。項目の内容は、

｢健康になる｣、｢サッカーができるようになる｣、

｢サッカーで進学できる｣、｢サッカーのプロ選手

になれる｣、｢運動が好きになる｣、｢友だちができ

る｣、｢明朗・快活で積極的になる｣、｢根気・がん

（株）名古屋グランパスエイト

　

３）三重大学教育学部
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Jクラブと地域サッカークラブのアライアンス

　

～名古屋グランパスエイトのジュニア育成のアライアンス戦略を事例として～

ばりのきく子になる｣、｢礼儀正しい子になる｣、

｢勉強ができるようになる｣、｢時間や約束を守る

習慣や態度が育つ｣、｢協調性が育つ｣、｢責任感が

育つ｣、｢不良行為をしない｣、｢意見や考えを言え

るような態度が育つ｣の15項目とした。保護者が

期待することを調査する項目について、①たいへ

んそう思う、②まあそう思う、③どちらとも言え

ない、④あまりそう思わない、⑤全くそう思わな

いの5段階尺度で回答を得た。

結果１．質問紙調査の比較分析

１、飛騨校の回答した保護者のプロフィール

　

回答者の性別は、女性68.4%、男性31.6%とな

った。年齢は、30歳～44歳で89.5%を占め、三好

校との有意差はなかった。職業は、会社員や公務

員、教員が43.2%、パートタイム・契約社員が

24.3%、専業主婦が21.6%となった。飛騨校の回

答者は、78.4%が何らかの学校部活動を経験して

おり、さらに、43.2%が地域や職場の運動サーク

ルに加入したことがあった。

２。飛騨校の入会の決定要因

　

飛騨校を知るきっかけは、「子どもを通じて」

が36.8%と最も多く、次に「近所の人や友人を通

じて」が26.3%、「宣伝・報道によって」が10.5％

となった。「近所の人や友人を通じて」がもっと

も多いきっかけであった三好校とは、知るきっか

けにおいて地域的な特性がみられた。

　

また、入会をもっとも強く勧めたのは「子ども

自身」が52.6%で多く、次に「地元のスポーツク

ラブの指導者」が21.1%、「男性の保護者」が

13.2%、「女性の保護者」が5.3%となった。三好

校に比べ、地元スポーツクラブの指導者の影響が

強く、女性の保護者よりも男性の保護者の影響が

強い地域特性がみられた。

3｡保護者の期待

　

三好校と比較した場合、「サッカーができるよ

うになる」という項目で、飛騨校の保護者は、

「どちらとも言えない」が73.7%を占めた。地元

サッカークラブが母体であり、グランパスの指導

者による直接指導日が少ない飛騨校の特徴であ

る。

　

逆に「礼儀正しくなる」や「責任感が育つ」な

どでは、三好校と飛騨校では目だった差はあらわ

れなかった。飛騨校は、「サッカーのプロ選手に

なれる」と「サッカーで進学できる」という項目

で「たいへんそう思う」と「まあそう思う」を足

しても、いずれも0.0％であった。

　

飛騨校とおなじスポーツ少年団を元とする三重

県明和町の総合型地域スポーツクラブを比較した

山口ら(1999)の報告によれば、プロの指導者が

教えるか否かの差、礼儀作法を重視する種目があ

るか否かにより保護者の期待が異なる可能性があ

り、戦略的提携を考える場合、提携クラブとの指

導サービス面での分業が必要になることが示唆し

ている。

４。子どもの生活

　

今回、会員の子どもが学習塾やお稽古ごとに通

っているかについても調査した。その結果、飛騨

校の場合55.3%が学習塾やお稽古事に通ってお

り、三好校では約８割の子どもが学習塾やお稽古

ごとに通っていた。地方都市でも学習塾やお稽古

事が、サッカースクールの競合相手になることが

示唆される。

５。トソプチームの観戦

　

保護者がトップチームの試合をスタジアムで何

回観戦したかも調査した。三好校の保護者は、

45.8%、飛騨校の場合、76.3%が一度もスタジア

ムで観戦しなかった。岐阜県古川町ではグランパ

ストップチームの試合を観戦する機会が身近にな

いことが大きく影響していると考えられる。

６。クラブ会費の設定

　

スクールの費用について適当な月会費を調査し

たところ，三好校では2,000～4,000円が78.4%.

続いて4,000～6,000円が14.1%であっだのに対し，

飛騨校では2,000円未満が47.4%. 2,000～4,000円

が34.2%となった。プロの指導者を雇用した企業

経営とボランティアベースの地域スポーツクラブ
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の特徴があらわれている。山口ら(1999)によれ

ば、三重県明和町では2,000円未満が80.8%、

2,000～4,000円か11.3%でされており、ボランテ

ィアペースでは現状会費を高く設定できない。し

かしスポーツ少年団がプロの指導者を受け入れる

ことで、会費を高く設定できる可能性も逆に示唆

された。

結果２．飛騨校保護者の自由記述回答、及び関係

　　　　

者のヒアリング調査から

　

飛騨校の保護者の自由記述を分析すると、親同

士の大人の交流、親子の交流、年齢を超えた子ど

も同士の交流などの効果、さらにサッカー好きに

なるや、サッカーをするようになる効果が多くあ

げられた。また、グランパスの指導者が指導する

ことで、指導法に関する知識、クラブの考え方な

ど新しい知識を得られたと回答している。

　

マイナス面としては、開催したグランパスフェ

スティバルの期間が長かったために大変であった

り、出費が多かったことなどであるが、ほとんど

の保護者はマイナス面を感じていない。さらにク

ラブへは、要望の内の半分以上がグランパス指導

者の派遣を増やして欲しいという内容であった。

いっぽう飛騨校としてグランパスが提携をしてい

る地元サッカースクールのコーチによれば、従来

型の体育会的な指導法の改善がなされたこと、そ

れにより他の地域からも子どもが加入するように

なったことがあげられた。また、社会的な効果と

しては、グランパスとの提携により、サッカーグ

ラウンドの新設やトップチームのキャンプ地とし

て有名になり町おこしとなったことが述べられ

た。

考

　

察

　

以上の結果から、Jクラブにおけるサッカース

クール事業のアライアンス戦略について考慮すべ

き点として５点考えられる。

１。

業」

｢サッカー及びスポーツに関する総合文化事

にむけた戦略的提携

　

Jクラブは、Ｊリーグ規約のなかで、１種、２種、

３種、および４種に属するチームを有することが

求められる。この「有する」は、Jクラブ直営に

よるチームを保有すると言う意味であると解釈さ

れる。一方で、保有するチーム数や地域の規程は

ないため､各クラブに任されていると判断できる。

通常、企業は「事業ドメインの設定により、戦う

領域を設定し、組織活動の指針とする」6）。例え

ば、Jクラブが「プロサッカー興行事業」とだけ

事業ドメインを定義すれば、Ｊリーグ規約による

資格要件をもっとも赤字の少ない方法で形だけ有

する経営を選ぶ可能性がある。しかし「サッカー

及びスポーツに関する総合文化事業」とした場合、

Jクラブの事業領域として戦略的に２種、３種、

および４種に属するチームを保有することにな

る。そこで経営資源と市場などを考慮した結果と

して戦略的提携が必要となる。

２．Ｊクラブの強みと弱み(Strength / Weakness)

と戦略的提携

　

まずJクラブの持つ経営資源（経営戦略、企業

文化、製品特性、マーケットシェア、現在までの

マーケティング戦略の長所・短所、人的資源、資

金力）の強みと弱みの分析が必要である。グラン

パスのサッカースクール事業の事例で言えば、強

みとしてスポンサーを持っている資金力、一貫し

たサッカー指導システムを理解した人的資源、Ｊ

リーグの経営戦略に基づいた事業がある。逆に弱

みは、スポーツで会費を集めるという企業文化を

市民が受け入れない社会状況や、学校体育文化と

対比される社会環境、さらに地域に密着した地元

住民でない人的資源などがある。これらの分析を

通して、戦略的な提携の方法を見つける必要があ

る。
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３。サッカースクール事業の市場機会と脅威

(Opportunity /Thrｅａt)

　

質問紙調査やヒアリング調査の結果、地域サッ

カークラブの保護者がクラブに期待することは、

Jクラブの保護者の持つ期待とほぼ同じであるこ

とがわかる。つまり、Jクラブのない地域の保護

者はＪクラブに似た期待を満たすために、地元の



Jクラブと地域サッカークラブのアライアンス

　

～名古屋グランパスエイトのジュニア育成のアライアンス戦略を事例として～

クラブを選択しており、Ｊクラブとの提携事業が

有効であると考えられる。また、保護者にとって

地域のサッカークラブとの提携は、Jクラブへの

興味の喚起となっている。トップチームの試合の

観戦という行動を起こさせるプロモーションとま

では至っていると言いがたいが、クラブ関係者の

態度変容に影響を与える可能性が示唆される。グ

ランパスにおける岐阜でのこうした活動は「他社

にない強みを発揮できる機会」であると考えられ

る。

　

しかし、川崎や横浜のようなJクラブが競合す

る地域では他のクラブによる提携が、市民のクラ

ブへの忠誠を下げる可能性があり「脅威」ともな

る。こうした「脅威」を取り除くためにはJクラ

ブによる提携の地域規制や、Jクラブ同士の話し

合いの場が必要になろう。

４。戦略的提携の必要性

　

グランパスと飛騨FCの提携によって、グラン

パスは、指導者の派遣と、古川町におけるサッカ

ー振興への協力を実施している。これらの事業に

よる飛騨FC側の利益と、天然芝でホスピタリテ

ィの高いキャンプ地の提供を受けるグランパス側

の利益を調整し、提携した両者のWin Win Game

を模索する必要がある。また、万が一、指導日数

が減少したり、グランパスが新たなキャンプ地へ

移動するといった提携関係変更の場合のリスクマ

ネジメントが必要となる。

５、サッカースクール事業部門の分社化の可能性

　

調査の結果、岐阜県古川町でも学習塾やお稽古

事に通う子どもは多いが、同時にサッカースクー

ルを選んでもいる。このことはサッカー文化を身

につけることが、地域社会の中で求められつつあ

ることが示唆される。しかし依然、スクール会費

は明らかに三好校より低額が望まれている。グラ

ンパス指導者の派遣日数とクラブ経営のために必

要な会費の関係が明らかになれば、適切な指導日

数、指導者数、指導者あたりの子ども数などが算

出可能である。今後、引退するプロ選手の増加と

雇用問題、さらには非営利団体へのスポーツ振興

くじの助成がなされるとすれば、営利企業である

Jクラブのトップチームと非営利団体としての下

部の育成クラブといった分社化の可能性も考えら

れる。

提

　

言

　

今回注目すべき点は、企業であるJクラブとボ

ランタリーベースの地元スポーツクラブとの間

で、一部、サッカーによる進学やプロヘの道など

特殊な期待をのぞき、保護者の意識に大きな差が

なかったことである。このことからJクラブが強

みを活かして新規にサッカースクール事業に参入

する市場が大きく開けていることが示唆される。

しかし、サッカースクールを事業として展開する

際に、市民にサービスを購入している意識が少な

い社会的環境や、高橋(1994)が指摘するように、

地元のクラブとの選手の引き抜きなどの摩擦が問

題となる。そこで、これら脅威へのリスクマネジ

メントも考慮した既存の地元サッカークラブとの

戦略的な提携（アライアンス）が効果的である。

しかし、これも普遍的ではなくJクラブが狭い地

域に複数ある場合、Jクラブ間の提携競争を生み

マイナス面が予想される。また、地域に複数のサ

ッカーチームがある場合、Jクラブとの提携が一

部の地元サッカークラブの価値をあげるが、提携

しなかった他のチームとの摩擦を生じる危険性が

あり、提携先も慎重な選定が求められる。さらに、

スポーツ振興くじの導入や引退したプロ選手の増

加などのサッカーを取り巻く環境の変化を考慮す

れば、サッカースクール事業を非営利組織が担う

分社化、つまり独立クラブ化させることも考慮さ

れるべきである。最後に、サッカーを通じて地域

社会に貢献し、豊かな生活を提供するためには、

Jクラブは一般大衆を対象としたマス・マーケテ

ィングから、高橋ら(1999)に述べられた関係性

のマーケティング1口）8）への指向が求められると

考えられる。
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7年間に わたる育成普及活動と今後の課題について

山下

　

則之口、宮城

　

名古屋グランパスエイトにおける育成普及部の

主な活動目的は、以下のとおりである。育成面で

は優秀な選手と指導者を育てていくこと、そして

普及面では地元の地域社会ヘサッカー文化を根付

かせていくことである。今回の報告では、育成面

に着目して、この7年間にわたって取り組んでき

た選手と指導者の育成についての活動計画、問題

点そして今後の課題についてまとめてみた。

　

図１は、1992年からの育成活動の変遷と2001年

までの今後の組織について示している。

1992年～1995年は組織の立ち上げ期間として、育

修２）

重ねた結果、初年度はこれから中学と高校に上が

る選手とした。その理由は、この時期はプロチー

ムということで予想以上の注目が集まっていたこ

ともあり、優秀な選手のほとんどがグランパスに

流れた場合、県内における学校のクラブ活動に支

障をきたす可能性のあることを危惧したためであ

る。選手のセレクションも終了し、下部組織での

選手育成活動が開始された。そして、ひとシーズ

ンが終了して問題となった点は、ジュニアユース

から県内の優秀な選手をセレクションすることも

重要であるが、選手の育成面を考えると、サッカ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ー選手の育成

　　　　　　　　　　　　　　　　

にとってゴー

図１

　

育成普及活動の変遷と今後について

ルデンエイジ

とよばれるジ

ュ

　

ニ

　

ア

　

期

（Ｕ －12）の指

導を充実させ

ていくことが

必要であると

いうことであ

った。この点

は、この年に

行ったユース

チームのオラ

ンダ遠征の際

にも、各クラ

ブの下部組織

を見学して痛

感させられた

成普及部ではJリーグの加盟条件であるジュニア

　　

ことであった。そこで翌年から、グランパスでは

J゛-ｽからユース年代までの下部組織を作る活動

　　

愛知県の三好町を中心にして、名古屋市､豊田市、

が中心に行われた。下部組織の所属する選手募集

　　

知多市そして飛騨市と協力関係を結び、ジュニア

の対象については、愛知県サッカー協会と検討を

　　

期のサッカースクールを開校することとした。ち

1）名古屋グランパスエイト

　

２）防衛大学体育学教室
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7年間にわたる育成普及活動と今後の課題について

なみに、三好町のスクールは当初20名で開始した

のが、現在では約400名に膨れ上がっている。ま

た、これらのスクール活動では、定期的に代表者

会議、コーチ会議そして合同研修を行い、各地域

のスクールが連携を深めてコミュニケーションを

とるようにしている。グランパスとしてはこれら

のスクールが独立して、グ

ランパスの力を借りなくて

も活動ができ、各地域にお

いてサッカー活動の核にな

っていってもらうことが、

最終的に地域におけるサッ

カーのレベル向上につなが

ると考えていた。また、現

在では各スクール対抗のリ

ーグ戦も競技レベルの向上

を目指して、年間を通して

行っている。その一方、ス

クール活動を通して生じて

きた課題もあった。それは

各地域において、子供たち

の技術レベルにばらつきが

たいへん目に付くようにな

ったことである。その背景

には、スクール内でのＵ－

12の選手を対象とした一貫

指導体制が整っていなかっ

たためであった。

　

1996年～1998年は育成普

及部にとっては組織の修正

期間であった。はじめにと

りかかった点は、前述した

各地域の指導者の育成であ

り、スクール活動に参加し

ているコーチを対象に、月

に２回の頻度で６ヵ月間のr指導者養成講座』を

愛知県サッカー協会の技術委員会とタイアップし

て開校した。この点については、クラブ内におい

て当時トップチーム監督であったアーセンペン

グル氏から、『日本サッカーの欠点は幼児期から

小学生の指導の重要性が分かっていないことであ

る』との指摘を受けていたことも考慮したのであ

る。これらの点を踏まえ、指導養成講座の活動は

グランパスにとっては10年後への準備であり、こ

の活動を通して数年後には愛知県内６地域(名古

屋、尾張の東西２地区、三河の２地区、知多)に

指導者を養成するインストラクターを育てていく

ことも目指している。また、この時期はこれらの

図２

　

育成者普及部の管理機能

　

活動と同時に、ジュニアからユース年代までの育

　

成コンセプトの標準化についてもとりかかった。

　　

1999年から2001年までは、育成普及部にとって

　

は組織の完成期と位置付けている。現時点（2000

　

年始め）では、育成普及部の組織を図２に示した

　

ように整理する予定である。

　

つまり、育成普及部を総括管理部、育成活動部そ
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支
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管
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山下

　

則之，宮城

　

修

して普及活動部と大きく3つの部門に分けて管理

　　　

年

　　

1999年（６月硯在）

　　　　

2000年

　　　　　　　

2001年

　　　　　　　

2002年

年齢

　　

選手人数

　

。＿チ人数

　　

選手人数

　　

コーチ人数

　　

選手人数

　　

コーチ人数

　　

愚手人数

　　

コーチ人数

18歯＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８名

　　　

１名

　　　　　　　　　　　　　　　

２名

　　　

18名

　　　

１名

　　　

１８名

　　　

１名

　

17鳶

　　

32名

　　　　　

FT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

18名

　　　

１名

　

16廬

　　　　　　　

１名PT

　

24名

　　　

1名+(1)

　　

24名

　　　

１名

　　　

24名

　　　

１名

　

15康

　　

15名

　　　

１名

　　　

18名

　　　

１名

　　　

18名

　　　

１名

　　　

18名

　　　

１名

　

14廬

　　　　　　　　

社

　　　　　　　　　　　

18名

　　　

１名

　　　

18名

　　　

１名

　

13廬

　　

14名

　　

１名十（1片

　　

24名

　　　

２名

　　　

24名

　　　

2名

　　　

24名

　　　

２名

　

12歳

　　

18名

　　

１名+(1)　　18名　　　１名　　　18名　　　１名　　　18名　　　１名

　

11歳

　　　　　　　　

PT

　　

18名

　　　

１名

　　　

18名

　　　

１名

　　　

１８名

　　　

１名

　

10歳

　　

16名

　　

（２名）

　　　

16名

　　　

１名

　　　

16名

　　　

１名

　　　

16名

　　　

１名

　

9歳

　　　　　　　　　　　　

16名

　　

（1名）

　　

16名

　　

（1名）

　　

16名

　　

（1名）

　

8歳

　　

13名

　　

１名十（１）

　　

１６名

　　

（1名）

　　

１６名

　　

（1名）

　　

16名

　　

（1名）

　

7歳

　　　　　　　　

PT

　　

16名

　　　

（1名）

　　

16名

　　

（1名）

　　

１６名

　　

（1名）

　

合計

　　

108名

　　

７名

　　　

１８４名

　　　

8名

　　　

202名

　　　

９名

　　　

220名

　　　

10名

　

特記
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※1コーチの（

　　

ｌコーチ「

　

ちを
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図3

　

2002年までの育成体制案

機能を整えたいと考えている。各部門での活動内

容の詳細については、今回は割愛し、今後紹介し

ていきたいと考えている。また、同時に現在は

2002年へ向けて７歳～18歳までの育成体制（選手

とスタッフ数）についても、図３のように整えら

れるように活動しているところである。
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

暑熱環境におけるサッカーゲーム中の生体負担度に関する研究

一平成ｎ年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技の場合一

金子

丸山

保敏口

剛生4）

戸苅

沼渾

晴彦2）

秀雄5）

安松

福井

幹展2）

真司6）

磯川

石崎

正教3）

聡之7）

緒

　

言

　

サッカーは、シュート、ヘディング、ドリブル

突破、ダッシュなどの無酸素性の運動とポジショ

ン修正のためのランニングやウォーキングなどの

有酸素性の運動が繰り返し行われる間欠的な運動

形態を持つ。ゲーム中これらのパフォーマンスを

高い状態で維持するためには、筋グリコーゲンの

低下を抑え、体液のバランスをできるだけ安定し

た状態で保つことが重要である。わが国の発育期

の選手が出場する全国大会は、長期休暇との兼ね

合いから高温多湿の夏季に集中して、しかも連戦

で行われることが多いため、個人の体力差によっ

て生体にかかる負担度は異なり、熱中症になる危

険性が高まったり、体力の消耗によってクリエイ

ティブなゲーム展開や正確な技術の発揮が困難に

なる可能性が増大すると考えられる。

　

日本サッカー協会科学研究委員会・暑熱研究プ

ロジェクトでは、1995年に「暑熱下の大会におけ

る生体負担度に関する調査研究一全国中学校サッ

カー大会の場合一」を報告し０、1997年に「サッ

カーの暑さ対策ガイドブック」を作成した6）。そ

して、これら暑熱環境下におけるサッカーのあり

方と暑さ対策についての指針をもとに、1997年の

夏季大会から審判の判断により、前後半に１回ず

つアウト・オブ・プレーとなった時に水分を摂取

するための時間を設定したり、最も暑い時間帯を

避けてゲームが行われるなど、選手にとってでき

るだけよい環境でプレーさせるような措置がとら

れるようになった。

　

また、1997年と1998年の日本体育協会スポーツ

科学専門委員会「ジュニア期の夏期トレーニング

に関する研究」の中で、暑熱環境がサッカーのゲ

ームの技術的・戦術的な面にどのような影響を及

ぼすかを検討した。その結果、高校総体は高校選

手権よりも後半にＦＷ一ＤＦラインが間延びする

傾向があること、相手ゴールに向かってのパスが

通りやすくなること、ボールコントロールに時間

がかかること、状況判断のための周囲を視る動作

が減少することなどが明らかになった口8）。

　

本研究では、今年度岩手県盛岡市で開催された

全国高等学校総合体育大会（以下、高校総体）を

対象に、環境温度、ゲーム前後の体重及び体温変

化、発汗量、水分摂取量、移動距離、主観的なゲ

ーム強度に関する調査を行い、今後の大会のあり

方を検討するための基礎的な資料を得るととも

に、ＷＢＧＴが30°Ｃ前後を記録し、今大会と同様

な暑熱環境下で行われた1995年の全国中学校サッ

カー大会（以下、全中大会）のジュニアユース選

手の結果と比較しながら、ユース選手のゲーム中

の生体負担度に関する実態を把握することを目的

とした。

調査方法

（１）調査期間：平成ｎ年８月２日（月）～４日

　　　

（水）を調査期間とした。

（２）調査対象：岩手県盛岡南運動公園球技場Ｂ

　　　

会場で行われた８ゲームで、各チーム３名

　　　

のフィールドプレーヤーから、途中交替を

　　　

した４名を除いた44名を対象とした。

（３）調査項目：

　　

①環境温度：ＷＢＧＴ計(Wet Blub

　　　　　　　　　　

Globe Temperature ・京都

　　　　　　　　　　

電子工業K.K.製）を用い、

　　　　　　　　　　

８月２日から４日の午前９

　　　　　　　　　　

時から午後４時までの環境

　　　　　　　　　　

温度を１時間間隔で測定し

１）千葉県立船橋北高等学校

　

２）平成国際大学スポーツ科学研究所

　

３）東京都立大学

４）東京工業大学

　

５）立教大学

　

６）成蹊大学

　

７）小山高等工業専門学校
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暑熱環境におけるサッカーゲーム中の生体負担度に関する研究

　

一平成11年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技の場合一

　　　　　　　

た。

②体

　　　

重：ウォーミングアップ前とゲ

　　　　　　　

ーム終了後の体重の変化

　　　　　　　

を、デジタル精密体重計

　　　　　　　

(Ａ＆Ｄ ＵＣ-300)を用い、ゲ

　　　　　　　

ームショーツのみを着用し

　　　　　　　

た状態で測定した。

③体

　　　

温：ウォーミングアップ前

　　　　　　　

とゲーム終了後の体温

　　　　　　　

の変化を、赤外線体温

　　　　　　　

計(ＴＨＥＲＭＯＳＣＡＮ ＰＲＯ-1)

　　　　　　　

を用い、鼓膜温として測定

　　　　　　　

した。

④水分摂取量：各選手専用のボトルを準備

　　　　　　　

し、ウォーミングアップ時、

　　　　　　　

前半給水時、ハーフタイム

　　　　　　　

時、後半給水時及びゲーム

　　　　　　　

中の水分摂取量を測定し

　　　　　　　

た。そしてそれらの合計を

　　　　　　　

総水分摂取量とした。

⑤発

　

汗

　

量：体重減少量と総水分摂取量

　　　　　　　

の合計から算出した。

⑥水分摂取率：１ゲームの総水分摂取量が

　　　　　　　

発汗量に対してどれくらい

　　　　　　　

の割合であるかを算出し

　　　　　　　

た。

⑦移動距離：選手を追従しながら、1／

　　　　　　　

400の競技場の縮図に筆記

　　　　　　　

法で移動軌跡を記録し、そ

　　　　　　　

の後キルビメータを用い、

　　　　　　　

移動距離を算出した。

⑧主観的なゲーム強度：

　　　　　　　

ゲームの勝敗に関係なく、

　　　　　　　

単純に体力的な生体負担度

　　　　　　　

を１・非常に楽であった、

　　　　　　　

２・かなり楽であった、

　　　　　　　

３・やや楽であった、４・

　　　　　　　

普通、５・ややきつかった、

　　　　　　　

６・かなりきつかった、

　　　　　　　

７・非常にきつかったの７

　　　　　　　

段階でゲーム終了後、自己

　　　　　　　

評価させた。

結果及び考察

（１）調査期間中の環境温度

　

日本体育協会発行の「スポーツ活動中の熱中症

予防ガイドブック」によれば、ＷＢＧＴが28℃を

超える時には厳重注意として、激しい運動や持久

走など熱負荷の大きい運動を避け、運動する場合

には積極的に休息をとり水分補給を行うとしてい

る。また、31℃を超える時には運動は原則中止と

している仇

　

日本サッカー協会発行の「サッカーの暑さ対策

ガイドブック」によれば、ＷＢＧＴが28°Ｃを超え

る時には警戒として、競技時間の短縮や選手交替

制限の緩和、水分摂取タイムの実施を呼びかけ、

31°Ｃを超える時には厳重警戒として、これらのこ

とに合わせてゲームの中止や開始時間を朝夕に移

す措置を奨励している6）。

℃

０

　

０

3
4
　

　

3
2
　

30.0

28.0

26 0

24.0

22.0

20.0

べ夕汐～φ夕ヽが夕ヽぎ夕φ夕φ尹♂゛ぷ夕ぐ夕♂゛･が尹

一 一 一 一

　　

図１

　

各高校総体におけるＷＢＧＴの経時的変化

　

ＷＢＧＴの経時的変化を過去３回の高校総体と

合わせて図１に示した。 1996年の山梨及び1997年

の京都総体では、午後１時前後をピークに山型の

変化がみられ、警戒域にあたる28°Ｃを超えたもの

の30°Ｃを超えることはなかった。しかし、今大会

は1998年の香川総体と同様な変化をみせ、午前９

時には27.5rであったが、ゲーム開始の10時には

厳重警戒域である30.9°Ｃに達し、その後ほとんど

下がることなく、午後４時に31.7°Ｃを記録した。

　

ＷＢＧＴが30°Ｃを超えると有意に心拍数の増加と

酸素脈の低下がみられ、さらに、発汗量の増加と

体重の減少がみられるといわれている。また、発

汗量の増加にもかかわらず、体温も上昇すること
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金子，戸苅，安松，磯川，丸山，沼滓，福井，石崎

から熱放散の不全も起こるといわれているlo)。こ

のことから、東北地方で開催された大会にもかか

わらず、選手にとっては過酷な環境でゲームが行

われたことが推察された。

（２）ゲーム前後における体重の変化

　

暑熱環境下でサッカーのような激しい運動をす

ると著しい発汗が起き、体内の水分が多く失われ

る。そして、その量はゲーム後の体重減少として

確認することができる。
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図２

　

ゲーム前後における体重変化の平均

　

ユース選手のゲーム前後における体重の変化を

図２に示した。

　

ウォーミングアップ前は62.83±

5.76kg、ゲーム終了後は61.03±5.66kgで、平均

体重減少量1.80土O､42kg、減少率は2.86±0.62%

であった。日本サッカー協会スポーツ医学委員会

が行った1992年に宮崎で開催された高校総体の平

均体重減少量は2.03kgであり、今回の調査では若

干の減少がみられた。これは当時まだゲーム中に

水分摂取の時間が設定されていなかったためであ

ると考えられる。しかし、脱水状態の指標である

血清総蛋白濃度、血清ナトリウム濃度、血清浸透

圧値が正常範囲を超えていることも同時に報告さ

れており6)、2kg前後の体重減少は生体に大きな

負担をもたらすと考えられる。

　

わずかな脱水状態でも運動能力やスキルの発揮

が妨げられるが、一般的にパフォーマンスに影響

を及ぼすといわれている体重減少率が２％を超え

た選手は、ジュニアユース選手の平均体重減少量

はユース選手よりも低く1.17±0.06kgであったた
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体重減少率と移動距離減少率の関係

め2)、全中大会の場合50.0％であっだのに対し、

高校総体では42名の95.5%であった。また、運動

能力や体温調節能力の低下をもたらすといわれて

いる３％を超えた選手は全中大会の場合9.2%で

あったが、高校総体では18名の40.9%であった。

ただし、今回の調査では図３に示したように、体

重減少率とゲーム中のパフォーマンスの一つであ

る移動距離の減少率に相関はみられず、体重減少

率が３％を超えたとしても運動能力が低下したと

は一概にいえなかった。

（３）ゲーム前後における体温の変化

　

サッカーのような長時間の間欠的な運動では、

体温の上昇とともにパフォーマンスが低下するた

めに、有効発汗量を多くし、体温上昇度を低く抑

えることが重要である呪

　　　

図４

　

ゲーム前後における体温変化の平均

　

ゲーム前後における体温変化を図４に示した。

ウォーミングアップ前は36.7±0.3°Ｃ､ゲーム終了

後は37.8±o.4rで、平均体温上昇度は1.1±0.4でヽ

･ ÷ ● － ● ･ ● ･ － ● ● ● ÷ ● i l 1 ● ÷ J l a －

　　　　　　　　

●乖

¬

　　　　　　　

●水

¬

　　　　　

゛゜●％．

　

゜．

　

゜

゛

　

゜・１ ・; ち、

　　　　

t-: °
ら．゜

　　　　

●

　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　

●

● ふ ¶ － ● ■ ● I ● ･ － ● ● ● ● ● 〃 － ● ･ ･ ● － 喝 ● ■ － ● - a ■ ● ● ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ － ■ － ● － ● ● I ■ ● 4 ● ● ㎜ ● － － ● ● ● ● i ● ･ ● ● 7 W ● ● ● ■ ㎜ ■ - a ㎜ ■ j ● a ● ● ● ÷ m W ● ● － ● W ■ ● ● 哺 ● ● ･ ■ ･ ● ● ● － ● ㎜ ■ 皿 四 ■ ■ ｍ ･ － " ' ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

● ･ ･ - ● ･ － ● - - - - - ● - - ・ ･ － － － － - － - - - - -

「 〃 四 四 Ｗ Ｗ ･ ･ 〃 〃 〃 ㎜ 皿 ■ ■ ■ W -

　 　 　 　 　 　 　

- ■ 7 ■ ･ ･ y ㎜ f － φ - y － － d ¶ ふ ． 皿 ● 〃 ｌ ¬

四 - 四 － 〃

- - - ・ 一 一

　 　

一 一 一 一

ｊ

｜

」

｜

？

｜

1

1

1

1

｜

！

－ F ● ● a l ■ － － ･ － ㎜



暑熱環境におけるサッカーゲーム中の生体負担度に関する研究

　

一平成11年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技の場合一

最高は2.0°Ｃであった。

　

体温は身体内部の熱産生と身体外部への熱放散

のバランスによって調節されている。運動するこ

とで筋の熱産生が熱放散を上回り、体温は上昇す

ることになる。特に暑熱環境下での運動は、熱放

散が大きく妨げられるので体温は著しく上昇する

ことになる。

　

全中大会での平均体温上昇度は

1,1±0.1°Ｃ、最高は2.4°Ｃであり2)、ユース選手と

ジュニアユース選手の平均体温上昇度はほぼ同様

な結果を示した。

（4）ゲーム中の発汗量

　

全中大会での平均発汗量は2407.4mlであった2)。

ユース選手では4000mlを超える選手が４名みら

れたが、平均発汗量は3243.5±540.1mlであり、

ジュニアユース選手と比較して836.1mlほど多い

という結果が得られた。

　

上昇した体温を生理的範囲におさえようとして

発汗が促進されるわけであるが、ここで適切な水

分摂取が行わなければ生体は脱水状態となり、体

温の上昇、血液粘性の高まりとともに循環器系能

力が低下し、心拍数が上昇する。さらに、体温上

昇にともない皮膚血流量が増加するので、筋や臓

器への血流量が減ってくることになり、疲労の一

つの指標となる血中乳酸濃度も上昇する6)。よっ

て、著しい発汗は生体に大きな負担を与えるとい

うことになり、ユース選手とジュニアユース選手

の体温上昇度は同程度であるのに対し、発汗量に

これはどの差がみられたことは、体重や体格差、

ｹﾞｰﾑ時間の違いを考慮しても、ユース選手のゲ

ーム時の生体負担度の大きさを示唆するものとい

える。

（5）水分摂取と体重減少、体温上昇、移動距離

及び主観的ゲーム強度との関係

　

発汗による生体への負担を緩和するためには十

分な水分摂取が必要である。

　

ユース選手のウォーミングアップからゲーム終

了時までの平均水分摂取量を図５に示した。ウォ

｀ミンクアップ時は403.5±152.4ml、前半ゲーム

図５

　

ウォーミングアップからゲーム終了までの平均水

　　　

分摂取量

中93.7±122.1m】、前半給水時140.6±147.1ml、ハ

ーフタイム時510.1±208.4ml、後半ゲーム中

88.6±100.3ml、後半給水時207.6土109.0mlで、総

水分摂取量は1444.1±450.0ml、平均水分摂取率

は44.3±10.3%であった。

　

全中大会での総水分摂

取量は1237.7mlであり、ユース選手よりも少なか

ったが、発汗量からみた水分摂取率は高く、平均

は51.9%であった2）。

　

図６はユース選手の水分摂取率と体重減少量、

体温上昇度、移動距離減少率及び主観的なゲーム

強度の関係を示したものである。水分摂取率は体

重減少量及び体温上昇度とそれぞれ有意な負の相

関(r=-0.734 ・pく0.01、r=-0.620・p＜0.01）がみら

れた。このことは水分を充分に摂取することで体

重の減少と体温の上昇を抑えられることを示して

いる。ただし、負傷した選手の治療や主審が意図

的にアウト・オブ・プレーの時間を長くとる以外

にはゲーム中の水分摂取は困難である。また、ラ
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水分摂取率と体重減少量、体温上昇度、主観的
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金子，戸苅，安松，磯川，丸山，沼滓，福井，石崎

イン際でプレーする選手は水分を摂取しやすい

が、グランド中央付近でプレーする選手は摂取し

にくいと思われる。実際に、高校総体では、前半

のゲーム中は19名(43.2%)の選手が、後半では

18名(40.9%)が水分摂取できなく、全中大会で

はこれが前半は58％、後半は47％であった6）。従

って、選手のコンディションの維持のために、夏

季のゲームにおいては必ず水分摂取の時間をゲー

ム中に設定すべきであるとともに、ウォーミング

アップとハーフタイム時における計画的な水分摂

取が重要であると思われる。

　

これまでゲーム中の水分摂取が体重の維持と後

半のスプリントの改善に貢献したという報告3）や

水分摂取率が高いとゲームにおける移動距離が多

いという報告がなされているい。また、水分摂取

が精神的ストレスを軽減させ、運動の意欲を高め

るともいわれている5）。今回の調査においても、

水分摂取率と選手の主観的なゲーム強度との間に

は有意な負の相関がみられ(r=-0.691 ・pく0.05）、

水分摂取率が高い選手ほど体力的な負担度が少な

いと感じるという結果が得られた。しかし、体重

減少率と移動距離減少率との間に相関がみられな

かったのと同様に、水分摂取率と移動距離減少率

との間にも相関はみられなかった。一般的にサッ

カーのゲームにおいては疲労とともに後半の移動

距離は前半と比較して減少する傾向があるが、こ

れはチーム戦術やゲーム展開、マークすべき相手

選手などの関係によって当然変化するものであ

る。また、選手自身が体力的に負担を感じていて

もプレーを継続しなければならない局面は、当然

のことであるがゲーム中多々ある。さらに、今回

の調査は大会の前半であったために、連戦の影響

を受けてなかったということも考えられ、水分摂

取率の高低が移動距離の減少率には影響しなかっ

たものと推察する。

（６）暑さに強い選手と弱い選手の水分摂取

　

全中大会の調査では、移動距離が多く体温上昇

度の低い選手（暑さに強い選手）と移動距離が少

なく体温上昇度が高い選手（暑さに弱い選手）の

違いについては、前者は後者に比較して体重減少
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総移動距離と体温上昇度の関係

率が少なく、発汗量に対する水分摂取量の割合で

ある水分摂取率が高く、特にゲーム前のウォーミ

ングアップ時の水分摂取量に大きな差があったと

報告されている1)。

　

図７はゲーム中の総移動距離と体温上昇度の関

係をみたものであるが、相関はまったくみられな

かった。そこで選手44名の総移動距離の平均であ

る7886.8±748.9 m、体温上昇度の平均である

1.1±0.4°Ｃを基準として、総移動距離が7886.8 m

より多く、体温上昇度が1.1でより低い選手を◆

(12名)、総移動距離が平均よりも少なく、体温

上昇度が平均よりも高い選手を▲(８名)で示し、

前者を暑さに強い選手、後者を暑さに弱い選手と

分類した。そして両群の水分摂取量、発汗量、水

分摂取率、体重減少量、主観的ゲーム強度を比較

した。その結果、水分摂取量はウォーミングアッ

プ時にそれぞれ473.7±164.4ml、346.9±79.7ml、

前半ゲーム中56.4±74.6ml、38.9±44.4ml、前半

給水時117.0土95.0ml、89.1±80.6ml、ハーフタイ

ム時551.2±222.6ml、429.3±117.1ml、後半ゲー
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暑さに強い選手と弱い選手の平均水分摂取量
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暑熱環境におけるサッカーゲーム中の生体負担度に関する研究

　

一平成11年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技の場合一
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暑さに強い選手と弱い選手の体重減少量．水分摂

　　　

取率、主観的強度の比較

ム中127.8±107.8ml、48.0±92.8ml、後半給水時

229.2±90.0ml、159.6±93.4ml摂取しており、暑

さに強い選手の方がすべての場面において水分を

多く摂取していることが明らかになった。そして、

総水分摂取量に1555.2±390.6ml、1111.8±

156.3mlと統計的な有意差（pく0.01）がみられた

（図８）。発汗量は3153.5±443.7ml、3124.3±

262.0mlとほとんど差がなかったが、図９に示し

たように、水分摂取率にもそれぞれ49.2±9.1%、

36.0±6.7%と統計的な有意差（pく0.01）がみられ

た。体重減少量も暑さに強い選手は1.60±0.34kg、

減少率2.6±0.4%、弱い選手は2.01±0.36kg、

3j±0.5％と有意差（pく0.05）があり、さらに、

主観的なゲーム強度においてもそれぞれ4.5土0.9、

5.9±1.1と、有意差（pく0.01）がみられた。

　

暑熱環境は有酸素的な運動に影響を及ぼし、無

酸素的な運動にはあまり影響を与えないといわれ

る‰サッカーにはこの両方の能力が求められる

わけであるが、暑さに強い選手を育成するために

は日々のトレーニングにおいて有酸素的能力を向

上させることはもちろん、今回の調査で明らかに

なったようにコンディションを良い状態で保つた

めに、意識的に水分を多く摂取するということが

重要なポイントであることが示唆された。

結

　

語

　

平成11年度、岩手県盛岡市で開催された全国高

等学校総合体育大会サッカー競技を対象に、ゲー

ム中の環境温度、体重及び体温変化、水分摂取量、

発汗量、移動距離、主観的なゲーム強度などから

選手の生体負担度に関する調査を行った。得られ

た結果は以下の通りである。

１）ＷＢＧＴの経時的変化は、午前９時には

　　

27.5°Ｃであったが、ゲーム開始の10時には

　　

30.9°Cに達し、その後ほとんど下がることな

　　

く、午後４時に31.7°Ｃを記録した。

２）体重は、ウォーミングアップ前は62.83土

　　

5.76kg､ゲーム終了後は61.03±5.66kgであり、

　　

平均体重減少量1.80±0.42kg、減少率は

　　

2.86±0.62%であった。

３）体温は、ウォーミングアップ前は36.7士

　　

0.3°Ｃ､ゲーム終了後は37.8±0.4°Ｃであり、平

　　

均体温上昇度は1.1±0.4で、最高は2.0°Ｃであ

　　

った。

４）総水分摂取量1444.1±450.0ml、平均水分摂

　　

取率44.3±10.3%、平均発汗量3243.5土

　　

540.1m】であり、水分摂取率が高いほど体重

　　

減少量、体温上昇度及び主観的なゲーム強度

　　

を低く抑えられることが明らかになった。

５）暑さに強い選手は弱い選手に比較して、すべ

　　

ての場面において水分を多く摂取しているこ

　　

とが明らかになった。両群の平均発汗量はほ

　　

ぼ同じであったが、暑さに強い選手は体重減

　　

少量、体温上昇度、主観的なゲーム強度が弱

　　

い選手よりも有意に低かった。

　

以上のことから、暑熱環境下で行われる高校総

体は、選手の生体に大きな負担を強いることが明

らかになり、熱中症を引き起こす危険性が高いこ

とが実証された。将来、日本を代表する選手を発

掘し、育成し、そして強化する場として、高校総

体におけるゲーム中の水分摂取時間の明確な設定

はもちろん、ゲーム開始時間を夕刻する、交替選

手の制限を緩和する、日程を１日増やし３連戦を

なくすなど、競技規則の一部変更を含めた大会運

営の検討が必要であると思われる。
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オフェンス・ディフェンスライン間の距離の比較

安松

　

幹展、

　　　

丸山

戸苅

剛生4）

福井

晴彦1）

　

金子

真司7）

磯川

保敏5）

石崎

正教2）

　

沼渾

聡之8）

大橋

秀雄6）

二郎3）

はじめに

　

近年、戦術の進化などにより、ゲーム中のオフ

ェンスラインとディフェンスライン間の距離

(OF-DFライン間の距離、図１)は短くなってき

たといわれる3)。昨年度の研究会において、グラ

ンド全体を撮影した映像とペンレコーダを使用す

る方法を用いてOF-DFライン間の距離を連続計測

することができ、チームによって１試合平均の

OF-DFライン間の距離に差がみられることを報告

した‰本研究では、計測方法をデジタイザーに

よる方法に改善し、ジュニアユース、ユース、ト

ップレベルにおけるOF-DFライン間の距離を比較

することを目的とした。

　

さらに、OF-DFライン間

の距離に及ぼす暑熱環境の影響についても、ユー

ス年代を対象に検討した。

図1

　

0F-DFライン間の距離の定義

方法

　

各レベルにおけるOF-ＤＦライン間の距離の比較

は、平成11年度高円宮杯ジュニアユース出場の２

チーム、平成10年度高校選手権出場の16チーム、

Ｕ･23日本代表（対U-23カザフスタン代表）、日本

1）平成国際大学スポーツ科学研究所

　

2）東京都立大学

代表(対ペルー代表)、第20回トヨタカップ出場

２チームを対象とした。 ＯＦ-DFライン間の距離に

対する暑熱環境の影響は、平成10年度高校選手権

出場の16チームと平成10年度高校総体出場の８チ

ームを比較して検討した。

　

グランドの全体もしくは半面ずっを完全にカバ

ーするように、１台もしくは２台のビデオカメラ

を使用してゲームを撮影した。撮影したゲームは、

１台もしくは２台のテレビモニター上にＶＴＲによ

り再生し、ＯＦライン及びＤＦラインの動きを、

lOcm/minの速度のペンレコーダーに連続記録し

た。記録されたラインを６秒毎に数値化して分析

した。

　

また、さらに改善した方法として、サッカーの

ゲーム分析システムであるNAS-5の移動距離モー

ドを用いて')、オフェンスライン及びディフェン

スラインの動きを記録し、データのＸ座標から、

それぞれのラインを数値化して分析した。

結

　

果

　　

１試合におけるＯＦライン、DFライン、および

OF-DFライン間の距離の経時的変化を図２に示し

た。ＯＦラインとDFラインが同期して動いている

ときはOF-DFライン間の距離は短いことがわか

る。

　

各チーム（レベル）における１試合平均のOF-

DFライン間の距離を比較した結果を図３に示し

た。各チーム（レベル）の数値を比較すると、Ｕ-

23日本代表が最も短い値(35.35m)を示しか。

トヨタカップに出場したヨーロッパ代表チーム

（ＭＡＮ-Ｕ）は(36.45m)、南米代表のチーム

（ＰＡＬ）よりも短い値(40.37m)を示した。

　

U-23を除いて、日本国内の各年代のOF-DFライ

3）大東文化大学

　

4）東京工業大学
5）船橋北高校

　

6）立教大学

　

7）成蹊大学

　

8）小山高等工業専門学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-209-

lｙφ･m...‘･1昌三

も;｀

.
≒ヲ

･７
咄略装心

細惣９黛£一

゛゛

　　

゛回゛ご゛ｍ鑓咲昌男昌I‘i･ －
，４－，

Iゝいrjゝ-|.･4~，

　

゛゛,I

　

ヽ

　　

/

　　

♂

　

ゝ

　

/j

　

1ゝゝ...lj゛y,LjJ･,j｀1.,●φ,1.

4ぷ‥……………

　　　　　　

嗣･

　　　　　　

゛¨'

｀'嘔詣ｉＳＳき

　　　　　　　

，
゛Ｊ'



･ 晶 晶 j ･ a a ふ ふ 戸 - I a - - - r - - r - - - ■ － － a a l ㎜ ･ a - ･ 7 － ㎜

　

- - ･ － ･ － ･ S W ■ j ¶ － a l a － ･ ･ － a ･ ㎜ a . 四 － 〃 ･ 〃 F ･ －

一 一

　 　 　 　 　

- 一 一

言

W

.

1

一

告

i:

Ｕ.

l
ｏ
　
ａ
ａ
ｕ
ｅ
ｉ
ｓ
i
ｎ

↑

オフェンス・ディフェンスライン間の距離の比較

0

　

5

　

10

　

15

　

20

　

25

　

30

　

35

　

40 45

30

　

35

　

40

　

450

　

5

　

10

　

15

　

20

　

25

　

30

　

35

　

４0

　

45

図2

　

U-23日本代表（対U-23カザフスタン代表）におけるDFライン，0Fライン, OF-DFライン間の距離の変化

ン間の距離は大きくかわらなかった。日本代表、

高校選手権出場チームの平均値、高円宮杯ジュニ

アユース出場チームの平均値はそれぞれ38,00m、

38.61m、37.48mだった。

　

同じユース年代における夏（高校総体）と冬の

大会（高校選手権）で１試合平均のOF-DFライン

間の距離を比較した結果を図４に示した。夏の１

試合平均のOF-DFライン間の距離は冬の１試合平

均の値よりも有意に長いことが示された。また５

分毎の平均ＯＦ-DFライン間の距離を両大会で比較

した結果、前半35分と後半の15分以降に、有意な

差が見られた（［ﾐkj5 ］。夏と冬の両大会に出場し

たチームの１試合平均のOF-DFライン間の距離を

図6に示した。両大会に出場したチームにおいて

比較しても、夏の値は冬の値よりも有意に長いこ

とが示された。

考

　

察

　

グランド全体をカバーしたビデオカメラとゲー

ム分析システムNAS-5を併用することにより、試

合中のOF-DFラインの動きの解析が可能であるこ

とが明らかになった。本研究では、１試合平均の

OF-DFライン間の距離に焦点を絞り、各年代にお

ける比較と暑熱環境が及ぼす影響について検討し

た。

　

全チーム（レベル）の中で、U-23日本代表の１

試合平均のOF-DFライン間の距離が最も短かった

（図３）。

　

このことは、３人のDFがラインを激し

く上げ下げすることや前線からディフェンスを行

うという、代表監督の目標とする戦術が強く意識

づけられていることを示唆している。一方、フル

代表は１試合平均のOF-DFライン間の距離がU-23

と比較して長かった。対戦相手が違うので一概に

比較はできないが、監督の意図する戦術に対する

認識が十分でないことが一因であると推測され

る。また、分析した印象ではDFラインは激しい

上げ下げを行っているが、前線との統合性に欠け

ているように感じられた。今後、分析する試合数

を増やしてさらに検討していく必要がある。

　

トヨタカップにおけるヨーロッパ代表と南米代

表において、１試合平均のOF-DFライン間の距離

には大きな違いが見られた（図３）。

　

ヨーロッパ

代表のMAN-Uは４人のDFによりラインを常にコ

ントロールしていたが、南米代表のＰＡＬは３人の

DFの内真中の一人はラインを深くとりカバーリ
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夏の大会（高校総体）と冬の大会（高校選手権）にお
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50

亘

s
ｕ

ｄ
ｕ
-
ｄ
Ｏ

ｔ
ｏ
　
ｓ
ｏ
ｕ
E
j
ｓ
i
ｎ

40

30

20

10

　

0

　　　　　　　

A1

　　　　

Ａ２

　　　　

Ａ３

　　　　

Ａ４

図６

　

Ａチームの夏の大会(A1, A2)と冬の大会(A3, A4)

　　　

におけるOF-DFライン間の距離の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-211-

ングの意識が強い印象を受けた。つまり、DFラ

インのフォーメーションがOF-DFライン間の距離

に大きく影響することが示唆された。

　

ユースおよびジュニアユース年代の１試合平均

のOF-DFライン間の距離に差はみられなかった

（図３）。両年代ともに、DFラインの押し上げに

関しては意識しているチームが多かったが、前線

からのディフェンスという点では、U-23日本代表

に比べると意識の差が感じられた。また、この年

代におけるサッカー技術の習得は、戦術ではなく

て個人の能力のレベルアップであることも今回の

結果に大きく影響を及ぼしていると考えられる。

　

我々は、これまで暑熱環境におけるサッカーの

ゲーム中の体温上昇度や発汗量が、冷環境と比較

して多いことを報告してきた≒また、ゲーム中の

移動距離も暑熱環境下では減少することからヘ

サッカーの技術・戦術にも暑熱環境は影響を及ぼ

すと予測していた。本研究において、戦術に大き

く関与するＯＦ-DFラインの距離に対する暑熱環境

の影響を検討した結果、１試合の平均OF-DFライ

ンの距離において、夏の大会よりも冬の大会のほ

うが有意に長く（図４）、夏の大会では疲労がみ

える後半に、前半と比較してＯＦ-ＤＦラインの距離

が長くなることを示した（図５）。つまり、暑熱

環境は、生理学的指標だけではなく、サッカーの

パフォーマンスに関係する戦術に対しても大きく

影響することが示唆された。両大会に出場したチ

ームの数値を比較してもこの傾向がみられること

から（図６）、暑熱環境下での試合では１試合平

均のOF-DFライン間の距離が長くなる、いわゆる

「間延び」していることが示唆された。この要因

には、DFラインの押し上げとOFラインの戻りの

両方の減少が考えられる。また、移動距離の減少

にみられる体力の低下、状況把握回数の減少則こ

みられる戦術意識の低下も要因としてあげられ

る。

まとめ

　

ジュニアユースから世界レベルまでの１試合平

均のOF-DFライン間の距離を比較した結果、各チ

ームおよび年代に差がみられ、U-23日本代表が最
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オフ.j_ンス

　

ディフェンスライン間の距離の比較

も短い値を示した。また、ヨーロッパ代表と南米

代表の値にも差がみられ、１試合平均のOF-DFラ

イン間の距離は戦術に大きく影響することが示唆

された。

　

１試合平均のＯＦ-ＤＦライン間の距離に対する暑

熱環境の影響を、ユース年代における冬の大会と

夏の大会から検討した。夏の大会のＩ試合平均の

OF-DFライン間の距離は冬の大会と比較して有意

に長く、特に後半にその影響は顕著にみられた。

　

今後は、この手法を用いて、味方ボールと相手

ボール時の相手OFラインと味方DFラインの距離

などを検討し、ゲーム分析に応用していきたいと

考えている。
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サッカーのゲーム中に

聡之l）

沼滓

磯川

秀雄6）

正教2）

福井

おける状況把握回数に関する研究

　

大橋

真司7）

　

選手たちはゲームの進行に伴いボールを中心に

周囲の敵や味方の位置を目で確認しようとする。

このような状況を把握するための動作は、個人技

術の発揮、または、システムや戦術を遂行する上

で非常に重要な役割を果たすことにつながると考

えられている1o)。このような観点から我々は、高

校サッカー選手を対象に高温環境が状況把握回数

に及ぼす影響を検討した結果、好環境下と比較し

て、絶対数が少なく、後半の減少が大きくなる傾

向があり、環境条件が大きな影響を及ぼしている

ことを明らかにした8)。

　

本研究では、ゲーム中の状況把握回数について

年代別に比較および検討することを目的として研

究を行った。

実験方法

１）状況把握の定義

　　　

選手が試合中、周囲の状況を把握するため

　　

に顔を意図的に動かし、ボール以外の状況を

　　

見る動作とした。したがって、単純に移動す

　　

るボールを追う顔の動きについては状況把握

ｊ
ｊ

１
６

-●峰●

ポ ー ル の 助 き
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顔 の 動 き

･耀き

～ ポールの助き

の

二郎3）

安松

丸山

幹展8）

剛生4）

戸苅

金子

　

保敏5）

晴彦9）

　　

の対象としなかった(Fig.l)。

2）対象選手

　　　

U-22日本代表選手（以下Prｏ）2名、ユー

　　

ス年代（以下Ｙｏｕth）33名およびジュニアユ

　　

ース年代（以下Jr.Youth)17名を対象とした。

　　

これらの選手は状況把握を行う機会が多いポ

　　

ジションと考えられるＭＦに限定した。

　　

Jr.YouthおよびＹｏｕthの選手については対象

　　

チームの監督選出により決定した。また、対

　　

象選手の中で途中交代した選手については除

　　

外した。

３）対象試合

　　　

Prｏについてはシドニーオリンピックアジ

　　

ア予選の２試合を、またＹｏｕthについては第

　　

77回全国高等学校サッカー選手権大会の９試

　　

合を、さらにJr.Youthについては高円宮杯第

　　

11回全日本ジュニアユースサッカー選手権大

　　

会の５試合を対象とした。

４）分析方法

　　　

ゲーム中、対象選手１名に対して８ｍｍビ

　　

デオカメラ１台を用いて撮影し(Fig.2)、そ

　　

の映像をＶＴＲを用いて再生することによって

　　

テレビモニターより選手の状況把握回数を分

　　

析した。なお、試合時間はJr.Youthの大会が

ﾌﾞﾔ
叉

○状況把癩の場合

朴
ル
ー

　　　　　

Fig.1　状況把握の定義　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig.2　対象選手の撮影方法

小山工業高等専門学校

　

２）東京都立大学

　

３）大東文化大学４）東京工業大学

　

５）船橋北高校

立教大学
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35分ハーフ、Ｙｏｕthの大会が40分ハーフ、そ

してPrｏが45分ハーフであった。

結

　

果

　

状況把握の1試合の総回数はPrｏが724.5±106.5

回（前半363.0土51.0、後半361.5±55.5回）、

Ｙｏｕthが543.1±145.0回（前半277.2士77.3、後半

265.9±71.5回）、Jr.Youthが462.1±80.7回（前半

239.3士37.8、後半222.8±44.9回）となり、年代に

比例して回数が多かった(Fig.3、4）。また、時

間経過と状況把握回数の関係については、前後半

の開始直後が最も多く、前後半の終了に近づくに

つれ減少していく傾向が各年代においてみられ

た。
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試合中における各年代の状況把握回数の変化

Ｎ選手

　　　

○選手

　　　

Pro

　　　

Ｙひ■0th　　Jr.Youth

　

-

　

Fig.4　各年代毎における１試合の状況把握の総回数

　

試合時間が異なる各年代を比較するために5分

毎の平均回数でみてみると、Prｏが40.3±5.9回

(前半40.3±5几後半40.2±6.2回)、Ｙｏｕthが

33.9±9.1回(前半34.7土9.7、後半33.2±8.9回)、

Jr.Youthが33.0±5.8回（前半34.2土5.4、後半

31.8±6.4回）であった。 ＹｏｕthおよびJr.Youthの

差はほとんどなかっかものの、Prｏとの差が大き

いという違いがみられた(Fig.5、6）。
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一方､前後半における状況把握回数の減少率は、

Prｏ:0.6％、Ｙｏｕth:4.1%、Jr.Youth:6.9%という結

果になり､年代が高くなるほど小さかった(Fig.7)。
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石崎，磯川，大橋，丸山，金子，沼沢，福井，安松，戸苅

　

サッカーのゲーム中､選手は試合の進行に伴い、

ボールを中心に相手や味方の位置を目で確認しよ

うとする。この目の注視点は実験的にはアイマー

クレコーダを用いてとらえることが可能とされて

いる2ヽ呪

　

しかし、実際のゲームではこのような

装置を用いて測定を行うことは不可能である。一

方で、周囲の状況を把握することは技術の発揮、

戦術の遂行のために非常に重要な動作と考えられ

l,)、これらの動態を明確にすることが、パフォー

マンス向上につながると推測される。このような

ことから、我々は高校生を対象にして状況把握回

数と環境要因の関係を検討した結果、高温下では

冷環境と比較して、絶対数が少なく、前後半の減

少率が非常に大きくなる傾向があり、明らかに環

境条件に左右されることを報告した8)。本研究で

は状況把握回数について、Pro (U-22日本代表選

手)、Ｙｏｕth(高校生)およびJr.Youth (中学生)

を対象に年代別に定量化をし､比較検討を行った。

　

状況把握回数について１試合中の総回数を比較

してみると、年代が高くなるにつれ回数が多くな

り、Prｏが最も多いという傾向がみられた。これ

は試合時間の要素が強く関与しているからである

といえる(Fig3、4)。しかし、試合時間の異なる

各世代間を比較するため、５分毎の平均回数をみ

てみると、Prｏが最も多いという傾向は変わらな

かったが、ＹｏｕthとJr.Youthの間にはほとんど差

がないという結果になった(Fig5、6)。これらの

結果より、Prｏの方が意識的に状況を把握しよう

とするため回数が多くなるといえる。この傾向は

ゲーム中の速い展開や相手からの厳しいプレッシ

ャーなどがあるため情報をより多く集める必要性

が高いことに起因すると考えられる。つまり、

ProとＹｏｕthおよびJr.Youthの間にはゲームのレベ

ル差が大きく存在するため状況把握回数にも影響

があるものと推測される。

　

状況把握回数と時間経過との関係についてみて

みると、前後半の開始直後が最も多く、前後半の

終了前が最も少ないという傾向がPrｏ、Ｙｏｕthお

よびJr.Youthのいずれの年代でも得られた(Fig3)。

つまり、ハーフタイムを挟むことで一時的にリフ

レッシユ効果が見られるものの、時間経過に比例

して、状況把握回数は減少するといえる。ゲーム

中の移動距離を分析した研究では、移動距離が時

間経過と共に低下することが報告されており5コ、

この低下傾向は状況把握回数の減少と非常に類似

している。ゲーム中の移動距離は相手チームとの

力関係、戦術的な役割、意志力などによって変わ

ってくるものの、持久的な体力的要素と深い関係

を持つことからl･ ｏ、状況把握回数の低下の原因

が時間経過に伴う疲労の蓄積により引き起こされ

た可能性が高い。

　

また、時間経過に伴う状況把握回数の減少傾向

についての前半に対する後半の減少率は、年代が

低いほど高くJr.Youthが最も大きいという結果で

あった(Fig7)。 Prｏについては僅かな低下に止ま

り、ほぼ前後半とも同じ状況把握回数であった。

これらの結果により、年代による前後半の減少率

の違いが明確であることが明らかになった。した

がって試合の後半では、世代が低いほど疲労の蓄

積や集中力の低下が引き起こされ、ボールの動き

ばかりを目で見てしまう“ボールウォッチング

(ball-watchingドｎ)のような状態になり、プレー

に悪影響を及ぼしているということが推測され

る。したがって、現場の指導者もこのような状況

把握回数の傾向を認識し、試合の後半は特に、意

識的にこれらを強調してコーチングを行う必要が

あるものと考えられる。

　

今回の分析では、周囲を見た回数を状況把握回

数と定義してその回数を定量化するものであっ

た。したがって、実際に状況把握をした回数が多

いほど周りが見えているかどうか、または、良い

プレーができたかどうかというプレー自体の質に

ついては言及できない。しかし、幾つものサッカ

ーの指導書、技術書には周りを見ることの重要性

が繰り返し述べられているため･ココ､ココ3)、定量

化により傾向を明らかにできたことについては意

義のあるデータといえる。特に、ＰrｏとＹｏｕthお

よびJr.Youthの年代間にみられた状況把握の総回

数、５分毎の平均回数および前後半の減少率の差

が非常に大きかったことは注目すべき点である。

しかし、Prｏについては被験者が２名と少なかっ

たため、断定することはできないが、オリンピッ
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ク予選のようなゲームの重要性が状況把握回数に

及ぼす影響も考えられる。今後、Ｊリーグや日本

代表などを対象にし、分析を行う必要性がある。

　

また、状況把握は選手のポジション、チーム戦

術、試合の勝敗などの因子により影響を受けるこ

とが予想されるため、今後はより状況設定を明確

にして検討を行う必要がある。さらに、被験者数

を増やすだけでなく、個人を継続的に追うことで

特性を見い出し、データを蓄積していくことによ

りゲームパフォーマンスの評価に生かすことがで

きるのではないかと考えられる。

まとめ

１）サッカーのゲーム中の技術、戦術的側面と考

　　

えられる状況把握回数について、Prｏ、

　　

ＹｏｕthおよびJr.Youthという年代別に定量化

　　

し、比較検討した。

２）状況把握回数は１試合の総回数では年代が高

　　

いほど多いという傾向がみられた。一方、５

　　

分毎ではPrｏが最も多かったが、Ｙｏｕthおよ

　　

びTr.Youthはほぼ同じ平均回数となり、異な

　　

る傾向が得られた。これらは試合のレベル差

　　

によるものと考えられる。

３）状況把握回数は試合時間が経過するにつれ、

　　

各年代とも減少する傾向にあり、疲労の蓄積

　　

が原因と考えられる。

４）前後半の減少率をみると、年代が低くなるほ

　　

ど大きくなる傾向があった。

５）以上の結果から、状況把握回数の測定がゲー

　　

ムパフォーマンスの評価に利用できる可能性

　　

が示唆された。
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磯川

　

正教1）

はじめに

戸苅

沼潭

晴彦1）

秀雄2）

丸山

福井

　

サッカーの試合を行うと、からだはエネルギー

源の枯渇が起こり、下肢の筋群を中心とした筋疲

労が生じ、また、体温上昇や発汗による水分減少

も顕著となって、疲労困懲状態となる。特に、血

中乳酸濃度が上昇した状態で次の運動を行うと、

パフォーマンスが低下したり、エネルギー源であ

るグリコーゲンが少ない状態で運動を行うとパフ

ォーマンスが低下するといわれている。従って、

このような疲労を早く回復させることが、次の試

合のパフォーマンスを低下させないために重要な

課題となる。特に、夏季の大会において連戦が強

いらる試合では試合後のクーリングダウンおよび

その後のコンディショニングが次の試合を最良の

状態で行うために不可欠である。

　

疲労回復のために運動後にクーリングダウンを

行うことは経験的に行われている。アクティブリ

カバリー（軽い運動やストレッチング）がパッシ

ブリカバリー（安静）よりも血中乳酸の減少を早

め、作業能力の回復を早めるという研究は古くか

ら行われてきたlヽ2ココヽ5ヽ6）。それは柔道や陸上

競技といった１日に何回かの試合がある場合のよ

うな、運動後、数十分から数時間のクーリングダ

ウン効果についての研究である。しかし、サッカ

ーの試合のように１日に１試合ではあるが、３～

５日間連続で試合をするときの試合後のクーリン

グダウンについての研究はほとんどみられない。

従って、クーリングダウンがどのような方法でど

のくらい行ったらよいか明確な指標がないのが実

情である。

　

本研究は試合後のクーリングダウンを効果的に

行う方法を明確にするための基礎的な資料を得る

ために、試合後のクーリングダウンの実態を調査

剛生1）

真司3）

金子

石崎

保敏l）安松

聡之4）

幹展口

し、また、指導者が試合後のクーリングダウンや

その後のコンディショニングについてどのような

意識を持ち、そして実施しているかを調査した。

方

　

法

１。調査対象

　

平成11年８月14日（土）から22日（日）までＪ

ヴィレッジで開催された全日本クラブユース（Ｕ-

15）選手権大会に出場した32チームを対象にした。

２．調査日

　

平成11年８月15日（日）に行われた予選リーグ

３日間のうちの２日目の試合後について調査し

た。

３．調査項目

１）試合後のクーリングダウンの実態

　

６会場で各２～３試合行われた計16試合の32チ

ームについて試合後のクーリングダウンの実態を

ビデオ撮影し、ＶＴＲからその内容と時間を記録し

た。

２）指導者への面接調査

　

試合終了後、監督またはコーチに面接して翌日

の試合に向けたコンディショニングについて下記

の３項目について調査した。

①通常の試合後のクーリングダウンの実施と内容

（ストレッチング、ランニング、体操、その他）。

②今大会で、試合直後のクーリングダウン以降、

疲労回復のために行っていること（ストレッチン

グ、アイシング、サプリメントの摂取、マッサー

ジ、体操など）。

③今大会で、次の試合に向けてのコンディショニ

ングで特に注意を払っていること（食事・栄養、

睡眠、体重、心拍数、体温など）。

１）日本サッカー協会科学研究委員会

　

２）立教大学

　

３）成蹊大学

　

４）小山高専

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-217-



結

　

果

夏季大会における試合後のコンディショニングの実態

　

一全日本クラブユース(U-15)選手権大会－

１。試合後のクーリングダウンの実態

　

夏季の８月に開催された全国クラブユース（Ｕ-

15）選手権大会の予選リーグ３日間のうち２日目

の試合後のクーリングダウンの実態調査を行った

ところ、場所や時間の関係で今回は実施しなかっ

た３チームを除く29チームがクーリングダウンを

実施していた。クーリングダウンの内容はウォー

キングまたはランニングが平均4.5分、ストレッ

チングが平均7.2分で他に体操やマッサージが行

われた。クーリングダウンの実施時間は平均11.9

分（O～25分）であった（表１）。

　　　

表1

　

試合後のクーリングダウンの実施状況

　

項１

　　　　　　　

二こ富

　　　　　　

レンジ
ストレｙチンク

　　　　　

４心丿

　　　　　

：～１Ｊ分
ランこニン/グ

　　　　　　

７、２分

　　　　　

２ヽ１２分
体換

　　　　　　　　　

２.･゛-ヽ-.＆

　　　　　

３～５分
マッナージ

　　　　　　　

２４一八

　　　　　

３～５分

１）ウォーキングまたはランニング

　

ウォーキングまたはランニングについては実施

しなかったチームが６チームで実施したチームは

23チームであった。実施時間については最も短い

チームは１分、最も長いチームは14分で、平均す

ると4.5分であった。強度的には非常に軽い負荷

で行っているチームが大部分であった。

２）ストレッチングに関しては全く実施しなかっ

たチームは４チームであったが、場所と時間の関

係で実施しなかったチームが２チームあり、実質

２チームだけであった。ストレッチングの実施時

間は最も短いチームは３分、最も長く行っていた

チームが13分で、平均すると7.2分であった。ス

タティック・ストレッチングが大部分であった

が、ブラジル体操のようなダイナミック・ストレ

ッチングを行うチームも数チームあった。

３）体操を行っていたチームが２チーム（３分と

５分）とマッサージ（３分と５分）を取り入れた

チームが２チームあった。

２．指導者への面接調査

　

試合終了後、監督またはコーチに面接し、試合

後のクーリングダウンおよびその後のコンディシ

ョニングについて調査を行ったところ、次のよう

な結果が得られた。

１）通常、試合後に行うクーリングダウンの実施

とその内容

　

通常、試合後には全チームがクーリングダウン

を行っているが、その内容はストレッチングが最

も多く、32チーム中29チームの91％がストレッチ

ングを実施している。次に、ウォーキングやジョ

ギングなどのランニング系は32チーム中26チーム

の81％が実施している。また、体操は11チームで

34％が実施している（図１）。その他、マッサー

ジや指圧あるいはボールを使ってクーリングダウ

ンを行っているチームがあった。

9%

ストレッチ

　

ランニング

φ

体操

図１

　

試合後のクーリングダウンの実施状況

２）今大会で､試合直後のクーリングダウン以降、

疲労回復のために行っていること

　

①ストレッチングは43％のチームが実施してい

るが、選手に任せているところが多い。

　

②アイシングに関しては63％のチームが実施し

ているが、大部分のチームがケガをしたり、筋肉

の張っている選手のみにアイシングを行ってい

る。

　

③サプリメントの摂取に関しては46％と約半数

のチームが何らかのサプリメントを摂取してい

る。その内容はビタミン剤、蛋白質、炭水化物、

栄養剤などである。

　

④マッサージの実施は28％と約1/4のチームが

|

ｸﾞ

］^y-jj-

28s

41

レ

j

。

］

アイシング

体操

サプリメント

3%

囲

46%

図２

　

試合後の疲労回復のために行っていること
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磯川，戸苅，丸山，金子，安松，沼津，福井，石崎

実施している（図２）。

３）今大会で、翌日の試合に向けてのコンディシ

ョニングで注意を払っていること

　

①栄養を考慮した食事に関してが87％と最も多

く、試合後には蛋白質、ビタミンの摂取に注意が

払われ、試合前の食事に関しては炭水化物の摂取

と摂取時間（タイミング；試合前４～５時間）に

注意が払われていた。

　

②睡眠に関しては69％が注意を払っており、特

に、８時間以上の睡眠を確保するように注意が払

われていた。昼寝を行っているチームも若干みら

れた。

　

③体重、心拍数や体温に関しては体調の悪い選

手や暑さに弱い（食べられないような選手？）選

手を中心に6～22％のチームで行われている（図

３）。

食事栄養

＠

　

87な

睡眠

重 体温

心拍数

　

87%

6%

13%

m

　　　　

’‾･’

　　　　　　　　　　

94%

図３

　

翌日の試合に向けてコンディショニングに注意を

　　　　　　　　　　

払っていること

考

　

察

全体としてクーリングダウンは３チームを除く29

チームが実施しているが、クーリングダウンはス

トレッチングが中心で平均7,2分行われていた。

また、ジョギングを中心としたランニング系の実

施時間は平均4.5分であったが、２～３分か圧倒

的に多く、しかも強度は非常に低いものであった。

　

ストレッチングが疲労回復の手段として効果が

あることは、山本')が膝関節の伸展・屈曲運動を

主運動として、作業能力の回復に効果があると報

告している。また、山本らりは激運動後の10分間

のストレッチングは血中乳酸の回復には効果がみ

られなかったが、30分後の作業能力の回復には効

果がみられたと報告している。また、山下ら川ま

ストレッチングが筋疲労のレベルには効果は及ぼ

さないが神経系の疲労回復に効果があると報告し

ている。従って、約７分間のストレッチングは直

接的な筋疲労の回復よりも神経系の疲労回復およ

び心理的な効果として翌日のパフォーマンスに良

い影響を与えることが推察される。

　

ランニング系のアクティブリカバリーが疲労回

復の手段として効果があることは、過去に多くの

研究者がアクティブリカバリーとしての軽運動を

行うことによって運動後の血中乳酸の回復を早め

ることを報告しているiヽ2ヽ3,4ヽ5)。また、Weltman

ら､)は全力運動後の非常に軽い運動がその後の作

業能力と血中乳酸能力の回復を促進したと報告し

ている。しかし、山本ら叫よ激運動後にＡＴレベル

に近い運動強度で10分間の運動を行ったところ血

中乳酸の回復は促進したｶﾄ作業能力の回復はみ

られなかったと報告している。従って、激運動後

のクーリングダウンとしての運動は運動負荷が低

いレベルで行った方が次の作業能力により効果的

であることが推察される。一方、鈴木ら5)はサッ

カーの試合をシミュレーションした運動の後に15

分のアクティブリカバリーを行った直後の血中乳

酸除去率は高強度の方が高かった。しかし、翌日

のパフォーマンスについては言及していない。従

って、サッカーのような70～90分間の運動後のク

ーリングダウンとして３分ほどのランニングが翌

日の試合のパフォーマンスにどの程度効果をもた

らすかは先行研究にも見あたず、明確ではない。

今後、生理学的に望ましいクーリングダウンの方

法や最低限度のクーリングダウンの強度や時間の

確立が必要かと思われる。

　

試合後のクーリングダウン実施後に疲労回復の

ために行っていることはストレッチングが43％、

サプリメントの摂取が46％、と約半数近くのチー

ムが実施していた。特にサプリメントに関しては

ビタミン剤やアミノ酸の摂取が多かった。アイシ

ングはケガをしている選手を中心に63％が実施し

ていた。また、マッサージは28％が実施していた。
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夏季大会における試合後のコンディショニングの実態

　

一全日本クラブユース(U-15)選手権大会－

これらはこの大会が全国大会ということで特別に

トレーナーが帯同していたり、Ｊリーグの下部組

織のチームが多く出場していたためにサプリメ

ントなどを豊富に準備したり、マッサージが十分

受けられる態勢にあったのではないかと思われ

る。

　

翌日の試合に向けてのコンディショニングで特

に注意を払っていることは、栄養を考えた食事に

関することが最も多く、特に、試合後の食事では

蛋白質とビタミンの摂取に注意が払らわれてお

り、翌日の食事では試合前の食事で炭水化物の摂

取と食事時間に注意が払われていた。これらは疲

労回復と次の試合のためのエネルギー源の確保の

ために妥当な考え方であろう。次に、疲労回復の

ための睡眠時間の確保で、どのチームも最低８時

間の睡眠時間をとることに注意を払っており、疲

労回復のための睡眠時間の確保が重要な要素であ

ることが推察される。また、いずれの試合も開始

時間が午後のために午前中に１時間前後の軽い運

動を行うチームがあった。

　

今後、試合後のクーリングダウンが翌日のパフ

ォーマンスに及ぼす効果についての研究や選手の

コンディションの自覚調査などを行うことが必要

であろう。
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はじめに

シドニーオリンピックアジア予選における

U22日本代表チームのゲーム中の移動距離

　

大橋

　

二郎1）金子

　

保敏2）福井

　

真司3）

　

実際のゲームから得られる数値データを分析す

ることにより、チームやプレーヤーのゲームパフ

ォーマンスを客観的に評価することが、ゲーム分

析の目的の一つである。これらの分析結果は、戦

術や技術分析によるチームのサポートやトレーニ

ングの基礎資料として指導現場に有効にフィード

バックされることが最終目標といえる。 JFA科学

研究委員会としても、こ

のような目的で主に日本

代表チームを対象とした

ゲーム分析を継続的に実

施している。

　

1999年には科学研究委

員会の研究・調査事業の

一環としてシドニーオリ

ンピック2000 ・アジア予

選の一次予選、日本ラウ

ンド４試合及び最終予選

ホーム２試合の計6試合

予選、グループ６日本ラウンドにおけるU22日本

代表チームの4試合（表１）、及び1999年10月17日

と11月６日に行なわれた同アジア地区最終予選グ

ループＣのホームゲーム２試合（表２）における

全フィールドプレーヤーのべ60名を対象とした。

一次予選の試合時の気温は22°Ｃ～26で、湿度は

60%～83%、最終予選は2試合とも17°Ｃ、湿度は

65% (タイ戦）と71% (カザフスタン戦）であった。

表１

　

シドニーオリンピック2000アジア地区第一次予選グループ６日本ラウンド

日本対

日本対

日本対

日本対

対戦国
－
ネパール

マレーシア

　

香港

フィリピン

試合結果

9-0 (6-0,3-0)

4-0 (4-0,0-0)

2-0 (1-0,1-0)

11-0(7-0,4-0)

　　　

日

1999年6月26日

1999年6月28日

1999年7月２日

1999年ﾌ月４日

時

19:05

19:05

19:05

19:05

気温

　

湿度
-
24.0

　　

83

22.0

　　

77

26.0

　　

60

26.0

　　

77

表２

　

シドニーオリンピック2000アジア地区最終予選グループＣ日本ホームゲーム

日本対

日本対

　

対戦国

　　

タイ

カザフスタン

を対象に、パス分析とプレーヤーの動きに関する

データ収集を実施した。今回は、これらの調査結

果の中からU22日本代表チームのゲーム中の移動

距離からこのチームの特徴を検証する。また、現

場へのフィードバックの方法として、各プレーヤ

ーの行動範囲を容易に検索、表示する方法を試み

たのであわせて報告する。

方

　

法

　

対象試合、対象選手

　

1999年6月26日から７月４日の期間に行なわれ

たシドニーオリンピック2000アジア地区第一次

試合結果

-
3-1 (0-0,3-1)

3-1 (0-1,3-0)

　　　

日

　　　　

時

1999年10月17日

1999年11月6日

調査、分析方法

19:05

19:05

気温

　

湿度

17.0

17.0

6
5
7
1

　

国立競技場観客席上部の、ピッチ全体を観察し

やすい場所から、専用のピッチの縮図（1/400）

を用い、各プレーヤーに２名の調査員を配置し、

ゲーム中のすべての動きを５分ごとに軌跡として

記録する方法を用いた。交代の場合は、継続して

次のプレーヤーを追従するようにした。

　

移動距離はキルビメータまたは、ゲーム分析シ

ステムNAS-5の移動距離計測機能を用いデジタイ

ザにて計測、５分単位で実動距離に換算した。ロ

スタイムを含むゲーム中のすべての動きを計測

し、統計処理にはロスタイムを除いた前後半それ

1) JFA科学研究委員・大東文化大学　2) JFA科学研究委員・船橋北高校　３）成蹊大学
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シドニーオリンピックアジア予選におけるU22日本代表チームのゲーム中の移動距離

ぞれ45分、計90分間の移動距離を用いた。また、

５分ごとに収集されたプレーヤーの軌跡図はイメ

ージスキャナーを用いて画像データ化した。動き

のパターンを示す移動図は、画像処理ソフト

(Paint Shop Pro Ver5.01を使用）の画像を透過し、

重ねあわせる等の処理機能（レイヤー機能）によ

って作図した。さらに、必要な情報を容易に抽出

可能なように、ＨＴＭＬ形式のファイルとして編集

保存した。

結果および考察

　

U22日本代表チームの平均移動距離は，対象と

した６試合のうち最大は最終予選カザフスタン戦

の11,163m、最小は一次予選フィリピン戦の

10,067mであった。 1997年のワールドカップ最終

予選ホームゲーム4試合のチーム平均移動距離

10,313m～11,830mとほぼ同レベルであった呪前

後半別にみるとカザフスタン戦の前半が5,883m

と最も多く，フィリピン戦の前半が5,025mで最

も少なかった。前半に対し後半の移動距離が有意

（１%水準）に低下したゲ

　　

2,400

－ムは、香港戦の547m

減（減少率9.6%)、カザ

　　

2,200

フスタン戦の６０４ｍ減収

（減少率10.3%）であった。

他の4試合は2.4% (マレ

ーシア戦）～-1.2% (タイ

戦）の範囲であり、統計

i 2,000

　
　

8
0

　
　

1

雛
閲
振
峰

的有意差は認められなか

　　

1,600

つだ（表3）。 1997年の

フランスワールドカップ

　　

1,400

最終予選、カザフスタン

戦では、前半45分の移動

距離が6,255mと極めて多かった呪この試合も後

半は5,575mと著しく低下したが、後半だけをみ

ると他の試合よりむしろ高いレベルであった。今

回のカザフスタン戦の場合も後半の減少率が

10.3%と大きかったが、後半の移動距離は他の試

合とほぼ同レベルであり、減少率は前半の移動距

離の影響をうける傾向がみられた。

　

過去の報告によると、日本代表チームはトヨタ

カップ出場などの一流外国チームと比較して移動

距離は多く、また後半の減少率も高いという傾向

がみられる川2)。これらの報告や、失点の時間帯

などから日本代表チームは終了時近くにパフォー

マンスが低下することが指摘されてきた。今回対

象としたU22日本代表チームのオリンピック予選

６試合では、最終予選のカザフスタン戦、一次予

選の香港戦の二試合において後半の移動距離が前

半より有意に低かったが、他の４試合は、後半に

移動距離が減少する傾向はみられなかった(表

３)。さらに６試合の移動距離の経時的変化を15

分ごとにみてみると、総移動距離の最も多かった

カザフスタン戦の前半は2034m (0-15分)、1886m

0-15 15-30 30-45 45-60 60-75

図I

　

U22代表チーム移動距離の変化（15分ごと）

75-90

表３

　

シドニーオリンピックアジア予選におけるU22日本代表チームのゲーム中の移動距離

前半

　

ｍ
後半

　

ｍ

計

　

前半‾後半（前半1岑?;I半ｘ
ｍ

　　　　

ｍ

　　　　　

100

一次予選
対マレーシア

対香港

対フィﾘピン

5374
5,683

5，ａ４ｆ

5,136

222

10,621

10,818

126 N.S.

547 11

-16 N.S.

j°゛゛‾j″ｊ°対カザフスタン

　　　

5,883

　　　

5,280

　　　

11,163

　　

604 “　　　10J%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“:p<0.01

　　　　　

対フィリピン

　　　　

5,025

　　　

5,041

　　　

10,067

　　

-16 N.S.　　-0.3%

エａ。ヽ．．対タイ

　　　　　　

5,444

　　　

5,508

　　　

10,951

　　

44 N.S.　　-1.2%

心対ネパール

　　　

ーＸ一対マレーシア

　　

一心一対香港

一》徊･対フィリピン

　　　

ー●一対タイ

　　　　　

→一対カザフスタン

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｰ---一一一一一一一-一一一一

　　　　　　　

-

　　　　　

一一一

／－ル

　　　　

5,479

　　　

5,393

　　　

10,872

　　　

86 N.S.　　1.6%



(15-30分）、1963m (30-

45分）でありいずれも６

試合中最も高い値であっ

た。香港戦も前半30分ま

ではカザフスタン戦に次

ぐレベルで推移したが、

両者とも後半は他の４試

合とほぼ同レベルであっ

た（図１）。今回のカザ

フスタン戦は、本大会出

場を決定する試合であ

り、選手の高い動機づけ

が前半の運動量に反映し

ていることが推察でき

る。1997年の日本代表チ

2,400

2,200

０

　
　
　

０

０

　
　
　

０

０

　
　
　

８

２

　
　
　

１

■
Ｋ
ｓ
t
／
w
ａ
i
Ｍ

1,600

1,400

0-15

大橋，金子，福井

15-30

一〇一対ネパール

一白一対香港

－●一対タイ

30-45

　　

45-60

一Ｘ一対マレーシア

ーＸ一対フィリピン

→一対カザフスタン

60-75

図２

　

中村選手の移動距離の変化（15分ごと）

－ムにおいても同様な傾向がみられ、今回のU22

日本代表チームとも移動距離が45分で6,000m近

い場合、又は15分では約2,000mを超える場合、

そのレベルを後半まで維持することができないこ

とが明らかとなった。それに対し、今回の６試合

の中で、前半45分の移動距離が5,500m以下の４

試合は､共通して後半との差が認められなかった。

このことから、試合最後までコンスタントな運動

量を保つためには、５分で約650m、15分で約

2,000m、45分で6,000mを超えないことが必要で

あることが示唆された。

　

一次予選日本ラウンドは、梅雨の多湿な環境で

９日間に4試合を戦うという身体的に負担の多い

スケジュールであった。サッカーのような国際的

な競技では、多様な環境的条件に適応し、安定し

たパフォーマンスを発揮するプレーヤーが求めら

れる。そこで今回のアジア一次予選、最終予選を

通じ最も長時間試合に出場した中村俊輔選手の移

動距離から、パフォーマンスを検証した。対象と

なった６試合の移動距離を15分ごとにみてみる

と、前半はばらつきがあるものの最後の15分はい

ずれの試合も1,800m～2,200mと高いレベルであ

った（図２）。厳しい条件の中で最後まで高いパ

フォーマンスを維持する能力を示したといえる。

ワールドカップ・フランス大会における中田英寿

選手の移動距離の測定結果において、予選リーグ

３試合のうちで最も気温の高かったクロアチア戦

223

75-90

では、最後の15分に2636mという驚異的な運動量

を示した‰また、Ｊリーグに所属する外国人一

流プレーヤーは､日本人プレーヤーを比較すると、

後半の減少率が少ないこと、高スピードの移動距

離に占める割合が高いことなどの報告がみられる

5）。従来から後半の移動距離の減少率からも日本

代表チームでは試合終了近くにパフォーマンスが

低下することが指摘されてきたが、最近の資料か

ら代表選手の中には最後まで運動量の低下が見ら

れない者がいることが明らかとなった。

　

このようなプレーヤーの動きに関するデータ処

理に時間を要するため、指導現場への有用性が課

題であった。すなわち、動きの情報を分かり易く

早期にフィードバックすることが課題であり、今

回は移動距離とその行動パターンをイメージスキ

ャナーによって取り込んだ移動軌跡図を15分ごと

に重ねあわせｗebページなどで用いるHTML

(Hyper Text Markup Langage)形式のファイルに

まとめることを試みた（図３、図４）。最終予選

２試合については全プレーヤーの移動軌跡画像フ

ァイルを編集し、各プレーヤーの15分ごとの移動

パターンを容易に抽出観察できるようにした。現

在は、キャンプや遠征においても、多様な用途の

ために小型コンピュータは必須アイテムである。

ゲームデータはデータベース化するとともに、電

子データとして現場にフィードバックし、互換性

の高いブラウザーソフトで必要な解析結果を検

－●一対タイ

　　　　

→一対カザフスダ
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シドニーオリンピックアジア予選におけるU22日本代表チームのゲーム中の移動距離

索、表示できるようにすることが今後の方向性と

考えられる。

まとめ

　

1999年にはJFA科学研究委員会の研究・調査事

業の一環としてシドニーオリンピック2000 ・アジ

ア予選の一次予選、日本ラウンド４試合及び最終

予選ホーム２試合の計６試合を対象に、パス分析

とプレーヤーの動きに関するデータ収集を実施し

た。

　

U22日本代表チームの平均移動距離は、対象と

した６試合のうち最大は最終予選カザフスタン戦

の11,163m、最小は一次予選フィリピン戦の

10,067mであり、1997年のワールドカップ最終予

選とほぼ同レベルであった3）。前半に対し後半の

移動距離が有意（１％水準）に低下したゲームは、

香港戦の547m減（減少率9.6%)、カザフスタン戦

の604m減（減少率10.3%)の二試合であり、他の

４試合は、後半に移動距離が減少する傾向はみら

れず、調査対象とした全試合において最後まで安

定した運動量を示すプレーヤーもみられた。最終

予選２試合については全プレーヤーの移動軌跡画

像ファイルを編集し、各プレーヤーの15分ごとの

移動パターンを容易に抽出観察できるようにし

か。

文

　

献

１）大橋二郎、戸苅晴彦：サッカーの試合中にお

　　

ける移動距離の変動､東京大学教養学部体育

　　

学紀要､15, 27-34,1981

2）大橋二郎、戸苅晴彦、瀧井敏郎：世界一流サ

　　

ッカー選手の試合中の移動距離､東京大学教

　　

養学部体育学紀要､25,1-5,1991

3）大橋二郎、河合一武、福井真司:FIFAワー

　　

ルドカ　ップフランス1998 ・アジア最終予選、

　　

日本代表ホームゲーム4試合におけるプレー

　　

ヤーの移動距離、サッカー医・科学研究､18，

　　

193-197,1998.

4）大橋二郎、金子保敏、沼滓秀雄、川端理香、

　　

武田恒樹：ワールドカップ・フランス98日本

　　

代表チームのボールキープタイムおよび移動

　　

距離，サッカー医・科学研究, 19, 9-13,1999.

5）宮城

　

修，山下則之，大橋二郎，北川

　

薫：

　　

Ｊリーグフォワード選手の試合中におけるス

　　

ピート変化～外国人選手と日本人選手の比較

　　

～，サッカー医・科学研究, 19,57-59,1999.
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サッカー医・科学研究

　

第20巻（2000）

特別講演

ぶ

青木

　

それでは、第20回サッカー医科学研究会の

記念講演を始めたいと思います。お話をして戴き

ます大畠襄先生をご紹介しましよう。先生どう

ぞ。この医科学研究会に限らず、サッカーに携わ

っている方は大畠先生を十分ご承知だと思います

けれど、恒例によりまして、略歴をご紹介申し上

げたいと思います。大畠先生は昭和５年のお生ま

れでございまして、昭和29年東京慈恵会医科大学

を卒業されまして､ただちにインターンを終了後、

当時の片山整形外科教室に人局されました。整形

外科学の講師を経て、形成外科に一度移られまし

た。昭和60年に慈恵医大にスポーツ外来ができま

した時に､スポーツ外来の部長を兼任されました。

平成５年に慈恵会医科大学の健康医学センター長

を、それから同センターのスポーツ医学科教授に

なられました。平成８年に定年退職されて、慈恵

会医科大学の客員教授とそれから財団法人慈恵会

の理事を務められています。スポーツの学会ある

いはスポーツ団体に関する役員を数多く務められ

まして、日本体力医学会、あるいは日本臨床スポ

ーツ医学会の理事、常任理事などを現在も務めら

れ、また、歴任をされております。スポーツ団体

の役員といたしましては、日本オリンピック委員

会のアンチ・ドーピング委員会、それからアジア

サッカー連盟の医事委員長、それから現在も国際

サッカー連盟のF I FAのスポーツ医学委員を務

められています。 1990年イタリア大会、1994年ア

メリカ大会、それから1998年のフランス大会と、

ワールドカップのドーピング・コントロールのド

クターとしてワールドカップに参加しておられま

す。

　

ドーピングに関しては、現在Ｊリーグのアン

チ・ドーピング委員会の委員長も務められており

ます。今回20回記念ということで、最初からこの

医科学研究会に携さわられている大畠先生にサッ

カーとスポーツ医学の関係について、講演をして

大畠

　

襄

いただくことになりました。テーマは「日本のサ

ッカーとスポーツ医学」でございます。それでは

大畠先生よろしくお願いします。

大畠

　

只今ご紹介に預りました、大畠でございま

すが、青木教授より非常に詳しい御紹介を頂きま

して、恐縮しております。それでは始めましょう。

（スライド表示）今日は「日本のサッカーとスポ

ーツ医学」というテーマでお話をするわけですが、

そもそも私かサッカーに接したといいますか、当

時はサッカーはアソシエーション・フットボール

なので日本ではア式蹴球、ラグビーはラ式蹴球と

いっていた時代ですけれど、アソシエーション。

フットボール、ア式蹴球を始めたのは、旧制成城

高等学校の尋常科に進みました1944年のことであ

ります。いまから56年前ですが、中学、高等学校、

大学というふうに、（スライド表示）これは成城

高等学校のシュート板で、この板に12年間、ボー

ルを蹴ってたわけですが、このサッカーを続けた

私が、いつのまにか日本協会の中のドクターのグ

ループとお付き合いを始めたのが、東京でオリン

ピックが開催されました、1964年のことでありま

す。ですから、本日のこの講演のタイトル「日本

のサッカーとスポーツ医学」との付き合いは、四

捨五入しますと、今から40年前ということが言え

るわけです。この40年間の話しをこの１時間でか

いつまんでしてしまうというようなことを、今か

らやるつもりです。（スライド表示）この当時。

日本蹴球協会の中に石川洋平先生を長とします医

師の集団がありました。これが当時日本蹴球協会

の医事委員会として、協会からオーソライズされ

ていたかどうかは不明です。ただ言えることは、

委員会活動というものは全くなく、国内、特に国

立競技場で開催される大きな試合の際の会場の医

事運営ぐらいをやっておりました。そして、選手

との接触は、この試合で生じた怪我の応急処置程
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特別講演

　

「日本のサッカーとスポーツ医学」

度でした。 1965年日本サッカーリーグ、今のＪリ

ーグの前に日本サッカーリーグというのがあった

わけですが、二れがスタートいたしました。もち

ろんリーグ加盟８チームとも医学管理ゼロの時代

です。

　

1968年５月、先ほど述べました石川洋平先生を

始め、５名のドクターが日本協会医事委員会の委

貝として、正式に日本協会から任命されておりま

す。この年、メキシコオリンピックで日本は同メ

ダルを獲得しました。このメキシコのオリンピッ

クまでは、いわゆる協会で派遣するチームドクタ

ーという制度がなかったわけです。代表チームに

もありませんし、それからいろいろな日本のチー

ムの中にチームドクターがいなかったわけです

が、1970年12月の第６回アジア大会がバンコクで

行われたんですが、この時に日本協会は始めてチ

ームドクターとして、公式に私をチームに帯同さ

せました。マッサーは安西氏、この時選手団のオ

フィシャルは、監督は（スライド表示）岡野俊一

郎、現在の会長ですが、コーチが平木隆三、八重

樫茂生、マッサーは今の安西氏で、それまで監督

だった長沼健現在の名誉会長と私か、枠外とし

て協会の費用でチームに帯同したというのがその

時代です。（スライド表示）

　

これがアジア大会の時の選手団で、一番右端が

監督の岡野俊一郎現会長です。左が八重樫さん、

次のスライドお願いします。これが岡野俊一郎会

長が右側、左側が長沼健名誉会長が監督のお目

付役として来ました。次のスライドお願いします。

これがその時の選手団、前列右側から釜本、現在

参議院の釜本先生ですね。それから杉山、ジュビ

ロのジェネラルマネージャー。それから広島の東

洋工業の選手でした小城さん。後ろが私です。次

のスライドお願いします。これがマッサージの安

西氏。このアジア大会の期間中に、すなわち1970

年12月の９日から12日まで、ハンコックのマンダ

リンホテルで、当時のＦＩＦＡの会長のサー・ス

タンレイ・ラウスが出席してのこの「FIRST

ASIAN SPORTS MEDICAL ＣＯＮＦＥＲＥＮＣＥ」が

行われました。次のスライドお願いします。そし

てこの会長のサー・スタンレイ・ラウスの他にＦ

ＩＦＡの医事委員長アンドレビッジ教授と、それ

228

からF I FAの医事委員会委員で日本蹴球協会の

会長だった野津先生のお二人の司会で､午前半日、

３日間で９題の講義がありました。（次のスライ

ドお願いします）どんな講義かといいますと、石

河先生の「TEST RELATED PHYSICAL FITNESS

IN ＦＯＯＴＢＡＬＬ」というのと、東京大学の猪飼先

生の「PERFORMANCE AND WORK CAPACITY

IN FOOTBALL ＰＬＡＹＥＲＳ」という９題中２題を

日本の先生方が講演されたわけです。（次のスラ

イドお願いします）これがその時のプログラム、

（次のスライドお願いします）これは右側がサ

ー・スタンレー・ラウスＦＩＦＡ会長ですね。左

側が野津日本協会会長です。（次のスライドお願

いします）これが、F I F Aの医事委員長だった

アンドレビッジ先生（次のスライドお願いしま

す）、それからこれは石河先生の演説です。（次の

スライドお願いします）これがその集合写真、グ

ループ・フォトグラフです。（次のスライドお願

いします）この遠征から代表チームのチームドク

ターがスタートしましたが、その翌年、1971年の

４月５日、（次のスライドお願いします）東京国

立競技場での三菱重工対ヤンマーの試合で、日本

サッカーリーグで始めてのチームドクターが三菱

に誕生しました。このアジア大会の帯同中に長沼、

岡野、両氏との会話から、日本におけるトップチ

ームのチームドクター制度の必要を私は強く感じ

たためです。（次のスライドお願いします）私の

名前は1971年の日本サッカーリーグ年鑑に（次の

スライドお願いします）、チームドクターとして

ここにきちんと記録に残るようになりました。

（次のスライドお願いします）これはその年の12

月といいますか、72年の元旦にやった天皇杯で、

三菱がヤンマーに勝って優勝したときのチームド

クターの胴上げです。（次のスライドお願いしま

す）こういうふうに、バンコクで初めてのアジア

でのスポーツ医学の会議があったんですが、この

日本ではスポーツ医学会議はどういうふうになっ

たかと申しますと（次のスライドお願いします）、

1971年の４月24日から５月５日まで第13回のアジ

アユース蹴球競技大会が日本でありました。東京

であったわけですが、先に述べました、医事委員

会が中心となりまして、それに慶応、東京医大、



慈恵医大などの若いドクターが加わって競技場と

宿舎、宿舎はこの前にありましたいわゆる青少年

スポーツセンターですね、それの医事運営にあた

ったわけです。この第13回アジアユース競技大会

の期間中の（次のスライドお願いします）４月24

日、25日の両日の午前中。岸記念体育館の501号

室で、バンコクの時と同様にF I FAの医事委員

会の委員長のアンドレビッジ教授とそれから日本

協会の会長である野津先生との司会で、「FIRST

EAST ASIA MEDICAL ＣＯＮＦＥＲＥＮＣＥ」がもたれ

ました。（次のスライドお願いします）これが第

１日のスケジュールで、この第１日ではシンポジ

ウムが「PHYSIOLOGY AND KINESIOLOGY

SKILLED ＭＯＶＥＭＥＮＴ」という題で、猪飼先生、

浅見先生、戸苅先生なんかが発表されましたし、

またこの時、長沼健現名誉会長が「チームワー

列という題で、あるいはコーチの平木さんがコ

ーチング・スクールについて、英語で講演をされ

ています。（次のスライドお願いします）第２日

目はここで鈴木先生の栄養の問題もありましたけ

れど、今度はいわゆる軟部組織の損傷、いわゆる

靭帯と筋肉の損傷という意味で、私たち整形外科

のドクターがシンポジストとして発表しておりま

す。（次のスライドお願いします）これがプログ

ラムです。（次のスライドお願いします）これが

当日のグループフォトの一部で、ここで野上先生

だとか戸田先生、鈴木先生、それからレフリーだ

った高山先生、そういう方やあるいは高有徳、

当時のアジアサッカー連盟のジェネラルセクレタ

リーですね、それから会長アンドレビッジ、ガネ

シア、石川先生というふうな方々、ここに長沼名

誉会長と平木さんも見えます。（次のスライドお

願いします）こういうわけで、日本で始めての、

スポーツ医学会議は無事終わったんですが、1974

年の１月に（次のスライドお願いします）日本蹴

球協会は財団法人日本サッカー協会というふうに

改組されました。（次のスライドお願いします）

1974年この年の６月に、日本リーグ１部10チーム

のチームドクター、実際スタートの時は１部は８

チーム、そして２部は１チームでしたが、それの

チームドクターでチームドクター協議会というの

をスタートしました。（次のスライドお願いしま
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す）このチームドクター協議会というのは、この

日本協会の医事委員会の下部組織としての活動

を、選手の健康登録制度ですとか、選手の外傷の

広報化、チームドクター相互の症例検討、シーズ

ン前後に監督・コーチを含めたジョイントミーテ

ィングというふうなことを目的として開きまし

た。いろいろ活動を行いまして、（次のスライド

お願いします）スライドのように、25年後の現在

まで使われているような、サッカー傷害月報です

とか、サッカー・ヘルスメイトあるいは代表派遣

時の医療器材、医薬品のリスト、こういうふうな

もののフォーマットを続々と世に出したわけであ

ります。（次のスライドお願いします) 1977年と

いうのは非常に私にとっては記憶すべき年だった

んです。 1977年２つ大きなことがありました。ひ

とつは日本サッカー協会の医事委員長として私が

就任して、そして、医事委員会というものを再構

築した年です。これは後で詳しくお話します。そ

れから、もうひとつはこのサッカー医科学研究会

が生まれる手がかりとなった、手がかりと何故な

ったかというのは後でお話しますが、ＦＩＦＡの

講習会が日本でもたれたわけです。（次のスライ

ドお願いします）すなわち、このサッカー医科学

研究会というのが生まれるまでは、どういうよう

な経緯が1977年から実際にスタートした1980年ま

でにあったかということをここでお話します。

（次のスライドお願いします）この1977年の11月

の11日から18日までの８日間、国際サッカー連盟

は開発途上国のサッカーの発展のために、F I F

Ａ・コカコーラ・サッカー・セミナーを東京で開

催致しました。当時は日本もサッカーでは開発途

上国だったわけです。この講習会というのは４つ

の部分がありまして、アドミニストレーション、

それからテクニック、それからスポーツメディシ

ン、そしてレフリー。この４つの項目で、それぞ

れ各々１名の講師がＦＩＦＡから派遣されまし

て、そしてカリキュラムに則って、講習が行われ

ました。（次のスライドお願いします）担当のス

ポーツ医学の講師はINJURYS IN ＳＰＯＲＴＳという

本の著者で、ＦＩＦＡの医学部門のパネルのイン

ストラクターだった、デイビット・サザーラン

ド・マックルというイングランドの先生が担当し
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ました。メンバーの選出にあたって私は、この日

本協会の医事委員だけではなくて、将来この組織

を拡充するために、人材を地方協会に求めて、地

方協会からの方々もお誘いしました。その中で、

こういうふうに河野先生、武井先生、若山先生、

山下先生といった方々が日本協会の委員に加わっ

ておられます。その他、この医学の内容を深める

ためにはどうしても科学の助力を得なくちゃいけ

ないと、当時の技術委員会科学研究部から人を求

めまして、千葉から菊地先生、東京大学から戸苅

先生か加わりまして、出来上がっだのがこの名簿

です。

　

８日間膝をつきあわせての英語による講義

で、さすがのベテランの先生たちも顎を出したの

も懐かしい思い出だったんですが、お互いにメデ

ィカルの部分とそれから科学の部分がひとつ釜の

飯を食べたということが、非常に大切だったと今

になってみれば思います。そして、このことがき

っかけとなりまして（次のスライドお願いしま

す）、１年後1979年２月の６日から９日まで、ロ

ーマのヒルトンホテルで開かれました「FIRST

INTERNATIONAL CONGRESS ON SPORTS

MEDICINE APPLIED ＦＯＯＴＢＡＬＬ」、サッカーに

関する第１［回国際医学会議が、各国のフットボー

ル・アソシエーション１名づつ参加のところを、

日本は（次のスライドお願いします）５名自費参

加いたしました。医事委員会から３名、それから

技術委員会科学研究部から２名参加いたしまし

た。そして私が（次のスライドお願いします）、

サッカーのゴールキーパーの指の損傷というよう

なテーマで発表致しましたが（次のスライドお願

いします）、他の浅見先生と戸苅先生、高木先生、

池田先生の４人は本当に文字通りのローマの休日

を堪能しておられたんじゃないかと思います。

（次のスライドお願いします）５人揃っている写

真がなかなかなかったんですが、これがそうなん

ですね。私と、それから浅見先生と戸苅先生、高

木先生と池田先生（次のスライドお願いします）。

これは飛行機の機内での戸苅先生､浅見先生です。

（次のスライドお願いします）これは高木先生が

ローマにもう一度遊びに来ようと噴水にコインを

なげたところです。（次のスライドお願いします）

これはパーティでの浅見先生、私、池田先生。

（次のスライドお願いします）結構仕事も致しま

して、F I F Aのトイファー教授と話したり（次

のスライドお願いします）、あるいはアンドレビ

ッジ教授と再会を祝するというふうなことでし

た。（次のスライドお願いします）この旅行中、

あるいはこの旅行の後でのお互いの交流から更に

１年後に生まれたのが、1980年10月10日ですが、

このサッカー医科学研究会です。すなわち、医事

委員会は技術委員会、現在は科学研究委員会です

’
‐

　

１

が、共同で第１[回サッカー医科学研究会を発足さ

　

11

せました。 1980年の10月10日のことですが、この　＝

サッカーに関するスポーツ医学とそれからスポー

　

１

ツ科学をひとつの屋根の下に結びつけた研究会

は、今日まで年に１回開催されまして、今回で20

回目の研究会を迎えたわけです。（次のスライド

お願いします）一般演題の他に必ずシンポジウム

とか特別講義とかがあるわけですが、これは一般

演題オーラルとポスターを両方足しての演題数の

推移です。ここら辺の年から開催日が２日になっ

てるんですね。そして、ここの年に日韓でワール

ドカップ共催というふうなことが決まって、この

年にはフランスのワールドカップがありました。

トーンと演題数が増えてます。ですからここら辺

で２日間になった影響がでて、そしてここでワー

ルドカップの影響が出たかなーと。最初13題の演

題だったのが54題というふうになりました。（次

のスライドお願いします）これが第1［ij］で80年の

10月10日、今思い起こしてみますと第１回のこの

サッカー医科学研究会には長沼健当時の専務理

事が開催にあたっての挨拶、それから順天堂の太

田先生がやはり開会の挨拶をなさいました。そし

て、医事委員会の池田舜一先生が、先程ご紹介し

ましたローマでの第１［目のスポーツ医学会議につ

いて報告をし、それから、当時浅見先生がドイツ

に留学をしておられたんですが、浅見先生からの

メッセージが伝えられ、そしてこの13題の一般演

題が報告されたわけです。それで、一般参加者が

93名それから学生が29名で、全員で122名が第１

回目の参加者の数でした。（次のスライドお願い

します）これは第２回です。（次のスライドお願

いします）これは第２回の、翌年の12月12日に三

菱菱和会の巣鴨の体育館で行いましたが、その時

１
１
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の受付ですね。戸苅先生たちがおられますが、

（次のスライドお願いします）前列で浅見先生が

熱心に聴いておられます。（次のスライドお願い

します）これが会場風景、（次のスライドお願い

します）これは戸苅先生の発表です。まあこうい

うふうな事が第２回で行われていますが、それが

20回まで続いています（次のスライドお願いしま

す）。こういうふうに発表の機会をサッカー医科

学研究会で作ったわけですけれど、このスポーツ

医学委員会というのはどんなことをやっていたか

といいますと、先程言いましたように1977年の１

月に私が日本サッカー協会の医事委員長になって

再構築を行ったわけですが（次のスライドお願い

します）、委員の変遷は、とにかく業務内容が拡

がるに従って委員を増やしていったわけです。現

在ではその委員を半分に分けまして、2002年のワ

ールドカップの要員と、そしてここに書いてあり

ますように総務部門、あるいは国際担当と国内担

当に分けて、（次のスライドお願いします）さら

に代表チーム部門は代表チームに対するメディカ

ルケアーと（次のスライドお願いします）、それ

から普及担当はいかにサッカーセミナーを開くか

ということや、このサッカー医科学研究会を取り

扱います。それから、開発担当はどんなテーマで

学会活動をやるかというふうなことで、当時こう

いう風に決めましたが、現在も殆ど同じ考え方で

（次のスライドお願いします）、1991年に小委員会

制度に変えましたけれど、業務を行っています。

（次のスライドお願いします) 1992年の１月に国

際サッカー連盟の委員会の呼称変更に伴いまし

て、日本協会も医事委員会をスポーツ医学委員会

に改めました（次のスライドお願いします）。更

にこの頃、1992年の１月ですが、１年後にはＪリ

ーグのスタートを予定しておりましたので、Ｊリ

ーグのスタートに備えまして、Ｊリーグの規約、

あるいは開催年度事の試合実施要項の中にいろん

なチームドクターの制度ですとか、会場の医事運

営の約束事､メディカルチェック等を盛り込んで、

いろいろな制度を定着させました。（次のスライ

ドお願いします）これがそういうＪリーグの規約

です。（次のスライドお願いします）これは開催

のホームタウンがいかにメディカルケアーをやら

大畠

　　

なくてはいけないかという義務付け、あるいは選

　　

手のメディカルチェックについてはこうやってや

　　

らなくちゃいけないということが書いてありま

　　

す。（次のスライドお願いします）Ｊリーグのメ

　　

ティカルチェック報告書を始め、いろいろな報告

　　

書類を完成させたのもこの時期です。（次のスラ

　　

イドお願いします）Ｊリーグのスタートは93年の

　　

５月の15日でしたが、ドーピングコントロールは

　　

それから２年後（次のスライドお願いします）、

　　

1995年の３月18日の試合のＪリーグの第１ステー

　　

ジからスタートしました。

　

１節、１試合で、１試

　　

合１チーム２名づつで、ですから４名が対象にな

　　

りました。（次のスライドお願いします）このド

　　

ーピンクも、Ｊリーグ規約規定集の中でトービン

　　

グ禁止規定として、あるいは要項として制度を定

　　

着させております。こういう風にスポーツ医学委

　　

員会がいろいろと活動致しましたが（次のスライ

　　

ドお願いします）、発表をする機会というのはサ

　　

ッカー医科学研究会先ず作ったわけですけれど

　　

も、ただそれだけでは十分に発表の機会がありま

　　

せん。そこで（次のスライドお願いします）、こ

　　

の当時臨床のスポーツ医学を発表する場というの

　　

は「東日本スポーツ医学研究会」がありましたの

　　

で、そこに毎年海外遠征サッカーチームにおける

　　

チームドクターの役割ですとか、サッカー選手の

　　

膝の集団調査だとか、これはいわゆるサッカーへ

　　

ルニアなんていわれていますが、それからサッカ

　　

一選手の恥骨結合炎を日本で始めて発表しまし

　　

た。それからドイツの熟年のチームが来たので、

　　

日独の熟年のサッカー選手の体力の比較などとい

　　

うことをやったのもこの時代です。そして、東日

　　

本と西日本のスポーツ医学研究会が合併しまして

　　

（次のスライドお願いします）、臨床スポーツ医学

　　

会がスタート致しましたので、この学会でもずー

　　

つと発表して来ました。ただ全体に束日本の時代

　　

と違うことは、東日本の時代には１例報告が多く

　　

て、サッカー選手の高校生の夏と冬の血液の生化

　　

学所見の比較ですとか、あるいは暑さに対する問

　　

題点、高所に対する問題点、そういうふうなこと

　　

や、更にナショナル・トレーニング・センターの

　　

U-12、-14、-17の選手達のスポーツ外傷障害を報

　　

告したり、あるいは、長い間フランスのワールド
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カップで戦いました日本代表選手の血液所見がど

う変化してきたかというふうなことが述べられて

います。こういうふうに積極的な機会をもっただ

けではなくて（次のスライドお願いします）、

1987年には「WORLD CONGRESS SCIENCE

AND ＦＯＯＴＢＡＬＬ」という学会が世界にできまし

たので、これも第１回から私の教室は発表してい

たんですが、第３回からこのサッカー協会の医事

委員会も発表をするようになりました。第４回が

昨年の２月にシドニーで行われたんですが、これ

にはいわゆる高温下におけるサッカーチームの問

題点、あるいは高地におけるサッカーチームの問

題点について、河野、青木両先生が発表しておら

れます（次のスライドお願いします）。こういう

ふうに深く行くと同時に、広く日本のサッカード

クターを集めてのセミナーも、1981年にスタート

致しまして、1999年10月の第25回まで続けていま

す。スタートの時点で年に２回やり、途中で年１

回になり、最近また年に２回やっていますが、な

るべくスポーツ医学の均一化といいますか、ある

程度最低知っておいて欲しいことをこういうセミ

ナーでお伝えする場にしております。（次のスラ

イドお願いします）この私が日本協会医事委員長

をする傍ら、国際的には（次のスライドお願いし

ます) 1979年にアジアサッカー連盟の医事委員に

就きまして､1983年には医事委員長になりました。

現在で17年間その任にあるわけですが、1983年に

はＦＩＦＡのスポーツ医学委員会の委員にもなり

ました。（次のスライドお願いします) 1992年の

６月12日香港で開かれました、アジア・サッカー

連盟の第１５回のコングレスで、ＡＦＣの

「DISTINGUISHED SERVICE ＡＷＡＲＤ」、これを

私と浅見先生とが戴いたわけです。（次のスライ

ドお願いします）これはアペランジエ会長からメ

ダルを戴いたところです。（次のスライドお願い

します）こういうふうなメダルを戴いたわけです

が、現在のアジア・サッカー連盟の（次のスライ

ドお願いします）医事委員会のメンバーは、私の

他にタイ、クェート、ベトナム、サウジアラビア、

ネパール、マレーシア、韓国というふうな（次の

スライドお願いします）国から出ておりまして、

非常に熱心な討論を展開しました。（次のスライ
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ドお願いします）それから現在の国際サッカー連

盟のスポーツ医学委員会の委員は、ここに書いて

あるような12名です。各大陸から２名づつ、ヨー

ロッパ大陸は４名出ておりますが、こうやって見

ますと、古さでは私が２番目というところです。

1982年にスエーデンのピーターソン教授がまだ残

ってまして、あとは10年くらい若い方々です。

（次のスライドお願いします）これが全員の写真

ですが、（次のスライドお願いします）このF I

ＦＡの委員をしております17年間に、F I FAの

派遣団の一員としてF I FA主催の大会で、医学

管理とドーピング・コントロールを担当しました

のが、イタリアのワールドカップ、中国での第１

回目の女子ワールドカップ、英国でのワールドカ

ップ、マレーシアでのワールドユース、そしてこ

の間のフランス大会です。（次のスライドお願い

します）ＦＩＦＡのスポーツ医学委員の役割とし

ては、各ベニューで１ヶ月間、ドーピングコント

ロール、医事相談、それから役員団のチームドク

ター、というふうな仕事があるわけです。（次の

スライドお願いします）ＦＩＦＡの我々と参加チ

ームとはインタビューという業務があり、それか

ら、現地のローカル・オーガナイジング・コミッ

ティの連中とはいい人間関係を作り、そして真ん

中で参加チームとのメディカルケアーはＬＯＣが

やるわけですから、中心にドーピング・コントロ

ールがあるというわけです。（次のスライドお願

いします）これはイタリアの大会で一緒にやりま

したドクターと、それから通訳の人です。（次の

スライドお願いします）これは大会中にドーピン

グの召喚状を競技場で書くところですが、その当

時は競技場で書いてました。（次のスライドお願

いします）これはＦＩＦＡの役員団が試合のない

ときはみんなで、バスを仕立てて遺跡なんかを見

に行ったところです。（次のスライドお願いしま

す）これは中国の第１［回の女子ワールドカップで

すね。（次のスライドお願いします）これは日本

とブラジルの試合です。（次のスライドお願いし

ます）これは久しぶりに会ったものですから、ブ

ラジルを応援しに来たペレと一緒に写真を撮りま

した。（次のスライドお願いします）これは1994

年のアメリカ大会、私はシカゴのソールジャーズ



フィールドのスタジアムを担当したんですが、

（次のスライドお願いします）これがドーピン

グ・コントロール・チーム、これがアメリカ側の

ドーピング・ドクターです。（次のスライドお願

いします）これはドーピングのドクターとそれか

らドーピングのエスコートですね。みんなドクタ

ーです。ボランティアで働いています。（次のス

ライドお願いします）これはマレーシアのワール

ド・ユースですね。これがマレーシア側のドクタ

ーです。（次のスライドお願いします）これが各

チーム、４チームずつ集めてインタビュー業務を

やってます。（次のスライドお願いします）これ

は当時の長沼会長と浅見先生が訪ねて来て下さっ

た時の写真です。これは前のアジア・サッカー連

盟の会長のタンスイ・ハムザです。（次のスライ

ドお願いします）これはフランスのワールドカッ

プの時のサンテティエンヌでのＬＯＣの現地での

ドクターたち。（次のスライドお願いします）こ

れはサンテティエンヌのＦＩＦＡの仲間たち、全

部スペイン語圏の人たちでした。（次のスライド

お願いします）それから、久しぶりで会ったホビ

ー・チャールトンとサンテティエンヌのスタジア

ムで撮った写真です。（次のスライドお願いしま

す）こういう風に仕事をして参りましたが、この

国際的な組織の中で働いている間に私は、日本の

スポーツ医科学の演題発表の場を単に国の内外に

求めるだけではなくて、もっと積極的に講師とし

て派遣するべく、その場を国外に開催されるサッ

カー関係のスポーツ医学セミナーに求めました。

その手始めが、1992年10月29日から11月8日まで

開催された第10回アジアカップサッカー大会の期

間中の11月４日に広島大学整形外科の協力のもと

に開きました、スポーツ・メディシン・セミナー

です。（次のスライドお願いします）私が、この

キーノート・レクチャーの、「女子サッカーの問

題点について」をやり、（次のスライドお願いし

ます）午前と午後で宮川先生始め多くの方々が行

いヽ（次のスライドお願いします）午後からは、

スポーツ外傷の予防と治療というふうなテーマで

やっておりますが、こういうふうな10題中９演題

が日本人講師によって講演されました。（次のス

ライドお願いします）これが広島での会場風景で

大畠
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すね。（次のスライドお願いします）これがグル

ープ・フォトです。（次のスライドお願いします）

1995年11月、日本で第１回のアジア科学とフット

ボール学会を開いたんですが、（次のスライドお

願いします）６題の教育講演の半数を日本が占め

まして、（次のスライドお願いします）５つのシ

ンポジウムではすべてにコー・チェアマンとして

日本の先生たちが働き、さらにこのシンポジスト

21名中15名を日本の先生方が務め、この一般演題

も24演題中20題が日本側の演題でした。もちろん

公用語は英語です。（次のスライドお願いします）

これが開会式でのアジアサッカー連盟のピータ

ー・ペラパン事務総長のスピーチです。（次のス

ライドお願いします）これが名誉総裁の高円宮殿

下のスピーチです。（次のスライドお願いします）

これが膝のシンポジウムでスエーデンのエクスラ

ンド教授と福林先生とが座長で討論しておりま

す。（次のスライドお願いします）これが会場風

景です。（次のスライドお願いします）１年後に

400ページのプロシーディングを発行して、そし

てアジア全部に送りました。これに気を良くした

わけでもないんですけれども、翌年の1996年には

（次のスライドお願いします）アフリカ・サッカ

ー連盟の要請で、南アフリカの首都プレトリアで

５日間のスポーツ医学セミナーを、アフリカ・サ

ッカー連盟と共同開催しました。（次のスライド

お願いします）これが日本側の先生たちが参加し

た演題です。（次のスライドお願いします）これ

が会場風景、（次のスライドお願いします）これ

が日本で開催しましたワールドユースの時にF I

ＦＡから来たドクター・スリムで、先生方と囲ん

での写真です。（次のスライドお願いします）こ

れはアフリカ・サッカー連盟のイサハヤト会長と

ー緒に終了証書を渡しております。（次のスライ

ドお願いします）この96年はえらく忙しい年で、

アフリカに行ったかと思ったら今度はユナイテッ

ド・アラブ・エミレイツ、アラブ首長国連邦のア

ブダビで第11回のアジア・カップが開かれました

が、それに伴ってスポーツ・メディシン・セミナ

ーを開きました。（次のスライドお願いします）

日本側の演題が半分ですが、こういうふうにいろ

いろな意味で出かけております。（次のスライド
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お願いします）これが集合写真です。（次のスラ

イドお願いします）それから1998年には、これま

たアジア・サッカー連盟の主催で３日間のスポー

ツ医学セミナーをもちまして、この時には青木治

人先生と河野照茂先生がその運営に関係しまし

て、（次のスライドお願いします）この３つのテ

ーマでそれぞれ司会をしたり、また河野先生はＪ

リーグのドーピング・コントロールについての講

演ももちました。私は（次のスライドお願いしま

す）スライドのようなキーノート・レクチャーを

行っております。こういうようなことで走り回っ

たわけですけれど、（次のスライドお願いします）

最後にクアラルンプールでサルタンの皇太子が出

てくれてます。（次のスライドお願いします）こ

れが会場風景､青木先生と河野先生が映ってます。

（次のスライドお願いします）これがグループ写

真ですね。（次のスライドお願いします）これは

最後の修了証書を渡しているところです。（次の

スライドお願いします）演題募集なんですけれど、

日本で行った第１［回のアジア科学フットボール学

会に引き続いて、アジア・サッカー連盟の主催で

今年の５月の24日から27日まで第２回がクアラル

ンプールで開かれます。今演題の募集中で、入口

に（次のスライドお願いします）こういうパンフ

レットが置いてありますが、演題募集の締め切り

が１月31日になっておりますので、是非奮ってご

参加頂きたいと思います。（次のスライドお願い

します）この私のE］本のサッカーの中でスポーツ

医学がどのように育っていったかということにつ

いての40年間のお話をそろそろ終わりたいと思う

んですが、この40年間どれだけ多くの方々のご協

力、あるいは励ましを戴いたかわかりません。数

え切れないです。ひとつの協議団体の中で芽生え

たスポーツ医学、スポーツ科学が、少なくともア

ジアの中で指導的な立場がとれるまでに成長しま

した、（次のスライドお願いします）国際的にも、

充分立派に評価されるような研究発表が続出して

います。今もうサッカーの研究の発表の場という

のは、サッカー医科学研究会、他のスポーツ医学

あるいは体力医学学会とかいろいろできました。

そして、アジア或いは世界中に講師として派遣さ

れるぐらいにレベルは高くなっています。しかし
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もうちょっと進んで考えてみると、今Ｊリーグで

多くの外人選手、監督、コーチ、トレーナーが活

躍して、一方日本人選手も三浦和良君ですとか中

田君、あるいは名波君、さらに城君が世界に向か

って羽ばたき、飛び立っています。日本のスポー

ツ医科学もそろそろ世界に出かけていって、外国

人の中に交じって、評価を積極的に問う時代では

ないでしょうか。ミレニアムというふうな千年単

位ではなくて､もっともっと近い近未来でですね。

10年間日本を出ていって、外国でチームドクター

をするとか、或いは外国でスポーツ科学を研究し

て、そのままその国で骨を埋めたって良いんじゃ

ないかと思います。これからの日本のスポーツ医

科学の進むベクトルというのは、いかにグローバ

ルなものに育てるかだろうと思います。（次のス

ライドお願いします）これが私のお願いのーつで

す。そしてもう一つのお願いは、私たちはサッカ

ーがあってそしてスポーツ医学が、スポーツ科学

があったわけです。スポーツ医学・スポーツ科学

があってサッカーがあったんではないんですね。

そこをぜひ考えて戴きたいと思います。サッカ

ー・ドクター・セミナーでも必ず実技を行ってい

ます。この我々ドクターが着替えて、こういうふ

うな試合をするわけです。（次のスライドお願い

します）あるいは、この年になってもこうやって

サッカーを楽しむ。（次のスライドお願いします）

この年になってもというと悪いんですが、私より

１ヶ月早いのが長沼名誉会長で、あるいは１才下

の岡野会長にしても、高円宮殿下を囲んで試合を

しているわけです。（次のスライドお願いします）

是非お願いしたいことの一つは、外国の方々と交

じって仕事をして欲しいということと、もう一つ

は、少なくともサッカー医科学研究会に来る人た

ちは、先ずサッカーができること、或いはサッカ

ーを愛することだと思うんですね。そしてそのサ

ッカーに自分の専門の医学ですとか、科学をフィ

ードバックするということを是非やっていただき

たいと思います。この二つのお願いを最後にしま

して､私の40年間の話しを終わりたいと思います。

今日の司会を勤めて頂きました青木先生に、心か

ら感謝致します。どうもありがとうございました。

（拍手）



青木

　

大畠先生ありがとうご｀ざいました。おおよ

そ40年間に渡るサッカーとスポーツ医科学の事に

ついてお話を頂きましたが、1971年のアジアユー

スの時に開かれたセミナーの演題を見ますと、内

容は分かりませんけれど、テーマは今でも充分必

要性のあるものであると思います。又、第１[回の

サッカー医科学研究会がどういう経緯で出来たの

かということも、殆どご存じない方が多いのでは

ないかと思います。今後のこの研究会に対する在

り方に、大変有効な示唆を頂いたと思います。そ

れぞれの演題が、国際的な評価に耐えうるもので

あるべきだということも、これから考えなければ

いけないと思います。本日は本当に有難うござい

ました。

大畠
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青木治人

　　　　　　

戸苅晴彦

　　　　　　

佃

　

哲章

　　　　　　

加藤好男

司

　　

会

　　　

磯川正教

ＯＦＡスポーツ医学委員長)

(ＪＦＡ科学研究委員長)

(ＪＦＡ技術委員ユース部門責任者)

(U-16日本代表チームＧＫコーチ)

(ＪＦＡ科学研究副委員長)

司会

　

サッカー医科学研究会の第１回がどのよう

な背景のもとに始められたかという説明がありま

したが、その第１回をはじめる時に、その目的の

中に、サッカーの実際の現場で指導される監督の

方、コーチの方あるいはそれを支えるスタッフの

方、そういった人だちと、我々スポーツ医科学関

係の人が、より近づくということが非常に大きな

テーマのひとつとして掲げられていたと思いま

す。このような目的で、発表も単なる学会での発

表ではなくて、そういった方にも理解していただ

くという、わかりやすく発表していただいたり、

現場の方はそういうものを受け入れる体制を作っ

ていただく、そういうことで20年間来たかと思い

ます。そういう20年を振り返って、21世紀に向け

て、20世紀最後の年にサッカーの発展と医科学の

役割ということで、今までどういうことをしてき

たかということと、今後どういう方向にいけばよ

いのかを、ひとつのテーマとして、４人のシンポ

ジストの方にお話しいただきたいと思います。

まず４人の方を紹介申し上げ、その後一人づつ発

表して戴きたいと思います。最初に日本サッカー

協会スポーツ医学委員長であります青木先生をご

紹介致します。青木先生には最初に発表して頂き

ますが、その前に、他のシンポジストの方を簡単

に紹介致します。日本サッカー協会の科学研究委

員会を代表して委員長の戸苅先生、技術委員会の

ユース部門の責任者佃さん、それから、アンダ

ー16の日本代表チームのゴールキーパーコーチで

ある加藤さん、以上の４名の方にお願いしていま

す。それでは最初に青木先生、お願いいたします。

青木

　

それではこのシンポジウムのトップバック

－ということで、サッカーの発展と医科学の関与

ということでお話したいと思います。先ほど、大

畠先生もいわれました、また昨日最初のご挨拶で

も申し上げたのですが、この医科学研究会、一応

サッカーと名がつくからには、サッカーのために

なるというか、いわゆる目的性が問われるという

ことをお話しようと思います。

　

そのために医科学はどんなことをやってきたの

か、多分戸苅先生はこの医科学研究会そのものの

かかわり方についてお話をされると思いますの

で、私は医学がどのような形でサッカーにかかわ

ってきたのか、二のことについて総論的なお話を

させて頂きたいと思います。

　

ここで『サッカーの発展』という定義を考えた

いと思います。要するに、サッカーをする人の数

が増えて、それから試合をみる観客も増える。世

間でサッカーに対する人気が高まるということ

は、『サッカーの発展』の絶対的な条件になるわ

けです。ただし、サッカーの場合には、非常にイ

ンターナショナルなスポーツですから、日本のプ

ロ野球と違って人気があればただそれだけで済む

というわけじゃなくて、海外へ出ていってどれ程

であるのか、要するにどれくらいかの成績が得ら

れるかということも、常に問われるわけです。例

えば代表のチームでいえば、トップからジュニア

ユースまでいろいろありますけれど、こういった

チームが国際大会でそれなりの成績を収めると言

うことも、これは当然必要となってきますし、一

方Ｊリーグの試合にたくさんの観客が集まるいい

試合をする、それの基となるクラブの経営がしっ

かりすることも必要です｡Ｊリーグや国際大会で、
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お客さんが沢山来るとか、いい成績を収める事が

とりもなおさず関心を高めることになりますし、

関心が高まれば、Ｊリーグのプレーヤーにもいい

選手が集まるようになるでしょうし、更に観客も

増える。お互いに関連しあって、どちらが先とい

うわけじゃなくて、相乗効果を発揮しあうような

形ですね。医学はこの辺の所はどうしようもない

わけですけれども、この辺の所でどんな事をやっ

てきているのか、こういうことをちょっとお話し

たいと思います。

　

日本サッカー協会の規約の中の、スポーツ医学

委員会に求められている機能といいますと、全て

の医事､生理機能及びその健康に関する問題とか、

それから指導者に対して体力維持や、軽い怪我へ

の応急手当、それから衛生学、これは酒の問題、

あるいはタバコの問題ですね。それからドーピン

グに関する事項を管理する。それから協会が主催

する試合、大会における医事サービスに関する事

項。この４つがあるわけです。これはあくまでサ

ッカー協会におけるスポーツ医学委員会の機能と

いいますか、要求されている事項ですから、サッ

カーついて医学が関与する部分というのは、逆に

いえば全てが対象となると思います。

　

これは非常に幅が広いわけですので、この中の

いくつかについて、特にサッカー協会のスポーツ

医学委員会ですので、協会の事業に関してどんな

ことをやってきたのか、そして今後どんな問題が

あるのかということをお話ししたいと思います。

代表チームに関しては、その外傷や疾患の診断治

療、リハビリテーションなどに携わっているわけ

です。代表のチームドクターの主な業務といいま

すと、各合宿の時、あるいは大会遠征などの時に

メディカルチェックを行うことや、各選手の所属

しているチームとの連絡、特にそのメディカルな

部分での情報の交換があります。それから、ここ

１～２年専任のトレーナーに来てもらってますの

でヽそのトレーナーを選任すること、その合宿で

あるとか、遠征のときにどういう人に行ってもら

うかということも、我々の重要な仕事の一つとし

て行っているわけです。それから、海外やある特

殊な環境で行われる試合のシュミレーションスタ

ディみたいなものをやって、それに対する事前対
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策をこ講じるというような事も行っています。そ

れから栄養のサポート、ユース世代の栄養の指導

が主ですが、トップの代表の場合にはその時に応

じて、シェフを帯同させることも行っています。

当然ドーピングに対するコントロールというのは

教育も含めてやっていることです。これに対して

Ｊリーグはどのようなことをやっているかという

と、外傷の予防・診断・治療、これは殆ど代表チ

ームの場合と同じですね。Ｊリーグの各チームに

それぞれドクターを帯同させるよう指導したり、

それから契約時のメディカルチェックの義務化と

いうことも行わせているわけです。それから、練

習、公式試合の時の外傷・傷害の報告義務という

のも課しています。同時に、その選手の傷害疾患

や病気の個人の歴史といいますか、そういった情

報を記載するヘルスメイトというのがありますけ

れど、これを作って記録してもらう、それは選手

個人が持って、代表に招集された場合にそれが活

用される、と言う風なシステムになっています。

それから、ドーピングということですね。ただＪ

リーグのチームにおける医学管理というのは、チ

ームによってかなりの温度差があって、常に一定

のものではないことがひとつの問題点だろうと思

います。

　

海外の大会に関してどんなシュミュレーション

をやってきたかというと、高地対策、これはＵ－

17のエクアドルでやったのですが、全員が事前合

宿に行ったときに高地トレーニングでの影響を調

査して、本大会の時にはどれくらい前に現地に入

ればいいかということをシミュレートしたことが

あります。それから暑熱対策としては、アトラン

タオリンピックの女子代表チームでしたけれど、

事前遠征の時に選手個人個人の水分摂取量と体重

の変動を調査し、各々の選手に対する個人的な対

処のし方、カリキュラムを立てたということがあ

ります。これは残念ながら直接成績には結びつか

なかったわけですけれども。それから、栄養のサ

ポートとしてはフランスのワールドカップと、そ

れ以前にもアメリカ大会の最終予選のときに、コ

ックを派遣するということを行いました。フラン

スのワールドカップそれからアトランタでのオリ

ンピックチームには栄養士を帯同させサポートが
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できました。それから、疾病予防の対策はみなさ

んまだ記憶に新しいと思いますけれど、ナイジェ

リアのワールドユースの時の予防接種ですね。も

めましたけれど。これもメディカルサポートの一

例だろうと思います。

　

傷害の予防としては、先程色々な大会での対処

の仕方の具体例を出したんですけれど、それと同

時に育成の段階でどういう傷害が発生しやすく、

どうしたら予防できるかというような調査もして

います。Ｕ－12からＵ－17のナショナルトレーニ

ングセンターでの選手の傷害、外傷のチェック、

その実態の調査もしております。それから特殊環

境下での運動が発育期の選手に及ぼす影響、科学

研究委員会で行われている暑熱対策もそのひとつ

ですけれど、同時に私どもでは短期間での連戦、

まあ１週間から10日位の大会の中で４試合とか、

そういった集中したゲーム数をこなさなければな

らないような大会が発育期の選手にどんな影響を

及ぼすか、ということを調べました。この調査の

結果、例えば冬の高校選手権なんかの場合には開

会式も含めて２日前倒しに開幕、12月30日から大

会を始めるとか、夏の高校総体などでも試合時間

を変更するというようなことで、ある程度の効果

は出たんじゃないかと思います。

　

それからリスクファクター、外傷や傷害がどう

いう形で、あるいはどういうプレーヤーに多く発

生するのかという問題があります。これは我々が

直接行っているわけではありませんが、国際サッ

カー連盟の医事委員会の中のひとつに、メディカ

ルアセスメント＆リサーチセンターといううプロ

ジェクトがあって、各選手が登録して、身体チェ

ック、メディカルチェックをしてそれが１年間プ

ロスペクティブに見ていった場合に、どのような

因子がどれだけの要素で発生に関わっているかと

いう研究が始まっています。ヨーロッパの方では

一応研究が終わって、それに対する予防策を作っ

て、その予防策を使ったトレーニングをしたグル

ープとしないグループで、これからまた１年間位

そのランダマイズドのトライアルをやって、それ

が効果があればまた６大陸で同じような研究をす

る予定です。

　

１年ごとの長い研究ですけれど、サ

ッカーの場合には競技団体そのものが傷害発生予
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防に対して、高い関心を持っている団体のひとつ

ですが、国際サッカー連盟の医事委員会ではこう

いうなことをやっています。アジアでも来年位か

らはこのメンバーの中に入って、日本もこの中に

入って研究を行っていく予定になっております。

教育・普及に関しては、いろいろなコーチの養成

講習会へ講師派遣というようなことをやっていま

す。これは科学研究委員会でも同じようなことを

やっていると思います。又、メディカルなサポー

トの重要な部分でありますアスレティックトレー

ナーについては、日体協のＡＴの資格取得に協会

から推薦する､あるいはその後の再教育システム、

要するに協会の推薦で取ったＡＴに関してどのよ

うな形で今後それをリフレッシュするかというよ

うなことも考えています。例えばこのような医科

学研究会も、リフレッシュ講習のひとつに取り込

まれれば、医科学研究会が活発化し、参加者も増

えるのではないかと考えています。

　

今後の代表チームに関する問題点では、Ａ代表

からジュニアユースクラスの代表を含めて、あく

までも監督・コーチの考え方によって、我々の対

応も変わらざるをえないということです。選手が

良い条件になるよう周りの環境を整えてほしいと

いう監督もいますし、海外遠征等に行けば、行っ

た先の与えられた環境に合わせるようにしろとい

う監督もいます。これによって、当然我々に要求

されるサポートの内容も変わってくるわけで、そ

のどちらにも対応しなければならないということ

がひとつあります。それから選手の疾患や傷病の

情報についてですが、選手が所属しているチーム

とのやりとりの問題があります。実際に代表チー

ムなどでやってきたメディカルサポートの知識と

か技術、そういったノウハウをどのような形で広

めるかという問題もあります。学会で発表すると

か、専門学会誌なんかにパブリシティするという

ことはかなりやられているんですけれど、それを

一般化してはいないということです。自分たちが

やっていることを、そういったノウハウを他のと

ころでも広げるようなシステムを作っていかなけ

ればならないのではないか。つまりえられたノウ

ハウを限られた範囲でとどめないということで、

我々のやっているサッカードクターセミナーと
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か、いろいろな機会を通じて、情報を求められて

出すんではなく、積極的にこちらの方から出すと

言う風な形でやっていく必要があると思います。

それから、いろんな人がいろんなメディカルな部

分に関与して頂くということは、確かに人間の流

動性という点から見るといいかもしれませんけれ

ど、サポートの一貫性という観点から見ると、チ

ームの事情というのがあって、この両者のところ

のバランスをとるのがなかなか難しい訳です。病

院を例にとると、医者がしょっちゅう変ると患者

さんも不安になる、というのと同じような理屈が

チームのメディカルサポートについては出てくる

わけですから、その辺のところのバランスを如何

にとるかというのは非常に難しい問題だと思いま

す。

　

それから、臨床医学というのは、基本的には減

点を少なくしようとするのが基本的な考え方で

す。要するに怪我を直す、病気を治す、あるいは

病気にならないということも減点を減らすという

考え方に立っているわけです。個々の選手の持っ

ているもの、能力をレベルアップするということ

に関してのアプローチは医学にとって不得手であ

ることが、ひとつの問題だろうと思います。まあ

こういったところですが、我々が今考えているこ

とは、一番最初に話したように、あくまでサッカ

ーに対してどれだけ医学が関与できるかというこ

と、それを科学的な根拠に基づいた研究方法で研

究すること、そしてそれを現場にどうやってフィ

ードバックできるかという事です。医学の場合は

比較的問題点があるところを解決するわけですか

ら、割と情報は得やすい立場であることは事実で

す。その辺の立場を逆に利用して、さらに推し進

めていくべきだろうと思います。

　

とりとめのない話ですが、私の担当の話はこれ

で終わりたいと思います。

司会続いて、科学研究委員会よりスポーツ科学

の立場から戸苅委員長にお願い致します。

戸苅

　

科学研究委員会の戸苅です。よろしくお願

いします。20年間ということで振り返ると、立ち

上げた時からこの研究会とは関係をして、私自身

も色々と感慨深いものもあるんですけれど、この

話をすると時間がなくなってしまうので、早速科
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学からの立場での20年間を振り返り、それから

「現在」、「未来」ということについても少しお話

をしたいと思います。

　

年取ると発想が似てくるのかなと思いますが、

大畠先生も先程こういうスライドお出しになって

いましたけれど、これは20回の間に演題数がどう

変わっていったかという表です。この中に、サイ

エンス＆フットボール、これは４年ごとにワール

ドカップの翌年に行われています。 86年メキシコ

の次の年の87年にイタリアで､それからアメリカ、

フランスと、ワールドカップの翌年にこのサイエ

ンス＆フットボールが開催されています｡これは、

80題というかなりの演題数の多い研究会なんです

けれど、会期が５日とかなり長い研究会です。し

かも昨年などは、同じ人が何回か登壇しているこ

とも見受けられます。我々のこのサッカー医科学

研究会も、当初20題という演題数がずっと横ばい

で推移したんですけれども、さきほど大畠先生も

おっしゃていたように、２日制については、かな

り演題数が増えてきて、しかもシンポジウムやパ

ネルディスカッションを入れるとどうしても１日

では難しいということで、２日制を取入れること

としました。

　

２日制をとった目的が、できるだけ

研究サイドのものを、わかりやすく現場の方の役

に立てるという、そういう意味での研究会にした

いということで、ポスターセッションをやってみ

たり、様々な工夫をしてきたんですけれど、どう

しても時間的に１日じゃ無理だとということで２

日制としたわけです。

　

２日制をひいてみると、ひ

いてみたなりに数も多くなってきたんで、より充

実した研究会にするために、今後実行委員会で一

工夫、二工夫しながら、この会を進めて行くべき

だろうと思いますが、現状はこういったところで

す。（次のスライドをお願いします。）

　

その20年間の演題内容を、私なりに、ここに表

したようなクルーピンクをして、どの程度の割合

で今まで発表されていたのだろうかというのがこ

のスライドです。やはり、体力といったものを中

心とした生理学的なもの、それからゲーム分析、

これもかなり多いのですが、それから医学、そし

てバイオメカニックス、栄養、この表に著した赤、

ピンク系っていいますか、この自然科学系のもの
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がかなり多いし、この緑の部分は指導ということ

で、これは両方にまたがっている自然科学系の色

合いの強いものもあるし、それから人文科学系の

傾向が強いものもあるんですが、こういったもの

を含めるとかなり自然科学系のものも多いという

傾向です。後ほどもうひとつスライドをお示しい

たしますけれど、社会科学系それから心理学、昔

太田先生、最近は高妻先生、あるいは今回はいら

っしゃってなかったけれど豊田先生を中心に心理

学も古くから一貫して、それほど多くありません

が、演題数としてはある部分を占めています。勿

論この部分が実は随分変わってきているんです

ね。この部分といいますと社会科学系なんですが、

今回も筑波大学の中沢先生や、名古屋大学の高橋

先生など、新しい若い研究者の人たちが非常に高

いアクティビティで研究をされたものが、ここで

発表されています。（次のスライドをお願いしま

す｡）

　

これはもう少し大まかに人文科学系の黄色です

ね、それから指導がちょっと見にくくって、私自

身もどこにあるわかんないんですけれど、そう多

くないんです。それからゲーム分析、これがこの

赤ですね。それから自然科学系のものがこういっ

た形であります。それから医学があると。こうや

って見てみますと特に先ほどの円グラフのものの

ときに触れたように、人文科学系のものが最近ぐ

ーんと多くなってきています。つまり競技力向上

ということも非常にサッカーでは大切なことなん

ですが、このサッカーを取り巻く環境とか、サッ

カー自体をひとつの文化としてとらえて、どうい

った形でその方向性を探っていくかというあたり

の関心、そういうところでの研究、これが非常に

増えてきているというのがこの研究会の特徴かな

と思います。身体を中心にした研究、医学、科学

といっても自然科学系のものが中心だったけれ

ど、最近はそれだけではなくて、もう少し幅広い

関心で研究発表がなされているということを認識

していかなければいけないだろうと思います。

　

それからゲーム分析、これは勿論かなりの部分

を占めていまして、今回大橋先生を中心にした科

学研究も、ひとつの大きな柱であります。それか

ら今回広島からも随分突っ込んだ研究が報告され
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ていますし、去年などは名古屋の方で中京大学が

中心となった報告がありました。こういったゲー

ム分析も日本だけではなくて、国際的にも演題数

の多い研究です。こういうことで、20年間を量的

に見てみましたが､質的にまで掘り下げていくと、

非常に分析にも時間がかかりますし、評価そのも

のもなかなか難しいんで、そこまでは立ち入りま

せんけれど、量的な面でいくと20年間こういった

傾向だったと思います。（次のスライドをお願い

します｡）

　

私自身は自然科学系の研究をしているわけで、

自然科学系に話しを絞っていきたいと思うんです

けれど､バングスボーというデンマークの研究者、

オーゴスト・クローという研究者でヨーロッパで

は非常に生理学の研究者としてはアクティビティ

が高いし、このサッカー医科学研究会でも三～四

年前に招聘し、レクチャーをして頂いたというこ

とがありました。サッカーに関しては非常に優れ

た研究者であり、またサッカーだけではなく生理

学者としても、アメリカのACSMに対するヨー

ロッパのそれと同じような学会の中心的な存在で

す。まだ若いんですけれど、デンマークのユース

代表のサッカー選手でもありまして、ここにある

のが、フィジオロジー・オブ・サッカーというア

クタスカンジナビカという非常に評価の高いジャ

ーナルなんですけれど、そこにかなり分厚いサッ

カーに関する研究の成果を表しています。彼は冒

頭で「Football is not science, but Science may

improve level of Footba川ということを言ってい

ます。サッカーというのは科学ではないけれども、

科学はサッカーのレベルを向上させるものとして

は間違いなくその有効なんだということを言って

いるわけです。私もまったくそういう考えなんで

す。サッカーの場合には科学が先行する、という

種目ではありませんし、こういうスタンスで我々

もいくべきかなと考えています。こういうスタン

スで研究のベースにしていきたいなと思っていま

すし､今までもこういうつもりでやってきました。

（次のスライドお願いします。）

　

次のスライドですが、実はインターナショナル

な研究が掲載されている論文の名前を一覧にした

ものなのですが、あちこちの大学の研究室にはあ
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る雑誌だろうと思います。こういう雑誌から世界

のサッカーに関する研究と情報は得てきました。

隈なくというわけにはいきませんが、こういうと

ころから我々サッカーに関する研究者は皆情報を

得てきたというわけです。こういう雑誌に例えば

三本位論文を出せば、ドクター論文を取得できる

ためのひとつの資格が得られると言うような形で

審査対象になったりするようなジャーナルなんで

すけれど、こういうジャーナルから情報を得てき

て、これが世界のサッカーに関する研究だなあと

いう風に思いがちですけれども、実はそれだけで

はなくて、違った形でもサッカーの研究というの

はやられていますし、それを我々は結構見落とし

ている訳です。「えー、こんな研究者いたの」「こ

んな研究者がこんなことやってたの」というよう

なことは結構あります。例えばドイツのハイネッ

クという人とかりーセンとか、こういう人は殆ど

論文を書いていません。私はこういった論文は持

っていません。ゲーリッシュとかイギリスのライ

リンとかですね。フランスでは最近コメッティが

いますが、日本代表監督のトルシエも非常に評価

しているし、親友だということで、今後日本代表

にもコメッティの考え方がかなり導入されると思

います。イタリアではナレーラというフィレンツ

ェにあるコブレチャーノ、つまりイタリアのナシ

ョナルトレセンですが、そこにいるサッカーに関

する研究者です。スペイン、デンマーク、スウェ

ーデンなどにも何人かいます。デンマークでは先

程言いましたバングスボー。

　

トゥルビオというブ

ラジルのサンパウロのバルスタ医科大学の研究者

なんかもいます。こういう研究者が投稿している

ような、例えばドイツの「フッスバルトレーニン

グ」、日本でいうとサッカークリニックに該当す

るような雑誌、あるいはイタリアの「テクニコ」

という雑誌ですとかスペインの「エル・エントレ

ーナドール・エスパニオール」、こういった商業

誌で指導者が見るような雑誌の中に、こういった

人たちがかなり投稿していて、かなりスポーツ科

学を導入した内容のものを発表しています。この

辺りををもっともっと見ていかなければいけない

と思います。これが実際にイタリア、スペインあ

るいはフランスなんかの競技力向上に非常に役に
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立っていて、我々はそういう事実があるのを見落

としています。コメッティなんかもあるところに

こういう人がいて素晴らしいことをやっている、

トレーニングもこういうことをやっているぞと本

当に偶然知って、それをトルシエに話したら「何

で知ってるんだ」というような感じで、彼から見

れば知っていて当然という状況でした。もっとも

っと我々はこういう所に網をはって、国際的なサ

ッカーの先端的な研究を見いだすために、しっか

り勉強していかなければいけないんじゃないかと

思います。（次のスライドをお願いします。）

　

今後について言えば、競技力向上に役立つサッ

カーの研究のことになりますと、我々サッカーの

ことをやっている研究者の成果と専門領域の学

者、つまりスポーツ生理学者と言われている学者

との融合が将来非常に大切になってくるだろうと

思うんです。サッカーの研究だけやっていてもダ

メだし、例えば先ほどのバングスボーなんかもそ

うですし、ライリーなんかもそうですけれど、橋

渡し的な融合する部分を大切にしていかなければ

いけないなと思います。ここでそういった研究と

支えができるわけですが、それは両者だけでやっ

ていてもダメで、やっぱり指導者との連携が、非

常に僕は大切なんだろうと思ってます。更に、選

手とのトライアングルの関係で、三位一体で競技

力向上を図っていくのが必要だと思います。（ス

ライドもうひとつお願いします。）

　

これは少し乱暴な考え方かもしれませんが、ス

ポーツ科学の成果を現場に生かすためには、我々

サイドの責任もあるのだけれど、やはり現場の指

導者のレベルアップをこれからはかなりやってい

かなければいけないんだろうと思っています。科

学の研究者、あるいは学者たちが威張って言って

いるわけではないんですけれども、ヨーロッパや

ブラジル、南米などでも、指導者の科学的な知的

水準のレベルというのは非常に高いですよね。ト

ルシエでもハートレイトモニターあと10個増やし

てくれとか、そういうことを簡単にいってくるわ

けです。特に記録競技だと、そのスポーツ科学の

レベルと競技力のレベルがかなり密接な関係にあ

と思いますけれど、サッカーはここまではいかな

いにしても、やはりコーチの水準が高い方が、競
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技力のレベルというのは高いところにランクされ

るんじゃないかと思います。そういう意味で、本

年度からＣ級コーチ研修会の共通教科、いわゆる

一般教育の部分に値するものをサッカー協会独自

でやってもよろしいということになりました。こ

れからの指導者に対して、サッカーの例をひきな

がら、知的な次のレベルアップが図れるひとつの

いい場になったと思います。ここを突破口という

と大げさですけれど、一緒に勉強しながら、全体

にレベルアップして、いろんなデータが出てきて

も、それをパッと利用したり、あるいは利用でき

なくても、その考え方を身につけなければ世界に

はなかなか太刀打ちしていけないんじゃないかと

思っています。

　

それから、話が前後するんですが、様々な分野

の研究がされてきたんですけれど、やはり研究と

いうものは､大きくなっていくと分化していって、

またそれが再統合される、そういった繰り返しじ

やないかと思っています。ここのところにきて、

例えばゲーム分析のグループ、あるいはスポーツ

社会学のグループとかはサロン2002という形で研

究会をかなり頻繁にもっていますし、そこには、

我々のような研究者だけではなく、様々な立場の

人が入ってきています。この医科学研究会の中で

も、サテライトミーティングというような形で、

ゲーム分析ならゲーム分析の人達だけ、関心があ

る人だけが集まって議論を戦わすとか、発表会み

たいなものをやりあうとか、あるいは、体力なら

体力に関心がある、体力テストなら体力テストだ

けに関心がある人だけが集まって、小さな分化会

で少し突っ込んだ会合を持ち、テーマをもうひと

つランクアップした形で統合していけば、全体的

なスポーツ科学というものが、あるいはサッカー

の科学というものが向上して行くんではないかと

いうふうに思います。 20分という限られた時間な

ので、過去・現在・未来を簡単に振り返りました

が、今後は分化と統合を繰り返しながら、その工

夫をもうちょっと我々がやっていかなければいけ

ないだろうと思いますし、それと共に指導者のレ

ベルアップを行っていくべきだろうというふうに

考えて、私の話しを終わりにしたいと思います。

どうもありがとうございました。

司会

　

ありがとうございました。

　

今、医科学研究会の当事者のサイドからという

ことで発表頂きましたが、次に発表していただく

お二方は現場サイドからの、発表ということで、

まず技術委員会の佃さんの方からお願い致しま

す
佃 こんにちわ。日本サッカー協会技術委員会の

佃と申します。よろしくお願いします。私は技術

委員会でユースの育成部門を担当しておりまし

て、主にトレセンのチーフとして全国のトレセン

の指導にあたっております。現場の代表の一人と

いうことで、現場の立場からのお話をさせていた

だければと思います。最初にお詫びなんですけれ

ど、今回こういう形でお話をしなければいけない

ということを事前に伺ってなくて、いろいろ準備

をしておりませんので、お話だけという形になっ

てしまいますが、お許し頂ければと思います。

　

最初に、私の今のサッカー協会の中での活動に

ついてお話をさせていただいて、それから、医科

学研究会との関わりあるいは現場と研究の繋がり

について話しを進めていきたいと思います。

　

今日は沢山の現場の方、あるいは協会の活動に

携わっておられる方がいらっしゃると思いますか

ら、トレセンについてもかなりご存じのことと思

います。

　

トレセンは、一番上にナショナルトレセ

ンと言われているものがありまして、主に17才以

下の全国の優秀な選手たちを指導育成していく場

がトレセンになるわけです｡小学生のアンダー12、

それからアンダー14という中学生の年代のカテゴ

リー､アンダー17という高校生年代のカテゴリー、

主に３つのカテゴリーの中で、下は全国各地の市

町村、県レベルから、それぞれの地域で優秀な選

手たちをピックアップして、いい環境を与えてあ

げて、そこでいい指導をしていこう、そういう中

からいい選手を育成して日本の代表選手につなげ

ていこうということで、20年前位から始まった組

織であるわけです。このトレセン活動を経て、本

当に代表選手に繋がっていく選手が近年非常に多

くなりつつあるという状況です。

　

私も93年に、全国９地域にナショナルトレセン

コーチというのがおかれまして、その一人として

活動をはじめたんですけれども、その当時から、
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少しづつ、いろいろなことが協会内でも整備され

始めてきて、トレセンや若手育成についても世界

大会に出場したり、強化や指導内容といったもの

が急速によくなってきた時期じゃないかと思いま

す。世界大会の分析を基に強化指導指針が作られ、

いい分析から課題を抽出して、それをトレーニン

グしてレベルアップに繋げていった、いわば非常

に科学的なトレーニングの成果がナイジェリアで

の準優勝という結果として表れたものじゃないか

という風に思います。大体トレセンの紹介はこん

なところですが、全国から一番いい選手たちが発

掘されて、そしていい環境を得て、代表選手に最

終的に繋かっていき、世界のトップレベルに繋が

っていく選手たちに育っていって欲しい、そうい

う選手たちを育てて行こうということが、我々の

大きな仕事なわけです。

　

ですから、スポーツ医学委員会、科学研究委員

会との連携というのは非常に重要な部分じゃない

かなと考えています。このテーマについて、私は

2つお話したいことがあるんですけれども、一つ

は実際の研究と現場との距離ということで、研究

というものがどれくら現場に生かされているかな

という問題です。もう一つは両者を近づけていく

こと、つまり研究を即現場に生かしていくために

はどうしたらいいんだろうかということで、この

2つの点について､少しお話をしたいと思います。

最初の問題というのは、研究の内容とそれをいか

に現場にフィードバックするかということがある

と思います。私も先ほどのナショナルトレセンの

怪我の状況について、多分報告は来ていてもあま

り見ていなかったかなと思いますし、こういう傾

向が自分にあるなということに、今日初めて気が

つきました。それから、今日早く来ていろいろと

見させて戴いたんですが、非常に興味深い現場に

生かされるであろういい内容、つまり我々が興味

を持てるいい研究が沢山あるということを、今回

ここに初めて来させていただいて、沢山発見する

ことができました。ここにどれくらい指導者の方

がおられるのか分からないんですが、現場の人と

いうのは私と同じ様な状況なのかなというふうに

考えました。一方では指導者が、こういうところ

の情報などにもっとアンテナを張って吸収しよう
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という姿勢を持って、先ほどの戸苅先生のお話に

もありましたが、科学へのアプローチを指導者自

身がやっていかなければいけないということがー

つあると思います。もう一つは逆に、指導者が興

味を持てるような研究あるいは現場が非常に欲し

いという情報、つまり、現場の要望に研究者の方

がどれくらい応えてもらえるだろうかということ

です。双方の距離を縮めるためには、双方の努力

や双方の調整が必要なんだろうな思いますが、こ

れはサッカー協会の中でもそうでしょうし、一般

的に考えた中でもそうじゃないかなと、いうふう

に感じました。

　

例えば､研究テーマということを考えた時には、

研究者の方が見られていて、こういうことがこの

競技の中でどうだろうか、研究者の目から見て興

味があるテーマ、あるいは重要であると思われる

テーマを研究して良い結果をもたらすということ

もあると思います。それから、現場が欲しいとい

うものを研究者の方に依頼して得られるテーマと

いうものもあると思います。双方が話をし、相談

した上でできるテーマもあると思います。大事な

ことはやはり情報交換や関係が密接でなければ、

この領域の溝というのは埋まっていかないんじゃ

ないかということです。二つの内容の問題をクリ

アしていくためには、やはり組織的な問題をクリ

アしていかなければならないんじゃないか。どう

したらこの距離を縮めて、科学をスポーツに生か

すことがもっとできるか。あるいは必要とされて

いる情報を科学から引き出すことができるか。こ

ういうアプローチが、お互いに組織的にもっと必

要じゃないかなという気がします。

　

例えば、先ほどのデンマークのバングスボーと

いう生理学者なんかは非常に良い例だと思います

けれど、彼は自分がサッカープレーヤーであり学

者であるわけです。現場も研究の領域も両方知っ

てるわけで、彼自身の中で両者が密接に関わりあ

っている。ですから、双方がいかにアプローチを

して、その距離を近づけていくということを、

我々自身も努力をしてやらなければいけないこと

でしょうし、研究をされている側の方々もそうい

う必要性があるんじゃないかなと思うわけです。

例えば現場のことをよく知った。サッカーをやっ
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ていた方が科学者になられたり、研究者の方が現

場に近づいて研究をやられるとか、常に現場と共

に活動しながら、そういうものを求めていくこと

が必要なのではないでしょうか。実際の形という

のは良く分からないんですけれど、現場の見方か

らするとある研究の結果がポンとでてきたとしま

す。その結果をどういう風に現場に生かしたらい

いんだろうというものがハッキリしないとした

ら、言葉で言えば、翻訳して現場の言葉に変えて

現場で使えるものにするとか、研究結果を現場に

生かす回路というか、そこに翻訳機みたいな機能

をはたすものがあればベストだなと思います。指

導者が勉強することによって、その結果を有効に

引き出して、指導者自身が実際に現場にフィード

バックすることをやらなければいけないのか、あ

るいは科学の方が、ある研究結果が出てきたら、

それを基にトレーニング処方をみつけるとか、双

方にできるとことが有ると思います。暑熱対策な

どは非常に効果的だったと思います。それから、

高地トレーニングについても非常に明確であった

と思いますし、今日見た中でも、例えばクールダ

ウンの研究発表なんかは、どういうふうにクール

ダウンを実際にやっていくべきかという、提言を

現場に即出せるテーマじゃなかったかなと思いま

す。血中乳酸量の変化がどうあって、アクティブ

リカバリーの方が絶対必要ですよというようなこ

ともですね。ただ、実際にどういうふうに何分位

やったら良いのかといった具体的な処方まで分か

ると、現場にとって非常に重要な情報になると思

います。それともう一つは、私もこういう情報を

知らなかったごとく、現場の人間というのはこう

いう情報を実際に得てないんじゃないかと思いま

す。

　

トレセンや若手育成といった分野においても、

考えうる研究領域というのは沢山あると思いま

す。例えばタレント発掘や育成に関する研究。ど

ういうふうに何をしたらタレントを発掘できるん

だろうか、その規準はどういうところにあるんだ

ろうかといった、客観的な判断材料などです。何

かを双方で見つけていくことができたら、これは

素晴らしいなと思います。あるいは少年のサッカ

ーの活動の現状から、身体的な影響がどのように
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あったか、あるいは少年の意識はそのことによっ

てどのように変わっていっているのかなどです。

とかですね。少年に関する研究は、これまでにも

かなりあっだのではないかと思いますが、あるい

は先ほどあった社会学のテーマとして、スポーツ

界全体が少子化という問題に直面している事も対

象になるだろうと思います。トレセンについて言

えば、トレセンの選手たちを調査することによっ

て、トレセンの活動にもっと良いものをもたらす

ことができるんじゃないかといったように、沢山

研究対象となるテーマというのはあると思います

から、我々も具体的に現場からの研究の依頼をし

ていって、データを蓄積して、そしてその蓄積の

結果、いろいろなものを変えていくことを、現場

としてやっていく必要があるんじゃないかと思い

ます。ですから、現場と研究の領域を縮めること

が、すごく大事なことだと思うわけです。サッカ

ーの研究ということに限っていいますと、現場に

生かされなければ、研究自体も無駄になってしま

いますから、現場を実際に変わっていかせること

ができるというものを現場と研究者双方が努力し

て、行っていくべきじゃないかと思います。以上

です。どうも有り難うございました。

司会

　

続いて、Ｕ －16日本代表チームのゴールキ

ーパーコーチの加藤さんから発表をお願いしま

す。

加藤

　

皆さん今日は。只今ご紹介頂きました、

Ｕ－16日本代表のゴールキーパーコーチの加藤で

す。サッカー医科学研究会第20回ということで、

こんな時に呼んで頂いて大変光栄に思っておりま

す。実は、今日息子が成人式に行きましたので、

成人式に送り出す親の気持ちといいますか、この

会に関わってこられた皆さんは、おそらくそうい

った気持ちでこの会のことを見守っていらっしゃ

るんじゃないかと思います。また今後のこの会が

いかに発展していって、自立していって欲しいと

いう、親心のような気持ちをみなさんも抱いてい

るんじゃないかなと思っております。 U-16の代

表のゴールキーパーコーチということで、昨年の

４月から田嶋監督、須藤コーチと共にスタッフに

入りました。その中で、ゴールキーパーというサ

ッカーのポジションの一つの部分の選手を強化し
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ていくことが主な仕事となっている訳ですが、通

常はシェフ市原の育成部のコーチとして18才以下

の選手の指導にあたっております。一昨年になり

ますが、日本協会の技術部の中に、ゴールキーパ

ープロジェクトという部門を設け、そこで18才以

下のゴールキーパーの指導あるいは育成、それか

らこれの部分で教本を作成するといったことを、

メンバーの一人としてやってまいりました。医科

学の部分とは離れてしまうんですが、教本を作っ

ていく課程の中で、日本の中高生のサッカー選手

を取り巻く現状、そしてゴールキーパーを取り巻

く環境について、大きな改革をしていかなければ

ならないということが非常に大切なテーマでし

た。

　

何かといいますと、どうしてもゴールキーパー

というと、痛いとか、怖いとか、つらいとか、そ

ういうイメージが定着しているわけです。中高生

が今実際に行っているサッカーのトレーニングの

環境が､土の固いグラウンドですと非常に痛いと、

あるいはつらいと、というようなものがすごくイ

メージされている訳です。ゴールキーパーを志願

する子たちに、マイナスのイメージばかりが定着

していくということで、これを何とか打破してい

かなければいけないと思いました。それからもう

ひとつは、トレーニングの形態ですね。

　

トレーニ

ングの形態がサッカーというスポーツ、11人の競

技者で行うスポーツなんですが、10人とゴールキ

ーパーというような分け方、そういう区別をして

いるトレーニングの現状があるんじゃないかと思

います。どういうことかと言いますと、10人のフ

ィールドプレーヤーの方に指導者やコーチの目が

行ってしまって、ゴールキーパーはどちらかとい

うと放って置かれているというような、そういう

現場環境があるんじゃないかということです。例

えばトレーニングを行う時に、シュート練習をチ

ームにさせよう、10人のプレーヤー一人に10本の

シュート練習をさせようという時には、ゴールキ

ーパーは一人で100本受けるわけです。ゴールキ

ーパーが100人の選手のシュートを一人で受ける

ということになりますと、当然技術戦略的トレー

ニングがいつのまにか体力的なトレーニングにな

って、そして最後は修行僧のようなメンタルトレ
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－ニングに変わっていく、というような現状がい

ろいろな中高生の指導の現場を見て回って、非常

に多く見受けられました。こういったことを打破

して、11人の内の一人であるゴールキーパーの役

割を、実際の指導の現場で皆さんに知ってもらお

うということで、教本というものを作成してきま

した。

　

科学という部分でいいますと、どういった試合

の中で、どういう状況の中にゴールキーパーとい

うのは置かれているか、そういった所を我々は分

析して選手に指導育成していくことが重要なんじ

やないかと思います。ゴールキーパーというポジ

ション、役割を見ますと、一つにはどういった形

で失点が生まれているのかが大事です。どの地点、

距離、あるいは高さ、角度ですね。そういうよう

なものを一つ一つ追跡していくことによって、少

しづつトレーニングの形態というものが生まれて

行くんじゃないかと思います。サッカーに限らず

スポーツは年々進歩していくわけですけど、その

スポーツの進歩の中に一つ、大きな要因というの

があると思います。勿論、競技者自身の変化とい

うものが一つの要因だとは思いますが､と同時に、

ルールの変化ということがあげられると思いま

す。もう一つは用具の変化で、こういったことで

競技性というものが少しづつ変わっていく訳で

す。サッカーの近年におけるルールの変化といい

ますと、ゴールキーパーと直接関わるところの変

更が、非常に行われています。そうであるのに、

実際現場では旧式なトレーニングスタイルがまか

り通っているというような所が非常にあって、そ

ういったものを変えていく為に実際に皆さんがい

ろいろな形で研究されている数的データを、我々

がいかに有効に使えるかということが、非常にポ

イントだと思うんです。

　

先ほども、佃さんからいろいろ話がありました

が、皆さんがいろいろ研究された内容を、実際

我々指導者が現場に持ち込んでいくための工夫で

すとか、また逆のアプローチで、出来るだけ現場

で、即使えるようなものを研究対象にして戴きた

いとということがあるわけです。先ほどのゴール

キーパーというポジションの特性、そしてそのト

レーニング、プレースタイルの変化、というもの
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をどういうふうに分析して、実際のトレーニング

に変えていくか、先はどのひとつの得点がどうい

う風に生まれるかということで、例を出しました

けれど、それを逆算してゴールキーパートレーニ

ングを組み立てていく必要があると思います。例

えば腰から下のシュートが何％位あるのか、肩か

ら上のシュートが何％位あるのか、あるいはクロ

スからどういう形で得点が生まれているのか、い

ないのか、セットプレーなのか、スルーパスなの

か、ドリブルからのシュートなのか、あるいは静

止球からなのか、そういうようなことをいろいろ

な形でデータ化することによって、それを視覚化

して、トレーニングに変えていくという作業を今

現場でも行っていますし、それをを多くの指導者

の方に啓蒙していくことも実際にやっておりま

す。

　

それから、Ｕ－16代表についてですが、昨年４

月の立ち上げ後イタリアの遠征に行ったんです

が、この時もドクター、トレーナー、それから栄

養のアドバイザーの方、そういった方々の大きな

サポートを受けてました。結果としては、ひとつ

年齢が上のカテゴリーとやったので６チーム中

５位という成績でしたけれども、過去のこういっ

た皆さんに積み上げていただいた研究が、我々の

遠征にとって非常に多くの成果というものを生み

出しました。例えば、環境ストレスマネージメン

トの部分で、子供たちが中間テストを終わってす

ぐの遠征だったものですから、２日後の日本時間

午前５時のキックオフに合わせてコンディション

を作っていくという、非常に難しい問題を抱えた

イタリア遠征のスタートだったわけですが、時差

対策を始め、水や光の問題とかいったものを上手

く選手たちに伝えることができ、この第１試合に

おいてコンディションが非常にいい形で入れたと

思っています。大きな病人を出すようなこともあ

りませんでしたし、そういう意味では本当にドク

ター、トレーナーには大きなプラスαをいただい

たと思っております。栄養の部分におきましても、

飽食の時代と言われる中に栄養の偏る状況もあっ

たのですが、イタリアの地域の水の問題、オリー

ブオイル等をよく使う油の問題、あるいは野菜等

の問題、そういうものも事前に調査して、選手た
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ちに上手くそれを応用して、おなかをこわすよう

な選手を出すことなく、遠征を成功させました。

今後の課題のーつとしましては、代表チームとい

うのはずうーつとその選手たちを見ていられるわ

けではないので、先ほど青木先生の話しにもあり

ましたが、ヘルスメイト等を活用して、それぞれ

のチームドクターあるいはホームドクターと代表

チームのドクターとの連携によって、選手のコン

ディションを上手く把握していくということが非

常に重要なんじゃないかと改めて痛感致しまし

た。

　

又、トレセン活動によって、フィジカル的なデ

ータを中心として､資料として持っていますので、

選手選考の上においても､過去のトレセンＵ －12、

Ｕ－14の中で得られたデータを基に、どのように

その選手たちがフィジカル的に伸びてきていると

か、そういうことも選手選考の上で大変参考にな

りました。今後はやはり、体力測定的な部分ある

いは形態測定的な部分について、今回が医科学研

究会20回目ということですけれど、何か同一テー

マをず一つと追いかけるようなこともして頂けれ

ばと思います。ゴールキーパーというポジション

で今後の日本の強化を考えますと、何歳時点で最

終身長を高い確立で判断できるとかですね、ある

いは、タレント発掘という部分で、どういったも

のを上手く資料として生かしていくことができる

か、是非そういった研究も継続して頂きたいと思

います。その中で一つでも多くの情報を現場に生

かして、今後の日本サッカーの強化に貢献してい

きたいと思っております。どうも有り難うござい

ました。

司会

　

以上４人のシンポジストの方の発表をこ

れで終わりますが、シンポジストの方には壇上に

上がって頂いて、スポーツ医学委員会の河野先生

の司会進行で、このあとディスカ　ッションを続け

たいと思います。シンポジストの方、壇上のほう

へお願い致します。

河野

　

今４人のシンポジストの方にお話をいた

だきました。先ず、青木先生からはメディカルケ

アー、医学の立場からお話を頂きました。代表チ

ームやＪリーグなどではある程度メディカルケア

ーが行き届いていますが、一般的には、なかなか
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広くメディカルケアーが行われていないという現

　　

ことがさらに他のところに情報として流れて、全

実の状況、それからいろんな代表チームで特殊環

　　

体の医学に関するレベルアップが図られていかな

境における研究をやってきて、代表チームにはそ

　　

かったことが問題点だろうと思います。それから

の成果をフィードバックして、強化に貢献してき

　　

もう一つは、今回の研究会もご覧になっていただ

たということもありました｡将来に関していえば、

　　

ければわかると思いますけれど、医学の研究者の

リスクファクターの研究を、これからは国際的に

　　

参加というのは非常に少ないわけですね。どちら

もやっていかなければならないだろうということ

　　

かというと、臨床スポーツ医学とか、あるいは整

もございました。それから、戸苅先生からはこれ

　　

形外科の学会でスポーツ関係のことに対する演題

までの演題の分析をして頂きまして、近年社会学

　　

は増えているのに、こういったところではなかな

的なものが増えているんだけれども、今までは競

　　

か出てこないのが実状です。つまり、メディカル

技力に関する演題発表が多かったということがご

　　

の興味が、自分達の分野の中での発表の場として

ざいました。海外との交流も非常に大事であり、

　

終わってしまっているということがやはり問題

特に我々の知らないところでも、サッカーの現場

　　

で、我々としても十分考えなければいけないとい

に関して非常にいい研究をしている実態があり、

　　

うふうに考えています。

そういう人達からいかに情報を得ていくかという

　　

河野

　

ありがとうございました。どなたかご意見

ことも､非常に大切であるという話がありました。

　　

のある方、いらっしゃるでしょうか。

それから、現場サイドからは佃さんより、研究と

　　

石原

　

金沢大学の石原と申します。先程から指導

現場との距離をどのように縮めていくか、どのよ

　　

現場と研究の密接な関係が大事だということを皆

うに接近していくかに関してお話がありました。

　　

さんおっしゃられているんですが、いざ研究の対

最後に、加藤さんの方からは、ゴールキーパーと

　　

象になる選手の場合に、研究する側としては一流

いう立場で、これまでどちらかというと、強化の

　　

選手のデータが欲しい訳ですが、実際Ｊリーガー

中では隅っこの方に押しやられていたものを、キ

　　

などになると､チームの環境だとかがありまして、

－パーという特殊な立場をもう一回考え直して、

　　

チームの現場としては選手の予定があわないとい

ゴールキーパーを分析し、さらにその強化のプロ

　　　

うことで、なかなか一流選手のデータが採れにく

グラムをどういうふうに作っていくかという話が

　　

いというのが現状です。現場としては一流選手を

ありました。何か演者の方々で追加することはご

　　

被験者とすることに対し、抵抗とか、拒むとかそ

ざいますでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ういうことは別にないんでしょうか。

青木

　

私も含めて４名から話しがあったんです

　　

加藤

　

Ｊリーグの選手の場合は、選手とのいろん

けれど､その中で一番の問題としてでてきたのは、

　　

な契約の関係の中で、クラブがドクター、トレー

やはり研究者側と現場との関係といいますか、コ

　　

ナー、フィジカルコーチ等、そういった方々に全

ンタクトをどうしてとるかということだと思いま

　　

権を与えて、体力測定やそういうことに対して、

す。仮に我々が研究していくとしても、研究のテ

　　

きちんと整理された上でないとなかなか難しい問

－マというものをどうやって現場のニーズから汲

　　

題があるのが実状です。各クラブともそういうこ

み上げるかということです。医学に関していうと、

　　

とは実際に行っていますが、ただそういったデー

基本的に怪我を直したり、病気を直すとかいうこ

　　　

夕などを外にだすかという問題に対しては、それ

とですから、それ自身がニーズであるわけですの

　　

ぞれのクラブによって、考え方は変わって来るん

で、ニーズを汲み上げること自体にはそれほど大

　　

じゃないかなと思います。

きな困難は無いだろうと思います。ただ問題は、

　　

河野

　

他にどなたかどうぞ、

例えばそれによって、調べたこと、得られた情報

　　

宮崎

　

青山学院大学の宮崎と申します。加藤さん

をチームならチームにフィードバックをして、そ

　　　

と佃さんにご意見をお伺いしたいと思います。今

れである結果が得られたとしても、今まではそこ

　　

回この研究会で、私と共同演者の高妻、加藤を中

で終わっていたということですね。要するにその

　　

心にしてメンタル面の発表をさせていただいたん
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ですが、実際に指導している中で、加藤さんは

Ｕ－16を率いて海外遠征だとかあるいは国際大会

に出て世界の非常に高いレベルの中で戦っていく

時に、先ほどフィジカルなコンディショニングに

関していろいろな研究が役立つたというお話を伺

ったんですが、メンタルな部分のコンディショニ

ングついてどうお考えになっているかお伺いした

いと思います。それから、佃さんは現在指導者育

成の中でご活躍ですけれども、指導者育成の部分

で、指導者自身がメンタルな部分をどういうふう

に捉えていくのがいいのでしょうか。具体的に言

いますと、例えば子供の指導の時に「言葉がけ」

ということで大分改善されてきているんですけれ

ど、まだまだ押しつけといいますか「おまえがや

らないんならどうこうするぞ」というような言葉

による指導というものが多いと思います。指導者

自身がそういう心理的な部分をどういうふうに理

解して、子供だとかあるいは選手の指導にあたっ

ていくべきか、何かご意見があったらお伺いした

いんですけれども。

加藤

　

メンタルトレーニングについては、ユニバ

ーシアードで優勝したときに非常に効果を上げた

という報告で、我々も非常に興味を持ちました。

今では、選手の心理的な測定を少しして、どうい

うふうに指導していくかの参考にしていますが、

あまりそれに先入観を持って選手に接してしまい

ますと、ギャップが生まれる可能性がありますの

で、あくまでも指導データという位置づけで現場

ではやっております。 Ｕ－16代表の場合、昨年の

立ち上げの時には選手の発掘と選考という部分が

第一だったので、チームとしてアジアの予選を戦

っていくために、どういったスタッフが必要にな

ってくるかとか、あるいは新しい考えをどうやっ

て取り入れていくのかということにおいては、先

ず監督の考え、それからスタッフで話合いをもっ

て協議する、そういうことになっていくと思いま

す。ただ、非常に多感な年齢の時期でもあります

から､我々が言葉の一言一言をかけていく時でも、

そういう心理面を考慮した中で言葉がけをしてい

かなければいけないと、個人的には感じておりま

す。

佃

　

最初にお断りしておかなくてはいけないんで
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すが、私自身の協会での立場はユース育成のほう

で、指導者養成の方には別の担当者がおります。

今は技術委員会のなかで、代表チーム、指導者養

成、それからユースの育成というのは三位一体の

強化策をとっています。それぞれがそれぞれにお

互いに関わっていこうということで、私たちも指

導者養成に実際に関わって、インストラクターと

してやっております。そういった中でのお話なん

ですが、既に指導者養成や、ユースの育成、トレ

センのコンセプトとして、メンタル面のケアはカ

リキュラムの中に沢山含まれております。ユース

の指導者の養成の中では、選手達に対する言葉か

けなんかも、すべてポジティブなものにしていか

なければいけないとか、そういった部分というの

は、既にカリキュラム化されています。準指・少

年少女といったライセンスは少年対象で、その上

にＣ級とかＢ級がありますけども、それぞれに同

様な形で含まれていると思います。メンタル面と

いうのは大きなウェイトを占めていて、非常に重

要な部分なんだということが強調されています

し、メンタルコントロールを指導者は知らなけれ

ばいけないということは、既にカリキュラム化さ

れています。

宮崎

　

有難うございます。昨日共同演者の高妻が

発表した、Ｊリーグに進んで継続してメンタルト

レーニングをしている斉藤俊秀という選手がいる

んですが、ユースあるいはジュニアユースくらい

の年代で、メンタル面のスキルといいますか、セ

ルフコントロールのスキルとか、そういう具体的

なテクニックを学べれば、より広い展開・応用が

できたんじゃないかというようなコメントを残し

てくれました。その辺のテクニック、トレーニン

グとしてのスキルみたいな部分もカリキュラムに

組み込んでもいいんじゃないかと思うんですが。

又ご検討をしていただければと思います。

河野

　

宮崎先生のお考えになっている、メンタル

の面でのトレーニングをいつ始めて、どのように

行っていくかということについて、ある程度研究

は進まれてますでしょうか。最近心理的な演題の

発表が多いんで、いろいろ関連してくるだろうと

思うのですが。

宮崎

　

実をいいますと、私は心理分野では門外漢
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といいますか、現場のコーチという形で参加させ

ていただいている立場なんで、もしお許し頂けれ

ば共同演者がその変のことを詳しく説明致しま

す。

河野

　

これも科学の分野の一つだろうと思います

ので、よければ、宜しくお願い致します。

高妻

　

始める年齢ということでよろしいでしょう

か。

河野

　

その辺の研究のデータががありましたら、

ご紹介頂けると有難いのですが。

高妻

　

外国では幼稚園レベルからやっているとこ

ろもありますし、日本の場合は、私たちは中学校

レベルからやっております。私は愛知県サッカー

協会の方で指導者育成のメンタルトレーニングの

指導を年に何回かやらせて頂いているのですが、

特にアンダー12位になりますと、指導者の方にこ

ういうテクニックを使つたらいかがですか、とい

うご紹介をして､使っていただいている現状です。

河野

　

分かりました。有難うございました。

高妻

　

私の方から宜しいでしょうか。実は、私、

ＪＯＣのシドニーオリンピックに対する心理班、

つまりメンタルトレーニングのサポートをするグ

ループにおりまして、そこで各種目、各協会の方

にシドニーオリンピック時のメンタルトレーニン

グに関し､何かのサポートしますけれどいかがで

すかというアンケートをしましたら、サッカー協

会の方からは監督の意向によるという返事がきた

んですよ。他の種目はやりたいということで、私

達も動き出しているんですが、この中にもサッカ

ー協会の方々がおられると思いますが、そういっ

た方面についてはサッカー協会として何かお考え

があるのか､もし教えていただければと思います。

河野

　

最初に青木先生の方からもお話がありまし

たように、サッカーの場合監督による要素が強い

ということがあります。またその監督の考え方に

よって、チームのいろんなやり方が変るという状

況なので、一律に決めるという状況ではないのが

現状です。僕のわかっている範囲ではその程度で

す。強化の担当の方がいませんのでこれ位にして、

他のご質問等ありましたらどうぞ。

沖原

　

広島大学の沖原といいます。今日のテーマ

が20年の歩みということなんですが、昨年の日本
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体育学会でも「スポーツ科学は現場に貢献できる

のか」というテーマでいろいろ話があったんです

が、我々科学者の立場でいうと、科学がどうやっ

て現場にいきるのかという話しになってしまいま

す。それが自分の大学で教える側になると、デー

タをどうやって使えばいいかという立場になる訳

なんです。先ほど佃さんから、翻訳機のようなも

のがあればいいというお話がありまして、全くそ

の通りなんですが、自分自身両方に関わっていて

思うのは、英語と日本語のように何らかの対応関

係がしっかりしていれば翻訳機はできると思うん

ですね。例が悪いかもしれないんですが、宗教の

キリスト教とイスラム教のようなものであれば、

その訳す時点で、絶対的な違いが有るんではない

かと思うんです。今日は医学の青木先生が来てい

らっしゃいますが、医学は基礎医学と臨床医学に

しっかり２つに切ってるようなところがあるんじ

やないかと思います。学会などでも、事例研究と

して例えば手術一つをどうやってやったかという

ものがその中で取り上げられている。だけどスポ

ーツの我々の学会というのは、監督がこういう意

図で選手を教えてこうやった、ということを事例

研究しても、科学の世界ではそれは一つの例に過

ぎないじゃないか、みたいな感じが強いと思うん

です。それで質問なんですが、科学的アプローチ

ていうのと、サッカーの現場には大きな違いがあ

ると思うんです。一番の違いというか、現場と科

学というのは何が一番違うのかということについ

て、判りやすい説明があればしていただきたいん

ですが。

青木

　

確かに、臨床医学と基礎医学というのは分

かれているというふうに思われているんですが、

現実にはそういうことではないんですね。例えば

臨床の医者も基礎のことをやるわけですし、最近

新聞なんかで遺伝子などの解析がされています

が、臨床にどういうふうに結びつくかといったテ

ーマで解説されているわけですから、基礎医学も

臨床的にどういうふうにフィードバックされるか

ということを前提として研究されているわけで

す。サッカーに関しても、現場の情報を知るとい

うことは、例えば現場に出ていって、そこでニー

ズがでてくれば、それに対して判りやすい回答を
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することは当然できると思います。現場の人も、

内容が分かるだけのものを受け入れる意識の変革

が必要だと思いますけれど、まず私の方が一回変

わらなければいけないんじゃないかと思います。

河野戸苅先生、この件に関して何かございませ

んか。

戸苅

　

科学を生かすということでは、お互いに近

づくって言うことが先ず大事なんですけれど、あ

る結果が出てそれをどの程度理解しているのかじ

やなくて、強化の手法として生かして行こうとい

うそういうスタンスが大切じゃないかと思うんで

すよ。例えばベッケンバウアーが90年にイタリア

で優勝したときに、リーセンつていう学者を必ず

ブレーンに入れていて、良い結果が出て、それを

終わって代表の監督を降りて、マルセイユの監督

になったときも条件としてりーセンをつけてくれ

と要望しているんです。バングスボーみたいに科

学を理解できればベストですけれど、理解できな

くても、受け入れて強化に生かしていこうという

スタンスがあればと思います。佃さんとは意見が

違うんですが、完全翻訳っていうのもひとつの道

だと思うんですが、そういう部分がなくてもそう

いうスタンスを取り得るレベルアップがあれば、

かなり上手く科学の導入ができると思うんです。

そういう例は、ヨーロッパなんかでは結構上手く

やってるな、羨ましいなあというところがあるん

です。日本の指導者とも、話し合いながらやって

けばいい形になっていくんじゃないかと思います

が、現場の方がどういうニーズをもっているかと

か、あるいは我々がそれに対応できるかという、

そういう話し合いをする場がすごく必要だと思う

んです。今は指導者は指導者、科学は科学、医学

は医学っていう感じで、そこまで離れてはいない

かもしれませんが、そういう機会を出来るだけ作

るべきだと思います。今日来て頂いて、見てもら

っただけでも、ああこういうものもあるのかとい

う話しを聞いただけでも、随分良かったなってい

う気がします。

河野

　

宜しいですか。他の方どうぞ。

水上

　

日立の水上と中します。私自身は強化だと

か、研究とかの両方に関わっている訳ではないん

ですが、この前田嶋先生のお話を伺って、国際的
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なトップレベルと日本を比較して、そのギャップ

を具体的に分析していって、課題を選定して、強

化指導指針というのを作って、それをさらにトッ

プレベルだけじゃなくてジュニアまで落としてい

って、具体的に色んなことを展開されて、組織的

にやっているという話を伺って大変感動しまし

た。医学の方は何となく分かるんですけれど、科

学の面でそういうのをどう支えるかというのも、

同じようにトップレベルとのギャップをどう分析

して、その分析した結果の原因をどう追求してい

くかというようなところを、一緒になってやって

いって始めて協調できる場ができてくるのかなと

いう気が、お話を伺っていて、しました。多分研

究者側から発表するのは、学会だとかそういう場

があって、成果を見せられる場はありますけど、

逆に強化側がニーズをみせるような場が、本当は

あったほうが良いのかなと思います。そんな場が

出来て、お互い情報交換できると大変いいなと感

じました。

河野

　

何か今の件に対しご意見ございますか。

加藤

　

全くその通りだと思います。できればスタ

ッフの中にそういった方が入って、ディスカッシ

ョンしていく機会を設けていくようなことも考え

なければいけないんじゃないかなと、すごく感じ

ております。

戸苅

　

加藤さん、佃さんにお願いになるかもしれ

ませんが、フランスのワールドカップが終わった

あとに、Ｊビレッジで総括のカンファレンスがあ

りましたが、ああいうことはすごく良いことだと

思います｡ああいうところに科学なんかも入って、

例えば体力の問題であるとか、ゲーム分析である

とか、一緒になって議論すべきなんじゃないかと

思います。例えばそれは、ワールドカ　ップという

非常に大きなイベントに日本が参加できたからや

れたことです。それぞれの大会で、あそこまで規

模が大きくなくてもいいから、ああいう総括を必

ずやっていければと思います。シドニーオリンピ

ックが終わった時にはそのオリンピック代表の分

析を様々な角度から、科学も医学も様々な立場の

人たちが集まってやる、そういうふうになってい

くと、議論が起こって成果がでるんじゃないかな

と考えていただけるとありかたいですね。
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加藤

　

ＪＦＡカンファレンスの中では、レイソル

　　

なんですね。ですからもう‾度｀考え直して頂き

の谷君とかリトバルスキーとかキックのバイオメ

　　

たいと思うしヽ協会の中でこの学会の高い立場を

カニズムの研究発表の様なものをやりまして、非

　　

保つためにはヽ‾番大切なことだろうと思いまず

常に好評で、そのあとすぐ我々も現場に持ちこん

　　

ですからヽもう少し現場の方達に働きかけるとい

て、実際に選手にそういうキックで蹴らしてみた

　　

うことがヽ次の10年を研究会が歩むにあた９て｀

りしました。現場で使えましたので、非常に有効

　　

大事だろうと思います。最近ヽ幸いなことに社会

だったと思います。そういう意味では是非こうい

　　

学的なものも発表されましたしヽこれある意味で

った形のコンファレンス的なものを今後も開催を

　　

はサッカー医科学と銘打ってありますけれど、

継続していって、その中に発表みたいなものも盛

　　

「サッカー学会」だと思うんですね。そういう意

り込めていけたら素晴らしいものになるんではな

　　

味で、もっと現場の人への働きかけをここでやっ

いかなと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　

て頂きたいと思います。

佃

　

今の戸苅先生のお話は全くその通りで、先ほ

　　

河野

　

有難うございます。そもそも我々医科学研

どお話頂いたのも全くその通りじゃないかと思い

　　

究会というのは、現場と科学を密接に結びつける

ます。逆にいって、これまでそうあるべきだった

　　

ために始めた学会で、常にテーマであったわけで

ものが多分行われなかったという方が正しいんじ

　　

す。今大畠先生からご意見頂きましたように、今

やないかなと思います。今言われたような、ひと

　　

後もっともっと現場と医科学が、真剣なディスカ

つの大会の後の分析を、あらゆる面で科学の分野

　　

ツションができるような場にしていかなくてはい

と現場の分野が密接に関わりながら、一番いい道

　　

けないだろうと思います。研究のための研究発表

を見つけて行くことが、本来行われて行くべきも

　　

というのは大切な部分があります。ただそればか

のじゃないかと思います。是非そういう努力を、

　　

りでなく、その研究を現場にフィードバックさせ

サッカー協会の中の技術委員会と医科学委員会が

　　

るためのことも、この場でしっかりディスカッシ

行っていく必要があるんじゃないかなと思いま

　　　

ヨンしなければならないだろうと思います。時間

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も迫ってまいりましたが、何か他にございますで

大畠

　

ちょっと最後の戸苅先生の話しで意外だっ

　　　

しょうか。

たんですがヽ現場とそれからスポーツ医科学との

　　

小林

　

群馬の渋川高校の小林と申します。現場サ

話し合いを持つべきだということなんですけれ

　　

イドからなんですけれど､いろいろな研究の中で、

どヽ本来このサッカー医科学研究会がその場であ

　　

例えば体脂肪率が練習の中で落ちてきた、だった

ったはずなんですね。スタートした第１回から私

　　

らその落ちたのがどういうトレーニングをどうい

の記憶でもヽ少なくても６～７回目までは現場の

　　

う頻度でしたから落ちたのかとか、乳酸値が上が

方たちがヽ例えば監督ですと日立の高橋ロクさん

　　

つて、４ミリモル超えてどうかっていうことより

だとかヽみんな来て、そして討論したことがあっ

　　

は、耐乳酸トレーニングはどのようにしたらいい

たと思うんです。このサッカー医科学研究会はサ

　　

のか、耐乳酸値能力トレーニングの具体的な方法

｀7ヵ一協会がやっている行事なんですから、むし

　　

を出して欲しいし、ひとつの研究の中で、最終的

ろ現場の方達にもっと昔のように利用してもらう

　　

に現場ではこういうふうな形で取り組んで下さ

ようなヽ今日ざっと見ただけでも、現場の人が多

　　

い、というところまで示して欲しい。そこが、現

分いないというか、佃さんと加藤さんのお二人に

　　

場サイドが来て足りないところじゃないかなとい

来て頂いたと、これ自体がおかしいと思うんです

　　

う気がするんですけれども。研究サイドの方々が

ね。むしろ、なんで現場の人が来ないんだと、そ

　　

じゃあどうしたら良いかというのと、お金も掛か

こら辺を分析して頂いて、そしてもっと現場の入

　　

らずに簡単にいろんな形でトレーニングできるか

が来やすい、あるいは現場の人が来たらプラスに

　　

というその辺を出して欲しい。そういう意識をす

なるような学会に変えて行かなくてはいけない、

　　

ごく持っているんで、出来ればそういうところを

変えていくというか本来そういう学会だったはず

　　

ぜひとも考えて欲しいと思います。
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河野

　

有難うございました。どなたかどうぞ。

松本

　

筑波大の松本です。最後の方になって、ま

とめということで話をしたいと思います。私現場

をだいぶ長い間見てきましたが、果たして現場を

見ていると論文が書けるのかといった時に、良く

例に出すんですが、トンネルを掘っている掘削機

が堀った土を、いちいち整理していたら前には進

まない訳です。掘り出された土を誰かが纏めてく

れれば、共同研究といった形で成果を残せるんで

すが……。それから現場の監督というのは常に掘

削機でなければならいと思いますが、例えば東郷

平八郎の残した文章なども、従軍記者が記録して

いたから残っている訳ですから、経験値を理論値

にすることが必要だと思います。陸上競技などは、

科学がそのまま記録として出てくるので、そうい

うことを研究することが、即、選手のパフォーマ

ンスをあげることになります。そのかわり、私た

ちは生きている生き物を対象として、何十人かの

選手を扱ってもだれかしら一人の病気、あるいは

一人の親が亡くなったかとそういう全部にいちい

ち対処しながら、パフォーマンスを上げなくては

いけない訳です。経験的にいろんなことを行って

きたものを、理論として他の人たちに伝えられる

か、私はやっとそういうことから解放されて、少

しでも自分の経験を文章化し、あるいは映像にし

て残したいと、そう思っています。お若い人達は、

もし出来ますならば、例えば誰か「加藤好男のゴ

ールキーパートレーニング」としたら、毎日それ

を記録して、彼がやったその成果は何かというの

をちゃんと記録したならば、必ずや２年後に、加

藤コーチの行ったトレーニングと同じようなトレ

ーニングを受けられる選手が出てくるだろうし、

10年後もまたその成果をチェックできるんじゃな

いかと思います。そういうものが、私はある面で

は科学でないかと思っているんですが、それとも

うひとつ、私もＪビレッジのカンファレンスに直

接携わったものですが、一つ言えることは、この

医科学研究会は、フリーでなくてはいけない、フ

リーダムでなけりゃあいけないという事です。研

究に制約を受けたら、これは進歩がないんじゃな

いかと思うんです。そのかわり、フランスのワー

ルドカ　ップのテクニカルアナリシスのように、目
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的の明確なものには、それに向けてすべての総力

をあげてやるべきだと思います。そのターゲット

から離れてやるんじゃなくて、それに向かってや

るべきだと。そういう一つのものに向かってやる

ことと、それから大きく大きく広げてサッカーを

グローバルに、多面的にみた学会とか研究会とい

うのは、やはり両方存在しないと進む方向を間違

えてしまうと思っております。それから、私は戸

苅先生とずいぶん長く携わってきて、戸苅先生の

20年間の反省も含めて、私の指導人生の反省も含

めて、私たちがやっていたのは、ある面では家内

工業だったと感じています。それくらいの、ほん

の小さな部屋でサッカー協会の仕事が済んでい

た、あるいはすませていたというようなところか

ら、今渋谷に移って、Ｊリーグからの大きな何億

円というお金を動かす協会になったときの医科学

というものが、同じであってはいけないと思うん

です。これまではどうであったのか、反省しなく

てはいけないのと同時に、未来に向かってもっと

もっと大きく、組織的に羽ばたいて頂きたいと思

っております。指導者養成については、非常にい

い方向にむかっていると大変うれしく思っており

ます。この医科学研究会も20回続いたっていうこ

とは、逆に同じことを、又20回繰り返すようなこ

とはないようにして頂きたいと思っております。

河野

　

えー、予定した時間をだいぶオーバーして

しまいました。そろそろ最後の纏めに移りたいと

思いますが、シンポジストの皆様で何か最後に一

言ご意見がございましたらお願い致します。

青木

　

最後の纏めとかそういうのではないんです

けれど､基本的に先程大畠先生が言われたように、

この医科学研究会のあり方というのが、ひとつ大

きな問題だろうと思うんですね。やはり、現場の

方が来られない、なぜ来られないのかというと、

ただ単なる宣伝の問題なのか、それとも内容なの

か、ということをもう１回考え直す必要があるん

じゃないかと思います。昨日Ｊリーグの観客動向

という発表がありましたけれど､それと同じ点で、

新規参入者がなぜ少ないのかということを、この

研究会としても検証しなければいけないのではな

いかと思います。いつも決まった人達だけが順番

に来て話しを聞くというのではなく、やはり現場
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の人達が来ないのは来ないなりの理由があるはず

で、それは単にパンフレットを配ったりとか、ポ

スターを配ったりということで解決するようなこ

とではないと、私は思います。

河野

　

有難うございました。他にございませんで

しょうか。

加藤

　

最後に一言なんですけれど、Ｊリーグ関係

者が来ないということではなくて、実際にＪリー

グ関係のトレーナーなどをされている方も来られ

ていますし、逆にいいますと、そういう方が代表

して来て、それをいかにチームの中に浸透させて

いくか、ということがすごく大事なことなんじゃ

ないかと思います。と同時に、我々もこういう場

に足を運んで、間達な意見を交換していかなけれ

ばいけないんじゃないかということを個人的にも

思いました。

河野

　

本当に時間を大部オーバーしてしまいまし

た。サッカー医科学の今後について、いろいろな

意見が出たわけですが、やはり医・科学共にそれ

だけで終わってはだめなわけです。我々は、サッ

カーがあって医科学がある、そのサッカーにどう

いうふうに関われるか、ということをもう一度考

え直して、これからの21回以降に新たな気持ちで

臨んで行けたらと思います。いろんな課題が有り

ましたが、それはまた個々に解決をしていかなけ

ればいけないだろうと思います。本日は本当に長

い間どうもありがとうございました。これでシン

ポジウムを終わらせて頂きます。ご協力ありがと

うございました。（拍手）
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編集後記

　

20世紀最後の第20回サッカー医・科学研究会では、「サッカー医・科学20年のあゆみ」

と副題をつけ、これまでのサッカー医・科学の研究を振り返るとともに、21世紀に向けて

さらなるサッカーへの医学と科学の貢献をテーマに行われました。

　

そして、医科学研究会の20年間の役割の重大さと今後の必要性が改めて認識され、され

にコーチング現場の指導者と医科学分野の研究者がもっと積極的にディスカッションをし

てお互いに意見や情報交換をすること、また適切な翻訳機を通して医科学分野での成果が

コーチングでの現場にフィードバックされることの大切さが総括されました。

　

その意味で、この会の報告書が医科学分野の研究者の情報としてだけでなく、コーチン

グ現場の指導者にとっても重要な情報として活用されることを期待します。
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スタミナでまさる先輩についていけず。

練習中､奥歯をかみしめた､合宿のハードさに

ネを上げレギュラーからはずされた。

あの悔しさは二度と味わいたくない｡

もっと､バテないチカラ､キレない持久力が欲しい‥･

あなたの体は､運動時､体脂肪を燃焼させています。

長時間､運勤し続けるためには､それを燃やし続け

なければなりません､エネルゲンは､この働きを

サポートします､いま以上の自分を手に入れるために。

練習前､練習中に飲んでください、

トレーニングサポート

エネルゲン

卜晶ふJ,問い言わﾄ’Ｌ４０）32920021元塚卜辱消費膏ｔj･でどうそ

φ

i7jis

　

－

　

e･.

賜翁

体脂肪を燃やせ。

キレない持久力のために。
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